
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
芸
術
家
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
い
う
2
名
の
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
者
の

組
み
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
作
品
（
点
描
画
）
も
展
示
致
し
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

第
1
部

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇

宙
神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　

講
師　

水
華 

氏

�

（
神
技
点
描
画
家
）

　

沖
縄
出
身
の
水
華
氏
は
、
ダ
イ
バ
ー

シ
ョ
ッ
プ
経
営
に
成
功
、
名
実
と
も
事

業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
若
く
し
て
巨
万
の
富
を
得
て
、

天
狗
生
活
を
送
っ
た
結
果
、
こ
と
ご
と

く
事
業
の
多
角
化
に
失
敗
、
天
国
か
ら

地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

あ
る
日
、
自
死
を
思
い
た
っ
た
時
、

突
然
、
神
秘
体
験
が
起
き
ま
し
た
。「
点

描
を
描
け
!
」
と
い
う
、
巨
大
な
バ
イ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
の
で
す
。
そ

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
2
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
）。

こ
で
止
む
無
く
点
描
を
描
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
間
で
6
0
0

本
と
い
う
神
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
点
描
画
は
す
で
に
90
作
以
上
に

上
り
、
1
0
0
号
7
0
0
0
万
円
以
上

と
い
う
破
格
の
値
段
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
全
国
の
個
展
会
場
で
は
、
連
日
、

奇
跡
的
な
シ
ー
ン
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
水
華
氏
が
告
げ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
?こ

の
衝
撃
の
点
描
画
と
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
華
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
沖
縄
生
ま
れ
。
2
0
1
2

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
全
国
大
会
発
表
者
大
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
六
月
七
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
平
成
26
年
1
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
26
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
三
九
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎�

御
嶽
山
の
火
山
爆
発
の
予
知
の
検
証

と
天
変
地
異
の
予
知

◎
訃
報

◎�

オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
と
霧
（
水
滴
）

の
関
係

年
6
月
よ
り
突
然
点
描
画
を
描
き
、
2

0
1
4
年
6
月
ま
で
に
は
80
点
の
作
品

を
発
表
し
て
い
る
。
2
0
1
4
年
2
月

サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
会
員
、
2
0
1
4
年

4
月
上
野　

日
仏
現
代
国
際
美
術
展
示

品
／
会
員
優
賞
受
賞
、
同
時
に
サ
ロ
ン

・
ブ
ラ
ン
委
員
に
推
薦
。
2
0
1
2
年

11
月
仙
台
「
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

������������������������������������������������������������
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ア
ー
ト
展
」、
2
0
1
3
年
銀
座
グ
レ

ー
ス「
S
U
I
K
A
点
描
画
展
、
2

�
0
�1�

3
年
7
月
赤
坂
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
「
ア
ー
ル
グ
ラ
ー
ジ
ュ
と
コ
ラ
ボ
」、

2
0
1
4
年
1
月
表
参
道
四
季
画
廊

「
S
U
I
K
A
点
描
画
展
」
な
ど
開
催
。

第
2
部

巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め

（
ビ
オ
マ
ガ
ジ
ン
）

　
　
　
　

講
師　

上
部　

一
馬 

氏

「
地
震
は
予
知
で
き
な
い
」。
こ
れ
は

世
界
の
定
説
で
す
。
し
か
し
、
巨
大
地

震
の
発
生
を
一
、二
週
間
前
に
予
測
で

き
る
「
G
P
S
地
殻
変
動
解
析
シ
ス
テ

ム
」
を
開
発
し
た
民
間
人
が
登
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
世
界
の
快
挙
で
す
。
20

年
間
に
わ
た
り
日
本
の
地
殻
変
動
を
調

べ
た
結
果
、
巨
大
地
震
発
生
の
前
に
は

前
震
が
あ
る
こ
と
を
掴
み
ま
し
た
。
こ

の
20
年
間
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
1
週
間

毎
の
地
殻
変
動
値
か
ら
巨
大
地
震
の
予

測
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
M
5
以
上

の
的
中
率
は
8
割
を
超
え
、
3
・
11
も

事
前
に
予
測
し
て
い
ま
し
た
!　

富
士

山
噴
火
、
首
都
圏
直
下
型
地
震
が
い
つ

起
こ
る
の
か
、
日
本
列
島
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
? 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実

績
と
、
危
な
い
エ
リ
ア
を
公
表
致
し
ま

す
。

●
上
部
一
馬
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
生

ま
れ
。
1
9
7
7
年
明
治
学
院
大
学
卒

業
。
学
習
研
究
社
代
理
店
勤
務
の
後
、

1
9
9
2
年
㈱
健
康
産
業
流
通
新
聞
社

に
入
社
。
2
0
0
0
年
か
ら
フ
リ
ー
に
。

2
0
0
3
年
、
健
康
情
報
新
聞
編
集
長

兼
任
。
代
替
療
法
に
精
通
。

主
な
著
書
：「
美
肌
革
命
」（
ぶ
ん
ぶ
ん

書
房
）、「
難
病
を
癒
す
ミ
ネ
ラ
ル
療
法
」

（
中
央
ア
ー
ト
出
版
社
）、「
や
っ
ぱ
り
、

や
っ
ぱ
り
ガ
ン
は
治
る
」（
コ
ス
モ
21
）、

「
ガ
ン
治
療
に
夜
明
け
を
告
げ
る
」（
花

伝
社
）、「
奇
跡
の
生
還
」（
コ
ス
モ
21
）、

「
世
界
文
明
の
起
源
は
日
本
だ
っ
た
」

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）他
多
数
。

日
時　

平
成
27
年
5
月
9
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
五
万
円
也　
　
　

渡
邊　

薫
龍　

様

金
二
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

枝
元　

孝
行　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
井　

一
雄　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

現
在
の
事
務
局
（
小
林
）
は
2

�
0
�0�

1
年
6
月
か
ら
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の

公
式
サ
イ
ト
管
理
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
事
務
仕
事
（
機
関
誌
・
論
文
集
等
の

編
集
と
発
行
、
本
部
例
会
・
全
国
大
会

等
の
準
備
と
運
営
、
理
事
会
・
通
常
総

会
の
準
備
と
運
営
、
会
員
管
理
な
ど
）

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に

す
べ
て
を
こ
な
す
に
は
、
体
力
的
に
き

つ
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
従
来
の
事
務
局
の
仕
事
を

編
集
部
（
刊
行
物
の
編
集
と
発
行
）
と

新
し
い
事
務
局
（
催
し
物
の
準
備
と
運

営
、
会
員
管
理
）
の
2
つ
に
分
割
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
事
務
局
の
担
当
者

を
並
列
記
憶
能
力
が
高
い
20
代
～
40
代

の
会
員
か
、
会
員
の
お
知
り
合
い
か
ら

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
幹
事
と
し
て
役
員
会
等
に
も

出
席
し
、
数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
を
受
け

て
、
問
題
な
け
れ
ば
正
式
に
給
与
の
出

る
事
務
局
長
に
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
資
格
は
首
都
圏
在
住
の
20
代
～

40
代
の「
W
O
R
D
・
E
X
C
E
L
」
等

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
い
で
、
機
械
音
痴

で
は
な
く
、
多
少
の
几
帳
面
さ
と
責
任

感
が
持
て
る
方
で
す
。
会
員
と
の
や
り

と
り
は
メ
ー
ル
が
主
体
で
、
通
常
の
ル

ー
テ
ィ
ー
ン
の
お
仕
事
に
就
い
て
い
る

方
で
も
、
兼
職
は
可
能
で
す
。
詳
細
に



●❸ ●

つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
メ
ー
ル
願

い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

募
集
期
間
中
に
複
数
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
場
合
は
、
応
募
者
各
人
の
適
性

を
み
て
、
最
終
的
に
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※�

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
の
進
歩
は

近
年
目
覚
し
く
、
内
側
と
外
側
か
ら
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
、
高
周
波
、
超
音
波
な
ど

新
し
い
技
術
革
新
の
み
な
ら
ず
再
生
医

療
分
野
で
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
治

療
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
人
間
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
で
あ
る
自
律
神
経
機
能
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

人
間
の
能
力
開
発
か
ら
超
人
を
生
む

自
律
神
経
の
最
先
端
研
究
の
紹
介
と

人
間
の
未
知
な
る
可
能
性
や
個
人
特
性

な
ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
超
・
能
力
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
新
の
研
究
と
共
に
紹

介
し
ま
す
。

※
名
古
屋
市
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

診
療
を
続
け
な
が
ら
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
研
究
で
も
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
お

医
者
さ
ん
の
貴
重
な
御
講
演
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
末
武
信
宏
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

国
立
岐
阜
大
学
医
学
部
卒
業
、
順
天
堂

大
学
医
学
部
大
学
院
博
士
課
程
卒
業（
医

学
博
士
）、
順
天
堂
大
学
医
学
部
非
常
勤

講
師
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

（
J
B
C
認
定
）、社
団
法
人　

先
端
医
科

学
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー　

副
代
表
理

事
、
日
本
美
容
外
科
学
会
認
定
専
門
医

さ
か
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

http://w
w
w
.sakae-clinic.com

/

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
株
式
会
社　

代
表

取
締
役

http://w
w
w
.topathlete.co.jp/

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
診
療
（
F
1
レ
ー

シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
世
界
王
者
、
プ
ロ
野
球
選
手
、
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
、
ツ
ア
ー
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選

手
な
ど
）。
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
い
超
人

育
成
に
努
め
る
傍
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
努
め
る
。
ヒ
ー

リ
ン
グ
、
前
世
療
法
、
魂
の
実
証
へ
の

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
生
涯
研
究
。

http://w
w
w
.sakae-clinic.com

/
spiritual/

日
時　

平
成
27
年
6
月
7
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
4
時
半　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
25
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
11
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
第
2
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
あ
の
世
と
多
次
元

世
界
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」
に
関
し
て

で
も
、
そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に



原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
4
」
の
編
集
後

記
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ

パ
ワ
ー
体
感
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

講
師　

宮
崎　

貞
行 

氏

日
時　

平
成
27
年
5
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
・

サ
イ
を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話

　
　
　

講
師　

小
牧　

昭
一
郎 

氏

日
時　

平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
3
時
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

永
遠
の
生
命
（
仮
題
）

　
　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義 

氏

日
時　

平
成
27
年
7
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、

冥
王
星
）
が
与
え
る
個
人
の
運

勢
の
大
き
な
波
と
世
界
の
動
向

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

 �

（
占
星
学
研
究
家
）

外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王

星
）
は
1
つ
の
星
座
を
通
過
す
る
期
間

が
長
い
の
で
、
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
に

影
響
を
与
え
、
個
人
に
対
し
て
も
人
生

の
大
き
な
運
勢
の
波
に
影
響
を
与
え
、

記
憶
に
残
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
に

も
関
係
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
日
に
、
世
の
中
を

ひ
っ
く
り
返
す
天
王
星
が
占
星
学
の
基

準
点
で
あ
る
春
分
点
を
通
過
し
、
牡
羊

座
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
世
界
的
に
争
い

や
戦
い
の
多
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
2
0
1
8
年
～
2
0
1
9
年
に
天

王
星
は
牡
牛
座
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
ど
う
い
う
ふ
う
に
時
代
が
変
わ
っ

て
い
く
か
を
、
そ
の
後
の
星
座
時
代
も

含
め
て
予
測
し
ま
す
。

さ
ら
に
海
王
星
、
冥
王
星
の
今
後
の

世
の
中
に
与
え
る
大
き
な
波
も
解
説
致

し
ま
す
。

ま
た
個
人
に
対
す
る
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
影
響
力
に
よ
る
、
大
き

な
運
勢
の
波
の
お
話
を
し
、
参
加
者
の

皆
様
に
は
、
外
惑
星
に
よ
る
今
後
数
十

年
間
の
個
人
別
運
勢
の
波
が
診
断
で
き

る
資
料
を
配
布
し
て
、
そ
の
見
方
の
説

明
を
致
し
ま
す
。

● ❹●



日
時　

平
成
27
年
5
月
24
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学

　
　
　

研
究
所　

研
修
室

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
・
45

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
F
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て
Ⅲ

　
　
　

講
師　

森
安 

政
仁 

氏

日
時　

平
成
27
年
6
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
郷
16･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

宇
宙
人
類
の
自
覚
：
第
2
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
革
命
（
2
）

昨
年
の
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命

：
地
球
人
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
説
か
ら
ウ
チ

ュ
ウ
ジ
ン
て
ん
こ
盛
り
説
へ
」
に
引
き

続
き
、
第
2
弾
と
し
て
、「
宇
宙
人
類
の

自
覚
」
が
テ
ー
マ
!

　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙
人
類
学
が

提
唱
さ
れ
る
中
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
宇
宙
人
と
の
交
流
を
前
提
に
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
か
?　

「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
宇
宙
人
あ
り
」

Cogito Ergo Eureka

日
時　

平
成
27
年
7
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会�

員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

第
24
回（
第
7
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
報
告

2
0
1
5
年
3
月
29
日
（
日
）
に
品

川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
終
日
開
催
。　

 

今
回
は
第
1
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賞
を

設
け
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
受
賞
者

は
佐
藤
禎
花
さ
ん
に
決
定
。
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
満
員
御
礼
で
、
懇
親
会
も
20

名
参
加
。「
生
命
の
躍
動
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

及
び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
1
月
本
部
例
会
報
告

魂
の
発
見

　
　
　
　

講
師　

小
川　

博
章 

氏

本
日
の
私
の
目
標
は
、「
心
を
解
明
し

魂
を
発
見
し
て
、
絶
対
安
心
に
至
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

原
初
の
生
物
で
あ
る
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は

目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
小
さ
な

生
物
で
す
が
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
い
る
環

境
に
弱
い
電
流
を
流
す
実
験
を
し
て
み

ま
す
。
何
事
も
な
い
と
き
に
、
ゾ
ウ
リ

ム
シ
は
お
互
い
に
適
当
な
距
離
を
と
っ

て
散
ら
ば
り
、
平
和
な
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
環
境
に
弱
い
電

流
を
流
す
と
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
常
に
マ

イ
ナ
ス
極
に
向
か
い
ま
す
。
次
に
ゾ
ウ

リ
ム
シ
が
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
環
境

に
、
酸
を
た
ら
す
実
験
を
し
て
み
ま
す
。

弱
い
酸
を
た
ら
す
と
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
皆

寄
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
環
境

に
強
い
酸
を
た
ら
す
と
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ

は
皆
一
斉
に
逃
げ
、
遠
ざ
か
り
ま
す
。

こ
の
実
験
が
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、

原
初
の
生
物
で
あ
る
ゾ
ウ
リ
ム
シ
も
、

論
理
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う

●❺ ●



こ
と
で
す
。
そ
こ
で
そ
の
眼
を
転
じ
て

世
界
を
見
れ
ば
、
渡
り
鳥
が
一
団
と
な
っ

て
海
を
越
え
て
い
く
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ

る
生
物
が
論
理
に
従
っ
て
行
動
し
て
い

る
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
ど
う
し
て
生
物
は
過
酷
な
環
境
の

中
で
生
き
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

命
は
論
理
に
従
っ
て
行
動
す
る
仕
組
み

だ
と
い
え
ま
す
。
命
に
よ
っ
て
生
き
て

い
る
私
た
ち
も
ま
た
、
論
理
に
従
っ
て

生
き
る
の
が
当
た
り
前
で
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
は
論
理
的
で
な
い
説
明
に
出
会
う
と
、

そ
の
先
に
進
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

も
当
然
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
人
類
は
論
理
的
な
知
識
を
共

有
し
、
皆
で
積
み
重
ね
る
た
め
に
発
明

し
た
の
が
、“
科
学
”
と
い
う
方
法
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
私
た

ち
は
科
学
を
発
達
さ
せ
る
中
で
、
よ
り

い
っ
そ
う
理
性
を
磨
き
、
理
性
を
唯
一

の
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

私
た
ち
は
、
現
代
の
科
学
が
現
実
を
必

ず
し
も
正
確
に
記
述
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
科
学
は
今
の
と

こ
ろ
、
現
実
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と

い
え
ま
す
。
つ
ま
り
理
性
に
従
っ
て
も

先
に
進
め
な
い
多
く
の
問
題
の
存
在
に

気
付
き
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
論

理
的
で
な
い
も
の
を
排
除
し
よ
う
す
る

余
り
、
科
学
的
に
な
っ
て
い
な
い
も
の

を
信
じ
ま
せ
ん
。
科
学
は
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
が
万
有
引
力
の
法
則
を
発
見
し
て
以

来
、
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
万
有
引
力
の
法
則
を
発

見
す
る
前
に
も
、
リ
ン
ゴ
は
木
か
ら
落

ち
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

あ
ら
ゆ
る
結
果
は
原
因
が
あ
っ
て
、
生

ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
原
因
は
原
因
が
生

ま
れ
る
仕
組
み
が
あ
っ
て
、
生
じ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
科
学
が

仕
組
み
を
説
明
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
、

仕
組
み
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
現
実
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
仕
組
み
の
真
実
を
知
り

た
い
と
願
い
、
新
た
な
世
界
へ
飛
び
出

さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
現
代
人
に
と
っ
て
、
絶
対
安
心

の
基
準
と
根
拠
と
い
う
の
は
、
実
に
常

軌
を
逸
し
た
話
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
慎
重
に
現
在
の
世
界
が
示

し
て
い
る
現
実
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
真
実
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
科
学
的
に
現
実
に
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
最
初
に
基
本
的
な
疑
問
を
解

決
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
「
科
学
す
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
? 

科

学
の
基
準
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
? 

あ
る
こ
と
が
科
学
的
で
あ
る
か
ど
う
か

を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
科
学
の

方
法
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

科
学
の
方
法
に
は
3
つ
の
原
則
が
あ

り
ま
す
。

①
論
理
的
な
仮
説
を
立
て
る

②
実
験
に
よ
っ
て
仮
説
を
証
明
す
る

③
再
現
性
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る

科
学
は
こ
の
3
つ
の
原
則
に
よ
っ
て

前
の
知
識
の
上
に
新
た
な
知
識
を
積
み

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
積
的
進
歩

を
可
能
に
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
意
識
は
実
験
に
よ

っ
て
証
明
で
き
て
い
な
い
の
で
、
蓄
積

的
進
歩
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
い
く

ら
論
理
的
な
仮
説
を
立
て
て
も
科
学
と

し
て
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

科
学
し
よ
う
と
す
る
意
欲
も
生
ま
れ
な

い
の
は
当
然
で
す
。
そ
の
よ
う
な
わ
け

で
現
在
、
意
識
は
決
し
て
科
学
に
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
一
般
的
に
了

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
釈
迦
の
出
現
以
来
、

年
間
わ
ず
か
1
0
0
人
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
に
25
万
人
の
人
々
が

釈
迦
の
い
う
絶
対
安
心
の
世
界
に
進
み
、

こ
の
世
界
に
進
ん
だ
人
々
は
、
皆
同
じ

事
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、

実
験
に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
く
て
も
、

釈
迦
が
発
見
し
、
白
隠
禅
師
が
改
良
を

加
え
た
方
法
は
、
再
現
性
に
よ
っ
て
確

認
で
き
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
3
番
目
の
条
件
は
満
た
し

て
い
ま
す
。
同
じ
方
法
を
使
え
ば
同
じ

体
験
が
再
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

蓄
積
的
進
歩
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て
、

仕
組
み
が
無
い
こ
と
の
証
明
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
誰
で
も
同
じ
結
論
に

至
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
明
白
な
仕

組
み
が
存
在
し
て
い
る
証
拠
だ
と
い
え

ま
す
。

確
か
に
意
識
を
科
学
し
よ
う
と
し
て

も
、
意
識
に
は
純
粋
な
科
学
と
し
て
の

資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
、
純
粋
な
理
性
だ
け
で
は
闇
に
迷
い

込
む
だ
け
で
あ
ろ
う
と
観
察
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

自
分
独
自
の
個
性
的
な
人
生
の
す
べ
て

を
肯
定
し
て
い
き
、
知
ら
ぬ
間
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
闇
夜
か
ら
出
て
、
活

き
活
き
と
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
自
分

が
生
き
る
基
準
が
純
粋
な
科
学
で
あ
る

か
ど
う
か
よ
り
も
、
自
分
の
喜
び
の
源

に
な
る
か
ど
う
か
、
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?

し
か
し
一
方
で
私
た
ち
は
、
理
性
的
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に
納
得
で
き
れ
ば
、
新
し
い
知
識
を
振

り
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で

本
日
は
、
で
き
る
だ
け
広
く
現
実
を
観

察
し
、
世
界
が
示
し
て
い
る
証
拠
に
よ

っ
て
、
意
識
を
理
解
す
る
、
と
い
う
方

法
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
世
界
を
観
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
と
は
何
か
と

い
う
仮
説
を
立
て
、
自
分
の
心
と
体
を

使
っ
て
再
現
す
る
こ
と
で
、
自
分
で
振

り
落
と
す
い
う
方
法
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
日
は
意
識
を
科
学
す
る
た

め
に
、

①
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
か
?

②
意
識
は
何
を
し
て
い
る
か
?

③
意
識
は
い
つ
か
ら
あ
る
か
?

と
い
う
3
つ
の
こ
と
を
考
え
た
上
で
、

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
一
般
的
に
困

惑
し
て
い
る

④�

意
識
は
肉
体
の
死
と
共
に
消
え
る
か
?

つ
ま
り
、「
人
は
生
ま
れ
て
、
生
き
て
、

死
ぬ
」
と
い
う
考
え
方
は
本
当
か
、
ほ

か
の
考
え
方
は
完
全
に
間
違
い
な
の
か
、

と
い
う
大
疑
問
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
疑
問
の
パ
ズ
ル
を
解
い

た
結
果
と
し
て
、
私
た
ち
は
人
生
を
安

心
し
て
生
き
て
良
い
根
拠
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
し
、
解
け

た
パ
ズ
ル
に
よ
っ
て
、
安
心
の
根
拠
を

納
得
で
き
れ
ば
、
絶
対
安
心
に
至
れ
る

は
ず
で
す
。

ま
ず
、「
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
か
?
」

と
い
う
意
識
に
関
す
る
最
初
の
疑
問
か

ら
考
え
ま
し
ょ
う
。
意
識
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
知
れ
ば
、
意
識
の
仕
組
み
の
一

部
が
分
か
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

意
識
は
、

①�

体
の
一
部
だ
け
に
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
全
体
に
あ
る
の
か
?

②�

体
の
内
部
だ
け
に
あ
る
の
か
? 

そ

れ
と
も
外
部
に
も
あ
る
の
か
?

こ
の
2
つ
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

で
は
擬
態
生
物
を
観
察
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
擬
態
生
物
を
見
る
と
、
た
ち
ま

ち
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。（
鏡
で
自
分

の
体
を
見
る
わ
け
で
も
な
く
）
自
分
の

目
で
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
も
環
境
に
似
る
の
で
し
ょ
う

か
? 

何
も
教
育
さ
れ
な
い
の
に
、
こ
こ

な
ら
安
全
と
知
る
た
め
に
は
、
環
境
に

紛
れ
て
い
る
自
分
を
意
識
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
あ
る
植
物
と

完
璧
に
似
た
体
を
手
に
入
れ
て
も
、
も

し
留
ま
る
植
物
を
間
違
え
た
ら
、
た
ち

ど
こ
ろ
に
捕
獲
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
擬
態
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
3

つ
の
条
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

環
境
を
自
分
の
体
に
コ
ピ
ー
す
る
に

は
、
肉
体
の
目
以
外
の
視
力
で
自
分
の

体
を
、
自
分
の
体
の
外
か
ら
環
境
ご
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
つ

ま
り
擬
態
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
第

一
に
、
意
識
の
中
に
体
が
で
き
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
こ
こ
で
意

識
の
仕
組
み
に
関
し
て
、
新
た
な
2
つ

の
疑
問
が
起
こ
り
ま
す
。

①�

意
識
の
仕
組
み
の
中
に
体
が
あ
る
の

は
本
当
な
の
か
?

②�
肉
体
の
目
以
外
の
視
力
な
ど
が
あ
る

の
か
?

状
況
証
拠
を
沢
山
集
め
て
、
理
解
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

※
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
例
の
う
ち
の

（
一
例
）
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、

大
場
秀
章
教
授
の
著
書
『
植
物
は
考
え

る
』
に
よ
る
と
、「
植
物
に
は
会
話
し
、

変
身
し
、
動
物
を
操
る
智
恵
が
あ
る
」

例
え
ば
、「
雄
蜂
が
近
づ
く
と
瞬
間
花
が

そ
れ
を
捕
ら
え
て
花
粉
の
ス
タ
ン
プ
を

押
す
ハ
ン
マ
ー
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
自
分

の
花
の
形
が
蜂
の
雄
に
雌
蜂
の
よ
う
に

見
え
て
い
て
、
自
ら
雄
を
お
び
き
寄
せ

て
い
る
と
意
識
で
き
て
い
る
」
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
も
し
、
花
が
突
然
変
異
に
よ

っ
て
偶
然
蜂
の
雌
に
似
た
の
だ
と
し
た

ら
、
自
ら
動
い
て
花
粉
の
ス
タ
ン
プ
を

押
す
行
動
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

生
物
は
意
識
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

行
動
し
て
い
る
か
? 

に
つ
い
て
次
の

9
つ
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

①
外
部
を
感
知
し
認
識
し
、
判
断
す
る

②
体
全
体
を
統
括
す
る
シ
ス
テ
ム

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
操
る

④�

時
々
刻
々
、
内
部
の
変
化
を
認
識
す

る
⑤
物
質
と
し
て
の
遺
伝
子
を
操
る

⑥�

細
胞
の
増
殖
に
先
立
っ
て
、
複
製
さ

れ
る

⑦
個
体
の
進
化
と
直
接
関
わ
っ
て
い
る

⑧
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る

⑨�

記
憶
に
よ
っ
て
、
意
味
の
あ
る
活
動
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を
す
る

こ
の
中
で
5
番
目
と
6
番
目
に
つ
い

て
は
本
当
な
の
か
? 

と
疑
問
に
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
は
こ
こ
だ
け
詳

し
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
意
識
が
遺
伝
子
を
操
る
」
と
考
え

ら
れ
る
一
例
と
し
て
、
元
東
京
医
科
歯

科
大
学
准
教
授
の
志
村
則
夫
博
士
の
著

書
「
い
の
ち
と
は
何
か
」
に
、
江
上
信

夫
東
大
教
授
の
性
転
換
す
る
魚
の
実
験

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
ハ
ナ
ダ
イ
」
は
雄
一
匹
が
十
数
匹

の
雌
を
従
え
て
紅
海
を
を
回
遊
し
て
い

ま
す
。
雄
が
死
ぬ
と
雌
の
一
匹
が
雄
に

性
転
換
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
江
上
先
生
が
研
究
室
の
水
槽
の
中

で
証
明
し
ま
し
た
。

透
明
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
2
つ
の
隣
り

合
っ
た
水
槽
に
、
そ
れ
ぞ
れ
雄
と
雌
の

ハ
ナ
ダ
イ
を
何
匹
か
ず
つ
別
々
に
飼
い

ま
す
。
こ
の
と
き
は
何
も
起
こ
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
2
つ
の
水
槽
の
間
に

障
害
物
を
置
い
て
、
互
い
に
見
え
な
く

す
る
と
、
な
ん
と
雌
の
一
匹
が
雄
に
性

転
換
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
障
害
物

が
置
か
れ
、
雌
の
視
界
か
ら
雄
が
消
え

る
こ
と
で
、
雌
に
性
転
換
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
こ
の
実
験
で
は
、
性
転
換
が

意
図
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
雄
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
い

た
仕
組
み
で
あ
る
意
識
が
、
遺
伝
子
を

操
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

実
験
は
、
意
識
の
力
で
遺
伝
子
が
操
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
共

生
す
る
ク
マ
ノ
ミ
は
、
雌
が
い
な
く
な

る
と
雄
が
雌
に
性
転
換
し
ま
す
。
性
転

換
す
る
魚
は
実
は
沢
山
い
ま
す
。

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
通
常
横
に
分
か
れ
て
、

1
つ
の
細
胞
が
2
つ
に
な
り
ま
す
。
細

胞
分
裂
に
よ
っ
て
増
え
ま
す
。
と
こ
ろ

が
環
境
が
悪
化
す
る
と
、
同
じ
遺
伝
子

で
は
住
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
す
る
と

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
自
分
と
は
違
う
遺
伝
子

を
持
っ
て
い
る
個
体
を
探
し
出
し
、
接

合
と
い
う
方
法
で
お
互
い
の
遺
伝
子
を

入
れ
替
え
ま
す
。
入
れ
替
え
た
後
、
2

つ
に
分
裂
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
中

で
遺
伝
子
を
一
旦
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、
組

み
直
し
、
何
回
か
分
裂
を
繰
り
返
し
た

後
で
元
に
戻
る
と
、
再
び
通
常
の
細
胞

分
裂
を
繰
り
返
し
ま
す
。
ゾ
ウ
リ
ム
シ

は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
ま
す
。

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
自
分
で
自
由
自
在
に
遺

伝
子
を
操
っ
て
い
ま
す
。

擬
態
に
関
し
て
も
、
擬
態
が
可
能
に

な
る
第
2
の
条
件
は
意
識
が
遺
伝
子
を

操
る
と
考
え
て
始
め
て
、
生
物
が
見
事

な
ま
で
に
擬
態
を
仕
上
げ
た
現
実
を
理

解
で
き
ま
す
。

次
に
「
意
識
は
細
胞
の
増
殖
に
先
立

っ
て
、
複
製
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を

考
察
し
て
み
ま
す
。

細
胞
分
裂
し
た
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
、
直

ち
に
ゾ
ウ
リ
ム
シ
と
し
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
分
裂
を
始
め

た
と
き
に
、
で
き
か
か
っ
て
い
る
も
う

一
方
の
体
を
意
図
的
に
操
っ
て
い
る
の

は
、
元
の
体
の
意
識
で
は
な
く
、
新
し

い
体
の
意
識
の
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
分
か
れ
た
ら
、
別
々
で
生
き
て
い
け

る
は
ず
で
す
。
細
胞
と
い
う
物
質
を
再

生
す
る
前
に
、
物
質
を
操
る
意
識
を
再

生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
こ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
例
か
ら
、「
意

識
の
中
に
は
過
去
世
の
記
憶
が
あ
る
こ

と
」「
意
識
の
中
に
は
過
去
世
を
操
る
仕

組
み
が
あ
る
」
ま
た「
意
識
は
人
の
心
の

中
に
感
動
や
自
責
の
念
を
生
み
出
す
」

「
意
識
は
生
物
の
擬
態
や
性
転
換
、
そ

し
て
何
よ
り
進
化
を
起
こ
す
力
で
あ
る
」

こ
と
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
考
え
て
く
る
と
、

心
を
無
意
識
の
う
ち
に
操
る
力
が
存
在

す
る
こ
と
を
、
否
定
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

そ
し
て
、
そ
の
無
意
識
の
中
で
働
く

力
を
、
日
本
で
は
古
来
「
魂
」
と
呼
ん

で
き
た
こ
と
に
思
い
当
た
る
と
思
い
ま

す
。
意
識
と
呼
ば
れ
る
心
の
働
き
の
一

部
に
魂
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
つ
ま
り
、
命
が
自
動
的
に
体
を

操
っ
て
い
る
よ
う
に
、
永
遠
不
滅
の
記

憶
情
報
で
あ
る
魂
も
、
自
動
的
に
心
を

操
っ
て
、
心
に
変
化
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
意
識
の
一
部
と
し
て
魂
が
働
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
に
見
え
る
命

の
働
き
の
他
に
、
目
に
は
見
え
な
い
魂

も
確
実
に
心
と
体
を
操
っ
て
い
る
、
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
か
ら
ず
っ
と
明
ら
か
に
し
続

け
て
き
た
意
識
の
仕
組
み
か
ら
、
魂
の

存
在
を
明
ら
か
に
で
き
ま
す
。
そ
し
て

魂
の
大
部
分
は
無
意
識
の
中
に
あ
り
、

日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
潜
在
し

て
い
る
た
め
、
日
常
の
自
分
に
は
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

結
論
と
し
て
、「
魂
と
は
、
体
全
体
を

包
む
意
識
、
記
憶
、
進
化
す
る
意
図
を

も
つ
」
と
い
え
ま
す
。
新
し
く
進
化
す

る
た
め
に
人
生
に
問
題
が
起
こ
る
の
で

あ
り
、
自
分
自
身
の
生
物
の
時
間
の
中

で
、
今
の
自
分
の
経
験
が
時
間
と
共
に

記
憶
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
現
在
直
面
す
る

問
題
を
工
夫
す
る
記
憶
と
時
間
が
過
ぎ

去
る
も
の
で
は
な
く
、
積
も
り
行
く
も
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の
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
や
が
て
砂
時
計

が
半
回
転
し
て
、
新
し
い
と
き
を
刻
み

始
め
る
よ
う
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
工

夫
が
、
次
の
自
分
の
人
生
を
よ
り
良
い

も
の
に
飛
躍
さ
せ
る
源
と
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
考
え
方
の
中
で
は
、
た
と
え
今

の
問
題
が
解
決
で
き
な
く
て
も
、
問
題

を
進
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
る
考

え
方
の
中
で
工
夫
す
る
な
ら
、
問
題
そ

の
も
の
が
昇
華
し
て
、
消
え
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
人
生
の
時
間
軸
の
中
で
、

自
分
が
こ
の
人
生
を
生
き
る
基
準
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
人
生
の

出
来
事
は
す
べ
て
幸
せ
と
喜
び
の
源
に

な
る
は
ず
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
人
生
は「
生
き
る

意
味
」
で
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
魂
が
進
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
方
向
に
、
自
分
も
生
き
る
意
味

を
見
出
し
て
来
た
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
? 

自
分
が
人
生
を
生
き
る
意
味

は
、
魂
の
中
に
既
に
常
に
完
全
に
あ
る
、

と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
永
遠
不
滅
の

記
憶
情
報
で
あ
る
魂
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
自
分
が
幸
せ
で
あ
る
根
拠
」
が
予
め
明

ら
か
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の

安
心
の
源
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る

　

生
命
の
す
ば
ら
し
さ
―

　
　
　
　

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
い
う
の
は
イ

ン
ド
の
梵
語
す
な
わ
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
、
元
々
は
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
ま

し
て
五
千
年
の
歴
史
を
も
っ
た
伝
統
的

な
医
学
で
す
。
ア
ー
ユ
ス
と
い
う
の
が

「
命
」
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
は
「
科
学
」
と
か

「
智
恵
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
今
日

は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
「
生
命
の
智

恵
」
と
い
う
ふ
う
に
題
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
で
も
今
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま

し
た
「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
と
い
う
の
は
、
イ

ン
ド
で
は
昔
か
ら
宇
宙
に
は
始
ま
り
も

終
わ
り
も
な
い
よ
う
に
、
ず
っ
と
永
遠

の
智
恵
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
純
粋
な
意

識
が
常
に
存
在
し
て
い
る
も
の
だ
、
そ

し
て
ヴ
ェ
ー
ダ
と
い
う
も
の
は
変
わ
る

こ
と
が
な
い
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
説

か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
だ
と
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、

後
の
時
代
に
4
つ
の
書
物
に
書
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。
世
界
で
一
番
古
い
書
物

が
「
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
」
で
、「
サ
ー
マ

・
ヴ
ェ
ー
ダ
」、「
ヤ
ジ
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー

ダ
」、「
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
」
が

書
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生

命
と
い
う
も
の
が
よ
り
健
全
に
、
そ
し

て
寿
命
が
全
う
さ
れ
る
ま
で
、
で
き
る

だ
け
幸
福
な
人
生
を
生
き
て
い
こ
う
と

い
う
、
そ
の
礎
の
た
め
に
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
と
い
う
の
が
説
か
れ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
後
半
で
、
実
技
の
時
間
と
し

て
ヨ
ー
ガ
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヨ
ー
ガ
と
い
う
と
、
現
在
肉
体
的
な
激

し
い
鍛
錬
の
よ
う
に
取
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ヨ
ガ
は
元
々
イ
ン
ド
で
生
ま
れ

た
6
つ
の
哲
学
の
一
つ
で
あ
り
、「
つ
な

が
る
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
ヨ
ー
ガ
は
、
こ
の
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
と
は
、
五
千
年
の
歴
史
を
両

方
が
共
に
す
る
、
素
晴
ら
し
い
生
命
の

智
恵
を
説
い
て
い
く
も
の
で
、
今
日
は

こ
の
2
つ
を
羅
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を

生
活
の
中
で
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
取
り
入

れ
て
い
く
だ
け
で
、
私
た
ち
は
今
以
上

に
ベ
タ
ー
な
日
々
を
暮
ら
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
図
に
あ
り
ま
す
「
地
水
火
風
空
」

は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
説
い
て
い
く

と
き
に
、
基
本
的
な
概
念
と
な
り
ま
す
。

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

私
た
ち
を
取
り
囲
ん
で
い
る
自
然
、
私

や
貴
方
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、

こ
の
5
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
で
す
。
こ
こ
が
中
国
の
医
学
で
す

と
、「
木
火
土
金
水（
も
く
か
ど
ご
ん
す

い
）」
と
い
う
5
つ
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
両
方
と
も
神
事
で
す
か
ら
、
ど
こ

が
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
風
土
で
あ
る
と
か
、
そ
こ
が
育
っ

て
い
く
過
程
の
中
で
元
素
の
見
え
方
、

見
方
、
表
現
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
だ
と
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。
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自
然
も
私
も
貴
方
も
こ
の
5
つ
の
要

素
で
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

と
、
お
か
し
い
よ
ね
? 

例
え
ば
同
じ
物

を
食
べ
て
も
太
り
や
す
い
人
も
い
ま
す

し
、
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
も
な
か
な
か

太
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
同
じ
問
題
に

対
し
て
す
ぐ
に
い
ら
い
ら
す
る
人
も
い

ま
す
し
、
非
常
に
安
定
し
て
い
て
、
動

じ
な
い
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
も
っ
と
細
か
く
言

え
ば
、
沢
山
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
で
は
、
み
な
同
じ
要
素
で
で
き

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
レ
メ
ン

ト
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
違
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が
生
じ
る

と
考
え
ま
す
。

「
地
」
は
自
然
界
に
存
在
し
ま
す
し
、

こ
こ
は
7
階
で
す
が
、
こ
の
建
物
を
通

じ
て
大
地
に
通
じ
、
そ
し
て
大
地
の
上

に
建
物
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、「
地（
土
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う

の
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
? 

と
い
う
と
、
そ
れ
は「
支
え
て
い
く
」
と

い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

大
地
は
毎
日
様
々
な
も
の
を
下
か
ら

支
え
な
が
ら
、
ま
た
私
た
ち
は
大
地
を

毎
日
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
大
地
は
作
物
を
育
み
、
育
て
て

い
く
力
と
な
る
の
で
、
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
の
は
、「
安
定
」
で
あ
っ
た
り
、

「
支
え
る
構
造
」
と
い
う
ふ
う
に
、
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
考
え
ま
す
。

「
水
」
は
自
然
界
で
は
、
雨
や
海
や

川
や
飲
み
水
で
あ
る
と
か
、
ま
さ
に
水

が
無
い
と
私
た
ち
の
生
命
は
存
在
し
得

な
い
の
で
す
。
こ
の
水
は
様
々
な
形
に

変
わ
り
ま
す
。
凍
り
つ
い
た
り
、
蒸
気

に
な
っ
た
り
、
サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
た
り

す
る
の
で
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は

水
を
「
変
化
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
火
」
は
自
然
界
で
は
太
陽
の
光
で

あ
っ
た
り
、
太
陽
の
力
で
あ
っ
た
り
、

食
べ
物
を
調
理
す
る
力
で
あ
る
の
で
、

根
底
に
も
っ
て
い
る
の
は
熱
の
力
で
あ

り
、
物
事
の
形
を
変
え
て
い
く
の
で
、

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
火
は「
変
換
」

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
風
」
は
実
際
に
自
然
界
に
あ
り
、

も
の
を
動
か
し
た
り
散
ら
し
た
り
す
る

力
で
あ
り
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は

風
は
「
移
動
性
」
を
表
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

「
空
」
は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
お
よ

び
ヴ
ェ
ー
ダ
を
語
っ
て
い
く
と
き
は
至

っ
て
難
し
い
と
こ
ろ
で
、「
般
若
心
経
」

の
中
に
も
「
空
」
の
言
葉
が
あ
り
、
非

常
に
深
い
概
念
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
簡
単
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
で
い
い
ま
す
と
、「
空
間
」
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
環
境
に
は
大
地
が
あ
り
、

雨
が
降
り
、
太
陽
の
日
差
し
が
あ
り
、

風
が
吹
き
、
広
い
空
間
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
れ
ら
の
5
つ
の
元
素
で

で
き
て
い
る
と
考
え
た
と
き
、
大
地
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
構
造
で
あ
る
と
か
、
支

え
る
と
い
う
こ
と
で
、「
筋
骨
格
系
」
と

い
う
の
が
、
地
の
元
素
が
造
り
こ
ん
で

い
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
骨
太
の
方
、
体
格
的
に
が
っ
ち
り

し
て
い
る
方
は
、
も
う
す
で
に
地
の
要

素
を
多
め
に
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
が
精
神
的
な
も
の
に
も
関

係
す
る
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
考

え
て
い
て
、
地
の
要
素
は
忍
耐
力
や
動

じ
な
い
力
を
与
え
て
い
く
と
考
え
て
い

き
ま
す
。
何
か
不
安
が
わ
く
と
き
は
、

そ
の
方
の
地
の
要
素
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
中
で
、
水
の
要
素
は
体
液

と
し
て
考
え
て
お
り
、
マ
イ
ン
ド
面
で

は
優
し
さ
で
あ
る
と
か
涙
で
あ
る
と
か
、

私
た
ち
の
感
情
面
に
と
て
も
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

火
の
力
は
、
私
た
ち
の
体
の
中
で
は

体
温
で
あ
っ
た
り
、
消
化
力
で
あ
り
、

体
温
が
高
め
の
方
や
、
前
に
向
か
っ
て

頑
張
ろ
う
と
い
う
意
志
の
力
は
火
の
要

素
が
非
常
に
関
わ
っ
て
お
り
、
諦
め
る

の
は
火
の
力
が
弱
っ
て
い
る
と
き
に
起

こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

風
の
要
素
は
、
私
た
ち
の
体
に
と
っ

て
は
、
呼
吸
や
血
液
の
循
環
で
あ
り
、



マ
イ
ン
ド
面
で
は
ア
イ
デ
ア
と
か
閃
き

と
か
直
感
的
な
力
は
風
が
司
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

空
と
い
う
の
は
私
た
ち
の
体
で
は
、

鼻
腔
、
口
腔
、
胸
腔
と
い
う
よ
う
な
、

詰
ま
っ
た
状
態
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
表

し
、
マ
イ
ン
ド
面
で
は
可
能
性
を
表
し
、

空
の
力
の
強
い
方
は
大
い
な
る
志
と
を

持
っ
て
い
た
り
、
あ
る
と
き
は
忘
れ
る

と
い
う
行
為
も
空
の
力
が
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、
こ
の
5

つ
の
元
素
だ
け
で
様
々
な
も
の
を
シ
ン

プ
ル
に
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

最
近
で
は
私
は
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

な
ら
ぬ
、「
ワ
ユ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
と

い
う
言
い
方
を
し
て
、
5
つ
の
元
素
で

様
々
な
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
下
の
「
カ
パ
」「
ビ
ッ
タ
」「
ヴ
ァ

ー
タ
」
を
あ
ま
り
お
話
し
し
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
取
り
あ

え
ず
今
日
は
そ
ち
ら
も
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
5
つ
の
元
素
が

バ
ラ
バ
ラ
な
働
き
を
し
て
い
る
と
、
な

か
な
か
力
が
強
く
な
れ
な
い
の
で
、
2

つ
の
元
素
が
コ
ラ
ボ
を
し
ま
す
。（
図

の
ミ
ス
が
あ
り
ま
す
。
→
ビ
ッ
ダ
は
火

だ
け
で
は
な
く
、
水
と
火
の
コ
ラ
ボ
で

す
。）
地
と
水
が
一
緒
に
な
る
と
、
大
地

の
乾
き
に
対
し
て
水
を
練
っ
て
い
く
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
形
造
り
と
な
り
、
構

造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
こ
れ
を
「
カ

パ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
ビ
ッ
タ
」
と
い
う
の
は
、
火
に
水
を

差
す
と
、
火
の
暴
走
を
止
め
て
い
く
こ

と
も
で
き
る
し
、
ま
た
あ
る
と
き
は
、

水
は
液
体
全
般
を
指
し
、
油
も
含
み
、

火
に
油
を
注
げ
ば
、
火
が
ボ
ウ
ボ
ウ
と

燃
え
て
い
く
と
い
う
状
態
も
表
し
ま
す
。

「
ヴ
ァ
ー
タ
」
と
い
う
の
は
、
空
間

の
中
で
吹
く
風
と
い
う
感
じ
で
、
運
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
司
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

こ
こ
で
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、

人
と
い
う
の
は
元
々
生
ま
れ
も
っ
た
体

質
と
し
て
、「
カ
パ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た

り
、「
ビ
ッ
タ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た
り
、

「
ヴ
ァ
ー
タ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た
り
と
捉

え
ま
す
。

後
ほ
ど
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
く

「
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う

問
診
表
は
、
元
々
の
生
ま
れ
も
っ
た
体

質
を
み
て
い
く
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
表
に

な
り
ま
す
。

も
う
一
つ「
ビ
ク
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
」

と
い
う
問
診
票
は
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
で
、
何
が
多
く
な
っ
て
い
る
か

の
チ
ェ
ッ
ク
表
で
す
。

図
の
「
カ
パ
」「
ビ
ッ
タ
」「
ヴ
ァ
ー

タ
」
の
下
の
と
こ
ろ
は
、
日
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
こ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

α
波
に
お
け
る
右
脳
と
左
脳
と
の

コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

�

（
脳
力
開
発
研
究
所
）

と
き　
　

平
成
26
年
11
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

志
賀
氏
は
1
9
3
7
年
9
月
東
京
生

ま
れ
。
1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒

業
後
、
松
下
技
研
に
勤
務
。
1
9
7
1

年
東
京
大
学
工
学
部
計
数
工
学
科
研
究

員
を
兼
務
し
脳
波
研
究
。
1
9
8
3
年

脳
力
開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を

用
い
た
脳
波
分
析
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

大
学
や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア

ル
フ
ァ
波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日

本
I
B
M
、
N
T
T
な
ど
、
大
手
企
業

の
脳
力
開
発
研
修
を
行
う
。2
0
0
8
・

2
0
0
9
年
文
部
科
学
省
よ
り
委
託
を

受
け
「
専
門
学
校
教
職
員
、
学
生
の
た

め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
脳
力
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
、
著
書
は「
全
身
の

疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ
取
れ
る
本（
三
笠
書

房
）」
な
ど
多
数
。
2
0
1
1
年
3
月
に

米
国
H
H
S（
米
国
保
険
社
会
福
祉
省
）

よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に
対

し
G
O
L
D　

A
W
A
R
D（
金
賞
）
を

授
与
。
現
在
電
気
通
信
大
学
研
究
員
。

●� ●



ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
ガ
ー

（H
ans Bergr 1873

-1941

）
が
人
間

を
被
験
者
に
し
て
初
め
て
脳
波
を
観
察

し
て
90
年
に
も
な
り
、
臨
床
に
は
盛
ん

に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
脳
波
の

発
生
機
序
、
特
に
共
鳴
振
動
波
の
ア
ル

フ
ァ
波
に
つ
い
て
は
未
知
の
ま
ま
で
す
。

臨
床
脳
波
の
教
科
書
に
は
ア
ル
フ
ァ

波
は
閉
眼
時
に
主
と
し
て
後
頭
部
か
ら

観
察
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
事
を

す
る
と
消
失
す
る
の
で
脳
の
神
経
回
路

が
あ
ま
り
活
動
し
て
い
な
い
ア
イ
ド
リ

ン
グ
状
態
、
つ
ま
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
脳

波
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
学
系

の
専
門
家
は
惚
け
の
脳
波
と
ま
で
主
張

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ル
フ
ァ
波
は
開
眼
状
態

で
前
頭
部
か
ら
緊
張
し
て
い
て
も
観
察

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
て
も
全
く
観
察
さ
れ
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
工
学

系
の
脳
科
学
の
立
場
か
ら
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
の
脳
波
と
は
考
え
ず
、
調
和
振
動
波

形
を
し
て
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
神

経
回
路
が
共
鳴
活
動
し
て
い
る
か
、
あ

る
特
定
の
神
経
回
路
の
引
き
込
み
現
象

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
臨
床
脳
波
で
は
ア
ル
フ
ァ
波

を
周
波
数
で
定
義
し
て
8
H
z
以
上
と

し
、
8
H
z
以
下
は
シ
ー
タ
波
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
と
シ
ー
タ
波

と
の
境
界
を
8
H
z
と
し
た
の
は
あ
く

ま
で
も
便
宜
上
で
特
別
の
意
味
を
示
し

て
い
ま
せ
ん（
睡
眠
の
専
門
家
で
7
H
z

を
境
界
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
）。

大
脳
は
情
報
処
理
の
器
官
で
す
か
ら
、

電
気
的
な
信
号
の
波
形
に
深
い
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ン
波
の
よ

う
な
綺
麗
な
形
を
し
て
振
幅
が
大
き
く

な
っ
た
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の
神
経
回

路
が
共
鳴
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
ア
ル
フ
ァ

波
と
定
義
し
、
共
鳴
の
崩
れ
た
波
は
振

幅
が
小
さ
く
複
雑
な
波
形
に
な
り
ま
す

か
ら
ベ
ー
タ
波
と
し
、
ト
リ
ガ
ー
信
号

を
シ
ー
タ
波
と
定
義
す
る
と
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
決
め
て
も
ベ
ー
タ
波
は

12
H
z
以
上
で
す
し
、
シ
ー
タ
波
は

8
H
z
以
下
に
な
り
ま
す
。
問
題
は

7
・
8
H
z
の
と
こ
ろ
に
強
い
調
和
振

動
が
観
察
さ
れ
る
の
で
シ
ー
タ
波
と
云

わ
ず
に
ア
ル
フ
ァ
波
と
表
現
し
た
い
の
で

す
。
そ
こ
で
、
ア
ル
フ
ァ
波
帯
域
を
3
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
観
察
し
て
み
ま
す
。

　

10
H
z
～
12
H
z
は
、
振
動
が
速
い

の
で
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
緊
張
し
た

集
中
状
態
の
と
き
に
観
察
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
伴
い
ま
す
の
で
波
形
が
崩

れ
て
ベ
ー
タ
波
に
な
り
や
す
い
で
す
。

ヨ
ガ
の
ア
ー
サ
ナ
で
強
く
現
れ
ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
は
す
ぐ
に
ベ
ー
タ
波
に
な
り

ま
す
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
持
続
で
き
、

サ
バ
ア
ー
サ
ナ
で
周
波
数
が
低
く
な
り

ま
す
。

　

10
H
z
～
9
H
z
は
ア
ル
フ
ァ
波
の

中
央
部
分
で
す
か
ら
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ

波
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の
波
が

観
察
さ
れ
る
と
き
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

集
中
状
態
で
、
頭
は
冴
え
、
身
体
は
柔

軟
に
動
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
遺
憾

な
く
発
揮
で
き
ま
す
。

こ
の
状
態
か
ら
さ
ら
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

が
深
ま
る
と
9
H
z
～
7
H
z
の
ゆ
っ

く
り
と
し
た
振
動
に
な
り
、
ス
ロ
ー
ア

ル
フ
ァ
波
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

意
識
は
低
下
し
、
寝
て
は
い
な
い
け
ど

も
思
考
は
働
か
ず
に
無
意
識
状
態
に
な

り
ま
す
。
催
眠
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
同

じ
で
す
。

こ
の
7
・
8
H
z
は
覚
醒
状
態
と
睡

眠
状
態
と
の
境
界
領
域
で
、
シ
ュ
ー
マ

ン
共
鳴
の
7
・
8
H
z
と
も
合
致
し
て

い
ま
す
。
成
層
圏
の
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
7
・
8
H
z
で
あ
る

こ
と
も
N
A
S
A
の
ア
ポ
ロ
計
画
で
宇

宙
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
と
き
に
実
測
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
合
致
に
は

深
い
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波
共
鳴

右
脳
と
左
脳
と
が
10
H
z
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
し
て
い
る
と
き
は

思
い
通
り
に
動
作
表
現
が
で
き
、
問
題

解
決
の
妙
案
も
閃
い
て
知
的
活
動
が
う

ま
く
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
7
・
8
H
z

の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
す
る
と

意
識
は
低
下
し
ま
す
が
E
S
P
や
P
K

現
象
が
強
く
生
じ
ま
す
。「
気
」
の
交

流
も
激
し
く
な
り
ま
す
。

指
笛
の
名
手M

em
i Grace

さ
ん
は
、

指
笛
を
吹
い
て
い
る
と
き
に
神
か
ら
の

お
告
げ
を
い
た
だ
く
そ
う
で
す
。
神
の

お
告
げ
は
主
観
で
す
か
ら
計
測
で
き
ま

せ
ん
が
、
指
笛
は
収
録
で
き
ま
す
し
脳

波
も
測
れ
ま
す
か
ら
相
関
分
析
が
可
能

で
す
。
結
果
は
期
待
通
り
で
し
た
。

始
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
で
は
右
脳

と
左
脳
の
脳
波
は
10
H
z
で
コ
ヒ
ー
レ

ン
ト
で
し
た
が
指
笛
を
吹
き
出
す
と
次

第
に
7
・
8
H
z
で
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

状
態
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
指
笛

の
ビ
ブ
ラ
ー
ト
が
7
・
8
H
z
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
と
き
か
ら
周
辺
に
野

鳥
が
集
ま
っ
て
き
て
喧
し
く
囀
り
だ
し

ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
鳥
の
脳
波

が
7
・
8
H
z
で
共
鳴
し
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

オ
ペ
ラ
歌
手
の
柏
田
ほ
づ
み
さ
ん
も

歌
っ
て
い
る
と
鳥
が
集
ま
り
、
ホ
ウ
ェ
ー

● �●
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ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
歌
で
鯨
を
引
き

寄
せ
た
そ
う
で
す
。

ほ
づ
み
さ
ん
が
茨
城
県
の
御
岩
神
社

に
奉
納
演
奏
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
現

場
で
脳
波
測
定
と
歌
の
収
録
を
行
い
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
た
の
で
す
。
閉
眼
で
安
静
状
態

で
は
10
H
z
で
右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波

は
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
歌
い
始
め
る
と
す
ぐ
に
7
・
8
H
z

の
共
鳴
が
起
き
ま
す
。
こ
の
と
き
の
歌

に
も
強
い
ビ
ブ
ラ
ー
ト
が
か
か
り
、
ビ

ブ
ラ
ー
ト
の
周
波
数
分
析
を
し
ま
す
と

7
・
8
H
z
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
声

に
脳
波
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
そ
し
て
鳥
が
寄
っ
て
き
ま
す
。

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
7
・
8
H
z
の
ゆ
ら

ぎ
は
地
球
上
に
生
命
が
発
生
す
る
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
、
7
・
8
H
z

の
ゆ
ら
ぎ
の
中
で
た
ん
ぱ
く
質
が
合
成

さ
れ
、
D
N
A
が
で
き
、
細
胞
が
生
じ

て
生
物
進
化
し
て
き
た
事
を
考
え
る
と
、

人
も
鳥
も
ク
ジ
ラ
も
7
・
8
H
z
で
共

鳴
し
合
う
構
造
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。釈

迦
の
動
物
絵
図
は
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
が
共
存
共
栄
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
7
・
8
H
z

の
共
鳴
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ゆ
ら

ぎ
に
は
情
報
が
含
ま
れ
ま
す
か
ら
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

人
と
人
と
の
脳
波
共
鳴
だ
と
す
れ
ば
2

人
の
脳
波
も
共
鳴
す
る
は
ず
、
と
云
う

こ
と
で
鍼
灸
治
療
に
お
け
る
脳
波
も
計

測
し
て
み
た
と
こ
ろ
見
事
に
的
中
し
ま

し
た
。

鍼
灸
師
と
患
者
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で
の
脳
波
は
相
関
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
触
診
し
た
段
階
で
は
10
H
z
で

と
き
ど
き
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な
り
、
鍼
を

た
て
よ
う
と
し
た
ら
7
・
8
H
z
で
強

く
共
鳴
し
ま
し
た
。
鍼
を
た
て
ず
に
手

か
ざ
し
し
て
み
て
も
同
様
に
7
・
8
H
z

で
共
鳴
し
た
の
で
、
指
圧
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
エ
ス
テ
や
占
い
、
催
眠
誘
導
な
ど

も
同
様
に
脳
波
共
鳴
が
起
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
実
験

を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
脳
波
共
鳴
で
は
、

気
が
合
う
、
気
に
な
る
、
気
を
入
れ
る
、

な
ど
日
本
人
の
感
覚
に
は
「
気
」
の
概

念
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
お
互
い
の

脳
波
が
7
・
8
H
z
で
共
鳴
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波
が
7
・
8
H
z

で
強
く
共
鳴
す
る
と
「
気
」
の
出
入
り

が
強
く
な
り
、
気
が
す
る
、
気
に
な
る

な
ど
の
E
S
P
感
覚
、
気
を
入
れ
る
と

P
K
な
ど
作
用
力
が
働
く
と
思
わ
れ
ま

す
。

残
念
な
が
ら
科
学
で
は
「
気
」
の
定

義
が
な
い
の
で
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
7
・
8
H
z
の
ゆ
ら
ぎ
が

「
気
」
の
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。（
志
賀
一
雅
氏
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

気
と
脳
波
、
シ
ュ
ー
マ
ン
共
鳴
、
鳥
の

さ
え
ず
り
な
ど
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
19
名
、
合
計
34
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

手
相
の
神
秘
と
科
学　

―
脳
の
活
用
で
手
相
が
変
わ
る
―

　
　
　

講
師　

高
峯　

秀
樹 

氏

　

日
本
意
相
学
研
友
会
（
手
相
研
究
）

　

代
表

と
き　
　

平
成
27
年
1
月
17
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

高
峯
秀
樹
氏
は
1
9
3
2
年
神
奈
川

県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
第
一
商
学
部

卒
、
㈱
大
丸
入
社
。
本
社
営
業
、
宣
伝

各
企
画
担
当
部
長
。
主
な
所
属
団
体
は

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
骨
そ
し
ょ
う
症
、

生
活
習
慣
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
、
健

康
セ
ミ
ナ
ー
手
相
コ
ー
ナ
ー
担
当
、
俳

誌
「
天
弓
」
主
宰　

著
書　

未
来
を
知

る
手
相
の
科
学

最
近
若
い
女
性
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
が
手
相
診
断
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

残
り
の
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
。
右

脳
は
イ
メ
ー
ジ
、
左
脳
は
理
屈
を
司
る

と
云
わ
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
脳
に
絵
を



画
く
こ
と
。
油
絵
、
書
、
俳
句
等
を
始

め
る
と
手
相
、
特
に
左
掌
の
手
相
に
顕

著
に
変
化
が
現
れ
る
。「
掌
は
脳
の
外
部

表
現
」
で
あ
る
。
三
年
余
の
医
療
セ
ミ

ナ
ー
手
相
診
断
成
果
を
報
告
し
た
。

手
相
へ
の
関
心
が
高
齢
者
に
広
が
る

手
相
は
若
い
女
性
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
高
齢
者
が
気
軽
に
手
相

診
断
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
り
少

な
く
な
っ
た
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
は
右

脳
の
活
用
で
、
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
手
相

診
断
す
る
現
場
か
ら
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

①�

手
相
技
術
に
も
時
代
に
合
っ
た
見
方

が
必
要
。

手
相
術
の
歴
史
は
事
例
の
積
み
重
ね

に
よ
る
統
計
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で

あ
る
。
私
は
哲
学
者
カ
ン
ト
の「
手
は

頭
脳
の
延
長
で
あ
る
」
を
ヒ
ン
ト
に
「
掌

は
脳
の
外
部
表
現
」
を
仮
説
と
し
て
時

代
に
合
っ
た
論
を
考
え
る
。
又
、
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
数
運
学

を
活
用
し
て
未
来
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
。

②�

右
脳
の
活
用
で
ピ
カ
ソ
の
よ
う
に
元

気
で
長
生
き
。

人
生
の
楽
し
み
は
元
気
で
長
生
き
。

右
脳
は
イ
メ
ー
ジ
、
左
脳
は
理
屈
を
司

る
と
云
わ
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
脳
に
絵

を
画
く
こ
と
。
油
絵
、
書
、
俳
句
等
を

始
め
る
と
手
相
に
変
化
が
現
れ
る
。
左

掌
の
手
相
に
顕
著
で
あ
る
。
自
身
の
25

年
を
省
み
て
手
相
の
神
秘
に
驚
く
。
現

在
で
は
脳
に
関
す
る
専
門
家
が
脳
の
活

用
法
を
説
い
て
い
る
。

（
1
）
顔
の
顎
角
張
る
人
は
晩
年
運

（
2
）両
耳
の
下
に
付
く
ほ
ど
進
化
か
な

（
3
）
吹
出
物
急
に
出
る
時
用
心
を

（
4
）
根
拠
な
く
性
格
判
る
血
液
型

（
5
）
星
占
い
12
星
座
で
座
談
か
な

（
6
）
身
長
に
比
し
指
長
き
は
保
守
的
で

（
7
）
生
ま
れ
日
で
変
化
の
起
こ
る
年
予

測
（
8
）
縦
線
は
運
気
盛
大
横
停
滞

（
9
）
6
本
の
線
で
読
み
取
る
手
相
術

（
10
）
生
命
・
知
能
・
感
情
線
は
遺
伝
に

て
（
11
）
運
命
・
太
陽
･
財
運
線
は
後
天
的

（
12
）
チ
ン
パ
ン
ジ
ー　

人
と
の
違
い
知

能
線

（
13
）
知
能
線
短
き
人
は
即
断
で

（
14
）
知
能
線
下
へ
流
れ
ば
愛
に
生
き

（
15
）
生
命
線
大
き
弧
な
れ
ば
絶
倫
で

（
16
）
感
情
線
短
き
人
は
ク
ー
ル
に
て

（
17
）
感
情
線
余
り
長
き
は
嫉
妬
深
し

（
18
）運
命
線
中
指
に
向
け
延
び
て
良
し

（
19
）
太
陽
線
長
き
は
モ
テ
モ
テ
期
待
出

き
（
20
）
財
運
線
入
り
と
出
の
差
の
差
引
が

（
21
）
結
婚
線
一
本
長
き
が
理
想
に
て

（
22
）結
婚
線
伸
び
行
く
先
で
運
変
わ
る

（
23
）
結
婚
の
相
性
運
勢
重
ね
見
る

（
24
）ビ
ジ
ネ
ス
運
運
命
線
を
確
と
見
る

（
25
）
運
勢
の
改
善
大
脳
活
性
化

（
26
）
運
命
の
改
善
難
し
修
業
要
り

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

手
相
は
脳
を
写
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
脳
は
自
分
の
未
来
を
反
映
し
て
い

る
。
脳
が
変
化
す
れ
ば
手
相
も
変
わ
る

ら
し
い
。
脳
を
鍛
え
る
こ
と
で
自
分
の

未
来
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
11
名
、
合
計
23
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●
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火山爆発VEI 1に予知が変更されていた。この
変化を重大なことと認識していたならば、その時
にその火山爆発を事前に予知できていたことに
なる。

そのためには、予知することを仕事として、そ
の日に朝からこまめに真偽判定実験を繰り返し
ていたならば、その火山爆発を事前に把握でき
たことになる。ただし、一日中常に真偽判定実
験を繰り返している必要があること、およびそれ
を予知することで新たな予知変更を誘導しない
との条件がつくが。

この火山爆発は、2.1に示したように、2014年
9月27日10:50の時点で魂と肉体が分離して、起
こる確率が一番高いと予知された年月日が2024
年1月25日から大幅に前倒しとなったものであ
り、しかも確率が一番高いと予知された年月日が
魂と肉体で異なっていた。魂と肉体が離れたり、
寄り添ったり、合体したりしながら、起こる確率
が一番高い年月日時刻と起こる確率がゼロでな
い期間時刻が完全に一致した11:53にそれが現
実となり、御嶽山は火山爆発したことになる。

したがって、現在の予知のレベルでは、2014
年9月27日11:14の10秒前に火山爆発を予知で
きることになる。約39分前となる。

3．�2015年に起こる確率が一番高いと予知され
た天変地異

2015年7月3日非常に大規模火山爆発VEI 5
　桜島火口A、桜島火口B
2015年7月4日放射能事故　川内原発
2015年6月4日超巨大地震M9.0
　東京都江東区　深さ45km　
2015年7月3日やや巨大規模火山爆発VEI 6
　富士山白山岳新火口　
2015年11月29日超巨大地震M9.0
　東京湾中央　深さ5km
2015年11月30日津波
　東京都沿岸　25m、千葉県沿岸　25m、
　神奈川県沿岸　25m、静岡県沿岸　20m、
　愛知県沿岸　15m、茨城県沿岸　15m

4．あとがき
2014年9月27日に起こった御嶽山の火山爆発

の予知の推移を示し、その検証において、それ
を予知できなかった原因を明らかとした。また、
真偽判定実験を一日に何度もこまめに行ってい
ればその予知は可能であったことにも言及した。
天変地異には魂と肉体があることを明らかとし
た。起こる確率が一番高い年月日と起こる確率
がゼロでない期間などを予知することが重要で
ある。2015年に起こる確率が一番高いと予知さ
れた天変地異（地震2件、火山爆発3件、放射
能事故1件、津波）について、起こる確率が一番
高い年月日を示した。

霊が関係した天変地異が予知されると、それ
だけでそれを変更させるキッカケともなる。そし
て、その予知を知らされた人々がそれを認識し
て、それが起こらないようにと念願する時、その
意識は宇宙全体にゆきわたり、計画されていた天
変地異が回避される場合がある。本研究を発表
することはこのような効果がある。皆様の多くの
方々の祈りにて、この危機的な状況を是非回避し
てほしい。さらに、多くの方々にこの情報が知ら
されてその効果が増幅することを祈っている。

この研究が印刷され配布された後には、それ
らの予知が現実となるのか変更となるのか回避
さるのか明らかとなってくる。しかしどのように
なったとしても、このように一度、予知された天
変地異は完全に解消されない限り、いずれそれ
らは起こってしまう。

私たちは、宇宙のありとあらゆるものとつな
がっている永遠の存在であり、いつか関係しあ
う仲間であると認識して慈愛を真に学ぶことが
求められている（参考文献参照）。

最後に、貴重な御指導に対して、安部賢司氏
に感謝申し上げる。

参考文献
小林正典、サイ科学、Vol.36、pp.56 -63、2014
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（肉体）（魂）2015.12 .24に起こる確率が一番高い
と予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間

（魂）11.11 VEI 4～2015.2 .6 VEI 4
（肉体）11.11 VEI 4～2015.2 .6 VEI 4
魂と肉体が合体
2014年11月10日17:25時点

（肉体）（魂）2024.1.25に起こる確率が一番高いと
予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確立がゼロでない期間一番早い場合
2014.11.10 17 :25：（肉体）（魂）11.12 VEI 4
その後この期間は変更を繰り返して、
2015.4 .1：（肉体）（魂）2015.7 .3 VEI 4

2.2　御嶽山の火山爆発の予知の検証
2014年9月27日に起きた、御嶽山の火山爆発

の予知について、私が最初に予知できたのは、
2014年2月27日のことであった。その当時は、
天変地異には魂と肉体があるとは認識していな
かった。

その後、2014年10月2日にレヨコンプを用い
た遠隔治療に協力することになった。私の役目
は遠隔するための基本周波数を真偽判定によっ
て見つけてそれを知らせることである。その効果
を検証している過程で、実験の判定結果と現実
との乖離の解明から、魂と肉体の両方の遠隔治
療が必要であることがわかっていた。それがキッ
カケとなり突然、2014年10月17日13:30ころに、
天変地異にも魂と肉体があるのではないかとの
インスピレーションが湧き上がった。2014年10
月18日に天変地異にも魂と肉体が存在すること
がわかった。

2014年11月26日半蔵門で開催された未知領
域研究所の研究討論会において、その代表で
ある安部賢司氏から、私の天変地異の予知は
霊（Spirit）が関係したものに限定されていて、純
粋な自然現象としての天変地異は予知できない
はずである、と指摘された。また、霊が関係し
た天変地異では犠牲者が多数でることが特徴で
あるとも指摘された。霊が関係していない自然

現象としての天変地異を私は予知できないこと、
霊が関係している天変地異を私は予知できるこ
とを、真偽判定実験にて確認できた。

さらに、2015年3月2日には、起こる確率が
一番高い年月日や起こる確率がゼロでない期間
などを予知できるのではないかとのインスピレー
ションが突然、湧き出した。私はそれらを予知で
きることが、真偽判定実験にて正しいと判定で
きた。

2.1に示した結果をもとに、2014年9月27日に
火山爆発した、御嶽山に関するそれまでの予知
を検証することにより、その年月日を予知できな
かった原因について考える。

2014年9月27日時点に予知されていた年月日
（再実験前）は、2.1で示した起こる確率がゼロ
でない期間の一番早い場合と一致していること
がわかった。起こる確率が一番高い年月日と起
こる確率がゼロでない期間の一番遅い場合は予
知されていなかった。

2014年9月27日の朝（10時ころ）の真偽判定
実験では御嶽山の火山爆発の予知は前日からの
ものと変更はないとなっていた。すなわち、2014
年8月30日時点で予知した2014年12月24日中
規模火山爆発VEI 2であった。

ところが、2014年9月27日11:53に御嶽山は
火山爆発を起こした。

真偽判定実験は朝に行い、翌日まで実験は行
わないことが多い。そのために、つぎに再掲載
するような2014年9月27日に起きていた予知の
変更を把握できていなかった。

2014年8月30日時点
12月24日中規模火山爆発VEI 2
2014年9月27日10:50時点
9月27日11:14小規模火山爆発VEI 1
2014年9月27日11:14の10秒前の時点
9月27日11:53小規模火山爆発VEI 1

2014年9月27日10 :50になって、12月24日中
規模火山爆発VEI 2から9月27日11:14小規模
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1．まえがき
天変地異を予知することにより、多くの人々の

命を救うことを使命と考えて、2012年12月3日
から毎日実験を継続していた。そのような最中
に、2014年9月27日に御嶽山が火山爆発した。
その朝に実験した予知では、御嶽山の火山爆発
は2014年12月24日であった。

本研究は、その火山爆発の予知を検証するこ
とにより、その年月日を予知できなかった原因を
明らかとしている。さらに本研究を可能とした
3つの気づきについて、そのキッカケも示して説
明している。

本研究は真偽判定実験（参考文献参照）により
得られたものであり、2015年に起こる確率が一
番高い天変地異の予知をも示している。

2．御嶽山の火山爆発
2.1　御嶽山の火山爆発の予知の推移

ここでは、御嶽山（35°53′34″N, 137°28′49″E）
の火山爆発の予知に関する変化の推移の概略を
示す（2015年3月6日までに到達した真偽判定に
よる再実験結果）。

2014年2月27日時点　起こる確率が一番高い年
月日（肉体）（魂）2024年1月25日に中規模火山爆
発VEI 2（VEIは火山爆発指数）
起こる確率がゼロでない期間一番早い年月日

（一番遅い年月日は、起こる確率がゼロでない期
間の中央の年月日が、起こる確率が一番高い年
月日2024年1月25日となるように決まっているの
で省略する。）
2014.2 .27時点（肉体）（魂）2014.3 .4 VEI 2
その後この期間は変更を繰り返して、
2014.8 .30：（肉体）（魂）2014.12.24 VEI 2
2014.9 .27 10:50の時点で魂と肉体が分離
2014年9月27日10 :50の時点　起こる確率が一

番高いと予知された年月日時刻
（魂）2014年9月27日11:53 VEI 1
（肉体）2014年12月24日23:59 VEI 1
起こる確率がゼロでない期間時刻
2014.9 .27 10:50時点

（魂）9.27 11:14 VEI 1～9.27 12:32 VEI 1
（肉体）12.24 23:59 VEI 1～12.24 23:59 VEI 1
2014.9 .27 11:14の10秒前　魂と肉体が合体
2014年9月27日11:14の10秒前　起こる確率が
一番高いと予知された年月日時刻は

（肉体）（魂）2014年9月27日11:53 VEI 1
起こる確率がゼロでない期間時刻

（肉体）（魂）9.27 11:53 VEI 1～9.27 11:53 VEI 1
起こる確率が一番高い年月日時刻と起こる確率
がゼロでない期間時刻が完全に一致した。

御嶽山はその11:53に火山爆発した。

2014年9月27日14:50時点　新たな予知
（肉体）（魂）2014.12 .24に起こる確率が一番高い
と予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間
初めから魂と肉体が分離状態

（魂）9.29 VEI 4～2015.3 .19 VEI 4
（肉体）12.24 VEI 4～12.24 VEI 4
その後この期間は変更を繰り返して、
2014年10月14日18:00時点

（魂）11.11 VEI 4～2015.1.30 VEI 4
（肉体）12.24 VEI 4～12.24 VEI 4
2014年10月17日13:30時点

（肉体）（魂）2015.1.10に起こる確率が一番高いと
予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間

（魂）11.11 VEI 4～2015.3 .9 VEI 4
（肉体）2015.1.10 VEI 4～2015.1.10 VEI 4
魂と肉体が寄り添う
2014年11月10日15:00時点

御嶽山の火山爆発の予知の検証と天変地異の予知御嶽山の火山爆発の予知の検証と天変地異の予知
小林　正典　　
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水膜を意味しており、ここには強い表面張力が
ある。別報で述べた様に、近赤外線は水と親和
力が高いので、イオン・ボールは噴霧水滴（キリ
状）に急速に吸収される。また図1（b）、（c）に含
まれるエアゾール（埃、微細塵）は、帯電してお
り、オーブの核になる可能性が高いと判断して
いる。

サイ（気）は、電子、陽電子、微細身素粒子（プ
ラーナ）群から構成されている。電子は空気中で
も割合に安定に存在しており、陽電子は宇宙線や
各種のγ線照射（自然放射線等）によって得られ
る。さらに、プラーナはエーテル（エネルギー）類
似である。つまり、サイ（気）は、周波数（波長）の
異なる光子群の集合から構成されているが、素
粒子類似の性質を持つ（電子群、別報）ので、観
測・測定する以前は、その存在は不確定である。

3）「たまゆら」の形成と内部模様

大気イオン・ボールは、ほぼ近赤外線量域の
周波数を保ちながら、回転しながら進行・増大
しているが、陰と陽の巴型の組合せの絞り込み
による両者間の押合いの力（エネルギー）がほぼ
飽和する（変曲点）まで活性化させた時に零場
が出来る。つぎに、これが点状になった時を零
点と呼ぶ。なお零点はマクロ現象がミクロ現象
に変換する箇所でもある。ここに「たまゆら」の
核が形成され、撮影者から放出されるサイ（気）
と核が共振・共鳴（同調）して「たまゆら」になる

（生起する）、と推定している。
「たまゆら」は、外部からの光エネルギー（例、

フラッシュ光）の助けにより、次第に進行してカ
オス・アトラクターを画き、オーブ（たまゆら）の
円形内の諸模様（表情）を形成する事になる。カ
オス・アトラクターの内容（模様）を決めるものは、
未知なる存在（SG）であろう、と推定している。

4）実験値との対応

川崎利男ならびに佐々木茂美らの実験による
と、（1）スプレーによる水滴（噴霧、キリ）が蒸発

して消える頃にオーブが発生する。水滴は直形
約2mm以上になると、重さがあるので空中に留
まる事は出来ない、と言われている。したがっ
て、上空に浮かんで写っている約2mm以上の
大直径の乳白色球体（内部模様が無い）はオー
ブ（たまゆら）である可能性が高い。（2）雨降り時
に写真をとると、多数の微少白点が写る場合が
ある。円内に模様が無いのは多分雨粒であろう。
同時に写る大中小直径で内部模様（表情）のある
乳白色円形は多分、オーブ（たまゆら）であろう。

（3）空間に浮かんでいるオーブ（たまゆら）と思え
る乳白色発光体をみる。ヘイロー（Halo）は均一
で、短く、円形内部は半透明で明るく輝いてい
る。この輝きが、フラッシュ光による反射光に依
るものか、または、原子内の電子の移動に基づ
くエネルギー緩和発光に依るものか、さらには、
彩度、明度、色相、がどの程度か。これらを測
定し、比較検討する事が出来れば、真のオーブ

（たまゆら）か、または雨滴の反射に依る偽オー
ブか?を判断することが出来るだろう。（4）空中
に写される水滴（偽オーブ）は、小直径で乳白色
発光体で不透明である。直形は約2mm以下で
あり、ヘイロー（Halo）は不鮮明、円形内部に模
様（表情）は無く、不純物が含まれているもの以
外は、ほぼ均質である。

訃　　報

佐々木先生の今回のレポートにもお名前
が挙がり、長年のオーブ研究で皆様もよく
ご存知の川崎利男氏が2月3日に心臓の病
で亡くなられました。

日本サイ科学会の全国大会や宇宙生命
研究分科会でオーブ写真についての研究
発表を沢山されていて、今後の研究の進
展が楽しみでありましたので、本当に残念
です。

心からご冥福をお祈りいたします。
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ものを陽イオンボール（電子に相当）とし、下向き
で右方向回転のものが陰イオンボール（陽電子に
相当）になる一対を想定する。基盤に成るのが陰
電子、陽電子のスピン対とバイオホトン（プラー
ナ、エーテル体等のベクトル表示）の集合体であ
る｛図1の（a）参照｝。これをオーブ・スピン対群
と仮称する。中でも、周波数が近赤外線域に概
当するもの（活性化エネルギー、約1.5eV）を対
象にする。図の陰陽の一対は、右方向回転の巴
型状組合せ{図1（a）｝であるが、当然の事として、
左方向回転、さらには、裏表、左右、その他の
様々な組合せ群から形成されている。全体とし
て中和して、集合している場合を｛図1の（b）参
照｝オーブの単位体（イオン・ボール）という。さ
らに、このイオン・ボールが大量に集合したもの
を、通称｛図1（c）｝オーブと言う。なお、以上の
説明には電子を用いたが、実際には、光子群の
組合せとして存在するのであろう。

図1（a）のオーブ・スピン対群は、オーブ図1（c）
の基盤でもある。つまり「オーブ」は電子、陽電
子、生命体（プラーナ）群から構成されている。
電子は空気中でも割合に安定に存在しており、
陽電子は宇宙線や各種のγ線照射（自然放射線
等）によって得られる。図1の電子、陽電子の両
側に配置されているベクトルは、生命体（人類、
植物等）から放出されているプラーナ（微細身素
粒子、エーテル体、バイオホトン）を意味してい
る。換言すると、オーブ・スピン対群は、周波
数（波長）の異なる光子群の弱い結合（集合）から
構成されている。したがって、素粒子類似の性
質を持つ（電子群、別報）ので、観測・測定する
以前は、その存在は非局所的・不確定である。

空気成分の電離とエアゾール（埃、微細塵）
によって形成された図1（b）の大気陰陽イオン・
ボール（オーブ）が、回転によって絞り込まれて
ゼロ場（ゼロ点）が形成され、そこに「たまゆら」
の核ができる。撮影者の変性意識状態（ASC）時
に皮膚から放出されるサイ（気）とオーブ上の核
が同調（共鳴、共振）して「たまゆら」になる。そ

して、カオス・アトラクターを伴って成長して模
様（表情）になり、写真に写る事になる。大気陰
陽イオン・ボール形成とオーブは物理現象であ
る場合が多く、これにサイ（気）が共鳴・加算さ
れて「たまゆら」（マクロPK）になる、と判断・仮
定している。

図1.オーブのモデル（仮定）

2）オーブ・モデルの提案

図1にモデル（仮定）を示す。図1（c）がオー
ブ、（b）がイオン・ボール（プラズマ・ボール）、

（a）がオーブ・スピン対群（太極、双極子状・巴
型）である。ただし、（たまゆら）=（オーブ）+（自
己・サイスピン対群）となる。ここに（自己・サイ
スピン対群）とは、撮影者自身の「個人的なサイ

（気）」である。なお、サイ（気）は図1（a）のオーブ
スピン対群と同種・同類である。

図1（b）において、オーブが球形になるのは、
イオン・ボール間に働く引力によって凝縮し、そ
れぞれの表面に張力が働き、表面積が一番小さ
くなるのが球形である、からであろう（図の大円
実線）。図1（c）で実線大円の外側の大円点線は



オーブ（たまゆら）と霧（水滴）の関係

デジカメ（CCD）を用いて、空気が電離してい
ると思われる薄暗い空間に向けてフラッシュ撮影
する。すると、乳白色で小円状のオーブが、ノイ
ズとして写り込んでくる。オーブは、水との親和
力が強く、雨の降り始め前や、スプレー噴霧水
の水滴が蒸発する後（川崎利男）に写り易い。し
かし、現在のところ、オーブの本質は不明である。
乳白色の強い発光体で、大直径で円内に模様の
無い不透明なものが真のオーブである、したがっ
て、半透明で（薄くて）影があるものは偽オーブ
である、と言う主張がある（精神派）。反面これ
とは逆に、大中小直径、乳白色で内部模様（表
情）がある半透明なものが真のオーブであり、模
様の無い小直径の強い発光体は水滴（反射光）
である、という主張もある（実験派）。これらの見
解は潜在しており、いまは、特に議論されてはい
ない様子であるが、研究を進める時の（対立を呼
ぶ）問題点になっている。本稿では、これを総合
的に解釈するため、ならびに、オーブの存在理
由や円内模様と水滴との関係を検討する為のモ
デル（仮定）を提案し、考察を進めることにした。

1）オーブの形成過程の推定

地球の表面付近に存在する大気（空気）成分
は､ 容積比で、窒素分子（約78%）と酸素分子

（約21%）が大部分を占めており、水蒸気（H2O）
は僅かに0.0～3.0%、その他として二酸化炭素

とオゾン等がある。中でも水蒸気は、季節や地
形による変動がかなり大きいと聞く。大気の中の
水蒸気が多くなると、凝固して雲や雨になるが、
凝固には核が必要であり、これをエアゾール（埃、
微細塵）が分担している。注意すべきこととして、
水分が少なくなると、オーブは極めて出現しにく
くなる。

地球を取り巻く空気の一部は、宇宙線の照射
のために電離していて、上層部は陽（+）、地表
部は陰（－）に帯電している。したがって、地球
は電磁気的には巨大な球形・地球コンデンサー

（約30万V）として存在している。通常は、地表
面は陰に帯電しているが、厚い雨雲がやってく
ると、雨雲自体の上側は陽（+）下側は陰（－）に帯
電しているので、地表面は陰（－）から陽（+）に変
化することになる。この時、空気中の陰イオン群
と陽イオン（荷電粒子）群間に対流が生じ、両者
が交流して、大気陰・陽イオン群が形成され易
くなる。雨が降り始めると、電離はさらに進む。

水（H2O）を電離するとH（陽イオン）、OH（陰
イオン）、電子（－）になる。いわゆるプラズマで
あるが、これを大気電気学では、大気陽イオン、
大気陰イオン、電子と呼ぶ。大気イオン群の中
にエアゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電
界やイオン間の相互作用などにより、大気陽イオ
ン・ボールと大気陰イオン・ボールの組合せが
できる。いま、ベクトルが上向きで右方向回転の

オーブ（たまゆら）と霧（水滴）の関係
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に
簡
単
に
出
来
る
現
在
・
過
去
・

未
来
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
方
法
（
気
の
O
リ
ン
グ
テ
ス

ト
）
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。

※
長
年
一
流
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

り
な
が
ら
、
見
え
な
い
世
界
に
興
味
を

も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
学
び
自
分

独
自
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
法
を
開
発
し
た
方

で
、
健
康
改
善
に
興
味
の
あ
る
会
員
の

皆
様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
飛
沢
誠
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
一
部
上
場
企
業
に
て
31
年
間
技
術

開
発
と
し
て
各
種
製
品
を
開
発
に
従
事
、

研
究
所
長
ま
で
務
め
た
。
23
年
前
に
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
、

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
得
。
会
社
勤
務

中
か
ら
、
人
体
か
ら
土
地
、
建
物
な
ど

の
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
浄
化
方
法
な
ど
開
発

実
践
し
て
き
た
。
3
年
前
こ
の
レ
イ
キ

気
功
技
術
開
発
と
そ
の
施
術
・
指
導
に

専
念
す
る
た
め
会
社
を
設
立
、
高
次
元

レ
イ
キ
気
功
を
開
発
し
た
。
現
在
は
そ

の
技
術
指
導
・
普
及
活
動
に
力
を
注
い

で
い
る
。

日
時　

平
成
27
年
7
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※
今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
全
国
大
会
発
表
者
大
募
集

◎
第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
七
月
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
平
成
26
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
平
成
26
年
5
月
6
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
九
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
水
滴
（
霧
）
の
消
失
後
に
オ
ー
ブ
と

　

プ
ラ
ズ
マ
・
モ
イ
ド
が
出
現
す
る

◎
宇
宙
に
暗
黒
物
質
は
存
在
し
な
い
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�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎ 022（279）0908･FAX  022（274）0097

中　　　部
〒466−0051　名古屋市昭和区

御器所3−4−21
眞　野　博　貴

☎･FAX  052（871）9060

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎ 076（234）6634

関　　　西
〒659−0011　芦屋市六麓荘町9−39

（事務局）木村のり子
河　野　明　夫

☎･FAX  0797（22）6425

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎ 095（883）6048･FAX  095（883）6159

日本サイ科学会　平成 27 年 7月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号422
27−7･8



● ❷●

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
4
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

金
子　

輝
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　

勇　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

牧
野　

邦
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
8
月
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術

　
　
　
　

講
師　

山
田　

欽
子 

氏

イ
ン
ド
占
星
術
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
、

“
光
の
知
識
”
と
い
う
意
味
で
す
。

イ
ン
ド
の
英
知
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
科
学

の
一
つ
で
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
正
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
〇
〇
〇
年

前
に
初
め
て
古
代
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
「
パ

ラ
ー
シ
ャ
ラ
・
ホ
ー
ラ
・
シ
ャ
ス
ト
ラ
」

に
記
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
占
星
術
と
は
、「
人
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
と
き
、
ど
こ
の
星
座
に

ど
の
惑
星
が
あ
っ
た
か
」で
占
い
ま
す
。

こ
の
人
が
生
ま
れ
た
瞬
間
の
天
体
の

配
置
図
を
「
出
生
図
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
出
生
図
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
持

っ
た
性
格
、
家
族
、
恋
愛
・
結
婚
、
仕

事
、
学
び
等
の
特
徴
、
さ
ら
に
人
生
に

お
け
る
使
命
な
ど
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
講
演
で
は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド

占
星
術
と
は
何
か
? 

西
洋
占
星
術
と

の
違
い
は
何
か
? 

そ
し
て
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
と
特
徴
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
有
名
人
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
等
も
使
い
、
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
お
伝

え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
近
年
イ
ン
ド
占
星
術
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
方
や
運
命
鑑
定
を

受
け
る
方
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
山
田

欽
子
氏
は
第
一
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か

ら
、
イ
ン
ド
占
星
術
の
研
究
者
と
な
り
、

本
格
的
な
占
星
術
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
生

き
方
に
大
い
に
参
考
に
な
る
お
話
が
聞

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是

非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
山
田
欽
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
国
立
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
大

手
外
資
系
メ
ー
カ
ー
に
入
社
。
営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
約
20
年
経

験
す
る
。
2
度
の
転
職
で
、
年
収
は
大

幅
に
上
が
っ
て
も
、
た
だ
忙
し
い
だ
け

で
、
心
の
充
実
感
が
全
く
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
ん
な
毎
日
に
嫌
気

が
さ
し
同
僚
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
イ

ン
ド
占
星
術
の
鑑
定
を
受
け
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
る
。

鑑
定
を
受
け
、
余
り
に
も
当
た
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
、
イ
ン
ド
占
星
術
を

そ
の
場
で
学
ぶ
こ
と
を
決
意
。
そ
し
て

今
日
、
講
座
を
開
く
ま
で
に
に
至
る
。

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
25
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
11
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
第
2
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
あ
の
世
と
多
次
元

世
界
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」
に
関
し
て

で
も
、
そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に
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原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学

　
2
0
1
4
」
の
編
集
後

記
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
◆

第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

宇
宙
人
類
の
自
覚
：
第
2
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
革
命
（
2
）

昨
年
の
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命

：
地
球
人
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
説
か
ら
ウ
チ

ュ
ウ
ジ
ン
て
ん
こ
盛
り
説
へ
」
に
引
き

続
き
、
第
2
弾
と
し
て
、「
宇
宙
人
類
の

自
覚
」
が
テ
ー
マ
!

　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙
人
類
学
が

提
唱
さ
れ
る
中
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
宇
宙
人
と
の
交
流
を
前
提
に
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
か
?　

「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
宇
宙
人
あ
り
」

Cogito Ergo Eureka

日
時　

平
成
27
年
7
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場

　
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　
0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通

　�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費

　
会�

員
　
五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　
一
般

　
一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人

　
阿
久
津

　
淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

永
遠
の
生
命　

死
ん
で
た
ま
る
か
、

死
は
真
っ
赤
な
嘘
、
死
ぬ
の
は
真

っ
平
御
免
、
人
類
は
死
に
完
全
勝

利
し
た

　
　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義 

氏

日
時　

平
成
27
年
7
月
18
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

物
質
化
現
象

無
か
ら
有
は
生
じ
る

　
　
　
　

講
師　

安
部　

賢
司 

氏

日
時　

平
成
27
年
9
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
3
時
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
懇
談
会

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
27
年
7
月
5
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場

　
森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通

　
J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　
長
崎
バ
ス

　
洗
切
小
学
校
前

　
　
　
下
車
徒
歩
2
分

会
費

　
無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 



九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
懇
談
会

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
26
年
9
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場

　
森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通

　
J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　
長
崎
バ
ス

　
洗
切
小
学
校
前

　
　
　
下
車
徒
歩
2
分

会
費

　
無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る

　

生
命
の
す
ば
ら
し
さ
―

　
　
　

講
師　

西
川　

眞
知
子 

氏

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、
私
と
い

う
も
の
も
貴
方
と
い
う
も
の
も
、
普
段

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
、
季
節
も
一
日

の
時
間
も
、
様
々
な
私
達
の
行
為
も
、

こ
の
「
地
水
火
風
空
」
の
5
元
素
で
み

て
い
っ
て
、
そ
れ
が
自
分
と
ど
れ
だ
け

相
性
が
い
い
の
か
? 

逆
に
自
分
自
身
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
来
す
も
の
な
の
か
? 

と
い
う
ふ
う
に
み
て
い
く
よ
う
に
、
い

つ
も
生
き
て
い
る
状
態
と
し
て
、
今
と

い
う
と
こ
ろ
で
そ
れ
ら
を
み
る
と
い
う

見
方
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
命
と
は
、
今
こ
の
一
瞬
の
躍
動
の

中
に
あ
る
」、
た
だ
し
本
当
の
私
を
形

作
っ
て
い
る
も
の
は
、
変
化
を
し
な
い
、

こ
の
肉
体
や
心
を
超
え
た
も
の
だ
と
い

う
見
方
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
と
で
ア

ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
生
命
観
に
も
触
れ

て
い
き
ま
す
。

構
造
、
骨
格
で
あ
る
「
地
」
は
、「
安

定
感
」
を
司
り
ま
す
。「
水
」
は
血
液
や

リ
ン
パ
液
な
ど
体
液
で
あ
り
、「
柔
順
」

「
受
容
」
な
ど
を
象
徴
し
ま
す
。
内
臓
、

消
化
器
と
関
係
す
る
「
火
」
は
、「
熱
」

「
鋭
さ
」「
変
換
」
の
力
を
象
徴
し
ま
す
。

「
風
」
は
、「
動
き
」「
速
さ
」「
軽
さ
」
に

当
た
り
、
神
経
な
ど
と
関
係
し
て
い
ま

す
。「
空
」
は
す
べ
て
を
受
け
容
れ
る

「
場
」
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
係
し
ま
す
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
命
を
ど
う

う
い
う
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
? 

そ
れ
は
パ
ン
チ
ャ
コ
ー
シ
ャ

（
5
つ
の
鞘
）
で
私
達
は
成
り
立
っ
て
い

る
と
考
え
方
を
し
て
お
り
ま
す
。
5
つ

の
鞘
の
一
番
外
が
「
体
」
で
あ
り
、
世
界

に
目
を
向
け
ま
す
と
、
黒
い
鞘
も
あ
れ

ば
、
黄
色
い
鞘
も
あ
れ
ば
、
白
い
鞘
も

あ
り
ま
す
。
外
側
の
鞘
の
一
番
外
は
皮

膚
に
な
り
、
不
思
議
で
す
が
、
外
側
の

鞘
で
世
界
で
は
差
別
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。ア

ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、
ま
ず
外

に
出
て
い
る
貴
方
の
5
つ
の
元
素
が
ど

ん
な
状
態
な
の
か
と
い
う
見
方
を
す
る

の
と
同
時
に
、
実
は
た
だ
外
見
だ
け
で

人
は
見
定
め
る
こ
と
は
で
き
ず
に
、
も

っ
と
人
は
深
い
存
在
な
の
だ
、
と
い
う

意
味
も
こ
の
5
つ
の
鞘
の
中
に
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
5
つ
の
鞘
の
一
番
外
の
体
は
、

「
ア
ン
ナ
マ
ー
ヤ（
食
物
）・
コ
ー
シ
ャ
」

と
呼
び
、
自
分
の
こ
の
体
を
ど
う
い
う

食
物
で
満
た
し
て
い
く
の
か
、
ど
う
い

う
も
の
を
い
た
だ
い
て
い
く
の
か
、
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き

に
、
誰
に
で
も
い
い
食
物
も
あ
り
ま
す

が
、
た
だ
し
人
に
よ
っ
て
同
じ
良
い
物

で
も
、
食
べ
方
で
あ
る
と
か
、
食
べ
る

● ❹●



タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
か
、
食
べ
る
量

で
あ
る
と
か
、
食
べ
合
わ
せ
で
あ
る
と

か
、
そ
の
あ
た
り
が
地
水
火
風
空
の
バ

ラ
ン
ス
状
態
に
よ
っ
て
、
こ
の
食
物
の

智
恵
を
使
っ
て
、
い
た
だ
い
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
、
一
番
外
側
の
ア
ン
ナ

マ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
は
馬
車
に
例
え
て

お
り
、
今
だ
っ
た
ら
車
で
す
が
、
こ
の

一
台
の
車
を
せ
っ
か
く
も
ら
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
ケ
ア
を
し
て

寿
命
を
全
う
す
る
ま
で
大
事
に
し
て
生

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
従
っ
て

食
事
も
と
て
も
大
事
に
し
ま
す
。

一
番
目
の
鞘
（
肉
体
）
を
動
か
し
て

い
る
の
は
二
番
目
の
鞘
で
あ
り
、
こ
れ

を
「
プ
ラ
ナ
マ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
」
と

呼
び
、「
気
の
体
」
と
な
り
ま
す
。
気
は

陰
の
気
と
陽
の
気
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
が
「
プ
ラ

ナ
ヤ
ー
マ
」
と
呼
び
、
こ
れ
は
様
々
な

呼
吸
法
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
今
、
体

が
冷
え
て
い
た
ら
、
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
入
れ
た
り
、
熱
を
自
分
の
中
か

ら
発
生
さ
せ
る
種
類
の
呼
吸
法
で
あ
っ

た
り
、
例
え
ば
今
、
い
ら
い
ら
し
て
い

る
と
き
に
火
を
鎮
火
さ
せ
る
よ
う
な
呼

吸
法
も
あ
り
ま
す
。

二
番
目
の
鞘
に
内
側
か
ら
影
響
を
与

え
て
い
る
の
は
、
三
番
目
の
鞘
で
あ
る

「
マ
ノ
マ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
」
と
呼
び
、

そ
れ
は「
心
」
と
な
り
ま
す
。
イ
ン
ド
で

は
、
フ
ロ
イ
ト
よ
り
ず
っ
と
ず
っ
と
昔

か
ら
、
潜
在
意
識
を
見
つ
け
て
お
り
、

あ
る
人
々
は
そ
れ
を
「
阿
頼
耶
識
」
と
呼

ん
で
お
り
ま
す
。
今
か
ら
二
千
年
前
に

書
か
れ
た
ヨ
ー
ガ
の
本
で
あ
る「
ヨ
ー

ガ
・
ス
ー
ト
ラ
」
第
一
章
第
2
節
に
、
ヨ

ー
ガ
の
定
義
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は「
心
の
波

を
静
め
る
こ
と
が
、
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
。」

こ
れ
は
、
本
来
の
「
不
動
の
自
己
」
と

つ
な
が
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

外
側
か
ら
四
番
目
の
鞘
は「
ビ
ジ
ュ

ナ
マ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
、

「
理
性
」
で
あ
っ
た
り
、「
般
若
＝
理
知

の
心
」（
宇
宙
の
理
を
含
む
）
を
意
味
し

ま
す
。
た
だ
前
者
の
三
つ
の
鞘
に
沢
山

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
と
、「
ビ
ジ
ュ

ナ
マ
ー
ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
」
に
ゴ
ミ
が
溜
ま

り
、“
理
性
の
誤
り
”
を
生
じ
て
、
選
択

の
誤
り
を
生
じ（
自
分
を
よ
り
害
す
る

も
の
を
選
ん
で
し
ま
う
）、
そ
れ
が
病
気

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五
番
目
の
鞘
は「
ア
ー
ナ
ン
ダ
マ
ー

ヤ
・
コ
ー
シ
ャ
」
と
呼
ば
れ
、「
ス
ピ
リ

ッ
ト（
霊
魂
）」
と
な
り
、
ア
ー
ナ
ン
ダ

と
い
う
の
は
、「
喜
び
」
を
意
味
し
ま
す
。

五
番
目
の
鞘
は
、
そ
の
中
心
に
「
ア
ー

ト
マ
ン
」
を
包
ん
で
お
り
ま
す
。「
ア
ー

ト
マ
ン
」
は
、
私
た
ち
の
存
在
の
本
質

で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
語
で「
真
我（
し

ん
が
）」
と
呼
ん
だ
り
、
日
本
古
来
か
ら

の
言
葉
で
あ
る
「
直
霊
（
な
お
ひ
）」、

英
語
の
「Being

（
存
在
、
本
質
）」
と

呼
ん
だ
り
し
ま
す
。

四
番
目
の
鞘
ま
で
は
変
わ
る
も
の
で

す
が
、
五
番
目
の
鞘
は
不
動
の
存
在
と

な
り
ま
す
。
我
々
が
ど
ん
な
に
悪
い
こ

と
を
し
て
も
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で

は「
人
は
悔
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
、
性
善
説
を
採
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
常
日
頃
か
ら
自
分
の
中
の「
地

水
火
風
空
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
を
増

や
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
自

分
な
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
、
四
つ

の
鞘
ま
で
の
い
い
形
で
の
変
化
を
楽
し

み
な
が
ら
生
き
て
い
く
、
と
い
う
の
が

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
一
つ
の
生
命
観

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
ア
ー
ト
マ
ン
」
の
性
質
は
、「sat 

chit ananda

（
存
在

－

智
恵

－

至
福
）」

と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
、
人
間
の
魂
の

中
心
に
あ
る
不
動
の
存
在
で
す
。
実
は

私
自
身
が
生
ま
れ
も
っ
て
心
臓
疾
患
を

抱
え
て
お
り
、
読
書
が
楽
し
み
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
9
歳
の
時
に
読
ん
だ
イ

ン
ド
の
書
「
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ

ー
」
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
、
現
在
で

も
「
座
右
の
書
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
一
番
最
初
に
出
会
っ
た
言

葉
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
真
我
、
本
当
の
自
分
の
魂
と
い
う

も
の
は
、
こ
の
体
と
い
う
も
の
を
着
て

い
る
だ
け
だ
か
ら
、
こ
の
体
と
い
う
も

の
が
古
く
な
っ
た
ら
、
洋
服
を
脱
ぐ
よ

う
に
こ
の
体
を
私
た
ち
は
脱
ぎ
捨
て
る
。

で
も
ま
た
、
魂
と
い
う
も
の
は
新
し
い

衣
を
着
て
、
ま
た
新
た
な
命
で
生
ま
れ

て
く
る
。」

　

当
時
死
の
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
自
分

は
、
こ
の
言
葉
に
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

●❺ ●



私
た
ち
の
本
質
で
あ
る
魂
と
い
う
も

の
は
不
変
で
あ
り
、
宇
宙
の
摂
理
を
知

っ
て
お
り
、
喜
び
そ
の
も
の
で
あ
る
。

で
す
か
ら
、
相
対
と
し
て
の
そ
れ
と
逆

の
体
験
こ
そ
が
、
魂
の
本
質
を
知
っ
て

行
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
ん
な
体
験

も
悪
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。「ananda

（
喜
び
）」
は
、「
あ

ー
な
ん
だ
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
な
ん

だ
！
」で
覚
え
て
く
だ
さ
い（
笑
）。

※
こ
の
後
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
観

点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
解
説
、
健
康
法
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
要
点
を
映

像
の
ス
ナ
ッ
プ
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

● ❻●



最
後
に

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
は
外
に
あ
る
の
で

は
な
い
。

あ
な
た
の
内
に
既
に
存
在
す
る
生
命
の

叡
智
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
5
月
本
部
例
会
報
告

般
若
心
経
と
サ
イ
科
学

　
　
　
　

講
師　

岩
根　

和
郎 

氏

※
右
記
の
報
告
関
し
ま
し
て
は
、
岩
根

氏
が
、
ご
自
分
の
サ
イ
ト
に
御
講
演
全

体
を
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
が
ベ
ス
ト

だ
と
思
い
ま
す
。

「
サ
イ
科
学
と
般
若
心
経
」
で
検
索

を
か
け
て
い
た
だ
く
と
、
前
半
部
と
後

半
部
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
6
月
本
部
例
会
報
告

気
と
生
命
科
学
と
哲
学

　
　
　
　
　

講
師　

秦　

西
平 

氏

�

（
嵩
山
少
林
寺
第
34
代
最
高
師
範
）

哲
学
と
人
体
科
学

1
．
意
識
は
物
質
で
あ
る

「
意
識
」
と
「
物
質
」
は
、
別
の
も
の

で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
、
意
識
と
物
質
に

は
物
理
的
な
関
係
は
な
い
と
の
考
え

が
通
常
で
あ
っ
た
が
、
気
功
師
の
意
識

（
意
念
い
わ
ゆ
る
「
気
」）
は
直
接
物
質

に
影
響
を
及
ば
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の

意
識
は
生
命
情
報
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
物
質
で
あ
る
。

考
え
る
こ
と
は
力
と
な
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
人
間
の

意
識
は
、
外
部
に
対
し
て
、
変
え
る
力

と
な
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
一
つ
は
、

「
意
識
と
物
質
と
は
共
通
で
あ
り
、
意

識
は
物
質
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
次

第
に
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
実
際
は
、

座
禅
と
か
心
と
精
神
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
目
的
で
す
。
た
だ
意
識
は
物
質
で
あ

る
、
と
言
い
ま
し
た
が
、
こ
の
“
物
質
”

は
、
通
常
の
机
と
か
マ
イ
ク
の
よ
う
な

物
質
で
は
な
く
、
目
に
見
え
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
場
の
よ
う
な
物
質
で
す
。

私
た
ち
が
思
う
と
い
う
こ
と
は
、
た

だ
の
「
概
念
」
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
本
当
は
た
だ
の
概
念

で
は
な
く
、
人
間
の
意
識
は
外
部
の
も

の
に
影
響
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

禅
宗
の
座
禅
・
瞑
想
を
や
っ
て
い
る
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と
、
そ
う
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

す
。
特
に
気
功
を
や
る
と
き
は
、
自
分

の
意
識
と
イ
メ
ー
ジ
だ
け
（
意
念
）
で

何
か
結
果
が
出
て
お
り
お
ま
す
。

2
．
人
体
と
宇
宙
の
全
息
律

「
全
息
」
と
は
何
か
。

「
全
」
は
全
体
を
表
し
、「
息
」
は
遺

伝
情
報
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
部

分
に
全
体
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
関

係
』
の
こ
と
で
あ
る
。

［
人
間
は
約
60
兆
個
の
細
胞
が
集
合
し

た
存
在
で
あ
る
が　

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
細
胞
（
部
分
）
に
、
人
体
（
全
体
）

の
遺
伝
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
］

①
人
体
の
局
部
と
人
体
全
体
は
全
息
対

　

応
し
て
い
る
。

②
人
間
の
生
理
と
心
理
は
全
息
対
応
し

　

て
い
る
。

③
人
間
の
生
理
と
宇
宙
（
人
類
社
会
を

　

含
む
）
は
全
息
対
応
し
て
い
る
。

④
人
間
の
心
理
と
宇
宙
（
人
類
社
会
を

　

含
む
）
は
全
息
対
応
し
て
い
る
。

⑤
人
体
（
生
理
+
心
理
）
と
宇
宙
（
人

　

類
社
会
を
含
む
）
は
全
息
対
応
し
て

　

い
る
。

①
に
つ
い
て
、
日
本
人
は
足
裏
マ
ッ

サ
ー
ジ
が
好
き
で
す
が
、
足
の
裏
は
人

体
全
体
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
、
元
気
な
体
も
、
病
気

の
体
も
実
際
は
あ
な
た
の
心
や
心
理
状

態
か
ら
造
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
肉
体

と
あ
な
た
の
心
理
が
、
遺
伝
子
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
、
人
間
の
肉
体
と
外
部

宇
宙
も
完
全
に
対
応
し
て
ま
す
。
一
番

分
か
り
や
す
い
の
は
、
女
性
の
生
理
や

男
性
で
も
血
圧
等
に
月
の
影
響
が
あ
り

ま
す
。

④
に
つ
い
て
、
人
間
の
心
理
と
外
部

宇
宙
も
完
全
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑤
に
つ
い
て
、
例
え
ば
日
本
と
ブ
ラ

ジ
ル
は
文
化
や
習
慣
が
か
な
り
違
っ
て

い
て
、
夜
に
、
誰
か
の
家
の
前
で
大
き

な
音
で
音
楽
を
か
け
て
ダ
ン
ス
を
し
た

ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
そ
の
家
の
人
々
も

外
に
出
て
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
ま
す
が
、

日
本
で
は
家
の
人
が
警
察
を
呼
ぶ
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

3
．
多
次
元
意
識
論
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構

　

造意
識
に
は
6
種
類
あ
り
、
各
意
識
が

層
の
よ
う
に
重
な
り
合
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。
面
積
は
下
層
に
行
く
に
つ
れ

て
大
き
く
な
る
。

［
個
人
の
意
識
面
積
は
最
小
で
あ
り
、

全
て
の
根
幹
を
な
す
宇
宙
の
面
積
は
最

大
で
あ
る
。］

意
識
を
六
層
に
分
類
し
、
第
一
層
の

顕
意
識
が
海
面
上
に
出
た
島
に
例
え
る

な
ら
ば
、
そ
の
下
の
五
層
は
潜
在
意
識

と
な
り
海
面
下
に
あ
る
広
大
な
島
の
土

台
か
ら
地
球
に
つ
な
が
る
こ
と
に
例
え

ら
れ
ま
す
。

第
1
層
の
「
顕
意
識
」
は
表
面
意
識

と
な
り
、
自
分
自
身
の
こ
と
、
左
脳
で

考
え
る
部
分
に
な
り
ま
す
。

第
2
層
の
「
下
意
識
／
前
意
識
」
は
、

習
慣
的
な
動
作
で
、
我
々
が
食
事
す
る

と
き
箸
も
意
識
し
な
い
で
使
え
ま
す
し
、

自
転
車
も
考
え
な
い
で
運
転
で
き
ま
す
。

武
道
の
達
人
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ト
ッ

プ
選
手
の
ス
キ
ル
は
、
こ
の
分
野
の
意

識
に
あ
た
り
ま
す
。

　

第
3
層
の
「
狭
義
潜
意
識
」
は
、
心

理
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
潜
在
意
識
に

あ
た
り
ま
す
。
人
間
の
病
気
が
発
生
す

る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
治
療
に
も
関
係

す
る
層
で
す
。

第
4
層
の
「
超
感
潜
意
識
」
は
五
感

を
超
え
た
テ
レ
パ
シ
ー
や
遠
距
離
の
透

視
能
力
等
に
関
わ
る
層
で
す
。
人
間
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
の
意
識

と
つ
な
が
る
受
け
身
の
層
で
す
。

第
5
層
の
「
仕
事
潜
意
識
」
に
入
る

と
自
分
か
ら
相
手
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
能
動
的
な
層
で
す
。
こ

の
層
は
例
え
れ
ば
、
地
球
レ
ベ
ル
と
つ

な
が
る
層
で
す
。

第
6
層
の
「
自
性
潜
意
識
」
は
、
人

間
が
座
禅
等
で
悟
り
に
至
る
層
で
、
生
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ま
れ
る
前
の
本
来
の
意
識
に
戻
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
宇
宙
意
識
と
つ

な
が
る
層
で
す
。

宇
宙
全
体
を
陰
陽
太
極
図
で
表
す
と

以
下
に
な
る
。

我
々
の
実
際
の
世
界
は
基
本
的
に
9

次
元
と
考
え
て
お
り
、
太
極
図
の
陽
の

部
分
（
白
い
部
分
）
は
、
1
～
4
次
元

に
あ
た
り
、
光
速
よ
り
低
速
の
世
界
と

な
り
ま
す
。

太
極
図
の
陰
の
部
分
（
黒
い
部
分
）

は
、
6
～
9
次
元
に
あ
た
り
、
超
光
速

の
世
界
に
な
り
ま
す
。

陰
と
陽
の
境
目
の
ラ
イ
ン
上
は
5
次

元
と
な
り
、
光
速
（
秒
速
30
万
㎞
）
の

世
界
と
な
り
ま
す
。

U
F
O
が
急
に
消
え
た
り
、
急
に
現

れ
た
り
す
る
境
で
光
を
発
す
る
の
は
、

目
に
見
え
な
い
6
次
元
の
世
界
か
ら
、

5
次
元
の
光
速
の
世
界
を
通
っ
て
、
目

に
見
え
る
4
次
元
に
出
た
り
し
ま
す
。

太
極
図
の
円
周
上
は
、
陽
の
世
界
の

始
ま
り
で
0
次
元
の
世
界
で
も
あ
り
、

陰
の
世
界
の
終
わ
り
で
10
次
元
の
世
界

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
こ
の
理
論
の

一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

宇
宙
の
原
点
で
あ
り
、
形
の
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
世
界
で
も
あ
り
、
意
識
・
意

念
の
本
質
＝
虚
子
と
い
わ
れ
る
も
の
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

通
常
の
物
理
学
に
対
し
て
、「
陰
性
物

理
学
」
に
お
け
る
物
質
概
念
及
び
超
光

速
概
念
を
解
説
し
ま
す（
下
図
参
照
）。

図
の
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
番
上
の

分
野
は
、
普
通
の
物
理
学
の
概
念
で
あ

り
、
真
ん
中
の
分
野
は
現
代
物
理
学
の

量
子
力
学
に
あ
た
り
ま
す
。
一
番
下
の

分
野
は
、
現
代
科
学
で
は
説
明
し
て
い

な
い
分
野
な
の
で
、
新
物
質
概
念
で
あ

り
、
潜
在
意
識
・
意
念
に
関
わ
る
分
野

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
分
野
の
物
質
は
、
波
状
で
あ
り
、

虚
物
質
と
な
り
、
太
極
図
に
お
け
る
普

通
の
物
理
学
の
陽
儀
に
対
し
て
、
陰
儀

と
な
り
ま
す
。
そ
の
元
素
と
し
て
は「
虚

子
」
と
な
り
、
超
光
速
と
な
り
ま
す
。

「
虚
子
」
は
、
物
質
を
細
か
く
し
て

い
っ
て
、
こ
れ
以
上
分
け
ら
れ
な
い
一

番
小
さ
い
基
本
粒
子
で
あ
り
、
サ
イ
ズ

は
な
く
、
内
部
構
造
は
な
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
基
本
元
素
と
な
り
ま
す
。
宇
宙

全
体
全
て
の
物
の
母
親
、
こ
の
目
で
見

え
る
物
は
、
全
部
目
に
見
え
な
い
物
か

ら
生
ま
れ
ま
す
。
老
子
の
「
無
か
ら
有

が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
言
葉
の
説
明
と

な
り
ま
す
。

東
京
大
学
の
佐
藤
勝
彦
教
授
が
提
唱

し
た
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
」
→

（
解
説
：
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
前
の
大

き
さ
は
、
直
径
10
の
マ
イ
ナ
ス
34
乗
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
物
質
を
こ
れ

以
上
細
分
化
で
き
な
い
究
極
の
粒
子
と

い
わ
れ
る
素
粒
子
よ
り
も
は
る
か
に
小

さ
く
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
直

後
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
時
に
は
、

直
径
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
っ

て
い
た
）
に
よ
る
と
、「
最
初
の
宇
宙
は

無
か
ら
生
れ
た
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

※
最
後
に
参
加
者
全
員
で
、
少
林
気

功
の
実
践
を
体
験
し
た
。

最
初
の
基
本
動
作
：
足
は
肩
幅
に
し

て
立
ち
、
両
手
は
両
側
か
ら
上
に
ゆ
っ

く
り
上
げ
て
頭
の
上
部
で
組
み
、
踵（
か

か
と
）
を
上
げ
て
手
の
ひ
ら
を
上
方
に

伸
ば
し
な
が
ら
空
気
と
共
に
天
か
ら
い

い
気
を
吸
い
、
次
に
組
ん
だ
手
と
踵
を

下
ろ
し
な
が
ら
、
邪
気
を
足
裏
か
ら
出

す
感
じ
で
息
を
吐
く
。
こ
れ
を
何
回
か

繰
り
返
す
。
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
呼
吸

に
合
わ
せ
て
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
し
た
動
作
で
身
体
を
動
か
す

事
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
九
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

比
較
言
語
学
で
読
み
解
く
記
紀
が

黙
し
て
語
ら
な
い
日
本
の
古
代
の

真
実

　
　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
2
月
21
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
9
月
26
日
茨
城
県
日
立

市
生
ま
れ
。
慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
。

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
バ
イ
ヤ
ー
。

作
詞
作
曲
家
。
古
代
秘
史
ハ
ン
タ
ー
。

日
本
と
世
界
の
文
化
の
架
け
橋
と
な
る

こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
世
界
の
空
手

フ
ァ
ン
向
け
に
本
格
的
空
手
映
画
「
黒

帯
」
及
び「
ハ
イ
キ
ッ
ク
・
ガ
ー
ル
!
」

を
作
り
好
評
を
得
る
。
作
詞
作
曲
家
と

し
て
は
日
本
を
代
表
す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
小
田
裕
一
郎
氏
に
師
事
。
近
年
、

日
本
の
隠
さ
れ
た
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、

比
較
言
語
学
を
ベ
ー
ス
に
古
代
日
本
と

古
代
世
界
の
驚
く
べ
き
繋
が
り
を
明
快

に
解
く
。

日
本
は
現
存
す
る
世
界
最
古
の
立
憲

君
主
国
。
で
あ
れ
ば
、
日
本
語
は
か
な

り
古
い
言
葉
で
あ
る
は
ず
。

で
も
、
現
状
の
日
本
史
で
は
、
漢
字

が
入
っ
て
く
る
前
ま
で
日
本
に
は
文
字

も
言
葉
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
比
較
言
語
学
が
進
化

し
、
縄
文
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
岩

刻
文
字
（
ペ
ト
ロ
グ
ラ
フ
）
や
縄
文
土

器
に
文
字
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
た
! 

し
か
も
そ
れ
ら
の
文

字
は
古
代
中
近
東
の
文
字
だ
。
こ
れ
は

何
を
意
味
す
る
の
か
?

六
〇
〇
〇
年
前
、
文
字
や
言
葉
を
も

っ
て
い
た
シ
ュ
メ
ー
ル
人
た
ち
は
1
万

キ
ロ
の
旅
を
し
て
縄
文
日
本
に
や
っ
て

き
た
の
か
?

①
ま
ず
は
ク
イ
ズ
か
ら

②
1
本
の
映
画
が
導
い
た
古
代
史
へ
の

誘
い
（
5
年
前
ま
で
日
本
史
に
は
全
く

興
味
な
か
っ
た
）

③
日
本
の
古
代
は
む
ず
か
し
い
名
前
の

神
さ
ま
だ
ら
け
!

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
古
代
が
ら
み
の
記

念
行
事
が
続
く
（
古
事
記
誕
生
1

�
3
�0�

0
年
、・
出
雲
・
伊
勢　

同
時
遷
宮
な
ど
）

④
古
代
を
国
史
で
解
く
こ
と
の
お
か
し

さ
。
古
代
に
は
今
の
よ
う
な
形
の
国
は

な
か
っ
た
。

各
国
ご
と
の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ー
ン
の

歴
史
な
ど
な
い
。

⑤
古
代
を
解
く
の
に
と
て
も
よ
い
も
の

が
残
っ
て
い
た
!
そ
れ
は
言
葉
!
地
名

考
古
学
。

そ
れ
を
行
使
す
る
に
は
、
比
較
言
語

学
と
い
う
あ
り
が
た
い
ツ
ー
ル
が
発
達

し
て
い
た
。

⑥
文
字
・
言
葉
が
文
化
・
文
明
の
尺
度

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
発
生
は
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
。

発
生
し
た
文
字
・
言
葉
は
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
か
?

⑦
古
代
を
知
る
に
は
古
代
の
ル
ー
ル
を

知
る
。

古
代
は
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
世
界
。
基
本
的
に
神
さ
ま
は

12
柱
。

そ
れ
ぞ
れ
に
数
字
が
当
て
ら
れ
た
。

王
様
に
は
、
政
治
を
つ
か
さ
ど
る
王
と

祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
王
が
い
た
。
国
で

は
な
く
、
部
族
ご
と
に
行
動
し
、
争
っ

た
り
、
対
婚
し
て
仲
良
く
な
っ
た
り
し

た
。

⑧
世
界
の
4
大
文
明
と
い
う
の
も
幻
想
。

す
べ
て
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
う
ね
り
だ

っ
た
。

そ
れ
が
比
較
言
語
学
に
よ
っ
て
分
か

っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
4
千

年
の
歴
史
な
ど
と
い
う
の
も
幻
想
に
す

ぎ
な
い
。

⑨
日
本
に
は
何
回
か
に
分
か
れ
て
、
そ

う
し
た
世
界
文
化
の
う
ね
り
が
や
っ
て

き
た
。

日
本
語
は
た
く
さ
ん
の
世
界
の
言
葉

か
ら
で
き
て
い
る
。
そ
れ
が
地
名
人
名

や
方
向
を
示
す
助
詞
な
ど
で
わ
か
る

し
、
古
事
記
や
万
葉
集
な
ど
で
も
確
認

で
き
る
。

⑳
日
本
の
天
皇
と
い
う
の
は
、
ど
こ
か

ら
ど
う
い
う
経
路
で
や
っ
て
き
た
の

か
?出

雲
は
5
の
国
、
伊
勢
は
50
の
国
。

天
皇
は
な
ぜ
一
〇
〇
〇
年
間
も
伊
勢
に

行
か
ず
、
出
雲
系
の
神
社
ば
か
り
行
幸

し
た
の
か
?

⑳
日
本
の
国
史
は
古
代
を
書
か
な
い
が

中
韓
の
史
書
か
ら
年
代
を
含
め
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
に
は
神
代
の
時
代
の
神
々
の
墓

が
あ
る
。

ひ
ふ
み
の
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ
り
周

囲
の
環
境
（
天
気
な
ど
）
が
激
変
す
る

経
験
を
し
た
。

音
楽
と
言
語
は
近
い
関
係
に
あ
る
。

日
本
の
古
代
を
知
る
こ
と
で
日
本
文
化

が
分
か
る
。
ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
を
勉
強
し

た
時
、
記
紀
を
読
ん
だ
時
よ
り
も
感
動

し
た
（
そ
の
宇
宙
的
な
内
容
に
）。



日
本
の
古
代
の
歌
（
数
え
歌
や
和

歌
）
に
は
力
が
あ
る
。
日
本
全
国
の
聖

地
に
あ
る
岩
に
古
代
の
神
々
や
古
代
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
わ

ゆ
る
日
本
自
生
と
い
わ
れ
る
神
々
で
は

な
い
。
世
界
共
通
の
神
々
や
世
界
共
通

の
祖
語
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
で

そ
れ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
。

ア
メ
リ
カ
に
は
ア
メ
リ
カ
発
見
よ
り

も
二
〇
〇
〇
年
前
の
遺
跡
の
記
録
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ル
ト
文
字
や
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
が

岩
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
紀
元
前

の
ア
メ
リ
カ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
た

ち
が
入
植
し
て
王
国
を
築
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
!

ホ
ツ
マ
ツ
タ
エ
に
出
て
く
る
言
葉
に

シ
ュ
メ
ー
ル
系
の
言
葉
が
多
い
。

1
7
9
9
年　

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
部
下

シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
が
エ
ジ
プ
ト
で
ロ
ゼ

ッ
タ
ス
ト
ー
ン
を
発
見
し
た
。

1
8
9
9
年　

漢
字
の
起
源
と
さ
れ

る
甲
骨
文
字
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に

シ
ュ
メ
ー
ル
文
字
の
解
読
が
進
む
な
か
、

比
較
言
語
学
は
大
き
く
発
展
し
つ
つ
あ

る
。ト

ー
テ
ム
は
あ
る
種
の
生
物
を
神
と

し
て
あ
が
め
る
も
の
で
、
古
代
の
五
大

ト
ー
テ
ム
に
は
お
も
に
牛
、
蛇
、
鳥
、

犬
、
馬
が
あ
り
、
日
本
の
神
社
に
は

夫
々
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
。

神
社
の
入
り
口
に
は
「
鳥
居
」
が
あ

り
、
手
水
場
に
は
「
蛇
口
」
が
あ
り
、

拝
殿
の
前
に
は
「
狛
犬
」
が
二
匹
お
り
、

ス
サ
ノ
オ
系
の
大
き
な
神
社
に
は
牛
象

が
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
系
の
大
き
な
神

社
に
は
馬
象
や
実
際
に
神
馬
が
い
る
! 

す
べ
て
5
大
ト
ー
テ
ム
の
名
残
り
。

民
族
に
は
夫
々
独
特
の
癖
が
あ
る
。

シ
ュ
メ
ー
ル
族
の
特
色
・
神
様
は
た
く

さ
ん
い
る
・
ビ
ー
ル
好
き
・
歌
好
き
・

教
育
熱
心
・
相
撲
好
き
・
強
調
す
る
時

コ
ト
バ
を
重
ね
る
・
契
約
は
す
べ
て
印

鑑
に
よ
る
・
資
源
が
乏
し
い
た
め
原
材

料
を
輸
入
し
加
工
し
て
輸
出
・
宇
宙
や

太
陽
系
の
全
惑
星
な
ど
の
知
識
を
持
っ

て
い
る 

な
ど
で
あ
る
。

シ
ュ
メ
ー
ル
人
の
う
ち
ウ
ル
人
は
牛

を
ト
ー
テ
ム
に
し
農
民
が
主
。
ド
ウ
ア

人
は
蛇
を
ト
ー
テ
ム
に
し
漁
民
が
主
。

イ
ン
ダ
ス
文
明
も
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
解

明
さ
れ
る
な
ど
古
代
の
文
化
は
お
互
い

に
関
係
し
て
い
る

数
字
の
12
に
関
係
す
る
も
の

1
年
12
ケ
月
、
黄
道
12
星
座
、
12
支
、

1
ダ
ー
ス
12
個
な
ど
は
5
進
法
と
12
進

法
を
併
用
す
る
シ
ュ
メ
ー
ル
発
祥
。

各
国
の
語
と
日
本
語
の
共
通
点

シ
ュ
メ
ー
ル
語　

語
が
短
く
日
本
語

同
様
一
音
一
義
が
多
い
。

あ
＝
水
、
い
＝
5
（
日
本
語
）

う
＝
穀
物
（
日
本
で
は
宇
迦
の
御
霊

と
い
う
穀
物
神
の
名
に
入
っ
て
い
る
）

え
＝
家
（
東
北
地
方
で
は
い
ま
で
も
家

を
エ
と
言
う
）

エ
ジ
プ
ト
語　

ス
タ
ス
タ
＝
急
い
で

歩
く　

タ
タ
ラ
＝
製
鉄
を
発
明
し
た
ヒ

ッ
タ
イ
ト
人
を
指
す　

　

古
代
シ
ュ
メ
ー
ル
で
は
自
分
の
国
を

キ
エ
ン
ギ
と
い
っ
た　

こ
れ
は
葦
原
の

中
ッ
国
と
解
さ
れ
る

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
自
分
の
国
を
ケ

メ
ト
（
黒
い
大
地
）
と
い
っ
た
。
ケ
メ

ト
の
子
音
を
並
べ
る
と
K
M
T
。
こ
の

子
音
が
入
っ
た
地
名
が
日
本
に
多
い
。

蒲
田
、
君
津
な
ど
。
こ
れ
は
シ
ュ
メ
ー

ル
人
だ
け
で
な
く
古
代
エ
ジ
プ
ト
か
ら

も
日
本
へ
の
入
植
者
が
い
た
証
拠
。
縄

文
人
も
す
べ
て
こ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
ト

や
イ
ン
ド
か
ら
の
渡
来
人
。

彼
ら
は
文
字
も
数
字
も
卓
越
し
た
天

文
知
識
や
造
船
技
術
さ
え
も
っ
て
い
た
。

旧
唐
書　

日
本
は
元
小
国
倭
を
併
合

す
と
あ
る
。

イ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
の
文
化
輸
入
品

仏
教　

数
学　

紅
茶　

ヒ
ン
ズ
ー
教　

ヨ
ガ　

太
陽
信
仰　

太
陽
暦　

天
文

神　

カ
リ
テ
ィ
モ　
　
　
　

鬼
子
母
神

　
　

ラ
ク
ュ
シ
ュ
ミ
ー　
　

吉
祥
天

　
　

ヤ
マ
ラ
ヴ
ョ　
　
　
　

閻
魔

　
　

ヴ
ァ
ル
ナ　
　
　
　
　

水
天
宮

　
　

シ
ャ
シ
ラ
デ
ィ
ー
バ　

帝
釈
天

　
　

マ
ー
ハ
ー
カ
ー
ラ　
　

大
黒
天

　
　

サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
ー　
　

弁
財
天

祭
り
の
変
遷

ラ
ド
・
エ
ン
ジ
リ
→
ド　

エ
ン
ジ
リ
→

ダ
ン
ジ
リ
→
ダ
シ

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
外
国
展
示
は
日
本

が
最
初
で
あ
っ
た
。

シ
ュ
メ
ー
ル
＝　

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

縄
文
土
器
に
は
ウ
パ
ラ
と
読
め
る
文
様

が
あ
る
。

●� ●



枕
言
葉
に
は
夫
々
意
味
が
あ
る
。
例

え
ば
「
あ
お
に
よ
し　

奈
良
の
都
」
の

場
合　

「
あ
お
に
」
は
〈
多
く
の
人
〉、

「
よ
し
」
は〈
集
ま
る
〉、「
ひ
さ
か
た
の
」

は
〈
沢
山
の
星
が
あ
る
〉
と
い
う
意
味

が
あ
る
。　

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

古
代
の
地
球
人
は
相
互
に
文
化
の
交

流
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
我
々
世
界
観
、
人
生
観
が

大
き
く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
研
究
が
更
に
進
む
こ
と
を
期
待
し
た

い
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
12
名
、
合
計
23
名
で
あ
っ
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

日
本
の
目
覚
め
は
世
界
の
夜
明
け

　
　
　

講
師　

長
堀　

優 

氏

�

一
般
財
団
法
人　

育
生
会
病
院
院
長

と
き　
　

平
成
27
年
3
月
14
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

長
堀
氏
は
昭
和
58
年
群
馬
大
学
医
学

部
卒
業
、
研
修
医
を
経
て
昭
和
60
年
横

浜
市
大
消
化
器
腫
瘍
外
科
学
教
室
に
入

局
、
平
成
5
年
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ

ー
医
科
大
学
に
留
学
（
ド
イ
ツ
学
術
交

流
会
奨
学
生
）、
平
成
17
年
横
浜
市
立

み
な
と
赤
十
字
病
院
外
科
部
長
、
平
成

20
年
横
浜
船
員
保
険
病
院
副
院
長
、
平

成
27
年
4
月
よ
り
現
職
、
日
本
外
科
学

会
指
導
医
、
日
本
消
化
器
外
科
学
会
指

導
医
・
消
化
器
が
ん
治
療
認
定
医
、
信

州
大
学
医
学
部
組
織
発
生
学
講
座
委
嘱

講
師
、
著
書
「
見
え
な
い
世
界
の
科
学

が
医
療
を
変
え
る
」

今
、
世
界
は
大
き
な
分
岐
点
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

物
質
の
豊
か
さ
や
経
済
効
率
を
追
い

求
め
て
き
た
現
代
社
会
は
、
こ
れ
ほ
ど

豊
か
に
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
結
局
は

人
々
に
心
の
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
将
来
に
目
を
転

じ
て
も
、
物
質
も
お
金
も
有
限
で
あ
る

以
上
、
飽
く
な
き
欲
望
の
ま
ま
に
求
め

る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
、
今
の

社
会
、
経
済
シ
ス
テ
ム
が
長
く
続
く
わ

け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
環
境
も
経

済
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
医
療
も
ま
っ
た
な

し
、
い
つ
破
局
が
来
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
あ
る
国
を
一
方
的

に
悪
と
決
め
付
け
、
制
裁
と
称
し
た
戦

争
を
引
き
起
こ
す
、
こ
ん
な
こ
と
が
人

道
的
に
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
す
。

そ
の
こ
と
に
多
く
の
人
は
気
づ
い
て
い

る
は
ず
で
す
。 

あ
の
2
0
1
1
年
の
大
震
災
以
降
、

自
分
た
ち
の
命
が
有
限
で
あ
り
、
明
日

の
命
な
ど
は
保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
、
日
本
人
は
骨
身
に
し
み
わ

た
る
ほ
ど
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
我
々
が
信
じ
て
き
た
“
最
新
の

科
学
技
術
”
と
い
う
も
の
が
、
大
自
然

の
威
力
の
前
に
い
か
に
無
力
で
危
う
い

も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
思
い
知
ら

さ
れ
た
の
で
す
。
地
震
の
み
な
ら
ず
、

台
風
や
火
山
の
爆
発
な
ど
、
こ
の
日
本

列
島
は
、
全
て
が
失
わ
れ
る
よ
う
な

数
々
の
激
烈
な
自
然
災
害
に
翻
弄
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
生
き
抜
く
に

は
、
日
本
人
は
過
酷
な
運
命
を
受
け
入

れ
耐
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
人
の
命
が
有
限
で
あ
る
以
上
、

そ
の
事
実
の
前
で
は
必
要
以
上
の
財
産

は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
、
と
い
う
教

訓
を
D
N
A
の
奥
深
く
に
ま
で
刻
み
込

ん
で
き
た
の
で
す
。
我
々
は
、
所
詮
大

い
な
る
存
在
か
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
か
ら
、「
生
き

て
い
る
だ
け
で
奇
跡
な
の
だ
」、
と
気

づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
我
々
を
生
か
し

て
く
れ
る
存
在
へ
の
絶
対
の
信
頼
感
が

生
じ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
感
謝

と
信
頼
か
ら
湧
い
て
く
る
「
お
か
げ
さ

ま
」、「
仕
方
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

“
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
受
け
入
れ

よ
う
”
と
い
う
日
本
人
ら
し
い
受
容
の

心
を
生
み
出
し
、
絶
望
の
淵
か
ら
這
い

上
が
る
力
に
も
な
っ
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
日
本
人
の
こ
の
よ
う
な
特
性

は
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
行
き
詰

ま
っ
た
現
代
の
こ
の
世
界
に
こ
そ
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
国
民
が
生
ま
れ

て
き
た
の
か
、
そ
こ
に
は
、
自
然
環
境

の
み
な
ら
ず
、
も
っ
と
深
い
日
本
の
国

の
成
り
立
ち
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

青
森
県
外
ヶ
浜
町
に
あ
る
大
平
山
元

遺
跡
に
お
い
て
、
1
9
9
8
年
に
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

● �●
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土
器
の
中
に
は
、
付
着
し
た
炭
化
物
の

A
M
S
法
を
用
い
た
放
射
性
炭
素
年
代

測
定
法
に
よ
る
算
定
で
一
万
六
千
五
百

年
前
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

紛
う
こ
と
な
き
世
界
で
最
も
古
い
土
器

で
す
。
土
器
に
炭
素
が
付
着
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
食
物
の
煮
炊
き
を

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
も
、
縄
文
時
代
に
埋

葬
さ
れ
た
人
骨
か
ら
は
争
っ
た
あ
と
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
縄

文
と
い
う
時
代
が
、
豊
か
な
風
土
と
食

に
恵
ま
れ
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
ほ

ど
の
高
度
な
文
明
を
築
き
、
1
万
年
以

上
に
わ
た
っ
て
集
団
で
人
が
殺
し
あ
う

こ
と
の
な
か
っ
た
平
和
な
時
代
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
で
起
こ
っ
た
産
業
革
命
以
降
た
か

だ
か
二
百
数
十
年
で
、
地
球
を
こ
れ
だ

け
の
危
う
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
し
ま

っ
た
現
代
文
明
を
思
え
ば
、
こ
の
平
和

な
一
万
年
と
い
う
月
日
が
奇
跡
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
平
和
で
豊
か
な
時
代
に

育
ま
れ
た
文
化
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
決
し

て
日
本
で
は
大
き
な
価
値
を
認
め
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
の
縄
文
時
代
に
こ

そ
、
今
の
行
き
詰
っ
た
世
界
情
勢
を
解

決
し
て
い
く
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

詩
人
で
朗
読
家
の
堤
江
実
氏
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
た
日
本
語
の
ル
ー
ツ

を
縄
文
時
代
に
見
出
し
、
著
書
「
日
本

語
の
美
し
い
音
の
使
い
方
」
で
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
で
平
和
な
風
土
か
ら
生
ま
れ

た
、
幸
せ
な
言
葉
。
そ
れ
が
日
本
の
言

葉
で
す
。
自
然
に
寄
り
添
い
、
そ
の
循

環
、
再
生
の
息
づ
か
い
に
暮
ら
し
を
合

わ
せ
な
が
ら
、
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し

て
、
平
和
に
仲
良
く
、
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
た
時
代
。
長
期
間
平
和
な
社
会
を

営
む
こ
と
が
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い

の
だ
と
い
う
証
が
、
私
た
ち
の
縄
文
時

代
で
す
。
ま
る
で
奇
跡
の
よ
う
な
時
代
。

こ
の
、
人
類
史
上
、
他
に
例
を
見
な
い

ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
時
代
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
言
葉
の
響
き
が
、
や
さ
し
く
穏
や

か
で
美
し
い
の
も
当
然
の
こ
と
。
こ
れ

こ
そ
が
、
縄
文
か
ら
伝
わ
る
魂
の
遺
伝

子
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

世
界
に
は
縄
文
と
似
た
自
然
と
共
生

す
る
森
の
文
明
を
生
き
た
民
族
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

マ
オ
リ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ

ジ
ニ
、
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ケ
ル
ト
、

ゲ
ル
マ
ン
、
ア
ン
デ
ス
、
マ
ヤ
・
・
・

自
然
の
す
べ
て
に
神
が
宿
る
と
信
じ
、

森
に
寄
り
添
い
、
そ
の
恵
み
を
分
か
ち

合
っ
て
、
争
わ
ず
、
平
和
に
暮
ら
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
々
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
多
神
教
で
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
国
の
言
葉
に
は
、
母
音

の
響
き
の
美
し
い
言
葉
が
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。」

い
か
が
で
し
ょ
う
、
世
界
に
は
か
つ

て
、
戦
争
が
下
手
で
自
然
を
愛
し
た
森

の
民
の
文
化
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
の

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
愛

す
べ
き
文
化
は
、
金
属
製
の
武
器
を
持

ち
、
戦
い
に
長
じ
た
人
々
に
、
次
第
に

追
い
立
て
ら
れ
、
滅
亡
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
ど
っ
こ
い
そ
の
精
神
は
、

母
音
に
富
む
言
葉
に
、
言
い
伝
え
に
、

土
着
の
宗
教
に
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ

て
い
ま
す
。

人
間
が
中
心
、
そ
の
発
展
を
担
っ
て

こ
こ
ま
で
き
た
科
学
へ
の
盲
信
。
そ
れ

で
、
地
球
を
支
配
で
き
る
と
考
え
る
の

は
、
あ
ま
り
に
も
傲
慢
に
思
え
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
て
生
き
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。
与
え
ら
れ
た
も
の
に

感
謝
し
て
い
の
ち
を
尊
び
、
争
わ
ず
、

み
な
ひ
と
し
く
分
か
ち
合
っ
て
平
和
に

生
き
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら

い
い
の
か
。
我
々
日
本
人
は
、
い
ま
こ

そ
、
か
つ
て
の
縄
文
精
神
を
思
い
出
し
、

こ
の
命
題
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
先
に
は
じ
め
て
世
界
の

新
し
い
未
来
が
見
え
て
く
る
と
私
は
考

え
ま
す
。�

（
長
堀　

優
氏
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

我
々
日
本
に
は
一
万
数
千
年
と
い
う

長
い
間
争
い
の
な
か
っ
た
縄
文
時
代
が

あ
る
。
こ
れ
は
美
し
い
響
き
を
持
つ
日

本
語
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
こ
こ
に
今
の

世
界
情
勢
を
変
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と

強
調
さ
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
18
名
、
関
係
者
1
名
、
合
計
33
名
で

あ
っ
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+ α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙 [ 講演録 72 分 ]（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円   （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、または FAX 宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局	 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

			   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091

			   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
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50cm（座って噴霧）から放射。箱形逗子内の煙
状物質（非可視）は床上1m～3mに写されてお
り、前後左右、上下などに、複雑な模様を描
いて様々に変化している（見えないが、写真に
は写っている）。さらに煙状物質の量は線香の
煙の約～100倍以上もある。また約20秒以内
毎にオーブ、煙状物質と画像が入れ替わって
いる。これらから、煙状物質は線香の煙では
無いことは確かであろう。

他方、スプレー水は、放出された後、空気中
で水蒸気（無色透明）になるが、これが､ すぐ
に、再び霧（白色）に戻るとは考えられない。気
体の蒸留水になった噴霧水は、電離して、大気
イオンに変化するものと判断できる。これらを
受入れている蒸留水廻りの空気は、すでに部分
的に電離している（別報）。つまり、大気中には
空気が電離してできた大気陰イオン、大気陽イ
オン、電子、ならびに極微粒子のエアゾル等が
非可視の大気イオン・ボール（プラズマ・ボー
ル）を造っており、約30万KVといわれる大気
電界内（地球コンデンサー）のなかに、存在して
いる。イオン・ボール（プラズマ・ボール）は陰
イオン群と陽イオン群が組合わされて巴型にな
り、これが回転して球形を形成した群集団であ
る。この大気イオン・ボールと、噴霧水が形成
した大気イオンとはともに素粒子類似であり、
同種・同根なので、両者は同類である。このと
き、回転している大気陰、陽イオン間の結合が
弱い場合には、球形（オーブ）には成らず、煙
状の大気プラズマモイドに成る、と考える。

例えば、大気陰、陽イオンの基に成る電子
対が電子と陽電子のように強い結合状態であ
る場合には、イオン・ボールはオーブ（球形）に
成る。そうでない弱い結合の時は、プラズマモ
イドになる。さらに、陽電子形成には、通常は、
宇宙線やγ線の対消滅などから得られる高エネ
ルギー（例、約1.02MeV）を必要としているが、
素粒子にはトンネル効果という現象があり、こ
れによって陽電子形成とオーブ現象が起こりう
る可能性がある。例えば、上記のプラズマモイ

ド現象は、大気中の低エネルギー状態で生起
している。同様に、大気中の陽電子も、低エネ
ルギー状態で得られた可能性が大である。な
お、トンネル効果とは、素粒子には、時間とエ
ネルギーの不確定性原理（ハイゼンベルグ）が
あり、時間を極大にするとエネルギーは小にな
り、時間を極小にすると、エネルギーは大にな
る。つまり古典的には乗り越えられない様な大
きいポテンシャルの障壁を、不確定性原理に
依って、極低エネルギーでも、トンネル現象と
して、乗り越える事ができる。素粒子には粒子
と波の両面性があり、粒では乗り越えられない
エネルギーの山を、波なら廻りこんで、滲み出
して、乗り越える事が出来ると考えられている

（トンネル効果）。この効果が作用していると判
断している。

5-2）精神面を検討する。
精神または心は、意識と無為識を含んでい

る。意識的と思われる行動も、実は無意識が
原因である場合が多い。無意識や心は時間や
空間の枠組みを超えている。つまり心は「あま
のじゃく」であり、コントロールすることは難し
い。サイ（気）も同一である。他方、体外にあ
る物質と意識とが直接に接触する現象をマクロ
PKといい、この時、仲介物質（又は情報）をサ
イ（気）という。大気陰・陽イオン・ボールとサ
イ（気）は同種、同根であり、サイ（気）は微細
身素粒子（バイオホトン、オーラ）を含んでい
る。オーブと撮影者が持つサイ（気）とが共鳴、
共振しないと、オーブ現象は生起してこない。
同一場所で撮影しても、なかなかオーブが生
起してこない（両者は同調しない、集まらない）
のは、両者が類似では無いからであろう。しか
し、その場所で一度生起する（特定のサイが住
み着く）と、次回からは容易に出現、生起する
ようになる。

（注）:本稿の実験計画と実験実施は故・川崎利
男氏が担当した
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写真　No.141117（1）

無数の透明感のある美しい大小のオーブが写っ
ている。特徴として、各オーブには、核（エア
ゾール）が1～2個入っている。また非対称の干
渉縞模様も写り込んでいる。左側には筋入りの
オーブ（3個、一本の針金状入り）もある。仏壇
逗子のなか（戸口の木枠の奧）には、立木観音
様が立っている。戸口付近にいるオーブを見る
と、木枠の手前にオーブがいる（右上）、その下
にいるオーブは、奧に出現していて、木枠に遮
られて半分しか見えない（4個）。これは真オー
ブの証拠のひとつである。写真No.141117（2）
には、観音様と仏壇逗子内部が見えないほど
の沢山（無数）のオーブが写されている。写真
No.141117（3）には不思議なことに、煙状模様の

（通称）プラズマモイドが写されている。この時、
ろうそくは消してあり、線香からは極僅かに、煙
が出ていて、写されている。1分間に3～4回程
度に撮影された写真画面（オーブと煙状物質）を
見ると、パッ、パッ、・・・と煙状物質とオーブは、
集団的に入れ替っている。したがって、煙状物
質（見えない）が線香（見える）の煙であるとは考
え難い（後述）。

4．オーブ円内模様のカオス解析
  ― 水滴とオーブの比較 ―（ここでは省略）

写真　No.141117（3）

5．検討ならびに考察
実験結果には、環境（物質面）と撮影者自身

の精神的な面が関係している様子である。
5-1）物質面を検討する。

ノズルから放出される（直後の）噴射水（霧）
は空気と混合して白色に見え、白色に撮影され
ている。この霧が大気中で蒸発すると、水滴
は消えて、無色透明の水蒸気になる。この気
体水蒸気の水分子は、ほとんどが単分子状態
であると考えられる。これが、もし、高温低圧
力のなかにあれば、一部は水素と酸素に電離
されることになるだろう。この水蒸気が大気プ
ラズマモイドに成る場合を想像する。プラズマ
モイドとは「太陽フレアなどの衛星観測におい
て、閉じた磁気面で囲まれたプラズマのかたま
り（高エネルギー）」を意味している。

上述の写真No.141117（3）には、大気プラズ
マモイドと思われる煙状物質が写されている。
しかも、非可視（近赤外線、1.4eV）である（低
エネルギー）。撮影時の実験条件をみる。立木
観音像の高さは約3m程度である。観音像の前
には、煙がでている線香（高さ方向に約20cm
以内の煙が見える）が2本たててあり、ろうそ
くは消してある。デジカメは床板から約30cm
の高さに固定設置、ハンドスプレー水は床上約
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夜の8:00～9:00頃、2階のベランダから西南の
方向に、2台のデジカメ（三脚の定点撮影）で、
ストロボを発光し、連写する。カメラを2台もち
いて毎回300～400枚撮影する。さらに、室内
撮影は東京都江戸川区の立木観音堂。実験時
間は昼間の11～12時頃、ヘアー・スプレーを用
いて撮影した事以外は千葉市と同一（詳細は後
述）である。

3．実験結果
始めに、千葉市の故・川崎氏自宅二階ベ

ランダ（室外）で撮影した結果を示す。スプ
レーによる噴霧水が、写真画面の片隅に写
る様に、カメラの位置を設定して実験を行っ
た。噴霧水（霧）は何時も写るが、オーブは写
る場合と写らない場合がある。しかし、噴霧
水放出の最初（頭首）から写る場合は殆ど無
い。2013 年11月6日（水）に行った一例を写
真No.131106（1）に示す｡ 写真の左上から下
方に放物線を描いて霧（キリ）が写っている。

今回の度重なる実験・観察によると、オーブ
出現時間は、噴霧水放出直後ではなく、放出後
5～10秒経ってからである事が判った。この時
の、オーブ出現の極初期段階と思われる一例を
No.131106（2）にしめす。霧群の中に小粒の光球
が出始めており、同時に、天空（上方）から下方
に向けて、4～5個所（筋状に）に、重力線方向
に並ぶ2～3個の小光球集団が見える。つまり、
オーブの芽（小球）は、向こう側から、噴霧霧群
に向かってやってくる様子である。2013年11月
8日（金）に実施したNo.131108（1）は、オーブが
大きく成長した場合の一例で、7個の大直径の
オーブが写っている。No.131108（2）は、右上に
写された大径オーブの拡大写真の一例である。
大直径の円形オーブ像の輪郭は、明瞭。外側に
向けて放射線状の短いHalo（ヘイロー）を伴って
いる。内部には核（エアゾール）らしい小球状模
様がある。2013年11月9日（土）に撮影された一
例をNo.131109にしめす。霧は消えており、大
小のオーブが写されているが、特徴的なことと

して、ほぼ中央にある大小2個のオーブには、円
内の核（エアゾール）が滑ったと思える筋目痕（針
金状）が写されている。以上の、それらの写真を
見ると、霧は極小粒で円形内部に模様が無い。
オーブは大径（大粒）で円内部に模様を持ってい
る事、などから霧とオーブは異なるといえよう。

今回の実験では、以上をも含めて、5秒ごと
にフラッシュ連続撮影を続けているが、その都
度、短い時間でパッ、パッ、・・・と、撮影さ
れた場面が変わる。つまりオーブは集団でやっ
てきて、その大きさ（大小）、出現数、場所、な
どは様々に変化する。つまり素粒子類似の集
団行動を取っており、その出現は非局所的で
あり、ランダムである。出現した確率を調べる
と、連写の今回の実験の場合は約5%である事
が判った（手押しの場合は確率は上る）。以上
を纏めると、（1）霧は、オーブ生成のきっかけ
を作っている。つまり、（2）噴霧散水に誘われ
てオーブが出現する。（3）霧は消えても、オー
ブは残っている。（4）オーブは集団行動を取る
傾向がある。（5）出現には素粒子類似の性質
が表れている（ランダムである）、といえよう。

つぎに東京都江戸川区内において、室内で撮
影された場合の一例を示す。実験場所の立木観
音堂は、毎月の17日が縁日で、故・川崎利男氏
は月参りをしていた。2013年12月、2014年1月、
2月と、スプレイ噴射条件下でフラッシュ撮影を
重ねたが、どうしても写らなかった。それ以前に
も毎月の17日ごとにスプレー噴射なしで撮影を
重ねたが、1～2個程度の出現はあったが、沢山
出る事は無かった。ところが、2014年3月17日に、
ハンド・スプレー噴霧水で撮影した。スプレー
からは1分間に3～4回程度､ 間欠的に噴射水を
放出する方式を用いた。噴霧開始後約3分後（34
枚目）に出た。この時は、一回（1撮影画面）に16
個のオーブ出現が認められた。この様な多数の
出現は、何回も幾日も続いた。たとえば、写真
No.141117（1）は、2014年11月17日に撮影され
たものである。故・川崎利男氏が観音様の前に
座り、「般若心経」を唱えている。この写真には、
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ほうが10～100倍も大きく出てしまうので、たし
かに、見えない暗黒物質が存在しているに違い
ないと、従来、考えられてきたことです。しか
し、太陽系も銀河系も外銀河も回転しています。
しかし、そこに大きな角速度が存在しています
からそれも質量に他ならないのです。質量は見
える物質だけと思い、つまり、角運動量を構成
する物質の質量のみに目を向けて、それ全体が
持っている角速度ω自体も空間にひそむ質量で
あるのを知らないためのナゾだったと思います。

暗黒物質に仮説は必要ないし、先年のノーベル
賞のヒッグス粒子の存在仮説も必要ないのです。

ところが、先生のこの理論をあらためて探し
たのですが先生の出版された本のどの部分にも
見つからないのです。先生の家に残されている
未公開のノートに眠っていると思います。後日、
先生のご遺族から頂いたのが前頁のコピーです。

計算のページは省略します。見たい人は品川
までご連絡してください。

（株）品川油化研究所　http://www.ology.jp/

オーブの研究はデジタルカメラによるフラッ
シュ撮影からスタートする。先輩のアドバイスに
よると雨、雪、霧、塵埃等も同時に乳白色球形
に撮影されるが、これらはいわゆる『偽オーブ』
である。ところで、台風26号（2013.10 .16）襲来
の豪雨並びに2013年10月24日の夜の霧雨時に
撮影したオーブ写真をみると、雨や霧による水
滴とオーブの間に関係のある（まぎらわしい）事
が判った。他方、従来からの経験によると、雨
の降り始めにオーブは出現しやすく、水と親和
力が高いことが知られている。そこで、今回は、
あらためて実験計画をたてて、スプレーによる
噴射水（キリ）条件下でオーブを出現させる事を
こころみた。結果として、水滴（キリ）の消失後
に真オーブや大気プラズマモイドが出現するこ
とが判明した。

1．定性テスト実験
人工的な降雨や霧に近い環境づくりとして、

庭の撒水ホース、ヘアースプレイ、園芸用蓄
圧式スプレーの3種を選んで簡単な比較実験
を行った。園芸用の撒水ホースからはオーブが
やっと出たという感じ、ヘアースプレー水は噴霧

が細かく、この時には、多量のオーブが出現し
た。小林コーセー製、園芸用（業務用）蓄圧式ス
プレーからは微細な噴霧水がノズルから定常的
に出て、オーブもよく出現した。そこで結論とし
て､ 室外では園芸用蓄圧式スプレーを採用して、
屋外の毎日の実験に使用することにした。なお、
これとは別に室内の立木観音堂では、取扱いが
容易なハンド式のヘヤースプレーを用いた。

2．実験方法・機器等
使用カメラは、カシオエクシリムEX-S12及び

カシオエクシリムEZ330。三脚に固定。撮影の
条件は通常の連写で、ボタンを押し続け、5秒
間隔で連写する。ISO感度3200、または1600。
ストロボ光力は+2。結果を見ると、偽オーブは
円形乳白色で不透明である。眞オーブは同様に
不透明もあるが、多くは半透明であり、その内
側に何らかのパターン（模様、表情）を持ってい
るので見分けることが出来る（本文参照）。これ
らの予備実験を基にして、スプレー噴射水を使
用して実験に進んだ。

室外の実験場所は千葉市緑区の故・川崎利
男氏宅。蓄圧式スプレー水散布条件下で実施。

水滴（霧）の消失後にオーブとプラズマ・モイドが出現する水滴（霧）の消失後にオーブとプラズマ・モイドが出現する
佐々木 茂美　　故・川崎 利男　　苗 鉄軍　　
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当然⊿eは大きくなります。
⊿e×⊿t=H/2πと等号で結ばれた関係なの

で、⊿tは小さくなり、それが積算され時間の進
み方が遅れるのを電子は観測することになりま
す。それが、等号で表されているわけです。光
がエネルギーと一緒に時間も運んでいるという
ローレンツ変換式の見方から、はじめて相対論
と量子論の接点が見えてくるのです。それに、
宮内先生が気付かれたのです。関英男先生が
監修されたマゴッチさんという方の「深宇宙探訪
記」という本がありますが、これは銀河系の中心
までUFOで行ってきたというとんでもない本で
す。銀河系の中心部はエネルギーが高いので、
⊿eが大きく⊿tが小さくなります。この方は数か
月行ってきたのに帰ってきたら数日しか経ってい
なかったということで、浦島太郎の話と逆です。
この等号で表された⊿e×⊿t=H/2πの関係式
は電子が自然を観測するのを表す観測の基本式
だと思います。

話が飛んでしまいましたが、その頃、私たち
は、物理学で使う三つの次元、長さL、時間T、
質量Mの問題でよく議論をしていました。私の
考えでは時間Tと長さLは次元であっても質量
Mは無くても済むような気がすることを先生に進
言しました。その理由は、冒頭に述べたように
質量の性質で、高速で回転するモーターを手で
持って回転軸方向を変えると直角方向に力を感
じることは実感できることです。物質を動かすと
きに起こる抵抗である慣性質量の根源には、物
質が空間で移動するときその構成する素粒子の
スピンが逆電磁空間（複素空間）に潜り込み回転
を余儀なくされてこの力が働き慣性質量として現
れるのではないかという考えでした。先生も同感
されましたが、暫くたって質量Mもまたプランク
の常数を媒介して角速度ωと交互に現れ、Mω
=H/2πの関係にあり質量が角速度の一面である
ことを先生の導かれたHマトリックスで証明され
たのです。これは碩学ハイゼンベルグのやり残し
た大きな原理だと先生は云われていました。

宇宙空間に存在すると考えられる暗黒物質、
dark matterという問題があります。それは、銀
河系内や銀河間に大量に存在しないと全体のバ
ランスから説明できない質量で、光から推定し
た銀河系の質量よりも運動量で計測した質量の
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質量の本質は何か? 慣性質量の特徴は物体
を動かそうとするときに抵抗する力を感ずること
である。かねてより、私が主張するように物質は
動くとき反対の逆電磁空間に回転して没入して
進む。我々の現実の電磁空間内だけで移動する
のではない。物質はその内部に電子を始め多く
のスピンを持った粒子で構成されている。それ
らがスピン軸を回転して逆電磁空間に没入する。
その際各スピン軸の回転に伴う抵抗が発生する
筈でそれの合計が慣性質量として現れるのであ
る。高速で回転する物体を手に持って軸方向を
変えようとすると抵抗を感ずるが、それと似た関
係にあると思う。各スピンが空間を移動するのに
伴う軸回転の抵抗を合計したものが慣性質量と
して現れる。念写研究の宮内力先生にこの考え
をのべたところ、同感された記憶がある。

ある日、宮内先生が「分かったよ君」と言われ
てプランクの常数を中心にした時間とエネルギー
の関係の図を説明され始めた。先生はマトリック
ス力学でプランクの常数Hの構造を解明されそ
れが仲立ちになって時間⊿tとエネルギー⊿eが
交互に⊿e×⊿t=H/2πと、⊿eと⊿tが相補的
関係で結ばれている仕組みを解明されたという
のです。

はじめ、私はさっぱり何のことか分かりません
でした。しかし、理解するにつれてこれは大発
見であることに気づきました。ノーベル物理学賞
の朝永振一郎博士の〈量子力学的世界像〉という

本があります。その冒頭に博士は嘆かれている
のです。現代物理学の2本柱である相対論と量
子論が何故かどうしても融け合わない！ これが
現代物理学の超えられぬナゾである、と。アイ
ンシュタインも相対性原理に含まれているだろう
と多年これを追求したといわれているが分から
なかった。この様に、1世紀に近いナゾなのです。

ミクロの世界では不確定性原理により位置と
運動量、時間とエネルギーなどの共役量は古典
論と違い同時に正確に観測できないと言われて
います。しかし、見方を変えてみれば、どんな
マクロの現象の観測も、すべてはミクロの観測
の集積で、そこには相互作用する観測機の電子
が介在するわけです。電子との相互作用です。
そこにはやはりプランクの常数がからんでいると
考えてよいと思います。それは、いわばマクロも
ミクロもひっくるめた観測の実態です。マクロの
観測を基礎とした特殊相対論も光の観測に由来
した法則で、光と観測器との相互作用をしらべ
たマイケルソン、モーレーの実験でも瞬間々々の
⊿tと⊿eは、当然、この法則の支配下にあった
といえます。ですから、特殊相対論のローレン
ツ変換式はこの不確定性原理つまり、観測の原
理の支配下にあったわけです。相対論と量子論
の接合点がここにあると云えるのです。すなわ
ち、光を観測する場合、観測機を構成する電子
は光の持つエネルギー⊿eと時間⊿tに相互作用
します。光源と観測機の間に相対速度があれば

宇宙に暗黒物質は存在しない

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http：//homepage3.nifty.com/PSIJ/  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 422

2015.7･8

品川　次郎　　



九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術

　
　
　
　
講
師
　
山
田
　
欽
子 

氏

イ
ン
ド
占
星
術
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
、

“
光
の
知
識
”
と
い
う
意
味
で
す
。

イ
ン
ド
の
英
知
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
科
学

の
一
つ
で
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
正
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
〇
〇
〇
年

前
に
初
め
て
古
代
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
「
パ

ラ
ー
シ
ャ
ラ
・
ホ
ー
ラ
・
シ
ャ
ス
ト
ラ
」

に
記
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
占
星
術
と
は
、「
人
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
と
き
、
ど
こ
の
星
座
に

ど
の
惑
星
が
あ
っ
た
か
」
で
占
い
ま
す
。

こ
の
人
が
生
ま
れ
た
瞬
間
の
天
体
の

配
置
図
を
「
出
生
図
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
出
生
図
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
ま
れ
持

っ
た
性
格
、
家
族
、
恋
愛
・
結
婚
、
仕

事
、
学
び
等
の
特
徴
、
さ
ら
に
人
生
に

お
け
る
使
命
な
ど
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
講
演
で
は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド

占
星
術
と
は
何
か
? 

西
洋
占
星
術
と

の
違
い
は
何
か
? 

そ
し
て
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
と
特
徴
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
有
名
人
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
等
も
使
い
、
イ
ン
ド
占

星
術
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
お
伝

え
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
近
年
イ
ン
ド
占
星
術
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
方
や
運
命
鑑
定
を

受
け
る
方
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
山
田

欽
子
氏
は
第
一
線
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
か

ら
、
イ
ン
ド
占
星
術
の
研
究
者
と
な
り
、

本
格
的
な
占
星
術
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
生

き
方
に
大
い
に
参
考
に
な
る
お
話
が
聞

け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是

非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
山
田
欽
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
国
立
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
大

手
外
資
系
メ
ー
カ
ー
に
入
社
。
営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
約
20
年
経

験
す
る
。
2
度
の
転
職
で
、
年
収
は
大

幅
に
上
が
っ
て
も
、
た
だ
忙
し
い
だ
け

で
、
心
の
充
実
感
が
全
く
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。
そ
ん
な
毎
日
に
嫌
気

が
さ
し
同
僚
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
イ

ン
ド
占
星
術
の
鑑
定
を
受
け
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
る
。

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
全
国
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て

☆
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
十
月
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
平
成
26
年
7
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
27
年
7
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
九
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
大
会
告
知 

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
形
成
過
程
の

　

動
的
な
観
察

鑑
定
を
受
け
、
余
り
に
も
当
た
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
、
イ
ン
ド
占
星
術
を

そ
の
場
で
学
ぶ
こ
と
を
決
意
。
そ
し
て

今
日
、
講
座
を
開
く
ま
で
に
至
る
。

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
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口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
7
／
11
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
月
日
本
サ
イ
科
学
会
第
25
回

全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
あ
の
世
と
多
次
元
世

界
」
開
催
に
あ
た
っ
て
　

　
　
大
会
委
員
長
　
小
林
　
信
正

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

私
た
ち
の
生
活
は
縦
・
横
・
高
さ
の

3
つ
の
方
向
性
を
持
つ
3
次
元
空
間
に

居
住
し
、
こ
れ
に
時
間
を
加
え
て
4
次

元
世
界
に
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
3
次
元
世
界
か
ら
は
目

に
見
え
な
い
隣
り
合
わ
せ
に
は
、
多
次

元
世
界
（
異
次
元
世
界
）
が
存
在
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
を
公
言
す
る
と
、「
う
そ

～
」
と
言
わ
れ
て
、
奇
人
変
人
の
類
だ

と
目
を
背
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
れ
が
最
新
の
物
理
学
界
で
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
新
理
論
だ
と

す
れ
ば
…
?

「
確
か
に
異
次
元
の
世
界
は
存
在
す

る
」
と
提
唱
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の

理
論
物
理
学
者
、
リ
サ
・
ラ
ン
ド
ー
ル

博
士
。
現
在
、
彼
女
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
各
教
授
で
あ
り
、

終
身
在
職
権
ま
で
獲
得
し
て
い
る
才
媛

で
す
。
特
に
彼
女
が
得
意
と
す
る
研
究

分
野
は
超
ひ
も
理
論
の
「
異
次
元
」。
私

た
ち
の
存
在
す
る
宇
宙
空
間
が
、
多
次

元
の
宇
宙
と
隣
接
し
て
お
り
、
消
滅
し

た
り
、
現
れ
た
り
す
る
素
粒
子
は
、
別

の
宇
宙
空
間
か
ら
行
き
来
し
て
い
る
と

す
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
と
言
う
の
で

す
。
つ
ま
り
、
近
く
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
う
ま
く
ベ
ー
ル
に
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
、
大
き
く
て
も
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

あ
の
世
と
い
わ
れ
る
死
後
の
世
界
も
、

実
は
私
た
ち
と
は
隣
り
合
わ
せ
の
ベ
ー

ル
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。“
死
後
の
個
性
を
持
っ
た
霊

魂
に
関
す
る
研
究
”で
は
、
例
え
ば
臨
死

体
験
者
の
体
外
離
脱
体
験
の
証
言
や
退

行
催
眠
に
よ
る
前
世
記
憶
、
そ
れ
に
優

れ
た
霊
的
能
力
者
の
霊
視
、
霊
聴
、
霊

言
や
自
動
書
記
、
霊
界
交
信
な
ど
の
働

き
、
さ
ら
に
鏡
視
に
よ
る
故
人
と
の
再

会
や
オ
ー
ブ
の
存
在
も
多
次
元
世
界
か

ら
の
交
流
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ

も
人
の
死
後
、
霊
魂
は
肉
体
か
ら
離
脱

し
て
も
個
性
は
存
続
し
、
幽
界
、
霊
界

で
も
各
々
多
次
元
に
存
在
し
て
、
私
た

ち
が
生
活
し
て
い
る
現
界
に
何
ら
か
の

作
用
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
広
大
な
宇
宙
に
は
多
次
元
世

界
が
存
在
し
、
地
球
人
以
外
の
生
命
体

で
も
、
高
度
な
知
性
と
文
明
を
持
っ
た

宇
宙
人
が
存
在
し
、
我
々
の
住
む
地
球

に
も
U
F
O
が
飛
来
し
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
は
、
偶
発
現
象
（
心
霊

現
象
、
U
F
O
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
や
サ
イ
現
象
の
仮
説
な
ど

様
々
な
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発

見
の
研
究
発
表
が
あ
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
多
次
元
世
界
の
存
在
に
つ
い

て
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
討
論
と
質
疑
応

答
に
て
、
好
奇
心
を
掻
き
立
て
る
多
次

元
の
謎
解
き
に
少
し
で
も
近
づ
け
ら
れ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

物
質
化
現
象

無
か
ら
有
は
生
じ
る

　
　
　
　
　
講
師
　
ス
ワ
ミ 

氏

日
時　

平
成
27
年
9
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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★日本サイ科学会　第25回全国大会プログラム★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2015年10月11日（日）10 :00～16 :50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）
　　　　の階段を下り改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
  9 : 30		  開場
10 :00～10 :10	 開会のご挨拶　小林 信正 大会委員長

◎会員の研究発表（6名）（20分発表5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35	 小林 泰樹「PK、ESPの存在証明とその発現条件」
10 :35～11 :00	 ロン 薄葉「オーブ現象と次元波動空間についての考察」
11 :00～11 :25	 志賀 一雅「�心霊治療におけるセラピストとクライアントとの脳

波共鳴」
11 :25～11 :50	 森安 政仁「想念と病気との一考察」
11 :50～12 :50	 　昼休み
12 :50～13 :15	 山根　 真「新宇宙論・量子論　グラビトン（重力子）を求めて」
13 :15～13 :40	 田中 義久「�あの世と多次元世界〈四次元、五次元そして次元は

一気に十次元〉」

◎シンポジウム　　テーマ「あの世と多次元世界」
13 :40～14 :40	 基調講演　飛沢 誠一「見えない世界の情報を如何に活用するか」
14 :40～14 :50	 　休憩
14 :50～15 :50	 大会委員長、パネラー3名の発表（1人15分）
15 :50～16 :40	 シンポジウム　パネルディスカッション
　　大会シンポジウム委員長　小林 信正「愛する故人との再会　～鏡視実験」
　　司会進行　阿久津 淳（日本サイ科学会理事）
　　パネリスト
　　　飛沢 誠一　基調講演
　　　橋本 和哉「気当て診断でチェックした死後の階層について」
　　　飛田 洋子「�大宇宙・小宇宙のはざまでほがらかに死ぬ方　－多次元の生

活化を通して－」
　　　SOUL THERAPIST りんあん「憑依・輪廻転生・霊魂の推察」
16 :40～16 :45	 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長
16 :45～16 :50	 閉会のご挨拶　小林 信正 大会委員長
17 :30～19 :30	 懇親会（希望者：当日受付け）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

　
　
　
　
講
師
　
中
島
　
敏
樹 

氏

日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

『
水
か
ら
の
伝
言
』
と
『
新
し
い

水
の
科
学
』

　
　
　
　
講
師
　
根
本
　
泰
行 

氏

�

（
I
H
M
総
合
研
究
所
所
長
）

江
本
勝
会
長
は
「
波
動
」
と
「
水
」
の

2
つ
の
分
野
に
お
け
る
先
駆
者
で
し
た
。

い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、「
水
は

情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

基
本
的
か
つ
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
科
学
に
お

い
て
は
、「
水
の
記
憶
」
に
つ
い
て
、
な

か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て「
波

動
」
も
「
水
」
も
「
非
科
学
的
で
あ
る
」

と
の
批
判
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
過
去
6
～
7
年
の
間
に
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
た
ち

か
ら
、「
水
は
情
報
を
記
憶
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
が
提
示
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
に

よ
っ
て
、「
水
は
遺
伝
物
質
D
N
A
の
情

報
を
記
憶
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
疑

問
の
余
地
の
な
い
形
で
科
学
的
に
証
明

さ
れ
て
き
て
い
る
一
方
で
、
ポ
ラ
ッ
ク

博
士
は「
第
四
の
水
の
相
」
を
発
見
し
、

こ
の「
相
」
を
考
慮
す
る
と「
水
の
構
造

が
想
念
や
感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
変
化
す
る
可
能
性
」
が
十
分
に
あ
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

本
講
演
に
お
い
て
は
、
江
本
会
長
の

業
績
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
後
に
、

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
と
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に

も
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の

間
の
関
連
性
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

◎
根
本
泰
行
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

I
H
M
総
合
研
究
所
所
長
、
合
同
会
社

オ
フ
ィ
ス
・
マ
サ
ル
・
エ
モ
ト
代
表
、

2
級
電
磁
波
測
定
士
。

1
9
8
8
年
に
東
京
大
学
よ
り
細
胞

分
子
生
物
学
の
分
野
で
理
学
博
士
を

取
得
。
日
本
、
マ
イ
ア
ミ
、
ホ
ノ
ル
ル

の
い
く
つ
か
の
大
学
で
研
究
を
行
っ
た

後
、
2
0
0
2
年
に
江
本
勝
博
士
の
元

で
国
際
秘
書
と
し
て
働
き
始
め
た
。
江

本
博
士
の
仕
事
に
お
け
る
科
学
的
な
側

面
を
担
当
し
、
水
の
研
究
を
通
じ
て
科

学
と
霊
性
を
統
合
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
ご
く
最
近
、
江
本
博
士

の
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー「
水
か
ら
の

伝
言
」
と
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト

博
士
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
、

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
な
ど
に

よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る「
水
に
関
す
る

新
し
い
科
学
的
理
論
」
と
の
間
の
関
連

性
に
つ
い
て
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
始

め
て
き
て
い
る
。

日
時　

平
成
27
年
9
月
6
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

大
会
議
室

�

（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
番
1
号
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

　
　
　

0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
懇
談
会

　
　
　
　
講
師
　
森
安
　
政
仁 

氏
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日
時　

平
成
27
年
9
月
13
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

第
3
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

守
護
霊
と
の
対
話

　
　
　
講
師
　
平
池
　
来
耶 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

幼
少
の
頃
よ
り
、
神
秘
や
高
次
元
に

お
け
る
霊
的
体
験
に
加
え
、
心
理
学
、

哲
学
、
占
術
、
神
秘
学
を
研
鑽
。
個
人

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
瞑
想
の
集
い
を
通
じ

て
、
魂
の
向
上
の
セ
ラ
ピ
ー
や
人
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
著
書

13
冊
あ
り
。

内
容　

�

会
場
に
い
る
方
の
意
識
を
読
み

取
り
、
ス
ト
レ
ス
の
浄
化
と
今

後
必
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
11
月
1
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
七
〇
一
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
報
告

平
成
27
年
4
月
26
日（
日
）

「
北
と
ぴ
あ
」に
て
開
催
。

〇
神
霊
能
力
者
：
渡
辺
薫
龍
氏「
除
霊
・

浄
霊
に
つ
い
て
」霊
能
相
談
と
解
決
法
。

〇
心
霊
医
療
師
：
富
樫
昭
夫
氏
「
潜
在

意
識
と
セ
ル
フ
ヒ
ー
リ
ン
グ
」対
処
法
。

〇
獣
医
師
：
石
川
允
明
氏「
最
新
機
器
の

体
感
実
験
、
健
康
状
態
と
サ
ポ
ー
ト
」。

　

会
場
は
五
十
余
名
と
満
席
。
講
演
後

は
参
加
者
の
意
見
交
換
等
で
終
了
。

次
回
は
11
月
1
日（
日
）を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆ 

平
成
26
年
7
月
本
部
例
会
報
告

ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明

～
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
～

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

　
　
　
　
（
特
異
能
力
研
究
所
代
表

�

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

今
日
は
ラ
ッ
プ
現
象
と
そ
れ
に
伴
う

オ
ー
ブ
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
人
は
世
界
で
一
番
引
っ
越
し

の
回
数
が
少
な
い
民
族
で
、
一
生
で
4

回
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
が
、
私
は
こ
れ

ま
で
に
、
14
回
引
っ
越
し
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
数
回
の
引
っ
越
し
た

土
地
で
ミ
ス
テ
リ
ー
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

戦
後
で
す
が
、
六
回
目
に
引
っ
越
し

た
多
摩
川
段
丘
の
家
で
は
、
ラ
ッ
プ
現

象
が
バ
チ
バ
チ
と
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

の
近
く
の
崖
に
あ
る
洞
窟
に
入
り
ま
し

た
ら
、
古
墳
跡
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
ッ

プ
現
象
が
起
こ
る
の
も
当
然
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
十
一
番
目
に
引
っ
越
し
た

東
京
郊
外
の
芝
生
の
家
で
は
、
近
所
の

医
者
の
こ
の
辺
は
奇
病
が
多
い
と
い
う

話
を
聞
き
、
ま
た
女
房
も
私
も
金
縛
り

に
遭
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
辺
り
の

歴
史
を
調
べ
ま
し
た
ら
、
戦
時
中
に
軍

需
工
場
が
あ
り
、
爆
撃
に
よ
っ
て
、
働

い
て
い
た
女
工
さ
ん
（
女
子
学
生
等
）

が
多
数
死
ん
で
お
り
、
供
養
も
し
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
霊
能
者
に
診
て
も
ら
っ
て
い

い
場
所
だ
と
言
わ
れ
た
杉
並
区
の
家
に

引
っ
越
し
ま
し
た
ら
、
副
職
的
に
万
博

等
の
仕
事
で
余
録
が
入
り
ま
し
た
。
次

に
移
っ
た
十
三
番
目
の
多
摩
丘
陵
の
家

で
も
、
や
は
り
近
く
に
古
墳
跡
が
あ
っ

て
、
女
房
や
お
袋
が
ゴ
ミ
捨
て
に
行
く

と
い
や
な
気
配
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
の
家
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の

家
は
三
人
位
の
霊
能
者
に
診
て
も
ら
っ

て
い
い
所
だ
と
い
う
こ
と
で
、
移
り
ま

し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
安
住
の
地
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
ま
た
引
っ
越
し
た
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
は
私
が
生
ま
れ
た
港
区
芝
南
佐
久

間
町
の
隣
の
家
で
、
60
年
前
位
で
す
が
、

作
曲
家
の
滝
廉
太
郎
が
生
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
彼
の
父
親
は
大
蔵
、
内
務
官
僚

を
勤
め
て
お
り
、
滝
廉
太
郎
は
23
歳
で

亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
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に
ド
イ
ツ
留
学
も
含
め
、
10
回
位
引
っ

越
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
の
経
験
か
ら
も
「
い
い
土
地
」

と
「
悪
い
土
地
」
と
い
う
の
は
確
か
に

あ
り
、
そ
こ
に
住
む
と
い
い
運
気
が
も

ら
え
る
土
地
と
、
そ
こ
に
住
む
と
事
故

や
病
気
が
多
い
土
地
も
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ッ
プ
現
象
と
は

・�

英
語
で
叩
く
（rap

）
よ
う
な
音
を
い

う
。

・�

床
・
壁
な
ど
が
コ
ツ
コ
ツ
、
ド
ン
ド

ン
、
バ
ン
バ
ン
、
パ
チ
パ
チ
な
ど
、

様
々
な
怪
奇
音
が
鳴
る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
以
外
に
も
木
材
が
乾
燥
す

る
時
の
割
れ
に
よ
り
、「
ミ
シ
ッ
」
と

か
、「
パ
ー
ン
」
と
い
っ
た
音
が
、
室

内
に
響
く
こ
と
が
あ
る
。

・�

誰
も
関
与
し
な
い
部
屋
の
空
間
か
ら
、

あ
る
種
の
音
が
発
生
し
、
鳴
り
響
く

現
象
で
あ
る
が
、
超
常
現
象
、
心
霊

現
象
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

本
当
に
ラ
ッ
プ
現
象
が
あ
る
の
か
、

ま
た
こ
れ
ら
の
現
象
は
ど
う
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
て
何
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
調
べ
る
た
め
、
ビ
デ
オ
で
十
箇
所

位
取
材
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
体
験

・
伊
豆
の
温
泉
旅
館

・
東
北
の
温
泉
旅
館

・
山
陰
の
温
泉
旅
館

・
猪
苗
代
の
某
ホ
テ
ル

・
九
州
の
某
観
光
ホ
テ
ル

・
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
の
古
城

・
パ
リ
の
ホ
テ
ル

・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ホ
テ
ル

・
ギ
リ
シ
ャ
の
古
城
ホ
テ
ル

夏
休
み
に
伊
豆
の
温
泉
旅
館
へ
家
族

で
行
っ
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
空
い
て

い
た
部
屋
で
夜
中
に
ラ
ッ
プ
音
が
バ
チ

バ
チ
鳴
っ
た
の
で
、
翌
日
仲
居
さ
ん
に

「
こ
の
部
屋
は
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
?
」
と
聞
い
た
ら
、「
ち
ょ
っ
と
お
待

ち
下
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
、
後
で
、
支

配
人
が「
詮
索
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
調
べ
て
み
た

ら
、
最
近
こ
の
部
屋
で
、
二
人
の
心
中

事
件
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

東
北
の
温
泉
旅
館
で
は
憑
依
現
象
を

体
験
し
、
山
陰
の
温
泉
旅
館
で
は
夜
中

に
ラ
ッ
プ
現
象
を
体
験
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
幽
霊

が
出
る
こ
と
で
有
名
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

古
城
で
は
ロ
ケ
中
に
男
性
タ
レ
ン
ト
が

大
け
が
を
し
た
り
、
パ
リ
の
ホ
テ
ル
で

は
夜
中
に
金
縛
り
や
ラ
ッ
プ
現
象
が
起

こ
り
ま
し
た
。
後
で
調
べ
た
ら
、
そ
の

場
所
は
昔
病
院
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ギ

リ
シ
ャ
の
古
城
ホ
テ
ル
で
は
、
昔
の
牢

獄
跡
だ
と
判
り
ま
し
た
が
、
ラ
ッ
プ
現

象
が
起
こ
り
ま
し
た

一
九
四
八
年
、
心
霊
研
究
の
発
端
に
な

っ
た
ハ
イ
ズ
ビ
ル
事
件

※
古
い
家
の
写
真
を
見
せ
る

こ
の
家
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
寒
村
ハ
イ
ズ
ビ
ル
に
あ
る
家
で
、

あ
る
家
族
が
こ
の
家
に
引
っ
越
し
た
の

で
す
が
、
ラ
ッ
プ
現
象
や
幽
霊
現
象
で

3
ヶ
月
で
出
て
し
ま
い
、
そ
の
後
入
っ

た
家
族
も
同
じ
現
象
で
一
年
半
後
に
出

て
し
ま
い
、
一
九
四
七
年
、
三
度
目
に

引
っ
越
し
て
き
た
の
が
フ
ォ
ッ
ク
ス
姉

妹
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
ケ
イ
ト
）
と
両

親
で
す
。

や
は
り
、
一
家
は
ラ
ッ
プ
現
象
、
幽

霊
現
象
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
す
が
、
フ

ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
が
、
そ
こ
に
い
る
と
思

わ
れ
る
幽
霊
と
交
信
を
始
め
ま
し
た
。

姉
妹
が
手
を
叩
く
と
同
じ
数
で
応
答
す

る
の
で
、
次
に
質
問
に
対
し
て
イ
エ
ス

な
ら
一
回
、
ノ
ー
な
ら
二
回
ラ
ッ
プ
音

を
鳴
ら
し
て
く
れ
と
頼
む
と
応
え
る
よ

う
に
ラ
ッ
プ
音
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
は
ラ

ッ
プ
現
象
の
存
在
と
交
流
す
る
霊
媒
師

と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
大
々
的
に
報
道
さ

れ
、
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ケ

イ
ト
は
、
英
国
に
招
か
れ
、
ウ
イ
リ
ア

ム
・
ク
ル
ッ
ク
ス（
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
）

の
下
で
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
八
五
一
年
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
薬
科

大
学
が
、「
音
の
正
体
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス

姉
妹
が
足
首
や
膝
の
関
節
を
鳴
ら
し
て

い
た
」
と
調
査
結
果
を
発
表
す
る
と
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
も
、
種
々
の
事
情
で

自
作
自
演
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
大

波
紋
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
今
の
マ

ス
コ
ミ
と
同
じ
で
ワ
ー
ッ
と
持
ち
上
げ

て
、
今
度
は
フ
ァ
ー
ッ
と
冷
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
フ
ォ
ッ

ク
ス
姉
妹
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
主
義
者

た
ち
に
よ
る
罵
声
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
年
半
後
、
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
は
暴
露
の
内
容
の
撤
回
を
し
ま
し

た
。
当
時
の
彼
女
の
貧
困
状
態
や
、
二

人
の
上
の
姉
（
リ
ー
ア
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
在
住
）
と
の
い
さ
か
い
の
中
で
の

情
緒
不
安
定
な
環
境
に
乗
じ
て
申
し
入

れ
て
来
た
、
前
述
の
反
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
派
の
者
か
ら
の
金
銭
が
ら
み
の

申
し
入
れ
に
応
じ
た
こ
と
な
ど
を
告
白

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
生
涯
通

● ❻●



じ
て
二
姉
妹
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
ケ
イ

ト
）は
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
事
実
で
あ

っ
た
と
主
張
し
続
け
ま
し
た
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
姉
妹
が
ラ
ッ
プ
音
の
実

験
を
続
け
る
内
に
、
昔
こ
の
家
に
住
ん

で
い
た
行
商
人
が
、
五
〇
〇
ド
ル
盗
ら

れ
て
、
殺
さ
れ
て
地
下
に
埋
め
ら
れ
た

と
い
う
話
が
出
た
き
た
の
で
、
地
下
室

を
掘
っ
た
ら
、
本
当
に
骨
が
出
て
き
た

の
で
す
。
た
だ
し
骨
が
少
量
で
あ
っ
た

た
め
、
事
件
の
裏
づ
け
と
し
て
は
、
不

十
分
で
あ
り
、
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
60
年
近
く
経
っ

た
一
九
〇
四
年
、
11
月
22
日
、
ボ
ス
ト

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
ハ
イ
ズ
ビ
ル
の

「
幽
霊
屋
敷
」
の
地
下
室
に
こ
っ
そ
り

入
り
込
ん
で
遊
ん
で
い
た
少
年
達
が
、

地
下
室
の
壁
が
崩
れ
て
人
骨
ら
し
き
も

の
が
見
え
て
い
る
の
を
報
告
し
た
事
が

皮
切
り
と
な
り
、
こ
の
壁
が
二
重
壁
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
壁
の
下

か
ら
ほ
ぼ
一
体
分
の
人
骨
と
、
行
商
人

用
の
ブ
リ
キ
製
の
箱
が
発
見
さ
れ
た
と

報
じ
ま
し
た
。
こ
れ
が
殺
人
事
件
を
裏

づ
け
る
結
果
と
な
り
、
心
霊
現
象
の
研

究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
で
、
心
霊
現
象
研
究
の
発
端

は
ラ
ッ
プ
現
象
な
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
心
霊
科

学
協
会
が
設
立
さ
れ
、
蒼
々
た
る
ノ
ー

ベ
ル
賞
ク
ラ
ス
や
有
名
な
学
者
た
ち
が

研
究
に
参
加
し
、
日
本
で
も
明
治
43
～

44
年
頃
か
ら
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
の

福
来
友
吉
博
士
が
、
御
船
千
鶴
子
の
透

視
実
験
か
ら
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
東
京
帝
国
大
学
か
ら
追

い
出
さ
れ
て
、
高
野
山
大
学
で
教
授
職

を
終
え
ら
れ
ま
す
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
調
査
に
際
し
て

・�

ラ
ッ
プ
現
象
は
様
々
な
性
格
が
あ
る

反
面
、
瞬
時
に
消
え
て
残
存
し
な
い

た
め
に
、
科
学
的
見
地
か
ら
の
客
観

的
・
合
理
的
検
証
が
行
い
難
い
現
象

で
あ
る
。

・�

ラ
ッ
プ
現
象
を
究
明
す
る
に
は
、
そ

の
音
を
録
音
と
映
像
も
同
時
に
残
す

方
法
が
必
要
で
あ
る
。

・�

撮
影
後
の
音
声
の
ミ
ッ
ク
ス
作
為
も

あ
り
う
る
と
い
う
反
論
も
考
慮
し
て
、

併
せ
て
、
第
三
者
複
数
に
よ
る
現
場

で
の
立
ち
会
い
も
必
要
で
あ
る
。

・�

木
造
の
建
材
や
建
築
工
法
の
欠
陥
説
、

近
く
の
工
場
か
ら
の
身
体
で
は
感
知

不
可
能
な
低
周
波
振
動
や
共
鳴
現
象

説
も
考
え
ら
れ
る
。

・�

ま
た
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
現
象
な

ど
の
条
件
も
考
え
て
、
物
理
、
心
理
、

心
霊
な
ど
の
見
地
か
ら
も
調
査
を
行

う
。

・�

T
V
局
の
報
道
番
組
と
し
て
制
作
。

実
態
の
究
明
を
行
う
。

取
材
に
あ
た
っ
て

○
怪
音
に
悩
む
住
人
か
ら
の
情
報

○
放
送
す
る
条
件
で
取
材
及
び
観
測

○
目
的
は
怪
音
の
解
明
と
解
決

・�

ビ
デ
オ
撮
影
及
び
特
殊
音
響
観
測
機

器
を
準
備

・�

建
築
家
、
音
響
、
映
像
の
専
門
家
の

立
ち
会
い
調
査

・
建
材
の
音
響
テ
ス
ト

・
住
人
の
心
理
テ
ス
ト

準
備
し
た
観
測
機
器

（
A
）撮
影
機
器

・�

高
感
度
近
赤
外
線
カ
メ
ラ
（
7
0
0

～
9
0
0
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）&
赤
外

線
ラ
イ
ト

・�

近
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
定
点
観
測

用（N
ightshot

）

（
B
）物
理
系
機
器

・�

磁
場
測
定
器
（
ホ
ー
ル
素
子
方
式
、

高
周
波
）

・�

可
聴
音
レ
ベ
ル
計
&
低
周
波
音
レ

ベ
ル
計

・
集
音
マ
イ
ク

・�

ノ
イ
ズ
ビ
ジ
ョ
ン
（
音
源
を
識
別
す

る
機
器
）

・�

サ
ー
モ
ト
レ
ー
サ
ー
（
温
度
、
湿
度

測
定
器
）

事
例
の
検
証

・�

事
例
①　

埼
玉
県
で
廃
業
に
追
い
込

ま
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

　

�

状
況
：
ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
が
同
調

し
て
い
る

・�

事
例
②　

東
京
近
郊
・
築
3
年
の
一

戸
建
て
住
宅

　

�

状
況
：
数
百
回
の
怪
音
と
「
誰
か
布

団
の
上
を
歩
く
気
配
」

・�

事
例
③　

首
都
圏
の
新
築
マ
ン
シ
ョ

ン
、
恐
怖
に
お
び
え
る
住
人

　

�

状
況
：
専
門
家
に
よ
る
建
築
構
造
調

査
と
オ
ー
ブ
と
の
関
連
性

・�

事
例
④　

首
都
圏
の
築
23
年
、
一
戸

●❼ ●



建
て
住
宅

　

�
状
況
：
観
察
→
仏
壇
、
遺
影
付
近
で

ラ
ッ
プ
音
&
オ
ー
ブ

　

�

※
最
新
機
器
「
ノ
イ
ズ
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
音
源
調
査

※�

以
下
の
場
所
で
取
材
、
T
V
放
映
さ

れ
た
ビ
デ
オ
が
紹
介
さ
れ
る
。

①
埼
玉
の
廃
業
レ
ス
ト
ラ
ン

②
東
京
近
郊
の
一
戸
建
て
新
築
住
宅

③
神
奈
川
県
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン

④
都
内
の
築
23
年
、
一
戸
建
て
住
宅

⑤
岐
阜
の
町
営
新
築
団
地

（
そ
れ
ぞ
れ
近
赤
外
線
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

や
多
数
の
マ
イ
ク
、
測
定
器
を
設
置
し

て
、
長
時
間
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

ブ
や
ラ
ッ
プ
現
象
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。）

前
記
ビ
デ
オ
映
像
の
事
例
の
検
証

・
事
例
①　

廃
業
レ
ス
ト
ラ
ン

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
出
現
が

同
調

　

因
果
：
自
殺
者
、
戦
災
死
者
跡

・�

事
例
②　

東
京
近
郊
の
一
戸
建
て
新

築
住
宅

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
が
5
H
/
約
二
百

回
以
上

　

因
果
：
隣
接
の
墓
地
で
霊
姿
を
目
撃

・�

事
例
③　

神
奈
川
県
の
新
築
マ
ン
シ

ョ
ン

　

観
察
：�

ラ
ッ
プ
音
と
オ
ー
ブ
と
の
関

連
性
あ
り
、
怪
奇
現
象

　

因
果
：
爆
撃
で
多
数
の
焼
死
者

・�

事
例
④　

都
内
の
築
23
年
、
一
戸
建

て
住
宅

　

観
察
：�

仏
壇
、
遺
影
付
近
で
ラ
ッ
プ

音
&
オ
ー
ブ

　

因
果
：�

自
殺
し
た
母
親
と
の
因
果
関

係

実
態
の
観
察

・�

ラ
ッ
プ
音
は
築
年
数
に
関
係
な
く
発

生
す
る
。

・�

概
ね
建
築
構
造
上
に
も
や
や
問
題
が

あ
る
。

・
ラ
ッ
プ
音
に
は
様
々
な
音
が
あ
る
。

・
特
に
夜
間
に
頻
発
す
る
。

・�

誰
か
が
居
る
よ
う
な
人
の
気
配
が
す

る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
の
原
因
と
オ
ー
ブ
と
は
関

連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・�

ラ
ッ
プ
音
が
頻
発
す
る
場
所
は
、
霊

的
な
因
果
関
係
が
あ
る
。

　
（�

自
殺
現
場
、
墓
地
、
戦
焼
死
者
地
、

仏
壇
、
遺
品
、
幽
霊
目
撃
等
々
）

・�

ラ
ッ
プ
音
は
、
何
か
を
訴
え
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

ラ
ッ
プ
現
象
の
考
察

・�

ラ
ッ
プ
音
は
オ
ー
ブ
出
現
と
関
連
性

が
あ
り
、
従
っ
て
ラ
ッ
プ
音
の
発
生

は
、
オ
ー
ブ
の
も
つ
サ
イ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
電
磁
場
に
作
用
し
て
、
空
気

を
振
動
さ
せ
、
周
辺
の
物
質
が
共
鳴

し
て
起
こ
る
現
象
と
思
わ
れ
る
。

・�

波
動
と
は
、
電
波
の
よ
う
に
空
間
的

に
連
続
的
に
広
が
っ
て
い
く
も
の
で
、

そ
こ
に
高
低
差
が
生
じ
る
。
オ
ー
ブ

と
い
う
物
質
は
粒
子
で
あ
り
、
同
時

波
動
（
光
）
で
あ
り
、
い
わ
ば
量
子

レ
ベ
ル
の
現
象
と
考
え
る
。

・�

い
わ
ば
「
ラ
ッ
プ
現
象
は
未
浄
化
の

オ
ー
ブ
が
、
霊
的
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
あ
の
世
か
ら
紙
一
重
の

こ
の
世
の
人
に
何
ら
か
の
意
図
を
持

っ
て
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
心
霊
現

象
」と
考
え
ら
れ
る
。

　

�

＊
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ラ
ッ
プ
現
象

が
鎮
魂
供
養
に
よ
り
沈
静
化
し
た
の

は
事
実
で
あ
る
。（
ニ
セ
祈
祷
師
に
は

要
注
意
!
）

シ
ャ
ル
ル
・
リ
シ
ェ
の
言
葉

（
フ
ラ
ン
ス
の
生
理
学
者
。
1
9
1
3

年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
）

「
ラ
ッ
プ
音
の
真
実
性
は
、
心
霊
現
象

全
体
に
関
わ
る
根
本
的
な
重
要
性
を
有

す
る
。
物
体
が
物
理
的
作
因
な
し
に
振

動
さ
せ
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
現
象
の
背

後
に
明
ら
か
な
知
性
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
宇
宙
に
は
、
物

質
に
直
接
働
き
か
け
う
る
目
に
見
え
な

い
知
的
存
在
が
我
々
と
共
に
あ
る
だ
ろ

う
と
い
う
、
真
に
遠
大
な
意
味
を
持
つ

事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。」

（「
新
・
心
霊
科
学
事
典
」よ
り
）

住
居
に
よ
い
地
、
悪
い
地

○
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出

○
生
命
力
が
旺
盛
と
な
る

○
家
庭
が
明
る
く
な
る

×
悪
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
停
滞

×
生
命
力
が
減
退
す
る

×
病
気
に
な
り
が
ち

楢
崎
皐
月
氏（
故
人
）の
功
績

　
　
（
明
治
32
年
～
昭
和
49
年
）

大
地
に
は
微
弱
電
流
が
流
れ
て
い
て
、

磁
場
が
発
生
す
る
。
こ
の
微
弱
な
大
地

電
流
が
人
を
含
む
健
康
体
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
す
か
実
測
数
を
統
計

的
に
調
査
す
る
。

・
イ
ヤ
シ
ロ
チ（
弥
盛
地
）

　

�

快
適
で
居
心
地
よ
く
癒
さ
れ
、
家
庭

は
明
る
く
、
植
物
も
生
育
す
る
地
。

● ❽●



・
ケ
ガ
レ
チ（
気
枯
地
）

　

�
病
人
や
事
故
が
次
々
起
こ
り
、
家
庭

は
暗
く
、
気
分
が
憂
鬱
な
地
。

住
宅
に
不
向
き
な
土
地

・�

穢
れ
た
土
地
：
未
浄
化
な
地
縛
霊
、

浮
遊
霊
の
目
撃
さ
れ
た
場
所
、
及
び

神
仏
の
祭
祀
跡
地
な
ど

　

古
墳
跡
、
古
戦
場
跡
、
処
刑
場
跡
、

　

墓
地
跡
、
供
養
塚
、
祭
祀
跡
、

　

自
殺
・
他
殺
・
心
中
事
件
現
場
、

　

戦
災
死
者
地
、
崖
下
、
湿
地
や
沼
地
、

　

谷
底
地
、
井
戸
の
埋
め
立
て
地
。

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
奨
め
所

箱
根
神
社
、
戸
隠
の
参
道
、
御
嶽
神
社
、

石
上
神
宮
、
高
千
穂
神
社
、
室
生
寺
、

等
（々
著
書「
ご
利
益
さ
ま
」参
照
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
7
月
本
部
例
会
報
告

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何

に
活
用
す
る
か
?

　
　
　
講
師
　
飛
沢
　
誠
一 

氏

多
く
の
人
は
過
去
世
（
過
去
に
生
ま

れ
て
経
験
し
た
過
去
の
人
生
）
の
影
響

を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
受
け
て
い
る
事
が

今
ま
で
の
気
功
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
気
功

施
術
か
ら
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
の
数
多
く
の
例
か
ら
一
部

を
報
告
す
る
と
、
例
え
ば
首
の
痛
い
人

は
過
去
世
の
戦
争
で
首
を
切
ら
れ
死
ん

で
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
病
院

が
怖
い
人
は
過
去
世
に
病
院
で
看
護
婦

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
第
一
次
世

界
大
戦
で
の
壮
絶
な
惨
劇
を
見
て
い
た

こ
と
に
よ
る
多
大
な
心
の
ト
ラ
ウ
マ
が

あ
っ
た
様
で
す
。

　

こ
の
様
な
場
合
、
こ
の
過
去
世
の
記

憶
、
カ
ル
マ
を
消
去
す
る
事
で
、
先
ほ

ど
の
首
の
痛
み
や
病
院
が
怖
い
気
持
ち

な
ど
ほ
ぼ
改
善
出
来
る
事
が
分
か
り
、

同
様
に
数
多
く
の
人
の
不
定
愁
訴
や
精

神
的
な
問
題
を
軽
減
化
さ
せ
る
事
が
出

来
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
の
身
体

の
健
康
か
ら
精
神
的
な
問
題
は
過
去
世

か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
そ

の
情
報
を
消
去
・
変
更
す
る
事
で
か
な

り
改
善
す
る
事
が
出
来
る
事
が
分
か
っ

て
来
た
訳
で
す
。
こ
れ
ら
の
肉
体
起
因

で
は
な
い
体
の
不
調
が
起
こ
る
結
果
も

踏
ま
え
、
病
気
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

1
．
肉
体
起
因

2
．
精
神
起
因

3
．
幽
体
起
因

の
3
つ
に
分
類
さ
れ
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
多
く
の
人
は
こ
の
3
番
目
の
幽

体
起
因
の
病
気
に
つ
い
て
適
切
に
対
応

し
て
無
い
場
合
が
多
く
、
ど
こ
の
病
院

に
行
っ
て
も
原
因
が
分
か
ら
ず
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
う
事
を
経
験
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
幽
体
起
因
の
病
気
に
は
前
述
の

過
去
世
の
記
憶
・
カ
ル
マ
の
他
に
霊
体

の
憑
依
や
生
き
霊
（
生
き
て
い
る
人
の

強
い
思
い
）
の
憑
依
の
様
な
事
例
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
様
な
幽
体
起
因
の
病
気

の
場
合
も
今
ま
で
の
経
験
か
ら
高
次
元

レ
イ
キ
に
よ
る
施
術
が
大
変
効
果
を
有

し
て
い
る
事
が
確
認
出
来
ま
し
た
。
こ

の
高
次
元
レ
イ
キ
気
功
で
は
直
接
施
術

の
他
に
、
実
際
会
わ
ず
と
も
遠
隔
に
て

施
術
す
る
事
が
可
能
で
す
。
一
度
も
会

っ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
人
を
良
く
知

る
人
、
そ
の
人
の
写
真
な
ど
が
遠
隔
施

術
者
の
傍
に
あ
れ
ば
遠
隔
に
て
施
術
も

可
能
で
あ
る
事
も
実
際
の
施
術
結
果
か

ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
隔
施
術
の
原
理
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
は
人
間
の
ア
ス
ト
ラ
ル
体
の
様
な
肉

体
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
る
幽
体

が
存
在
し
尚
且
つ
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体

の
あ
る
高
次
元
部
分
で
は
皆
互
い
に
共

有
し
て
い
る
と
云
う
仮
説
が
正
し
い
事

を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
と
幽
体
も
含
め
、
そ
の
幽
体
部
分

の
過
去
の
経
験
や
、
未
来
に
起
こ
る
事

象
も
含
め
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
よ
う
な

物
も
存
在
す
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

肉
体
部
分
以
外
の
幽
体
で
は
よ
り
多

く
の
情
報
を
有
し
、
過
去
・
現
在
・
未

来
が
同
時
に
存
在
す
る
デ
ー
タ
を
も
含

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
普
通
の
人
間
が
高
次
元
レ
イ
キ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
事
に
よ
り
、

比
較
的
短
時
間
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ

る
こ
と
も
講
座
の
受
講
生
の
事
例
か
ら

確
認
出
来
ま
し
た
。
従
っ
て
我
々
の
未

来
に
つ
い
て
も
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

積
極
的
に
書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
と
他
人
の
未
来
が
変
更
可
能
な
の

で
す
。

●❾ ●



● �●

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
今
ま
で
一
部

の
人
が
言
わ
れ
て
い
た
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
は

確
か
に
存
在
し
、
本
当
に
現
在
・
過

去
・
未
来
の
デ
ー
タ
が
格
納
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
に
よ
り
現
在
・
過
去
・
未
来
を
観

て
、
変
更
す
る
事
が
出
来
る
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
未
来
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
? 

変
更
可
能
な
の
か
? 

一
つ
の
命

題
に
も
解
答
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
は
あ
る
程
度
の
制
約
は
あ
り
ま
す

が
、
幾
ら
で
も
変
更
可
能
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
象
か
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
の
存
在
と
こ
の
世
の
活
動
の
関

係
も
あ
る
程
度
分
か
っ
て
来
ま
し
た
。

つ
ま
り
普
通
目
に
は
見
え
な
い
ア
カ
シ

ッ
ク
レ
コ
ー
ド
を
活
用
す
る
事
や
他
人

の
幽
体
の
高
次
元
部
分
で
あ
る
ア
ス
ト

ラ
ル
体
の
遠
隔
施
術
な
ど
を
行
う
事
で
、

我
々
は
自
分
の
み
な
ら
ず
家
族
、
友
人
、

知
人
な
ど
他
の
人
の
人
生
も
よ
り
健
康

に
、
よ
り
幸
福
に
、
よ
り
活
性
化
す
る

事
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

当
然
な
が
ら
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

で
未
来
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
事
で
こ

れ
か
ら
売
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど

も
調
べ
る
事
が
可
能
と
な
る
訳
で
す
。

つ
ま
り
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
に
沿
っ

た
技
術
開
発
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
鍵
と
な
る

こ
と
は
容
易
に
類
推
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
そ
の
開
発
を
積
極
的
に
実
施
す
れ

ば
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
成
功
も
容
易
な
事
と

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
様
に
目
に
見
え

な
い
世
界
の
情
報
を
活
用
す
る
に
は
ま

ず
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
繋
が
る
事

が
肝
要
で
あ
る
訳
で
す
。

さ
て
こ
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と

繋
が
る
方
法
で
す
が
、
以
前
か
ら
色
々

な
方
法
が
試
行
さ
れ
て
来
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
多
く
は
と
て
も
厳
し
い
修
行

と
時
間
が
か
か
る
方
法
ば
か
り
で
し
た
。

そ
こ
で
2
年
程
前
に
誰
で
も
こ
の
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
と
上
手
く
繋
が
る
方

法
と
し
て
飛
沢
式
呼
吸
法
を
開
発
し
ま

し
た（
詳
細
は「
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

エ
リ
ー
ト
は
見
え
な
い
力
を
味
方
に
す

る
」
飛
沢
誠
一
著
東
洋
経
済
新
報
社
を

参
照
さ
れ
た
い
）。
今
ち
ょ
う
ど
世
の
中

へ
の
普
及
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
方
法
は
身
体
の
中
を
特
別
な
呼

吸
法
と
共
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
循
環

さ
せ
る
事
で
す
。
身
体
の
中
の
気
を
呼

吸
と
共
に
強
制
的
に
循
環
さ
れ
る
事
に

よ
り
身
体
と
心
の
波
動
を
上
げ
る
事
で

身
体
の
次
元
が
3
次
元
か
ら
6
次
元
に

上
昇
し
、
結
果
と
し
て
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
出
来
ま
す
。
更
に

安
定
化
し
て
く
る
と
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ

ー
ド
の
書
き
換
え
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
変
化
が
激
し
く
、

大
き
な
混
乱
が
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
宇
宙
の
意
志
（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ

コ
ー
ド
）
と
積
極
的
に
繋
が
る
事
が
出

来
ま
す
。
う
ま
く
宇
宙
の
意
志
と
繋
が

る
事
で
そ
の
変
化
に
対
し
て
自
信
を
持

っ
て
力
強
く
対
応
し
て
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
多
く
の
繋
が
っ

た
人
の
積
極
的
で
能
動
的
な
行
動
が
よ

り
よ
い
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

に
こ
の
方
法
を
広
め
普
及
す
る
事
に
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

妖
怪
っ
て
何
?

　
妖
怪
講
座
一
日

入
門
　
有
名
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

っ
て

　
　
　
　
講
師
　
亀
井
　
澄
夫 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
4
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

亀
井
氏
は
日
本
妖
怪
研
究
所
所
長
。

有
限
会
社
レ
ベ
ル
代
表
取
締
役
。
編
集

者
、
音
楽
家
、
映
画
監
督
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
創
作
活
動
を
展
開
。「
妖
怪

講
座
」
や
「
ゴ
ブ
リ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、『
妖
怪
新
聞
』

『
妖
精
美
術
館
』『Fariy Book 

妖
精
図

鑑
』
な
ど
妖
怪
・
妖
精
関
係
の
書
籍
や
、

19
世
紀
の
妖
精
絵
本
の
日
本
語
版
『
誰

で
も
な
い
王
女
さ
ま
』『
巨
人
退
治
の

ジ
ャ
ッ
ク
』『
ゴ
ブ
リ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

な
ど
の
発
行
が
好
評
を
得
て
い
る
。
各

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
妖
怪
講
座
の
講
師

を
つ
と
め
、
大
阪
日
日
新
聞
で
の
「
大

阪
ロ
マ
ン
紀
行
」
も
1‌

6‌

0
回
を
超
え

て
好
評
連
載
中
。
天
満
天
神
繁
昌
亭
な

ど
、
寄
席
に
て
怪
談
や
化
物
噺
の
解
説
、

J

：CO
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
お
ち
ゃ
の
こ

saisai

」
の
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
大
阪

の
不
思
議
を
語
る
。

概
要妖

怪
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
時
代
と
と

も
に
変
わ
っ
て
き
た
妖
怪
の
イ
メ
ー
ジ

を
、
全
国
の
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な

が
ら
解
説
。
画
像
を
見
な
が
ら
の
楽
し



い
講
座
で
し
た
。

主
な
内
容

1
．
妖
怪
と
は
何
か

　

�

神
・
人
・
物
・
超
自
然
的
の
四
つ
の

視
点
か
ら
考
察
。

2
．
大
妖
怪
の
時
代

　

�

鶴　

玉
藻
の
前　

紅
葉　

酒
呑
童
子

な
ど
。

3�

．
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
時
代
（
ゆ
る
キ

ャ
ラ
へ
の
系
譜
）

　

�

鶴
の
赤
ち
ゃ
ん　

鬼
姫　

見
越
し
入

道
な
ど
、
江
戸
時
代
の
草
双
紙
の
妖

怪
た
ち
。

4
．
妖
怪
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
の
楽
し
さ

　

�

茂
林
寺　

大
中
寺　

太
宗
寺　

京
都

な
ど
各
地
あ
れ
こ
れ
。

ポ
イ
ン
ト

・�

江
戸
時
代
は
妖
怪
と
書
い
て
「
ば
け

も
の
」と
読
ん
だ
。

・�

学
問
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の

を
、
学
者
ら
し
い
研
究
対
象
の
よ
う

な
言
葉
と
し
て「
化
け
物
」か
ら「
妖

怪
」と
い
う
言
葉
を
採
用
。

・�

水
木
し
げ
る
氏
に
よ
り
、
改
め
て
一

般
に
妖
怪
が
定
着
し
た
。

・�

妖
怪
と
は
何
か
（
四
つ
の
視
点
か
ら

考
察
）

1
．
零
落
し
た
神
々

ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
そ
の
地

域
で
後
発
の
神
々
が
栄
え
て
、
も
と
の

神
が
落
ち
ぶ
れ
る
場
合
を
紹
介
。

河か
っ
ぱ童

は
、
水
の
神
が
落
ち
ぶ
れ
た
と

も
言
え
る
。

一
例
と
し
て
、
隠
岐
の
島
の
古
典
相

撲
な
ど
を
紹
介
。
相
撲
は
神
の
判
定
を

求
め
る
神
事
で
あ
っ
た
。
隠
岐
の
島
は

相
撲
の
発
祥
の
島
と
言
わ
れ
て
い
る
。

昔
は
神
社
に
土
俵
が
あ
る
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
。　

河
童
は
相
撲
を
と
る
。
元
は
神
で
あ

る
の
で
、
人
間
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。

2
．
人
を
妖
怪
と
見
る

山
精（
塩
が
好
き
と
さ
れ
て
い
る
）

そ
の
理
由

河
童
は
冬
に
な
る
と
山
に
入
っ
て
山

精
と
な
る
。

つ
ま
り
、
夏
に
河
川
工
事
を
す
る
人

が
、
冬
に
山
に
入
っ
て
鉱
山
な
ど
で
働

く
こ
と
。

稀
人
と
の
接
触
時
に
妖
怪
と
思
う

（
異
文
化
の
接
触
）。

3
．
動
物
を
妖
怪
と
思
う

猫
が
年
を
経
て
尻
尾
が
2
本
に
な
る
。

有
馬
、
佐
賀
な
ど
の
化
け
猫
話
は
有
名
。

動
物
の
習
性
や
人
間
に
似
た
と
こ
ろ

な
ど
か
ら
妖
怪
を
創
造
。

4
．
物
を
妖
怪
と
見
る

九つ

十く

九も

神が
み

絵
巻
を
紹
介
。

う
ち
捨
て
ら
れ
た
古
道
具
が
化
け
る
。

そ
の
内
に
は
物
を
も
っ
た
い
な
い
と
思

う
気
持
ち
が
あ
る
。

十
返
舎
一
九
の
家
財
道
具
の
化
け
物

な
ど
を
紹
介
。

5
．
超
自
然
的
な
も
の

そ
れ
で
も
妖
怪
の
実
在
を
信
じ
る

人
々
が
い
る
。「
確
か
に
見
た
」
と
い

う
類
の
も
の
。
実
話
怪
談
。

妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
は
江
戸
時
代

か
ら

・�

ヌ
エ
が
都
島
で
マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。

・�
京
都
に
は
ヌ
エ
退
治
の
碑
が
あ
る
。

・�
玉
藻
前
（
九
尾
の
狐
）
と
鳥
羽
上
皇

の
話
を
紹
介
。

安
部
泰
成
（
陰
陽
師
）
が
正
体
を
暴

き
、
狐
は
奈
須
に
逃
げ
帰
る
。

殺
生
石
や
奈
須
温
泉
神
社
な
ど
を
紹

介
。

上
方
で
は
講
談
が
廃
れ
て
い
る
（
講
談

は
怪
談
物
が
得
意
な
の
に
）

理
由

・�

戦
後
、
G
H
Q
に
よ
っ
て
仇
討
ち
な

ど
、
戦
記
物
の
講
談
が
禁
じ
ら
れ
た

・�

先
代
の
旭
堂
南
陵
は
怖
い
の
が
苦
手

だ
っ
た
。

・�

四
谷
怪
談
を
上
演
中
に
、
高
座
で
講

談
師
が
心
臓
麻
痺
で
急
死
し
た
こ
と

に
よ
り
、
上
方
で
は
四
谷
怪
談
は
止

め
ネ
タ
と
な
っ
た
（
東
京
で
は
盛
ん

に
上
演
）。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

妖
怪
は
時
代
、
土
地
に
よ
っ
て
変
わ

る
ら
し
い
。
こ
れ
は
人
の
深
層
意
識
を

反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。当

日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
4
名
、
合
計
15
名
で
あ
っ
た
。
講
演

記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料
込

み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

●� ●



河
童
に
つ
い
て
の
思
い
出

私
（
河
野
）
の
故
郷
宮
崎
で
は
河
童

の
こ
と
を
ガ
ラ
ッ
ポ
と
言
っ
た
。
夏
の

終
わ
り
頃
に
川
で
泳
い
で
い
る
と
ガ
ラ

ッ
ポ
が
相
撲
を
と
り
に
来
る
と
お
ど
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
心
得

と
し
て
は
、
ガ
ラ
ッ
ポ
は
頭
の
皿
に
水

が
入
っ
て
い
れ
ば
力
が
強
い
が
、
水
が

な
け
れ
ば
赤
子
と
同
じ
で
力
が
で
な
い
。

ま
ず
は
深
く
お
辞
儀
を
せ
よ
、
そ
う
す

れ
ば
ガ
ラ
ッ
ポ
も
お
辞
儀
を
す
る
か
ら

頭
の
皿
の
水
が
こ
ぼ
れ
る
の
で
負
け
る

こ
と
は
な
い
、
と
教
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ
パ
ワ
ー

体
感
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
講
師
　
宮
㟢 

貞
行 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
5
月
16
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

宮み
や

㟢ざ
き

貞さ
だ

行ゆ
き

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
20
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
卒
業

後
、
官
庁
に
奉
職
、
そ
の
後
大
学
教
授

（
行
政
学
）
を
経
て
、
現
在
は
、
日
本
人

の
魂
を
振
り
起
す
作
法
と
神
学
を
探
求

し
て
い
る
。
近
著
に
『
宇
宙
の
大
道
を

歩
む
』、『
天
皇
の
国
師
』、『
寄
り
そ
う

皇
后
美
智
子
さ
ま
』、『
ア
ワ
歌
で
元
気

に
な
る
』な
ど
。

概
要「

初
め
に
、
背
筋
を
整
え
る
体
操
を

行
い
、
膀
胱
経
の
気
の
流
れ
を
よ
く
す

る
。
次
に
ア
ワ（
天
地
）
呼
吸
法
と
天
の

鳥
船
を
行
い
、
全
身
を
活
性
化
す
る
。

体
が
整
っ
た
段
階
で
、
ウ
オ
ア
エ
イ
の

コ
ト
タ
マ
を
発
し
、
チ
ャ
ク
ラ
の
ど
こ

に
響
く
の
か
体
験
し
て
み
る
。
そ
の
ほ

か
、
ひ
ふ
み
歌
、
ト
ホ
カ
ミ
歌
な
ど
皇

室
に
伝
わ
る
コ
ト
タ
マ
の
威
力
を
実
地

に
体
験
し
て
み
る
。

最
後
に
、
ア
ワ
歌
を
練
習
し
、
全
身

の
細
胞
を
震
わ
せ
る
。
ア
ワ
歌
は
、
身

体
だ
け
で
な
く
、
地
球
と
宇
宙
を
整
え

る
波
動
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
裏
の

世
界
に
響
か
せ
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

歌
う
。」

す
べ
て
は
響
き
、
す
べ
て
は
波
動

真
言
密
教
の
空
海
は
地
、
水
、
火
、

風
、
空
の
「
五
大
は
み
な
響
き
な
り
」

と
い
っ
て
い
る
（
声
字
実
相
義
）。
真
言

密
教
は
、
マ
ン
ト
ラ
（
真
言
）
の
響
き

を
通
じ
て
、
感
性
と
霊
性
を
高
め
よ
う

と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
般
若
心
経
の
マ
ン
ト
ラ
。

「
ガ
ー
テ
ィ
、
ガ
ー
テ
ィ
」Gate gate 

paragate parasangate bodhy 
svahka 

（
こ
こ
で
全
員
唱
和
す
る
）

心
経
（heart sutra

）
の
マ
ン
ト
ラ

に
は
ア
行
の
音
が
多
い
。
こ
れ
は
ハ
ー

ト
の
チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
音
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
ハ
ー
ト
ス
ー
ト
ラ
と
呼
ば
れ

た
。幕

末
の
国
学
者
、
山
口
志
道
も
、
宇

宙
は
聞
こ
え
な
い
音
で
満
た
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
宇
宙
の
音
の
一
部
が
肉
体
器

官
を
通
じ
て
発
露
し
た
の
が
、
音
声
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

彼
に
よ
れ
ば
、
そ
の
音
声
を
宇
宙
に
共

鳴
す
る
よ
う
に
発
声
す
る
と
、
雲
を
呼

び
雨
を
降
ら
せ
、
台
風
の
進
路
も
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ

を
実
施
し
た
超
能
力
者
た
ち
も
、
多
数

い
る
。

西
洋
が
論
理
の
文
化
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
日
本
は
響
き
の
文
化
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類
学
者
レ
ヴ

ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、「
日
本
の
文
化
は

調
べ（
ト
ー
ン
）の
文
化
で
あ
る
。」
と
書

い
て
い
る
。
日
本
は
調
べ
の
文
化
―
―

和
歌
、
俳
句
、
謡
曲
、
詩
吟
な
ど
を
発

展
さ
せ
て
き
た
。

声
の
出
し
方
、
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方

イ
、
エ
、
ア
、
オ
、
ウ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
体
の
あ
る
部
分
を
響
か
せ
る
よ
う
に

発
声
す
る
。

イ�　

上
顎
に
響
く
よ
う
に
、
脳
下
垂
体

と
松
果
体
に
響
く
よ
う
に

エ�　

下
顎
を
前
に
突
き
出
し
、
耳
の
奥

を
響
か
せ
る
よ
う
に

ア�　

喉
の
奥
を
開
き
、
前
に
吹
き
付
け

る
よ
う
に

オ�　

ミ
ゾ
オ
チ
と
食
道
が
震
え
る
よ
う

に
ウ�　

下
顎
に
響
く
よ
う
に
、
そ
し
て
唇

を
震
わ
せ
る

　

イ
、
エ
、
ア
、
オ
、
ウ
は
、
チ
ャ
ク

ラ
の
6
か
ら
2
に
対
応
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
意
識
し
、
チ
ャ
ク
ラ
に
集

中
し
な
が
ら
響
か
せ
る
と
よ
い
。

7　

サ
ハ
ス
ラ
ラ
ー　
　
　

松
果
体

6　

ア
ジ
ナ　
　
　
　
　
　

脳
下
垂
体

5　

ヴ
ィ
シ
ュ
ダ　
　
　
　

甲
状
腺
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4　

ア
ナ
ハ
タ　
　
　
　
　

循
環
系

3　

マ
ニ
プ
ラ　
　
　
　
　

消
化
系

2　

ス
ワ
デ
ィ
ス
タ
ー
ナ　

泌
尿
器
系

1　

ム
ラ
ダ
ー
ナ　
　
　
　

生
殖
系

　

チ
ャ
ク
ラ
は
体
の
表
側（
花
）と
裏
側

（
根
）
両
方
に
あ
る
。
そ
の
表
と
裏
を
意

識
し
な
が
ら　

ウ
、
オ
、
ア
、
エ
、
イ

で
背
中
を
昇
り
、
イ
、
エ
、
ア
、
オ
、

ウ
で
前
面
を
降
る
。
こ
れ
は
小
周
天
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
暖
か
い

モ
ヤ
の
よ
う
な
も
の
の
移
動
を
感
ず
る
。

モ
ヤ
の
か
た
ま
り
を
体
の
後
ろ
と
前
を

自
在
に
動
か
す
よ
う
に
、
練
習
す
る
と

よ
い
。

気
と
い
わ
れ
る
も
の
に
四
つ
あ
る
。

身
気
、
心
気
、
霊
気
そ
し
て
先
天
気（
宇

宙
の
気
）。
身
気
は
、
意
識
し
な
く
て
も

体
の
経
絡
を
流
れ
て
い
る
も
の
、
心
気

は
、
意
識
に
よ
っ
て
早
く
も
遅
く
も
で

き
る
も
の
、
霊
気
は
、
さ
ら
に
精
妙
な

も
の
、
先
天
気
は
、
そ
れ
ら
を
生
み
出

す
大
本
の
根
本
的
な
宇
宙
気
で
あ
る
。

身
気
と
心
気
は
、
体
の
中
だ
け
で
な
く
、

体
の
外
側
に
も
な
が
れ
て
お
り
、
練
習

に
よ
っ
て
そ
の
体
外
の
流
れ
を
強
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
霊
気
と
先
天
気
は
、

次
元
の
高
い
場
に
あ
る
。

そ
れ
ら
の
気
は
、
ト
ー
ラ
ス
の
形
で
、

体
の
周
り
を
流
れ
て
い
る
。
ト
ー
ラ
ス

と
い
う
の
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
、
穴

の
極
め
て
細
い
ド
ー
ナ
ツ
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
。
そ
の
ド
ー
ナ
ツ
の
周
り

を
、
右
回
り
、
左
回
り
で
猛
ス
ピ
ー
ド

で
裏
か
ら
表
へ
、
表
か
ら
裏
へ
と
回
転

し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
波
動
の
流
れ
で
あ
り
、
素
粒
子
か
ら

地
球
ま
で
、
同
じ
よ
う
に
ト
ー
ラ
ス
の

動
き
を
し
て
い
る
。

ト
ー
ラ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

前
後
左
右
、
あ
る
い
は
縦
に
8
の
字
状

に
体
を
ゆ
ら
す
こ
と
で
気
の
流
れ
の
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
石
上
の
作
法
、
天
の
鳥
船
体
操
な
ど

を
試
み
る
）

タ
マ
フ
リ
に
よ
り
、
元
気
を
回
復
す
る

タ
マ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
こ
と
で

あ
る
。
古
神
道
で
は
、
四
つ
の
タ
マ
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
タ
マ　
　

肉
体（
荒
い
波
動
）

ニ
ギ
タ
マ　
　

心
体（
微
細
な
波
動
）

ク
シ
タ
マ　
　

�

遠
方
へ
飛
び
、
透
視
す

る
波
動
体

サ
チ
タ
マ　
　

包
み
込
む
愛
の
波
動
体

「
タ
マ
フ
リ
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら

の
タ
マ
を
、
振
動
さ
せ
、
増
殖
さ
せ
る

こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
、
人
を
元
気
づ
け

た
り
、
い
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。日

本
語
の
「
ふ
る
」
に
は
、
五
つ
の

重
要
な
意
味
が
あ
る
。

1
．
振
る　

2
．
降
る　

3
．
触
れ
る　
　

4
．
震
う

5
．
殖
え
る

こ
の
中
で
、
最
も
重
要
な
の
は
、
増

殖
す
る
と
い
う
作
用
で
あ
る
。
タ
マ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
増
や
し
、
増
殖
し
、
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
人
の
務
め
で
あ

る
。
周
り
の
人
々
、
草
木
、
山
川
、
海
空
、

地
球
な
ど
の
タ
マ
を
フ
ル
、
増
殖
さ
せ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
時
代
、「
オ
ー
ア

ー
ウ
ー
ム
ー
」
な
ど
の
コ
ト
タ
マ
で
、
病

人
を
治
療
し
て
い
た
と
エ
ド
ガ
ー
・
ケ

イ
シ
ー
は
伝
え
て
い
る
。
大
災
害
の
後

生
き
残
っ
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
人
が
エ

ジ
プ
ト
に
着
き
、
そ
こ
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

を
作
り
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
叡
智
を
残

し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
な

か
で
も
、
神
官
た
ち
は
コ
ト
タ
マ
で
、

王
た
る
人
の
霊
性
を
向
上
さ
せ
た
り
、

病
気
の
治
療
に
当
た
っ
た
り
し
た
。

数
と
形
も
波
動
体
で
あ
る

ま
た
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、
形
、
数
、

想
念
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
た
波
動
体

で
あ
る
。

カ
タ
タ
マ　
　

�

三
角
、
四
角
、
丸
、
そ

れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の

形
か
ら
出
る
も
の

カ
ズ
タ
マ　
　

�

1
か
ら
9
ま
で
に
集
約

さ
れ
る
数

オ
モ
イ
タ
マ　

�

想
念
、
愛
、
憎
し
み
な

ど
は
、
自
分
を
離
れ
て

飛
ん
で
い
く

形
も
ま
た
、
微
細
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

出
し
て
い
る
。
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三
角
と
四
角
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

12
面
体
、
五
角
形
と
六
角
形
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
36
面
体
な
ど
が
あ
る
。
こ

の
36
面
体
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
の
そ

ば
に
置
く
と
、
ボ
ト
ル
に
細
か
い
泡
が

生
じ
、
次
第
に
集
ま
っ
て
大
き
い
泡
を

つ
く
る
。
あ
る
形
そ
の
も
の
が
、
水
の

分
子
構
造
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

古
神
道
で
は
、
火
は
上
向
き
の
三
角

形
、
水
は
下
向
き
の
三
角
形
で
表
徴
さ

れ
る
。
二
つ
の
三
角
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
な
る
六
芒
星
は
、
火
と
水
の
作
用
を

統
合
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ

れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。
後
世
に
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
こ
れ

を
国
の
紋
章
と
し
た
が
、
我
が
国
の
六

芒
星
の
ほ
う
が
は
る
か
に
古
い
の
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
か
ら
来
た
も
の
で
は
な
い
。

潜
象
界
は
、
三
の
原
理
で
動
き
、
現

象
界
は
、
陰
陽
の
二
の
原
理
で
動
い
て

い
る
。

三
の
原
理
と
は
、
一
者
か
ら
昇
る
力

と
沈
む
力
が
生
ま
れ
、
三
位
一
体
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
ホ

ツ
マ
ツ
タ
エ
で
は
、
ウ
と
い
う
中
心
か

ら
、
左
巻
き
の
渦
ア（
上
昇
力
、
遠
心

力
）と
右
巻
き
の
渦
ワ（
下
降
力
、
求
心

力
）
が
う
ま
れ
、
ウ
ア
ワ
の
三
者
が
現

宇
宙
を
形
成
し
た
と
い
う
宇
宙
観
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
の
ち
に
古
事
記

に
お
い
て
、
ア
マ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
、
タ

カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
カ
ム
イ
ム
ス
ヒ
と
い
う

神
格
化
さ
れ
た
形
で
表
現
さ
れ
た
が
、

内
容
は
同
じ
で
あ
る
。

空
海
も
こ
の
原
理
が
分
か
っ
て
い
て
、

曼
荼
羅
の
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
は
三
の
原

理
で
描
か
れ
、
胎
蔵
界
は
二
の
原
理
で

描
か
れ
て
い
る
。
金
剛
界
は
、
九
の
部

屋
に
、
九
の
仏
が
描
か
れ
、
胎
蔵
界
は
、

大
日
の
周
り
に
八
の
仏
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
三
と
二
の
原
理
は
、
互
い
に
共

鳴
し
な
が
ら
、
交
流
し
あ
っ
て
い
る
と

い
う
宇
宙
観
が
マ
ン
ダ
ラ
に
含
ま
れ
て

い
る
。

ヒ
フ
ミ
は
、
音
に
よ
る
カ
バ
ラ

空
海
は
伊
勢
神
宮
で
ヒ
フ
ミ
の
原
典

を
見
つ
け
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヒ

フ
ミ
は
、
ま
る
い
玉
の
二
個
、
三
個
、

四
個
、
五
個
、
六
個
な
ど
の
組
み
合
わ

せ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
角
、
四
角
、
五
角
、
六
角
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
が
本
来
の
ヒ
フ
ミ
の
意
味
な

の
で
あ
っ
た
。（
鏡
、
剣
、
玉
に
比
定
さ

れ
た
の
は
、
律
令
時
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
）

そ
れ
ら
の
形
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
み

ご
と
に
カ
バ
ラ
の「
生
命
の
樹
」と
な
る
。

カ
バ
ラ
は
、
十
六
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト

の
古
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
ユ
ダ
ヤ
教

の
中
に
取
り
入
れ
た
が
、
も
と
は
エ
ジ

プ
ト
の
思
想
で
あ
る（
モ
ー
ゼ
は
、
ア
ー

ク
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
盗
み
、
エ
ジ
プ

ト
の
一
神
教
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
守
護
神
に

す
り
替
え
た
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
そ
の
も
の

は
極
め
て
新
し
い
宗
教
で
あ
る
）。

『
生
命
の
木
』は
、
み
ご
と
に
、
ヒ
フ

ミ
ヨ
イ
ム
ナ
ヤ
コ
ト
と
対
応

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
宇
宙
の
中

心（
ヒ
）
か
ら
、
上
昇
力
（
フ
）
と
下
降

力（
ミ
）
が
生
じ
、
三
位
一
体
と
な
っ
て

現
宇
宙
を
創
り
、
そ
の
あ
と
陰
陽
の
組

み
合
わ
せ（
ヨ
イ
ム
ナ
）に
よ
っ
て
万
物

が
生
じ
た
。
生
ま
れ
た
万
物
は
、
そ
の

役
目
を
終
え
た
後
、
高
次
の
意
識
体

（
ヤ
コ
ト
）
と
な
っ
て
昇
り
い
き
、
再
び

も
と
の
宇
宙
の
中
心（
ヒ
）に
還
る
と
い

う
永
遠
の
循
環
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
古
代
エ
ジ
プ
ト

に
発
祥
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
の
思
想
で
も

あ
る
。
古
神
道
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
は
、

密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ヒ
フ
ミ
を
う
た
う
と

き
は
、
永
遠
の
循
環
を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
歌
う
の
が

よ
い
。
で
き
れ
ば
、
両
手
で
三
角
と
四

角
を
形
作
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
い

る
こ
と
を
想
い
つ
つ
、
そ
の
カ
タ
ダ
マ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浴
び
な
が
ら
、
ヒ
フ

ミ
を
豊
か
に
響
か
せ
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
痛
み
は
消
え
、
死
者
も
元
気
よ
く
、

霊
界
で
活
動
を
始
め
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
天
（
ア
）
と
地
（
ワ
）
を
結

ぶ
ア
ワ
の
歌
、
各
次
元
の
場
を
と
と
の

え
る
ト
ホ
カ
ミ
エ
ヒ
タ
メ
の
コ
ト
タ
マ

も
、
重
要
で
あ
る
。
皆
が
、
自
分
の
感

性
に
あ
っ
た
コ
ト
タ
マ
を
探
し
、
日
々

唱
え
、
周
り
の
環
境
と
自
分
を
と
と
の

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
思
う
。

�

（
宮
㟢
貞
行
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会
員

26
名
、
合
計
37
名
で
あ
っ
た
。
講
演

記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
（
送
料
込

み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2
2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

三
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井 

洋
一 

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏

「�

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
○
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201○年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX 047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松 瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出 治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「�未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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4．検討ならびに考察
オーブ（たまゆら）の形成要因をみる。地球を

包み込んでいる大気は、上空では、宇宙線など
の放射をうけて電離している。これが大気電界
と帯電したエアゾール等の作用により、陰、陽イ
オン・ボール（プラズマ・ボール）になる。これ
らの内、電子、陽電子、プラナ（バイオ・ホトン､
微細身素粒子）群を内包し、これを基盤とするイ
オン・ボールがオーブを造り、オーブと撮影者の
サイ（気）が同調（共振、共鳴）したオーブが「た
まゆら｣ であり、これが、研究対象になると判断
している。なお、都合により素粒子で説明してい
るが、実際は光群であり、観測するまでは、素
粒子群（オーブ）の形や姿は未定である。

一般には、オーブ（たまゆら）の形は円形（球体）
であるが、特別なものとして、本稿に示した菱形
オーブがある。この形は、本稿以外ではWebサ
イト等で2～3見受けられるのみである。この菱
形オーブは、時間と場所をきめた時にも出現して
おり、再現性があると言えよう。また、意識によっ
て、ある程度は、制御されている、と判断してい
る。外国では、一般には、可視光で見えるのは
UFOであると称しているが、本稿では、オーブ

（たまゆら）が可視光（色彩像）で撮れている。
オーブは、霊界に属しているという主張があ

る。本稿のオーブには再現性が表れているので、
この研究の意義と目的として、オーブを介して霊
界と情報交換が出来る可能性がある、と言えよ

う。例えば、自分を護る守護霊に連絡して、何
の為に生きているのか?　生きる目的や、より良
く生きる方法、を教えて貰う。または、ピンチの
時に助けて貰う。これらが実現する事が出来れ
ば、どんなにか素晴らしいことか。本稿のSDK
師の様な能力者は、普通人の我々よりも僅かに
ある部分の能力が高い、と考えることが出来よ
う。普通人でも修行や努力によっては、特種功
能力が身につけられる、と考えている。

サイ（気）科学が進歩して、能力開発が進み、
特異功能力が身について、霊界と連絡が取れる。
例えば、ケイタイ電話で相手を呼び出すように、
私の意念によって私の守護霊を呼び出して、情
報交換することが出来る可能性がある。例えば、
条件設定をする。自分の守護の霊を見つける。
意念で連絡して、お願いして、助けて貰う。
　なお、外国では（米国、西海岸カルフォルニア
州、Mt.Adams等）、いっぱんに、赤外線カメラ
を用いて撮影した白黒模様のオーブ動画がWeb
サイトなどに出ている。日本では、本稿で述べ
たように、デジカメやハンディ・カメラを用いて、
可視光でオーブ動画が撮影されている。つまり
オーブ動画の色付像が得られている。なお、ご
く最近になると、Webサイト等によれば、米国
ECETI等では、大型の液晶モニターとレーザー
光を用いて、オーブを呼び出し、ビデオカメラで、
可視光状のオーブを写し出している例がある、
との事。

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　
20
周
年
記
念
大
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

大
会
テ
ー
マ

～
「
見
え
な
い
意
識
」
と
「
見
え
る

現
象
」
と
の
橋
渡
し
～

21
世
紀
の
歩
き
方
・
心
と
躰
・
意
識
の

次
元
上
昇 

日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）　

開
場　

9
時
45
分　

開
演
10
時
15
分

閉
演　

18
時

会
場　

大
崎
ブ
ラ
イ
ト
コ
ア
ホ
ー
ル

交
通　

J
R
大
崎
駅
よ
り
徒
歩
5
分

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　

サ
イ
科
学
会
会
員　

六
千
円

　
　
　

一
般
予
約　
　
　
　

七
千
円

※
内
容
等
詳
細
は
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
の
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
お
問
合
せ
は

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
相
模
原
分
室

電
話　

0
4
2
・
7
4
8
・
8
2
4
0

E-m
ail　

office@
subtle-eng.com

U
RL  http://w

w
w

.subtle-eng.com
/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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写真6（orb9）

やって来ると判断できた。そこで、望遠ズーム
写真の写真倍率（液晶モニター上）を変えて撮
影する事により、オーブの成長過程動画を記録
する事にする。場所は上記と同じ静岡県磐田市
内。上記の翌日の2014年11月24日（月）夜、晴
れ、動画として記録された時間は31分11秒で
ある。まず、はじめにデジカメの液晶モニター
上で、遠くにある星（又はオーブ、白点）を探し
出す。すると、希望する芽（初期）オーブが飛
び込んでくる。
　液晶モニター上の倍率を変えると、菱形オー
ブの内部の模様が多少変化する場合もある。つ
ぎに連続的に撮影された動画をとめて、拡大し
て得られるオーブ静止画像を見る。倍率を小に
したときの「切り取り像写真」の写真5（省略）に
は、極小球状の白色発光体（芽オーブ）。倍率を
中位にした写真6（orb9）には、ほぼ菱形で内部
に模様（表情）のあるオーブ。倍率をより大にし
た写真7（省略）には、表情のあるより大きな菱形
オーブが写されている。これらから、同一場所で、
同一人により、菱形オーブ像の成長過程が写さ
れていることがわかる。これは、菱形オーブの再
現性が起きている事を意味するのであろう。

2-3）オーブ動画の意識面
撮影者のSDK師はデジカメを両手に持ち、変

性意識に近い状態（ASC）で、液晶モニター上
に現出したオーブに語りかけながら撮影してい
る。― オーブの名称（愛称）はシリウスちゃ
ん、木星ちゃん、金星ちゃん、月、星、等である。
呼び掛けに応じてそれぞれに対応したオーブが
出現してくる（別報で報告）。― 金星チャン
がシューッと入ってきた、―向こう側からキ
テくれる、―。キラ、キラ輝いている。―
アッ、逃げた、逃げないで、  この人、行かない
で。必ずミドリちゃんがいる。―  アーきれい、
―スゴイ―くるくる回転している、―
何、これ、赤だ、―よし、ぱちり（動画を切
り取って静止画にする）、何、これ、― 分離
した、―どんどん動く、― 私を呼んでく
れて有難う。―。

以上などから、写している人の意識（ASC）が
動画（特定オーブ）を呼び込んでいる様にみえる。
またポジティブな遊び感覚で、興味を持って写
している様子である。

2-4）オーブ動画の特徴
（1）オーブは割合に柔らかい結合状態で、種々
様々に、形と状態が変化している。つまり、輪
郭は不鮮明、形はほぼ一定。（2）速度は、ゆら、
ゆら、揺れる程度。またはピョン、ピョンと飛び
跳ねる。（3）三次元的な動きをする。回転もあり、
また分離と結合がある。（4）撮影者の意念の働き
によって呼び込まれ、変化する様子。（5）フラッ
シュ光無しでも撮影出来る。（6）色は乳白色から
赤色まで様々に変化する。つまり、近赤外線か
ら可視光まで変化する。しかも（7）場所と時間を
きめた時、ほぼ同一オーブが出現する。つまり再
現性がある。

3．内部模様のカオス解析―（省略）
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の心理的条件（ASCに近づける）を揃えると写る
ようになる。良く撮れる場所とは、寺院仏閣（祈
りの場）ならびにパワースポット等で、何回も普
通（通常、既知）のオーブが撮れる（オーブが存
在している）場所をいう。ただし、これには個人
差がある。

2．撮影、実験結果
撮影実験は、2014年8月6日（水）～2015年2

月7日（土）。オーブ出現が未知の場所（有名でな
い）であると判断される長野県伊那市、静岡県
磐田市、その他。晴れ、夜、に実施された。デ
ジカメ撮影者はSDK師、彼女は特異功能力保
持者であり、変性意識状態（ASC）に近い状態で
実験している様子に見えた。動画撮影の実験は
8回以上おこなわれており、全部が成功している。
本稿では､ それらの中の二例について報告する。

2-1）オーブの動的変化挙動像
撮影は2014年11月23日（日）、晴れ、夜、場

所は静岡県磐田市内。カメラを通常の広角にし
て遠くにある星（白点またはオーブ）を探しだし、
望遠モニター上に写し出す。意念を集中して、

「星（オーブ）よ、キテーーー」と念ずると、突然に、
ピョンと芽（初生）オーブが飛び込んでくる。そ
して、近づいたり遠ざかったりする。上下左右に
動く。またキラ、キラ瞬いている（微動）そして
回転する。様々に乱舞する。オーブの光群の結
合は、わりあいに弱い感じである。これを見やす
い状態まで拡大する（液晶モニター上、倍率大）。

オーブが液晶モニター上に写り込み、成長し
た後、ズームを固定して、オーブの動的な変化
挙動をデジカメで観察、撮影する。同時に別置
きのハンディ・カメラで、これらの全体像を記録
する、この場合の撮影時間は、18分38秒であっ
た。なお、これらのオーブの動画は、ハンディ・
カメラにより、フラッシュ光無しで撮影されてい
る。写真1（オーブ撮影像）は、ハンディ・カメラ
が写し出したデジカメの液晶モニターを含む全
体像の一例である。

写真1（orb撮影）

写真2（菱形2）

次に動画をコピーして得られるオーブ像の写真
を示す。写真2（菱形2）、写真3（省略）、写真4（省
略）は、動画オーブ像の「切り取り像写真」であ
る。全体として、十の字の各尖端を結んだ形の
四角形の菱形オーブが写されている。写真2は、
その菱形の右がわの一部が円弧に置き換わった
もの。写真3は、横方向の尖端が丸められた形。
写真4は、ほぼ完全な菱形、である。このように、
動画として得られたものは全部が菱形像である。
この菱形は、撮影場所に関係のある特異現象で
あるといえる（場所としての再現性あり）。また大
きさもほぼ同一である（再現性あり）。

2-2）オーブの成長過程動画像
予備実験ならびに前報（PSIJ、2015年7･8月号）

によれば、オーブは次第に成長しながら此方に



オーブ（たまゆら）形成過程の動的な観察

日本の「たまゆら」は万葉集の時代から知られ
ており、死人の霊や魂などが写り込まれている写
真像であると言われてきた。しかし時間が経過
して、近世の「心霊写真」の中には、幼稚なトリッ
ク写真であると見破られるものもあった。「オー
ブ」はデジタル・カメラで撮影した写真（CCD）
像の中のノイズとして出現してきたので、「オー
ブ」もそれらの一種であると言う人達がいる。

たとえば多くのカメラマンは、オーブや心霊写
真は、レンズフレヤ（ハレーション）や、またはガ
ラス、水滴、埃等に対するフラッシュ光からの反
射である場合が多いと言う。残念ではあるが、一
般にはそのように考えられている。しかし実際に
検討してみると、意識と体外の巨視物質（オーブ）
との間で情報交換している（マクロPK）現象の一
種であると考えられるので、重要な研究対象で
あるといえよう。今回は、オーブとそれが形成さ
れる過程を動的に観察し、体外にある巨視的な
オーブ（たまゆら）像と意識の間の情報交換（相
互作用）を知るための基礎的な検討をおこなう。

1．実験方法
使用したデジタル・カメラは市販のカシオ

EX-ZR700BK、カシオEX-Z330ならびにハン
ディ・カメラ、ソニーHDR-CX270、パナソニッ
クHC-V210Mである。望遠ズームを用いて、カ
メラの焦点距離を遠くに合わせて（倍率は液晶モ
ニター上で設定）写すことにした。しかし、この
ようにすればカメラの視野が狭くなるので、オー

ブを探しだすのが難しくなる。そこで、予めデ
ジカメを用いて広角で（焦点距離、短）液晶モニ
ター上に小光球（白点状の星、又はオーブ）を写
し出し、つぎに望遠ズームで拡大して（焦点距
離、長）見やすくしてから観察し、同時にこれの
動的な変化を別置きのハンディ（ビデオ）カメラ
で撮影して「オーブの動画」を写すことにした。
なお、今回は、カメラを「手持ち」で写す方式を
もちいた。

別報によれば、オーブは近赤外線域に存在し
ており（活性化エネルギー、1.4eV）非可視なの
で、液晶モニター上でのみ可視となる。つまり、
はじめに、デジカメの液晶モニターを用いて微小
オーブを探し出し、つぎにこれを拡大して観察
する（測定する）事にした。この理由として、デ
ジカメのシャッターを半押しにすると、カメラか
らは近赤外線が放射されるので、その視野内に
オーブが来れば（写り込めれば）、液晶モニター
に映ることになる。つぎに、これを拡大して、撮
影し記録する。この時、場合によっては、肉眼
で見える（近赤外線から可視光にまで拡大する）
事もあった。このような方法でオーブの動画を
記録する。同時に、適時にデジカメを全押しで
シャッターを切り、オーブの切り取り静止像を撮
影・記録する。

撮影場所については、オーブが写り難い場所
と、良く撮れる場所がある。しかし、なかなか撮
れない（オーブが居ない）場所でも、天候条件等
の物理的ならびに、無心で熱心に撮影するなど

オーブ（たまゆら）形成過程の動的な観察
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師
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香
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氏
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∞
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流
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体
技
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始
者
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の
芸
道
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の
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。
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友
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忘
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験

意
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会
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き
ま
し
て
、

3
名
の
主
要
な
研
究
者
に
よ
り
、
最
新

の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
た
だ
き
、
オ

ー
ブ
の
正
体
や
そ
の
機
能
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
最
先
端
の
オ
ー
ブ

研
究
が
分
か
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告

（
動
画
を
含
む
）

講
師
　
佐
々
木 

茂
美 

氏

　
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　
電
通
大
名
誉
教
授

講
師
　
佐
藤 

禎
花 

氏

　
北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
長

　ieb-college-japan

学
長

講
師
　
苗 

鉄
軍 

氏

　
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
工
学
博
士

内
容
：（
講
演
30
分
+
質
疑
応
答
15
分
）

を
、
3
名
が
行
う
。
そ
の
後
、
総
合
討

論
。

佐
々
木
茂
美
：
マ
ク
ロ
P
K
の
新
分
野

と
し
て
約
3
年
前
か
ら
オ
ー
ブ
撮
影
を

開
始
し
た
。
講
演
で
は
主
と
し
て
、
オ

ー
ブ
の
撮
影
技
法
と
そ
の
結
果
を
述
べ

る
。

1
．
誰
に
で
も
撮
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
・

カ
メ
ラ
に
よ
る
近
赤
外
線
域
撮
影
の
可

否
テ
ス
ト
。

最
初
に
偽
オ
ー
ブ
を
撮
る（
雨
滴
、
ス

プ
レ
ー
水
）。
次
に
ズ
ー
ム
無
し（
偽
オ

ー
ブ
混
入
）。
ズ
ー
ム
有
り（
真
オ
ー
ブ

が
多
い
）
で
撮
影
す
る
。
様
々
な
撮
影

条
件
と
オ
ー
ブ
像
と
の
関
係
。

2
．
撮
影
の
意
識
的
な
面
（
霊
界
と
の

連
絡
）。
は
じ
め
に
、
潜
在
脳（
無
意
識
）

並
び
に
チ
ャ
ク
ラ
の
活
性
化
を
行
う
。

脳
波（
E
E
G
）
を
α
波
と
θ
波
の

「
境
目
」に
し
て
、
両
者
が
入
れ
替
わ
る

時
に
霊
界
を
呼
び
込
む（
例
、
鏡
見
の

実
験
）。
こ
の
た
め
に
瞑
想（
ま
た
は
自

己
催
眠
）、
真
言
等
を
用
い
て「
境
目
」

に
入
る
。
な
お
霊
界
、
ア
カ
シ
ッ
ク
・

レ
コ
ー
ド
等
は
脳
幹（
視
床
下
部
）
並

び
に
多
次
元
世
界
に
あ
る
と
推
定
。
鏡

（
像
）
見
テ
ス
ト（
鏡
像
は
前
後
が
逆
転

し
て
い
る
）。
こ
ち
ら
側（
我
）
と
真
我

（
あ
ち
ら
側
）
を
拮
抗
さ
せ
、
相
殺
ゼ

ロ
場
を
形
成
・
累
積
さ
せ
る
と
マ
ク
ロ

P
K
が
発
生
す
る
。



●❸ ●

佐
藤
禎
花
：ieb-college-japan

の
学

長
と
し
て
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。
特

異
功
能
保
持
者
で
あ
り
3
年
前
か
ら
オ

ー
ブ
研
究
を
開
始
し
た
。
霊
性
の
目
覚

め
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
等
の
技
法
を
開
発
。

オ
ー
ブ
動
画
を
介
し
て
、
霊
界
と
の

初
歩
的
な
情
報
交
換
を
、
世
界
で
始
め

て
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
オ
ー
ブ
動
画
の

実
際
の
提
示
、
各
種
オ
ー
ブ
撮
影
の
実

験
結
果
等
の
報
告
。
そ
の
他
を
述
べ
る
。

苗
鉄
軍
：
カ
オ
ス
解
析
に
関
連
し
た
研

究
と
、
生
体
計
測
関
連
機
器
の
開
発
等

を
行
っ
て
い
る
。
講
演
会
で
は
、
画
像

フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
法
を
用
い
た
オ
ー
ブ

の
フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
。
オ
ー
ブ
の
分
類
。

オ
ー
ブ
動
画
の
カ
オ
ス
解
析
。
オ
ー
ブ

静
、
動
画
の
比
較
検
討
。
オ
ー
ブ
形
成

メ
カ
ニ
ズ
ム
分
析
。
太
極
図
形
と
の
関

連
性
等
を
報
告
す
る
。

日
時　

平
成
28
年
1
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

E
G
O
か
ら
E
G
O
へ

フ
ル
ー
ツ
二
〇
〇
〇
日
物
語

　
　
　
　
講
師
　
中
野
　
瑞
樹 

氏

日
時　

平
成
27
年
11
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

2
0
1
5
年
忘
年
の
放
談
会

非
会
員
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

十
二
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

日
時　

平
成
27
年
12
月
5
日（
土
）

　
　
　

午
後
5
時
30
分
よ
り

場
所　

山
海
倶
楽
部

　
　
　

0
6（
6
4
4
3
）0
2
0
9

※
大
阪
市
西
区
京
町
堀
1
・
4
・
3

　

T
C
F
肥
後
橋
ビ
ル
B
1
階

※�

参
加
ご
希
望
の
方
に
は
会
場
案
内
図

を
F
A
X
等
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

参
加
費　

四
五
〇
〇
円

※
12
月
2
日（
水
）ま
で
に
、
事
務
局

　

木
村
ま
で
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　

0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

地
震
予
知
・
20
年
間
の
検
証

　
　
　
　
　
講
師
　
森
川
　
薫 

氏

日
時　

平
成
28
年
1
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

守
護
霊
と
の
対
話

　
　
　
講
師
　
平
池
　
来
耶 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

幼
少
の
頃
よ
り
、
神
秘
や
高
次
元
に

お
け
る
霊
的
体
験
に
加
え
、
心
理
学
、

哲
学
、
占
術
、
神
秘
学
を
研
鑽
。
個
人

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
瞑
想
の
集
い
を
通
じ

て
、
魂
の
向
上
の
セ
ラ
ピ
ー
や
人
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
著
書

13
冊
あ
り
。

内
容　

会
場
に
い
る
方
の
意
識
を
読
み

取
り
、
ス
ト
レ
ス
の
浄
化
と
今
後
必
要

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
11
月
1
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤



羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

二
〇
〇
〇
円

※�

参
加
希
望
者
は
公
式
サ
イ
ト
の
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ�
/form

/spform
.htm

l

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
26
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
3
回
　
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
存
在
と
無
：
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
何
か
?
」

日
時　

平
成
27
年
12
月
26
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員
一
〇
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
会
員
）
一
般
二
〇
〇
〇
円

（
要
注
意
）
会
費
・
一
般
会
費
が
ア
ッ
プ

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
会
長
　
浪
平
　
博
人

◎
平
成
26
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
27
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名

　
　

正
会
員　
　
　

1
9
1
名

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

23
名

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

63
名

　
　

合
計　
　
　
　

2
8
2
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会（
敬
称
略
）

本
部
は
10
月
の「
第
24
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
14
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会

平
成
26
年

4
月
12
日（
土
） 

西
川 

眞
知
子

　

�「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
～
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る

生
命
の
す
ば
ら
し
さ
～
」

5
月
10
日（
土
）岩
根 

和
郎

　

�「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

6�

月
8
日
（
日
）
秦 

西
平　
「
気
超
科

学
と
宇
宙
生
命
哲
学　

新
病
気
学
」

7
月
12
日（
土
）小
林 

信
正

　

�「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
～
」

9
月
13
日（
土
）石
川 

允
朗

　

�「
死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い

て
の
一
考
察
」

10
月
12
日（
日
）第
24
回
全
国
大
会

　

テ
ー
マ「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

11
月
8
日（
土
）坂
井 

洋
一

　

�「
日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本

の
驚
く
べ
き
真
実
」

12�

月
13
日
（
土
）
忘
年
会
も
兼
ね
た
会

員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
27
年

1�
月
10
日
（
土
）
英
国
か
ら
の
特
別
ゲ

ス
ト　
「
T
H
E 

S
O
U
R
C
E　

C
O
D
E
S　

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は

何
で
す
か
?
」

2�

月
14
日
（
土
）
ス
ワ
ミ　
「
物
質
化

現
象
無
か
ら
有
は
生
じ
る
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

2
0
1
4
年

7�

月
21
日（
月
）第
22
回　
「
第
8
回　

U
F
O
&
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
1
日（
日
）第
23
回

　
「
第
2
回
異
能
科
学
会
議
」

2
0
1
4
年

3�

月
30
日（
日
）第
24
回　
「
第
7
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

2
0
1
4
年

11�

月
16
日
（
日
）
第
1
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
研
究
分
科
会

3
．
総
会　

平
成
26
年
6
月
8
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
26
年
6
月
8
日

　

北
と
ぴ
あ
9
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
1
8
4
回
～
第

1
9
1
回
）を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月

と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
36
巻

　

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
1
5
号

● ❹●



か
ら
第
4
2
0
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
27
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
11
日（
日
）に
全
国
大
会（
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
あ
の
世
と
多
次

元
世
界
」）を
開
催
す
る
。

・�

月
例
会
を
9
回（
4
、
5
、
6
、
7
、

9
、
11
、
12
、
1
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

　
（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を

　

2
～
3
回（
4
月
+
）開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

会
を
開
催
す
る
。

・�

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・�「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・�

公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・�

そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・�

地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・�

新
し
い
事
務
局
長
を
募
集
し
、
来
年

6
月
ま
で
に
小
林
か
ら
引
き
継
ぐ
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

                           
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
会
長
　
佐
佐
木
　
康
二

◎
平
成
26
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
26
年

4
月
12
日　

第
1
9
4
回
研
究
会
総
会

＊�

平
成
25
年
度
事
業
報
告
、
平
成
26
年

度
事
業
計
画

＊�「『
引
き
寄
せ
の
法
則
』
と
宇
宙
人
」

　

佐
佐
木
康
二

6
月
14
日　

第
1
9
5
回
研
究
会

＊�「『
若
返
る
水
』
を
つ
く
っ
て
飲
む
」

　

根
本
忠
明
、
佐
佐
木
康
二

8
月
9
日　

第
1
9
6
回
研
究
会

＊�「
浄
化（
真
の
霊
能
）＝
生
命
力
+
利

他
愛
」　

佐
佐
木
康
二

10
月
11
日　

第
1
9
7
回
研
究
会

＊�「
霊
視
の
方
法

－

勘
が
よ
く
な
る
パ 

ワ
ー
フ
ー
ド
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
13
日　

第
1
9
8
回
研
究
会

＊�「
量
子
チ
ェ
シ
ャ
猫
と
『
量
子
ま
ね

き
猫
』」　

佐
佐
木
康
二

平
成
27
年

2
月
14
日　

第
1
9
9
回
研
究
会

＊�「
霊
能
力
や
金
運
は
重
力
場
×
磁
場

の
こ
と
だ
っ
た
!
」　

佐
佐
木
康
二

◎
平
成
27
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

�

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

考
慮
す
る
。

2�

．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3�

．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

�

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

霊
性
・
霊
能
の
研
究

4�

．
講
演
会
等
の
開
催

　

�「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
（
福
来

心
理
学
研
究
所
と
共
催
）

5�

．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6�

．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
会
長
　 

眞
野
　
博
英

                               

◎
平
成
26
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院
ホ
ー
ル

参
加
者　

12
名

●❺ ●



研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
27
年
3
月
14
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院
ホ
ー
ル

参
加
者　

8
名

◎
平
成
27
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院
ホ
ー
ル

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
28
年
3
月
12
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院
ホ
ー
ル

 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

 

　
　
　
会
長
　
佐
藤
　
禎
花

◎
平
成
26
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
26
年
6
月
29
日（
日
）

　

�〈
映
像
〉幻
解
!
超
常
フ
ァ
イ
ル
U
�F�

O
映
像
徹
底
分
析　
「
光
の
十
字
架
」 

　

阿
久
津
淳
が
帯
津
良
一
先
生
に
聞
く

　
「
自
然
治
癒
力
と
は
な
に
か
?
」 

　

解�

説
・
講
師　

佐
藤 

禎
花（
北
陸
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長　

ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所 

代
表
）

平
成
27
年
2
月
22
日（
日
）

　

�「
エ
ナ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー　

～
チ
ャ
ク

ラ
で
み
る
五
感
療
法
～
」

　

講�

師　

苗 

鉄
軍（
工
学
博
士
、
日
本

サ
イ
科
学
学
会
理
事
）

◎
平
成
27
年
度
事
業
計
画

平
成
27
年
5
月
24
日（
日
）

　

�「
外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥

王
星
）
が
与
え
る
個
人
の
運
勢
の
大

き
な
波
と
世
界
の
動
向
」

　

講�

師　

瀬
尾 

泰
範（
才
能
開
発
研
究

所
代
表
、
占
星
学
研
究
家
）

平
成
27
年
9
月
6
日（
日
）

　
�「

水
か
ら
の
伝
言
」と「
新
し
い
水
の

科
学
」

　

講�
師　

根
本
泰
行
（
I
H
M
総
合
研

究
所
所
長
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
会
長
　
河
野
　
明
夫

◎
平
成
26
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
26
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、

26
年
4
月
（
第
3
8
7
回
）
か
ら
27
年

3
月
第
3
9
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
合
計
3
6
4
名
で
あ
っ
た
。

研
究
集
会

平
成
26
年

4�

月
19
日　

小
林
信
正
「
霊
感
・
霊
能

力
に
つ
い
て
」

5�

月
17
日　

橋
本
和
哉
「
気
で
読
み
と

る
鬱
積
感
情
、
霊
障
と
そ
の
治
療
」

6�

月
21
日　

平
岡
憲
人
「
よ
み
が
え
る

や
ま
と
古
事
記
以
前
の
日
本
」

7�

月
19
日　

高
尾
征
治
「
放
射
能
分
解

理
論
の
発
見
と
可
能
技
術
の
数
々
」

9�

月
20
日　

安
藤
理
「
人
生
を
変
え
る

一
番
シ
ン
プ
ル
な
方
法
」

10�

月
18
日　

水
口
清
一
「
潜
在
意
識
と

習
慣
」

11�

月
15
日　

志
賀
一
雅
「
い
ま
脳
波
が

面
白
い
!　

～
右
脳
と
左
脳
と
の
脳

波
共
鳴
」

平
成
27
年

1�

月
17
日　

高
峯
秀
樹
「
手
相
の
神
秘

と
科
学　

―
脳
の
活
用
で
手
相
が
変

わ
る
―
」

2�

月
21
日　

坂
井
洋
一
「
比
較
言
語
学

で
読
み
解
く
記
紀
が
黙
し
て
語
ら
な

い
日
本
の
古
代
の
真
実
」

3�

月
14
日　

長
堀
優
「
見
え
な
い
世
界

の
科
学
が
世
界
を
変
え
る
」

◎
平
成
27
年
度
事
業
計
画

平
成
27
年
度
は
下
表
の
よ
う
に
8
月

12
月
を
除
き
、
27
年
4
月
（
第
3
9
7

回
）
か
ら
28
年
3
月
（
第
4
0
6
回
）

の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
26
年

4
月　

亀
井
澄
夫「
妖
怪
っ
て
何
?

　

妖
怪
講
座
一
日
入
門
」

5�

月　

宮
崎
貞
行
「
チ
ャ
ク
ラ
に
響
く

コ
ト
タ
マ
パ
ワ
ー
体
感
セ
ミ
ナ
ー
」

6�

月　

小
牧
昭
一
郎
「
意
識
に
よ
る
鉱

石
の
成
長
・
サ
イ
を
め
ぐ
る
よ
も
や

ま
話
」

7�

月　

梶
原
和
義
「
永
遠
の
生
命　

死

ん
で
た
ま
る
か
、
死
は
真
っ
赤
な
嘘
、

死
ぬ
の
は
真
っ
平
御
免
、
人
類
は
死

に
完
全
勝
利
し
た
」

9�

月　

ス
ワ
ミ
「
物
質
化
現
象　

無
か

ら
有
は
生
じ
る
」

10�

月　

中
島
敏
樹
「
水
と
珪
素
の
集
団

リ
ズ
ム
力
」

11�

月　

中
野
瑞
樹
「
E
G
O
か
ら
E
�G�

O
へ　

フ
ル
ー
ツ
二
〇
〇
〇
日
物
語
」

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
会
長
　
森
安
　
政
仁

◎
平
成
26
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

研
究
集
会
を
6
回
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
26
年

7�

月
6
日　

森
安 

政
仁「
生
霊
に
つ
い

て
」

9�

月
7
日　

森
安 

政
仁「
心
の
調
和
に

つ
い
て
①
」

● ❻●



10�
月
12
日 

福
田 

康
宏
「
ボ
デ
ィ
ト
ー 

ク
に
つ
い
て
」

11�
月
2
日　

森
安
政
仁
「
心
の
調
和
に

つ
い
て
②
」

平
成
27
年

1
月
25
日　

新
年
会

2�

月
8
日　

島
重
忠
（
長
崎
伊
勢
宮
神

社
宮
司
）「
神
社
に
つ
い
て
」

◎
平
成
27
年
度
事
業
計
画

4�

月
12
日
（
日
）
橋
本
和
哉
「
医
師
が

語
る
目
に
見
え
な
い
世
界
」

6�

月
14
日　

森
安
政
仁
「
心
の
調
和
に

つ
い
て
③
」

7
月
12
日　

森
安
政
仁「
研
究
集
会
」

9
月
13
日　

森
安
政
仁「
研
究
集
会
」

●
平
成
27
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　
構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

副
理
事
長　

小
林 

信
正

顧
問　
　
　

窪
田 

啓
次
郎

　
　
　
　
　

品
川 

次
郎

　
　
　
　
　

西
條 

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
々
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安 

政
仁

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
大
木 

高
伸
、

　

大
谷 
宗
司
＊
、
小
林 

泰
樹
＊
、

　

小
林 
正
典
、
小
牧 

昭
一
郎
、

　

志
賀 

一
雅
＊
、
志
村 

則
夫
、

　

徳
永 

康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

　

鯰
江 

勇
＊
、
本
間 
修
二
、

　

前
田 

知
則
、
苗 

鉄
軍
＊
、

　

渡
辺 

宙
明
＊

幹
事

　

飯
見 

勇
、
石
川 

允
朗
＊
、

　

小
久
保 

孝
行
＊
、
吉
田 

一
美

評
議
員

　

薄
葉 

達
夫
＊
、
占
部 

浩
一
、

　

瓜
生 

昌
代
司
＊
、
大
西 

章
＊
、

　

奥
村 

八
郎
＊
、
加
納 

愛
信
、　　

　

鴨
川 

裕
司
＊
、
小
林 

隆
文
＊
、

　

佐
藤 

ひ
ろ
子
＊
、
杉
立 

繁
、

　

高
橋 

至
誠
＊
、
谷
口 

五
月
＊
、

　

飛
田 

洋
子
、
三
浦 

良
江
＊
、

　

屋
敷 

益
男

監
事

　

和
田 

守
央
＊

（
1
）本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3
）常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

◎
基
幹
研
究
賞
・
功
労
賞
表
彰

基
幹
研
究
賞
→
本
年
度
は
該
当
者
は
お

　

り
ま
せ
ん
。

功
労
賞

　
　

三
浦　

良
江　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員（
日

本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た 

　

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は
あ
な
た

の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で
あ
り
ま
す

　

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　

平
成
27
年
6
月
7
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

［
平
成
26
年
度
決
算
報
告
］

●❼ ●



［
平
成
27
年
度
予
算
］

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
9
月
本
部
例
会
報
告

あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術

　
　
　
　
講
師
　
山
田
　
欽
子 

氏

9
月
12
日
に
講
演
の
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
皆
様
、

当
日
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
下
は
私
が
当
日
に
お
話
し
し
た
内

容
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
と
は

イ
ン
ド
占
星
術
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば

れ
、「
光
の
知
識
」と
い
う
意
味
で
す
。

　

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
正
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
五
〇
〇
〇
年

前
に
初
め
て
古
代
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
「
パ

ラ
ー
シ
ャ
ラ
・
ホ
ー
ラ
・
シ
ャ
ス
ト
ラ
」

に
記
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
賢
者
た
ち
が
深
い
瞑
想
状

態
の
中
で
直
接
、
神
の
啓
示
を
受
け
て

与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

人
が
生
ま
れ
た
瞬
間
の
、
そ
の
場
所

で
の
天
体
の
配
置
図
を
「
出
生
図
」
と

呼
び
ま
す
。
そ
の
出
生
図
の
意
味
を
読

み
解
く
こ
と
で
、
イ
ン
ド
占
星
術
は
占

い
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
は
西
洋
占
星
術
と
同

様
に
黄
道
12
星
座
を
使
用
し
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
で
は
、
太
陽
、
月
、

水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、
土
星
の

他
に
黄
道
（
太
陽
の
通
り
道
）
と
白
道

（
月
の
通
り
道
）の
交
点
で
あ
る
ラ
ー
フ
、

ケ
ー
ト
ゥ
も
含
め
全
部
で
9
つ
の
惑
星

（
実
際
は
惑
星
以
外
も
含
む
）を
使
い
ま

す
。ま

た
こ
れ
ら
9
つ
の
惑
星
の
他
に
ラ

グ
ナ（
＝
ア
セ
ン
ダ
ン
ト
）も
使
用
し
ま

す
。ラ

グ
ナ
と
は
、
生
ま
れ
た
時
の
東
の

地
平
線
と
黄
道
帯
と
の
交
点
で
す
。

出
生
図
は
以
上
の
ラ
グ
ナ
と
9
つ
の

惑
星
、
星
座
、
そ
し
て
ハ
ウ
ス
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
は
ラ
グ
ナ
を
起
点
と
し
て
、
12

ハ
ウ
ス
が
割
り
振
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
12
ハ
ウ
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ

象
意
が
あ
り
、
ま
た
9
つ
の
惑
星
の
う

ち
ラ
ー
フ
、
ケ
ー
ト
ゥ
を
除
く
7
惑
星

の
い
ず
れ
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス

の
支
配
星
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
魅
力
　
～
ヴ
ィ
ム
シ

ョ
タ
リ
ダ
シ
ャ
ー
～

イ
ン
ド
占
星
術
の
魅
力
の
1
つ
に
ヴ

ィ
ム
シ
ョ
タ
リ
ダ
シ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ヴ
ィ
ム
シ
ョ
タ
リ

ダ
シ
ャ
ー
は
出
生
図
の
持
ち
主
の
1
2

0
年
の
人
生
の
年
表
で
す
。

こ
の
1
2
0
年
の
年
表
も
イ
ン
ド
占

星
術
で
使
用
さ
れ
る
9
つ
の
惑
星
を
用

い
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ヴ
ィ
ム
シ

ョ
タ
リ
ダ
シ
ャ
ー
は
、
出
生
図
で
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
い
つ
頃
強
く
現

象
化
す
る
か
を
表
し
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
あ
る
惑
星
の
ヴ
ィ

ム
シ
ョ
タ
リ
ダ
シ
ャ
ー
の
時
期
は
、
そ

の
惑
星
が
支
配
す
る
ハ
ウ
ス
や
在
住
す

る
ハ
ウ
ス
の
テ
ー
マ
、
星
座
の
性
質
、

ま
た
惑
星
自
身
の
象
意
が
現
象
化
さ
れ

る
た
め
、
こ
れ
ら
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

● ❽●



出
生
図
の
持
ち
主
の
人
生
の
浮
き
沈
み
、

成
功
の
時
期
、
カ
ル
マ
の
発
芽
す
る
時

期
な
ど
、
人
生
に
何
が
起
こ
る
か
を
予

測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

終
わ
り
に

イ
ン
ド
占
星
術
（
ジ
ョ
ー
テ
ィ
ッ
シ

ュ
）
で
自
分
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生

図
）を
眺
め
る
と
、
自
分
自
身
に
つ
い
て

よ
り
深
く
知
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
人
生
の
波
が
ど
の
よ

う
に
来
る
か
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の

人
生
に
役
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
で
自
分
の
人
生
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
を
悔
や
み
、

未
来
を
心
配
す
る
の
で
は
な
く
、
今
現

在
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
集
中
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
こ
の
混
迷
極
ま
る
世
界
に
お

い
て
、
イ
ン
ド
占
星
術
は
皆
様
の
人
生

の
道
標
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

人
生
に
迷
っ
た
と
き
、
立
ち
止
ま
っ

た
時
、
ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
、
イ
ン
ド
占
星
術
は
き
っ

と
皆
様
を
助
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
ド
占
星
術
に
つ
い
て
無
料
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
を
作
成
す
る
方
法
な
ど
を
無

料
メ
ー
ル
講
座

http://am
eblo.jp/pipacari/them

e
-

10086560178
.htm

l

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
イ
ン
ド
占
星
術
習
得
の
お
力

添
え
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
・
サ
イ

を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話

　
　
　
講
師
　
小
牧
　
昭
一
郎 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
6
月
20
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

小
牧
氏
は
東
京
大
学
工
学
部
卒
、
猪

股
修
二
氏
と
共
に
日
本
意
識
工
学
会

（
J
P
I
）を
創
立
時
に
参
加
、
副
会
長

を
務
め
た
。
I
N
E
E（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
磁
気
学
研
究
会
）
主
宰
。
現
在
は
日

本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
自
由
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
会
会
員
。
著
書
：
機
械
式
時
計

講
座
：
東
京
大
学
出
版
会
2
0
1
4
刊

今
回
は
小
牧
氏
に
知
人
が
大
事
に
し

て
い
る
鉱
石
の
結
晶
の
大
き
さ
が
時
間

と
と
も
に
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
話

し
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
は
人
間
の
意
識

が
物
質
に
作
用
し
た
事
例
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

小
牧
氏
は
N
マ
シ
ン
な
ど
、
主
と
し

て
物
理
領
域
で
の
異
常
現
象
を
追
求
、

意
識
に
よ
る
磁
気
の
発
生
は
長
く
研
究

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

バ
キ
ア
の
パ
ブ
リ
ー
タ
：
超
能
力
発
生

器
を
尋
ね
た
な
ど
、
長
い
経
歴
を
ご
紹

介
頂
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
項
目

1�

．
鉱
石
が
人
の
ふ
と
こ
ろ
で
成
長
す

る
ら
し
い

2�

．
磁
気
が
身
体
周
辺
に
発
生
し
て
観

測
で
き
た
事

3
．
あ
の
世
と
の
通
信
事
例

4
．
N
マ
シ
ン
の
検
証

5�

．
世
界
一
構
造
が
簡
単
な
電
車
に
関

す
る
考
察

6�

．
あ
の
世
で
の
楽
聖
達
の
作
曲
し
た

小
品
を
聞
く

7
．
サ
イ
関
係
の
研
究
の
あ
り
方

1�
．
鉱
石
が
人
の
ふ
と
こ
ろ
で
成
長
す

る
ら
し
い

超
能
力
者
で
あ
る
知
人
の
り
ん
あ
ん

氏
の
所
持
す
る
鉱
石
に
く
ぼ
み
が
あ
り
、

そ
の
中
に
多
数
の
水
晶
の
単
結
晶
で
あ

る
六
角
柱
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
2
年
ほ

ど
経
過
し
た
と
き
に
観
察
す
る
と
、
六

角
柱
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
、
形
状
が

変
化
し
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
た（
図

参
照
）。

り
ん
あ
ん
氏
の
祖
父
、
祖
母
や
父
が

超
能
力
的
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た

自
分
自
身
も
あ
の
世
の
霊
と
会
話
を
し
、

癒
や
し
、
成
仏
さ
せ
た
り
し
て
、
そ
の

よ
う
な
や
り
方
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
病

気
を
直
す
と
い
う
、
単
純
な
霊
能
師
の

●❾ ●
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範
疇
に
は
入
ら
な
い
、
非
常
に
幅
広
い

能
力
を
も
つ
人
と
思
わ
れ
る
。

り
ん
あ
ん
氏
は
「
体
験
に
基
づ
く
憑

依
・
輪
廻
転
生
・
霊
魂
の
推
察
」
と
題

し
て
本
サ
イ
学
会
誌
に
投
稿
予
定
で
、

本
年
中
に
そ
の
全
貌
を
紹
介
さ
れ
る
。

き
わ
め
て
稀
で
貴
重
な
、
サ
イ
・
テ
ラ

ピ
ス
ト
で
あ
る
。

2�

．
磁
気
が
身
体
周
辺
に
発
生
し
て
観

測
で
き
た
事

や
は
り
、
超
能
力
者
の
一
面
で
あ
る

が
、
あ
る
意
識
状
態
に
入
る
と
き
に
、

そ
の
超
能
力
者
の
身
体
の
周
辺
に
磁
気

が
観
測
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
正
確
に

把
握
し
て
実
験
デ
ー
タ
と
し
て
報
告
し

た
。
超
能
力
者
須
田
氏
の
身
体
の
周
辺

で
の
こ
の
磁
針
が
動
く
、
地
磁
気
と
同

じ
位
の
磁
界
と
な
る
様
子
を
と
ら
え
た
。

ま
た
、
こ
の
人
は
、
空
港
の
金
属
検
知

器
で
よ
く
ア
ラ
ー
ム
が
な
る
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
こ
う
し
た
超
能
力
者
の
身

体
周
辺
に
は
現
代
の
物
理
科
学
で
は
説

明
の
で
き
な
い
現
象
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

む
し
ろ
現
代
の
科
学
的
な
方
法
の
方
に

何
か
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
問
題
提
起
を
し
た
い
。

3
．
あ
の
世
と
の
通
信
事
例

私
は
J
P
I
副
会
長
の
こ
ろ
、
昭
和

49
年
た
ま
出
版
発
行
の
『
ソ
連
圏
の
4

次
元
科
学
』
に
出
て
い
た
チ
ェ
コ
の

Puvlita

氏
を
訪
問
面
会
、
超
能
力
発
生

器
を
見
学
し
、
動
作
の
説
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
楊
枝
の
よ
う
な
木
片

が
磁
針
と
な
っ
て
動
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
パ
ブ
リ
ー
タ
氏
も
他
の
超

能
力
者
と
同
様
で
、
あ
る
作
業
、
あ
る

意
識
状
態
で
は
単
な
る
木
片
：
楊
枝
を

磁
針
と
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
南
北
を

指
す
磁
針
と
し
て
動
作
さ
せ
る
様
子
を

実
際
に
観
察
し
た
。
前
記
し
た
須
田
氏

と
同
様
、
あ
る
意
識
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
磁
化
が
発

生
し
て
楊
枝
が
磁
針
と
な
り
、
南
北
を

指
す
状
況
と
な
っ
た
。
全
く
同
様
な
道

具
を
帰
国
し
て
か
ら
作
成
し
て
自
分
で

同
様
な
操
作
を
し
て
も
全
く
そ
の
よ
う

な
状
況
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
楊
枝
の

磁
化
は
パ
ブ
リ
ー
タ
氏
が
行
う
と
き
の

み
、
生
じ
る
。

4
．
N
マ
シ
ン
の
検
証

1
9
9
3
年
に
日
本
意
識
工
学
会
会

長
の
猪
股
修
二
氏
は
小
型
双
子
ネ
オ
ジ

ウ
ム
N
マ
シ
ン
と
題
し
て
こ
れ
が
O
U

異
常
を
示
し
た
と
応
用
物
理
学
会
で
発

表
を
行
っ
た
。
私
は
こ
の
実
験
を
追
試

し
て
実
験
精
度
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
時
の
結
論
は
O
U
が
観
察

さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た

（
O‌

U
：over unity 

入
力
よ
り
出
力

が
大
き
い
こ
と
で
、
永
久
機
関
の
条
件

で
あ
る
）

�

5�

．
世
界
一
構
造
が
簡
単
な
電
車
に
関

す
る
考
察

コ
イ
ル
の
両
側
を
永
久
磁
石
で
挟
ん

だ
電
池
を
コ
イ
ル
の
中
に
入
れ
る
と
自

力
で
走
り
出
す
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ

は
実
物
で
実
験
が
な
さ
れ
た
。

コ
イ
ル
の
中
に
「
電
池
」
を
入
れ
る

と
殆
ど
瞬
間
的
に
電
池
は
反
対
側
へ
移

動
し
た
。

こ
れ
の
説
明
：
乾
電
池
か
ら
出
た
電

流
が
導
体
の
ネ
オ
ジ
ウ
ム
永
久
磁
石
を

介
し
て
絶
縁
の
な
い
導
体
の
コ
イ
ル
に

流
れ
る
。
こ
の
時
右
ね
じ
の
法
則
に
よ

り
コ
イ
ル
に
磁
界
が
発
生
す
る
。
コ
イ

ル
の
作
る
磁
界
と
ネ
オ
ジ
ウ
ム
永
久
磁

石
か
ら
発
生
す
る
磁
界
の
相
互
作
用
に

よ
り
、
乾
電
池
の
可
動
子
に
推
力
が
与

え
ら
れ
、
可
動
子
の
進
行
方
向
前
方
の

コ
イ
ル
か
ら
吸
引
さ
れ
、
反
対
側
か
ら

反
発
さ
れ
る
。

6�

．
あ
の
世
で
の
楽
聖
達
の
作
曲
し
た

小
品
を
聞
く

Rosem
ary Brow

n

の
霊
感

1
9
6
0
年
代
中
頃
か
ら
1
9
8
0

年
代
に
か
け
て
い
わ
ゆ
る
音
楽
霊
媒
と

し
て
活
動
し
た
イ
ギ
リ
ス
女
性
で
、
当

時
の
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど

で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
物
議
を

醸
し
た
人
で
あ
る
。
霊
と
交
流
す
る
能

力
で
あ
の
世
の
音
楽
家
達
か
ら
沢
山
曲

を
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
演
奏
C
D
を
準
備
さ
れ
て
い
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
当
日
ケ
ー
ブ
ル
接

続
に
異
常
が
発
生
し
、
聞
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

7
．
サ
イ
関
係
の
研
究
の
あ
り
方

2
．で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
現
代
科

学
は
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
だ
け

を
論
じ
て
い
る
限
り
は
問
題
は
な
い
が
、

世
の
中
の
事
象
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

意
識
が
関
係
す
る
出
来
事
が
結
構
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
説
明
の
で

き
な
い
事
が
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な



い
。
現
代
の
科
学
は
い
わ
ば
一
面
的
な

科
学
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
サ
イ

現
象
に
は
前
述
の
O
U
の
問
題
も
含
め

て
実
験
者
の
意
識
（
あ
る
い
は
サ
イ
的

能
力
）が
か
ら
ん
で
い
る
。

新
（
未
知
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
を

進
め
て
い
る
井
出
治
氏
は
い
わ
ば
物
質

科
学
の
側
面
だ
け
で
、
説
明
が
で
き
そ

う
な
O
U
事
象
を
つ
か
ん
だ
状
況
と
も

言
え
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
そ
の

進
展
が
な
い
。
し
か
し
、
井
出
氏
も
体

外
離
脱
の
経
験
を
有
す
る
な
ど
の
体
験

を
持
ち
、
こ
う
し
た
意
識
に
関
わ
る
部

分
と
通
常
問
題
に
さ
れ
る
科
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
研

究
を
進
め
る
の
が
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

小
牧
氏
は
好
奇
心
旺
盛
な
方
で
、
通

常
の
工
学
の
方
法
・
現
象
と
と
も
に
サ

イ
的
現
象
も
知
見
が
あ
り
、
知
人
も
多

く
話
題
豊
富
で
あ
っ
た
。
場
を
変
え
て

再
度
聞
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
11
名
、
計
25
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告（
1
）

永
遠
の
生
命
―
死
は
真
っ
赤
な
嘘
、

死
ぬ
の
は
真
っ
平
ご
め
ん
、
人
類

は
死
に
完
全
勝
利
し
た
。

　
　
　
　
講
師
　
梶
原
　
和
義 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
7
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

梶
原
和
義
は
昭
和
16
年
名
古
屋
市
に

生
ま
れ
る
。
長
年
、
般
若
心
経
と
聖
書

の
研
究
に
没
頭
。
13
年
間
、
都
市
銀
行

に
勤
務
後
、
退
職
し
て
事
業
を
始
め
る
。

「
永
遠
の
命
」
に
つ
い
て
の
講
話
活
動
を

関
東
、
関
西
で
行
っ
て
い
る
。
聖
書
研

究
会
主
幹
の
故
村
岡
太
三
郎
先
生
に
師

事
し
、
般
若
心
経
と
聖
書
の
根
本
思
想

に
つ
い
て
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
。
永
遠

の
生
命
に
関
す
る
著
書
多
数
あ
り

す
べ
て
の
人
間
は
、「
人
間
は
絶
対
に

死
ん
で
し
ま
う
に
決
ま
っ
て
い
る
」
と
、

固
く
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

他
方
で
、「
人
間
は
絶
対
に
死
に
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
」。
も
し
、
人

間
が
1
0
0
%
絶
対
に
死
ん
で
し
ま
う

も
の
な
ら
、「
絶
対
に
死
に
た
く
な
い
」

と
な
ぜ
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
大
き
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

イ
エ
ス
が
誕
生
す
る
ま
で
は
、
人
間

は
絶
対
に
死
ぬ
も
の
だ
と
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
エ
ス
が
死
な
な
い
命
を

持
っ
て
来
て
、
死
な
な
い
命
が
あ
る
事

を
証
明
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
イ
エ

ス
は
全
て
の
人
が
、
イ
エ
ス
と
同
じ
命

を
持
っ
て
い
る
事
を
証
明
し
た
の
で
す
。

地
球
上
に
、
死
な
な
い
命
を
持
っ
た
人

間
が
誕
生
し
た
。
そ
こ
で
人
間
の
歴
史

が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
絶
対
に
死
ん
で
い
く
人
間
の
歴
史

か
ら
、
絶
対
に
死
な
な
い
人
間
の
歴
史

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
西
暦

紀
元
と
い
う
新
し
い
紀
元
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。

現
在
西
暦
紀
元
は
世
界
中
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
ん
で
も
な
い

こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
1
つ
の

紀
元
が
世
界
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
大
変
な
事
な
の
で
す
。

こ
れ
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
必
然
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

イ
エ
ス
が
現
れ
て
、
人
間
の
あ
ら
ゆ

る
知
識
、
常
識
、
仕
来
り
、
伝
統
、
文

化
、
文
明
を
激
し
く
批
判
し
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
人
間
が
絶
対
に
死
ん
で
い
く

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。
特
に
律
法
学
者
、
宗

教
指
導
者
の
教
え
を
悪
魔
の
教
え
だ
と

い
っ
て
口
を
極
め
て
罵
倒
し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
イ
エ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
律
法

学
者
と
宗
教
家
に
捕
ま
え
ら
れ
て
、
十

字
架
に
つ
け
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
の
で
す
。

イ
エ
ス
は
金
曜
日
に
殺
さ
れ
ま
し
た
が
、

死
な
な
い
命
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
日

曜
日
に
復
活
し
た
の
で
す
。
日
曜
日
は

人
間
が
死
を
破
っ
た
と
い
う
記
念
日
で

す
。
そ
の
た
め
に
日
曜
日
が
休
日
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
、
日
曜
日
は
全
世
界
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
日
曜
日
は
1
週

間
に
1
回
、
1
月
に
4
回
あ
り
ま
す
。

1
年
に
50
回
く
ら
い
も
あ
る
の
で
す
。

建
国
記
念
の
日
、
憲
法
記
念
日
、
昭
和

の
日（
天
皇
誕
生
日
）、
文
化
の
日
、
勤

労
感
謝
の
日
は
、
1
年
に
た
っ
た
1
回

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
曜
日
は
1
年
に

50
回
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
常
識
か

ら
考
え
た
ら
、
日
曜
日
よ
り
も
憲
法
記

念
日
、
昭
和
の
日
の
ほ
う
が
は
る
か
に

重
大
な
日
で
す
。
は
る
か
に
重
大
な
憲

法
記
念
日
や
昭
和
の
日
の
休
日
が
1
年

で
た
っ
た
1
回
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

日
本
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な

い
日
曜
日
と
い
う
休
日
が
、
1
年
に
50
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回
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
大
き

な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

死
を
破
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
類
最

大
の
出
来
事
で
す
。
死
に
た
く
な
い
と

い
う
の
は
人
類
の
悲
願
で
す
。
人
類
の

悲
願
が
間
違
い
な
く
実
現
し
た
。
人
類

が
何
千
年
も
待
ち
望
ん
で
き
た
死
を
破

る
と
い
う
悲
願
が
実
現
し
た
。
人
類
に

と
っ
て
こ
ん
な
有
り
難
い
こ
と
は
他
に

絶
対
に
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
の
有
り
難

い
事
実
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
な
さ
い
。

心
ゆ
く
ま
で
十
分
に
味
わ
い
な
さ
い
と

い
う
意
味
で
1
年
に
50
日
も
の
休
日

（
祭
日
）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
人
は
、
日
曜
日
は
遊
ぶ

日
だ
、
レ
ジ
ャ
ー
の
日
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
。
と
ん
で
も
な
い
事
で
す
。

日
曜
日
が
何
の
日
か
、
日
本
人
は
誰

も
知
ら
な
い
。
世
界
中
の
人
々
も
誰
も

知
ら
な
い
。
人
類
は
な
ん
と
い
う
愚
か

な
の
か
、
無
知
な
の
か
と
言
い
た
い
の

で
す
。
学
校
の
先
生
も
、
大
学
教
授
も
、

知
者
、
学
者
、
評
論
家
も
ま
っ
た
く
知

ら
な
い
の
で
す
。

日
曜
日
と
西
暦
紀
元
を
徹
底
的
に
勉

強
し
た
ら
、
全
て
の
人
の
中
に
死
な
な

い
命
が
あ
る
事
が
、
あ
り
あ
り
と
分
か

る
の
で
す
。
死
な
な
い
命
が
在
る
こ
と

は
、
宗
教
に
全
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
永
遠
の
生
命
を
与
え

る
ふ
り
を
し
て
、
人
間
に
強
引
に
死
を

与
え
て
地
獄
に
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い

う
、
極
悪
非
道
の
こ
と
を
、
堂
々
と
し

て
い
る
の
で
す
。

宗
教
家
は
仏
さ
ん
を
信
じ
た
ら
、
死

ん
だ
ら
極
楽
に
行
け
る
、
神
様
、
イ
エ

ス
様
を
信
じ
た
ら
、
死
ん
だ
ら
天
国
に

行
け
る
と
い
い
ま
す
。
死
ん
だ
ら
、
死

ん
だ
ら
と
言
っ
て
、
死
を
は
っ
き
り
認

め
て
い
る
の
で
す
。
人
間
に
死
を
堂
々

と
押
し
付
け
て
い
る
の
で
す
。
新
約

聖
書
の
中
で
、「
私
を
信
じ
る
者
は
、
た

と
い
死
ん
で
も
生
き
る
。
生
き
て
い
て

私
を
信
じ
る
も
の
は
、
い
つ
ま
で
も
死

な
な
い
」
と
イ
エ
ス
が
は
っ
き
り
言
っ

て
い
る
の
で
す（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

11
・
25
）。

講
演
会
に
お
い
て
、
全
て
の
人
の
中

に
あ
る
死
な
な
い
命
を
、
は
っ
き
り
証

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
永
遠
の
生
命
に
関
す
る
著
書

を
、20
年
前
か
ら
書
き
始
め
ま
し
た
。そ

の
頃
は
永
遠
の
生
命
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
本
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
類
が

死
な
な
い
命
、
永
遠
の
生
命
を
求
め
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
て
、

釈
尊
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
釈
尊
が
2

5
0
0
年
前
に
考
え
た
こ
と
、
2

�
0
�0�

0
年
前
に
イ
エ
ス
が
言
っ
た
事
を
、
講

演
会
等
で
述
べ
て
い
る
の
で
す
。

今
の
人
間
は
、
人
間
は
絶
対
に
死
ぬ

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
死
ぬ
命
を

自
分
の
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
死
ぬ
た
め
に
生
き
て
い
る
事

に
な
る
の
で
す
。
赤
ん
坊
は
死
ぬ
た
め

に
生
ま
れ
て
き
た
。
死
ぬ
た
め
に
学
校

に
入
り
、
死
ぬ
た
め
に
勉
強
し
て
い
る
。

死
ぬ
た
め
に
就
職
し
て
、
死
ぬ
た
め
に

働
い
て
い
る
。
死
ぬ
た
め
に
結
婚
し
て
、

死
ぬ
た
め
に
家
を
買
い
、
死
ぬ
た
め
に

子
供
を
産
む
。
人
間
の
政
治
経
済
、
法

律
、
教
育
、
宗
教
、
学
理
学
説
、
文
化
、

文
明
は
す
べ
て
死
ぬ
た
め
に
あ
る
の
で

す
。
72
億
の
人
間
は
、
全
部
、
死
ぬ
た

め
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。

大
乗
起
信
論
は
、
人
間
は
無
明
か
ら

生
ま
れ
て
、
無
限
の
無
明
に
沈
殿
し
て

い
き
、
無
明
の
内
に
死
ん
で
い
く
と
言

っ
て
い
ま
す
。

人
間
が
現
世
に
生
ま
れ
た
事
が
カ
ル

マ
で
す
。
業（
ご
う
）で
す
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
事
か
と
い
い
ま
す
と
、
絶
対
に
生

ま
れ
た
く
な
い
世
界
に
生
ま
れ
て
き
た
、

絶
対
に
生
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
世
界
に

生
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
人
間
社
会
は
矛
盾
に
満

ち
て
い
る
か
ら
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

が
正
確
に
他
人
に
伝
わ
ら
な
い
し
、
他

人
の
気
持
ち
が
正
確
に
分
か
ら
な
い
。

言
い
間
違
い
、
聞
き
間
違
い
、
誤
解
は

頻
繁
に
お
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
人
を
憎
ん
だ
り
、
妬
ん
だ
り
、
呪

っ
た
り
し
て
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
窃

盗
、
強
盗
、
振
込
み
詐
欺
、
傷
害
、
放

火
、
殺
人
事
件
が
絶
え
間
な
い
の
で
す
。

自
然
災
害
も
絶
え
間
な
い
の
で
す
。

地
震
、
台
風
、
洪
水
、
噴
火
、
津
波
が

頻
発
し
て
い
る
の
で
す
。

病
気
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
癌
、

脳
溢
血
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
心
臓

麻
痺
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
鬱
病
、
認

知
症
等
2
万
種
類
の
病
気
が
あ
る
と
い

う
医
師
も
い
れ
ば
、
10
万
種
類
の
病
気

が
あ
る
と
い
う
学
者
も
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す

と
、
現
世
は
嘘
の
世
界
、
仮
の
世
界
で

す
。
も
し
本
当
の
世
界
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
ほ
ど
多
く
の
災
害
、
病
気
、
犯
罪
が

あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

般
若
心
経
は
、
無
受
想
行
識
、
人
間

の
感
受
も
、
了
解
も
、
意
思
の
決
定
、

そ
れ
に
属
す
る
色
々
な
認
識
も
な
い
と

い
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
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く
て
、
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
つ
ま
り
目
も
、

耳
も
、
舌
、
身
体
、
人
間
の
意
識
さ
え

も
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う

し
て
、
無
色
声
香
味
触
法
、
つ
ま
り
、

色
や
形
も
な
い
し
、
声
や
香
り
も
な
い
。

味
も
な
い
し
、
触
覚
の
対
象
も
な
い
。

そ
の
よ
う
な
道
理
さ
え
も
な
い
と
い
う

の
で
す
。

無
限
界
乃
至
無
意
識
界
、
つ
ま
り
、

視
覚
の
領
域
か
ら
意
識
の
領
域
に
至
る

ま
で
、
こ
と
ご
と
く
存
在
し
な
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
無
無
や

く
無
無
明
尽
、
つ
ま
り
知
恵
や
悟
り
も

な
い
し
、
知
恵
や
悟
り
が
な
く
な
る
こ

と
も
な
い
と
言
う
の
で
す
。
そ
う
し
て

色
即
是
空
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
物
質
現

象
は
実
体
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。

人
間
の
考
え
も
思
想
も
空
で
あ
る
し
、

あ
ら
ゆ
る
物
質
も
存
在
し
な
い
と
い
う

の
で
す
。
山
も
川
も
な
い
、
日
本
列
島

も
な
い
、
地
球
も
な
い
と
い
う
の
で
す
。

こ
れ
が
一
切
空
で
す
。
こ
ん
な
、
人
間

の
考
え
で
は
到
底
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と

を
、
般
若
心
経
は
な
ぜ
堂
々
と
言
っ
て

い
る
の
か
。

釈
尊
が
一
切
空
と
言
っ
た
の
は
、
彼

は
「
明
け
の
明
星
」
を
見
て
、
大
悟
し

た
か
ら
で
す
。「
明
け
の
明
星
」
は
太
陽

が
出
る
直
前
の
星
で
す
。

太
陽
が
出
て
い
る
世
界
は
昼
の
世
界

で
す
。「
明
け
の
明
星
」
が
出
る
前
は
夜

の
世
界
で
す
。
夜
の
世
界
は
闇
の
世
界

で
す
。
人
間
が
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
い
く

世
界
で
す
。
弱
肉
強
食
の
世
界
、
善
悪

利
害
が
何
か
全
く
分
か
ら
な
い
世
界
で

す
。昼

の
世
界
は
死
な
な
い
命
の
世
界
で

す
。
本
当
の
理
想
が
実
現
し
て
い
る
世

界
で
す
。
こ
れ
が
彼
岸
の
世
界
で
す
。

昼
の
世
界
か
ら
見
た
ら
夜
の
世
界
は
皆

間
違
っ
て
い
る
。
夜
の
世
界
に
い
る
人

は
全
部
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
こ
で
釈
尊

は
、
五
蘊
皆
空
、
人
間
の
考
え
は
皆
間

違
っ
て
い
る
。
色
即
是
空
、
目
に
見
え

る
現
象
世
界
は
実
体
で
は
な
い
と
言
っ

た
の
で
す
。

人
間
が
現
世
に
い
た
ら
、
皆
死
ん
で

し
ま
う
。
そ
こ
で
彼
は
、
ギ
ャ
テ
ィ
ー
、

ギ
ャ
テ
ィ
ー
、
ハ
ラ
ギ
ャ
テ
ィ
、
ハ
ラ

ソ
ウ
ギ
ャ
テ
ィ
、
早
く
彼
岸
に
行
け
、

一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
行
け
。
1
日
も

早
く
彼
岸
に
行
け
と
、
叱
咤
激
励
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
釈
尊
は
彼
岸
に
行

け
、
行
け
と
言
い
ま
し
た
が
、
彼
自
身

は
彼
岸
に
行
く
事
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。

釈
尊
は
死
ぬ
直
前
に
、「
私
が
説
い

た
事
が
間
違
い
だ
と
言
う
人
が
出
る
だ

ろ
う
。
や
が
て
本
当
の
事
を
言
う
人
が

現
れ
る
か
ら
、
そ
の
人
に
聞
き
な
さ
い
」

と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
釈
尊
の
死

後
5
0
0
年
後
に
、
星
が
現
れ
た
。
そ

こ
で
イ
ン
ド
の
3
人
の
博
士
が
、「
黄

金
、
乳
香
、
没
薬
」
を
持
っ
て
、
は
る

ば
る
イ
ン
ド
か
ら
ユ
ダ
ヤ
の
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
に
行
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
お
祝

い
を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
間
の
事

情
は
新
約
聖
書
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

2
章
に
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
の
で
、

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
人
間
は
ま
ち
が
い
な
く
全
部
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
全
世
界
72
億
の
人

間
は
全
部
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
わ
た

し
は
こ
れ
が
残
念
で
、
残
念
で
な
ら
な

い
の
で
す
。
何
と
か
し
て
こ
れ
を
ス
ト

ッ
プ
し
た
い
の
で
す
。

一
体
死
と
は
何
か
。
人
間
は
な
ぜ
死

ぬ
の
か
。

宇
宙
に
は
、
最
初
に
死
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
宇
宙
に
死
が

発
生
し
た
の
で
す
。
広
大
な
宇
宙
に
無

数
の
天
使
が
い
ま
す
が
、
宇
宙
の
総
括

者
、
絶
対
者
は
自
分
で
宇
宙
全
体
の
天

使
を
治
め
る
事
を
し
な
い
。
こ
れ
は
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
社
長
が
、
33
万
人
の
従

業
員
を
直
接
管
理
し
な
い
の
と
同
じ
こ

と
で
す
。
部
長
に
命
令
す
る
。
部
長
が

課
長
に
、
課
長
は
係
長
に
、
係
長
が
平

社
員
に
命
令
す
る
の
で
す
。

宇
宙
の
絶
対
者
、
即
ち
神
は
、
天
使

の
中
の
最
も
優
れ
た
天
使
を
、
天
使
長

に
任
命
し
た
。
こ
れ
が
ル
シ
フ
ァ
ー（
輝

け
る
者
）
と
呼
ば
れ
る
大
天
使
で
す
。

宇
宙
の
絶
対
者
は
こ
の
大
天
使
に
素
晴

ら
し
い
知
恵
と
力
、
能
力
、
才
能
を
与

え
た
の
で
す
。

彼
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
能
力
を
用
い

て
、
宇
宙
全
体
の
天
使
を
治
め
て
い
ま

し
た
が
、
あ
る
時
に
、
自
分
に
あ
る
素

晴
ら
し
い
知
恵
、
力
、
能
力
、
才
能
は

初
め
か
ら
自
分
の
も
の
で
は
な
い
か
と

言
い
出
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分

は
偉
い
、
宇
宙
で
一
番
偉
い
、
宇
宙
の

絶
対
者
よ
り
偉
い
、
自
分
こ
そ
宇
宙
の

絶
対
者
だ
、
自
分
は
神
だ
と
考
え
始
め

た
の
で
す
。

宇
宙
の
絶
対
者
に
対
抗
す
る
も
う
一

つ
の
絶
対
者
が
で
き
た
。
こ
れ
が
死
の
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権
威
を
も
つ
者
、
い
わ
ゆ
る
悪
魔
の
発

生
で
す
。
宇
宙
の
絶
対
者
は
誠
の
神
で

す
。
命
そ
の
も
の
で
す
。
悪
魔
は
死
そ

の
も
の
で
す
。
悪
魔
が
死
を
創
造
し
た

の
で
す
。

実
は
、
人
間
は
現
世
に
生
ま
れ
て
く

る
前
に
、
エ
デ
ン
の
園
に
お
い
て
、
神

が
絶
対
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

掟
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
神
を

裏
切
っ
て
悪
魔
に
同
意
し
た
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
悪
魔
に
同
意
し
た
と
い
う

事
は
、
死
ん
だ
と
い
う
事
で
す
。
死
ん

で
、
エ
デ
ン
の
園
に
置
い
て
お
け
な
く

な
っ
た
の
で
、
地
球
に
放
り
込
ん
だ
。

こ
れ
が
人
間
の
カ
ル
マ
で
す
。
業
で
す
。

（
こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
ま
し
て
は
、

旧
約
聖
書
創
世
記
2
章
、
3
章
に
詳
し

く
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。）

死
ぬ
は
ず
が
な
い
人
間
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
地
球
に
追
放
し
た
。

こ
れ
が
人
間
の
カ
ル
マ
で
す
。
人
間
は

絶
対
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
も
の
を
食

べ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
地
球
に

放
り
込
ま
れ
た
の
で
す
。
犯
罪
者
で
す
。

今
地
球
に
い
る
人
間
は
全
部
必
ず
死
ん

で
い
く
人
間
ば
か
り
で
す
。
90
歳
か
百

歳
ま
で
生
き
て
、
皆
死
ん
で
い
く
。
必

ず
死
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
無
期
懲
役
刑

に
な
っ
て
い
る
死
刑
囚
の
状
態
を
意
味

す
る
の
で
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
が
言
う
よ

う
に
、
地
球
は
無
期
懲
役
刑
に
処
せ
ら

れ
た
人
間
が
い
る
巨
大
な
強
制
収
容
所

で
す
。
必
ず
死
ん
で
い
く
人
間
ば
か
り

が
収
容
さ
れ
た
、
強
制
収
容
所
で
す
。

死
刑
囚
ば
か
り
を
収
容
す
る
、
強
制
収

容
所
で
す
。
こ
れ
が
人
間
の
カ
ル
マ
で

す
。
業
で
す
。

そ
れ
で
は
、
人
間
は
死
か
ら
逃
れ
る

事
は
絶
対
に
で
き
な
い
の
か
。
で
き
る

の
で
す
。
死
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

る
、
た
っ
た
一
つ
の
方
法
が
あ
る
の
で

す
。
全
く
幸
い
に
も
、
私
は
そ
れ
を
教

え
ら
れ
た
の
で
す
。
異
邦
人
と
し
て
、

ま
た
日
本
人
と
し
て
、
全
く
有
り
得
な

い
破
天
荒
な
恵
み
を
与
え
ら
れ
た
の
で

す
。私

は
そ
れ
を
独
り
占
め
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
す
。
人
々
が
死
ん
で
い

く
の
を
黙
っ
て
見
過
ご
し
に
出
来
な
い
。

そ
こ
で
、
浅
学
菲
才
の
身
で
す
が
、
何

と
か
し
て
、
死
な
な
い
方
法
を
人
々
に

伝
え
る
事
が
出
来
な
い
の
か
。
伝
え
る

事
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。

ど
う
し
た
ら
死
な
な
い
命
を
獲
得
す

る
事
が
出
来
る
の
か
。
ま
ず
、
宗
教
で

は
な
い
般
若
心
経
を
正
確
に
勉
強
す
る
。

そ
う
し
て
宗
教
で
は
な
い
聖
書
を
勉
強

す
る
。
そ
う
し
た
ら
死
な
な
い
命
を
得

て
、
地
球
と
い
う
強
制
収
容
所
か
ら
脱

獄
で
き
る
の
で
す
。

今
の
人
間
は
絶
対
に
死
ぬ
も
の
と
し

て
生
ま
れ
た
の
で
す
。
死
ぬ
こ
と
に
向

か
っ
て
、
生
き
て
い
る
。
赤
ん
坊
は
死

ぬ
た
め
に
生
ま
れ
た
。
す
べ
て
の
人
生

は
死
ぬ
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
目
的
が
な
く
生
ま

れ
て
き
た
と
い
う
事
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
が
カ
ル
マ
で
す
。
仏
教
で
は
人
間

は
妄
念
か
ら
生
ま
れ
て
無
限
の
妄
念
に

落
ち
込
ん
で
、
妄
念
の
う
ち
に
死
ん
で

い
く
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

釈
迦
は
生
老
病
死
か
ら
出
発
し
た
。

な
ぜ
人
間
は
生
ま
れ
た
の
か
。
な
ぜ
人

間
は
病
気
に
な
っ
て
死
ん
で
い
く
の
か
。

こ
の
根
本
原
因
を
と
こ
と
ん
究
明
し
よ

う
と
考
え
た
。
そ
し
て
当
時
の
バ
ラ
モ

ン
教
に
入
り
、
死
ぬ
ほ
ど
厳
し
い
修
行

を
し
た
け
れ
ど
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
色
々
な
宗
教
で
修
行
し
た
け

れ
ど
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
一
切
の
修
行
を
や
め
て
、

自
分
の
一
切
の
考
え
、
経
験
、
記
憶
を

捨
て
て
、
全
く
何
も
考
え
ず
に
菩
提
樹

の
下
に
座
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
40

日
目
の
早
朝
に
、「
明
け
の
明
星
」
を
見

て
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
の
で

す
。
釈
尊
が
い
る
世
界
は
闇
の
世
界
で

す
。「

明
け
の
明
星
」
の
後
に
太
陽
が
で

ま
す
。
太
陽
が
出
る
と
、
暗
闇
の
世
界

か
ら
、
真
っ
昼
間
の
明
る
い
世
界
に
な

る
の
で
す
。
こ
れ
を
見
て
、
釈
尊
は
、

現
実
の
暗
い
世
界
、
人
間
が
絶
対
に
死

ん
で
い
く
世
界
か
ら
、
明
る
い
世
界（
全

く
新
し
い
世
界
）、
絶
対
に
死
な
な
い
世

界
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
直
感
し
た

の
で
す
。

般
若
心
経
に
一
切
顛
倒
夢
想
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
の
人
間
の
考
え

は
全
部
逆
さ
ま
で
あ
る
。
無
い
も
の
を

あ
る
と
考
え
、
悪
を
善
と
考
え
て
い
る
。

夢
想
と
は
夢
の
中
に
い
る
と
い
う
の
で

す
。
夢
想
の
中
で
思
案
し
て
い
る
。
ち

ょ
う
ど
、
認
知
症
患
者
、
夢
遊
病
者
が
、

夜
中
に
徘
徊
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
何
を
し
て
い
る
の
か
、
自
分
自
身

で
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
今
の
政
治
、

経
済
、
宗
教
は
夢
想
で
す
。
政
治
に
本

当
の
目
的
が
な
い
。
本
当
の
理
想
が
な

い
。
た
だ
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
い
い

と
言
う
。

（
次
号
に
続
く
）
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た（存在した）が、まだ円内にマンダラ状模様、
唐鏡状模様などはない。厚みを感じされる月
影状のスジ線（影）が見える。単なる平板状で
は無く、厚みが感じられる。オーブの外周は
割合に鮮明であり、またヘイロー（Halo）も極
わずかである。

3．検討並びに考察
実験を介して判ったこととして、（1）サイ

（気）の光（オーブ）は、遠くから、撮影者に向
かってやって来るらしい。筆者らも経験した
が、日本（山下祐人氏）と中国（数人以上）の非
眼視覚の実験の場合。両目に眼隠しをしてイ
メージで物を視る実験（遠視実験）の場合のサ
イ（気）の光は、どうも、向こう側からやって
くる（サイ科学、29-1、pp.62-66参照）様子で
ある。この傾向が今回の実験の場合にも現れ
ている（前報と本報の写真No.20131106なども 
参照）。（2）このサイ（気）の光は、撮影者の意
識（ASC）と同調（共鳴、共振）する傾向があ
る。つまり、別報（PSIJ No.420、参照）を見る
と、撮影するたびに出現したオーブ（気功）内
部の模様（表情）はランダムに代わる。しかし
一枚の写真に写される模様のそれぞれは、ほ
ぼ同一模様である。これは、オーブと意識と
が、撮影される度毎に同調した（マクロPK）
為であろう。（3）オーブ（たまゆら）の芽は、強
い発光体を核にした柔らかい綿状の塊の複数

以上の集合体であり、これがゆらゆらと、回
転しながら次第に大きさを増して、成長する
のであろう。つまり、望遠ズームで撮影した
オーブ像を見ると、オーブは、極小球（芽）オー
ブからイオン・ボール（プラズマ・ボール）状
オーブ、通常オーブ（たまゆら）と次第に成長
するものと推定される。成長の極後期（ズーム
の倍率、零）に現れる通常オーブ（たまゆら）
は、輪郭が鮮明、Haloがあり、円内部に非対
称の干渉縞やマンダラ状の模様を持っている。

（4）撮影場所の選定。撮影者の意識とオーブと
を同調させる（マクロPKとして）ために、撮影
者のバイオホトン（プラナ、オーラ、微細身素
粒子）とその周辺の光の海（市街地の光群）と
の和が放つ光信号を（オーブを呼び寄せるとい
う）、遠くにあるオーブの芽が受信して、こち
らに向けて、近寄って来ると判断している。ま
たは意識とオーブとの間のテレパシーに依る
かも知れない。したがって、両者を同調させ
る為の配慮（マクロPKとして）が必要になる。
なお、通常のオーブが多出する場所は、旧い
オーブが既に多数存在しているので、新しい
オーブの芽は近づきにくい、と考える。反面、
旧いオーブが居ない､ しかもオーブが存在し
やすい新しい場所が、オーブの形成、成長を
見るのに適している、と判断した。本稿の撮
影に用いられた福島市内、大谷PA、伊那市な
どは、この条件を満足していると考えられる。
さらに本稿の特徴は、（5）望遠ズームを用いた
フラッシュ撮影にある、といえよう。このとき、
レンズ付近の偽オーブはほとんど撮影されず、
ボケも無く、割合に鮮明に写されている。これ
が本来の真オーブ（たまゆら）の姿かも知れな
い。

（注釈）使用カメラ：カシオEX-Z330、カシオ
EX-Z2000、カシオEX-Z40、カシオEX-S12、
カシオEX-ZR700BK、ニコンCOOLPIX 2200、
パナソニックDMC-FX7、ハンディカメラ（ソ
ニーHDR-CX270、パナソニックHC-V210M）。

●� ●

写真No.20131216（望遠ズーム）
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2－3）形成中期過程のオーブ
上の（2－2）節と同一雰囲気（環境・周囲の

光群）で、場所を変えて実施した。東北高速自
動車道路の下り線側の大谷PAである。近くに
はめまぐるしい車のライト（赤、黄）の往来が
あり、遠くには街の灯が夜空の下端をあかね
色に染めている。液晶モニター上で約15%の
拡大倍率条件で、撮影した。部分拡大図の写
真No.150330（1667中期、1）～No.150330（1670
中期、2）を見る。綿を球形に纏めた中に4～5
個の極小球（白点）を配置した形のNo.150330

（1667中期、1）。また（1668中期、2）は内部の
極小球形が右上の半円部に集められて｢く」字
型になっているもの。次の（1669中期、3）は
円形の上部が半円形に削られた状態になって
いる。（1670中期、4）は、白色がより白くなり、
その白色円形状の内部に数個の黒点状の核（白
色が黒に変化）があるもの。これらは、上の形
成初期オーブがしだいに増殖進行して中期過
程オーブになったもの、と判断している。

2－4）中期過程オーブの動的観察
イオン・ボールは陰イオン、陽イオンのス

ピン対とバイオ・ホトン（プラーナ、微細身素
粒子）の集合体である。サイ（気）もほぼ同一
内容である。別報ならびに予備試験によれば、
このイオン・ボールが次第に成長（集合）して、
上述（2－2節）のオーブの芽になる。また、こ
のオーブの芽は､ 通常は、近赤外線領域（非
可視）に潜んでいる。そして、これが次第に成
長するものと判断している。なお別報で、サ
イ（気）を水に吸収させた気功水の活性化エネ
ルギーを求めたところ、約1.5eVの値を得た。
これは近赤外線量域の波動を意味している。
従ってオーブもサイ（気）も非可視である。

オーブの動的な（増殖）進行過程を知る為に、
デジカメの液晶モニターを用いてオーブを観
察する（測定する）事にした。デジカメのシャッ
ターを半押しにすると、カメラからは近赤外線
が放射されるので、その視野内にオーブが写
り込めれば、液晶モニターに映ることになる。

そして、これらの動きを、別置きのハンディカ
メラに記録する。このような方法でオーブ動
画を記録した（詳細は、別報）。観測実験は、
2014年8月6日～2015年2月7日。オーブ出現
が未知の場所（有名でない）と判断される長野
県伊那市、静岡県磐田市、その他。晴れ、夜、
に実施された（2－2節と同一雰囲気）。

液晶モニター上でオーブ観測する途中で撮
影者がシャッターをきる。すると、動画の一
部を切り取った静止像が得られる。撮影者は
SDK師（特異功能力保持者）である。詳細は別
報にゆずるが、此処で述べる実験結果は、上
述の記述とほぼ矛盾しない。このような方法
で成功した観察実験は8回以上もあり、SDK
師は変性意識状態（ASC）でテストしている様
子である。得られた結果をみる。
（1）ズームして拡大してから写したオーブ像

は、変形しやすい柔らかい綿状の光雲であり、
大部分は乳白色である。しかし黄、オレンジ、
赤、青、等に変化する場合もある（近赤外光～
可視光の間で変化する）。（2）ゆらゆら（回転）、
くねくねと、柔軟に変化し、踊る。ときにはモ
ニターの枠外に飛び出すが、（3）「キテ」、「キ
テ」－－－と、お願いすると、戻ってくる。－
－－また飛び出す－－－。かえってきて、また
踊る。－－－。頃合いをみて、「エイー」－－－
と（4）全押しで、シャッターを切る。すると、
オーブの静止画（像）が撮れる。不思議なこと
に、（5）ほぼ一個だけがモニター上に写る。さ
らに此が分離する事もあるが、また結合する、
など（動的オーブ写真、省略）。

2－5）形成後期過程のオーブ
拡大率約25%で望遠ズーム写真をとる。

2013年12月16日、晴れ、夜、上の（2－1）と
同じ千葉市内、スプレー噴射水を用いたフラッ
シュ撮影。一例としての写真No.20131216（望
遠ズーム）をみる。これは既知のオーブが多出
する場所で写されたものであり、写真の左上
に円形の大型オーブが写っている。動的に変
化・拡大しながらレンズ付近に迄近づいてき
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このときの出現頻度は約5%程度である。し
かし、経験によると（なれてくる、感覚的に判
る）、20%以上の確率で撮影されるようになる。
写真No.20131106「向側から来る」は2013年11
月6日に千葉市の良く写る場所でフラッシュ撮
影された。これと同一内容（同じ日に撮影）で
別の画像が別報にもある。写真を見る。左下
にキリ状の噴霧放射水（キリ）が放物線を描い
て写っており、そのキリ群のなかに強い発光
の小粒の光球らしいものが出始めている。同
時にその右側に天空（上方）から下方に向けて、
ほぼ重力線方向に一列に並ぶ3～5個の連続し
た（強い発光の）極小白色光球集団があり、こ
の粒は下に行くほど、大きくなる。小粒を拡大
してみると、強い発光の小粒の光球体を含ん
だ柔らかい綿状結合の光集合体（群）である。
我々は、これらを形成初期過程（芽）オーブと
した。

2－2）形成初期過程の芽オーブ
オーブの出現が未知の場所（福島市内）で、

デジタル・カメラを用いて撮影した。このよ
うな場所は、住宅地付近のパワー･スポット
や、庶民信仰の場所や、実験室まわりであり、
その付近または遠景には、住宅や道路上に色
とりどりの照明光（近赤外線などを含む）が存
在している。ただし初期過程の芽オーブは稀
にしか撮れないので、ここに提示する撮影場
所や時期は様々である。つまり、寄せ集めで

ある。これらの「形成初期過程芽オーブの部
分拡大写真」の一例を、写真No.20141222「尾
を引く」～No.20150201「二列、連続小球」に
示した。いずれも晴天の夜間にフラッシュ撮
影している。液晶モニター上の倍率表示で約
25%拡大したカメラを用いた。No. 20150201
はタイ国のチャオプラヤー河、その他は福島
市内である。No. 20141222は2014年12月22
日。No. 20131213は2013年12月13日である。
No.20141222「尾を引く」をみると、点状の極初
期のオーブ（白点、芽）が長い距離をすべって
天空に線を引いたと思えるような光筋が描か
れているが、それぞれの軌跡の方向や大きさ
は別々である。No.20131213「2本の腕、巴形」
には、3個の芽（白点）がある。大白点状一個を
中心にして、手を結んで2点が右回り運動を始
めたような軌跡が描かれている。No.20140131

「連続、小球」は、それぞれの光筋が芽に巻き
付いて小球状になり、それらが2～3個ずつ連
結されたと思える様な構図（右側と左側）であ
る、No.20150201「二列、連続小球」は、それ
らの小球状がさらに連結されて二筋になった

（中央）と思える様な図になっている。これらの
特徴として、極小球の核らしい白点（芽）を補
う様な柔らかい光筋線（又は雲状）に囲まれて

（護られて）存在している。つまりオーブの芽
が形成される過程が写されている様に見える。

写真No.20131106「向側から来る」

写真No.20140131「連続、小球」



オーブ（たまゆら）形成進行過程の望遠ズーム撮影
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ここで扱う「たまゆら（オーブ）」は万葉集の
時代から知られていたが、出現条件やその性
質が不明だったので、注目される事はなかっ
た。しかし、心と物に関連して出現してくるの
で、マクロPKとしては、重要な研究課題であ
る。ごく最近の検討によると、電離した薄暗
い空間にむけてフラッシュ撮影すると写りやす
い。水との親和性が高く、スプレー噴霧水（キ
リ）が消えた後に写りやすい。しかし、それで
も出現し難い場合には繰返して撮影すると写
る、等が判明している。本稿では、あらたに、
オーブ形成の初期・中期過程の観察を行うこ
とにした。

1．本報の特徴
本稿はあらかじめ予備実験を行い、その結

果を参考にしてテストしている。例えば、写り
易い場所でフラッシュ撮影した場合には、既
知（通常）の真オーブや偽オーブ（水滴、埃、
等）が写りやすく、これを望遠ズーム写真に換
えると真オーブのみが写り易い、等を考慮し
て実験計画をたててある。具体的には、体外
にあるオーブと意識との情報交換がしやすい
条件設定（例、変性意識状態と場所など）が必
要なので、この観点から（1）撮影場所と撮影
方法を選んである。また、サイ（気）の光は向
こう側から近づいてくるので（2）望遠ズームカ
メラを用いて遠方に焦点を合わせて撮影する。
また、ゆらゆらと回転しながら近づいてくるの
で（3）これを動的に撮影する。以上を考慮して
実験が計画された。

2．撮影の条件と結果
市販されている通常のデジタル・カメラを

用いて、夕方の暗い電離した空間に向けて、
フラッシュ撮影する。このとき条件が満足され

ていて運が良ければオーブの静止画像が得ら
れる。偽オーブを避ける為、同時にオーブ形
成の初期過程を知る為に、焦点距離を遠くに
合わせて（倍率は液晶モニター上で設定）写す
ことにした。これを「望遠ズーム」撮影と仮称
する。しかしこの時はレンズの視野が狭くなる
ので、オーブを探しだすのが難しくなる。これ
を防ぐため、さらに動画撮影の目的から、広角
で（焦点距離、短）液晶モニター上に小光球（芽
オーブ）を写し出し、つぎにズームで拡大して

（焦点距離、長）見やすくしてから別置きのビ
デオカメラで撮影して「オーブ形成の初期・中
期過程の動画」を写すことにした。この理由と
して、オーブは非可視（近赤外線域、0.14eV）
なので、液晶モニター上でのみ可視となる。
詳しい撮影条件は本文の中で、使用カメラ等
は付録に記述してある。なお特記以外は総て
静止画である。

撮影場所については、オーブが撮影し難い
場所と、良く撮れる場所がある。しかし、な
かなか撮れない（オーブが居ない）場所でも、
天候条件やスプレー噴霧水を用いる等の物理
的ならびに、無心で熱心に撮影するなどの心
理的条件（ASCに近づける）を揃えると写るよ
うになる。また、一度写ると（居場所が出来る
と）、つぎの二回目からは写り易くなる。良く
撮れる場所とは、寺院仏閣（祈りの場）ならび
にパワースポット等で、何回も普通（既知）の
オーブが撮れる（オーブが存在している）場所
をいう。

2－1）スプレー噴霧水撮影
オーブが良く撮れる場所（オーブがいる場

所）で、諸条件が満足されていて、環境として
スプレー噴霧水（霧）を放射すると、霧が消え
た5～10秒後にオーブが出現してくる（前報）。

オーブ（たまゆら）形成進行過程の望遠ズーム撮影
佐々木 茂美　　佐藤 禎花　　（故）川崎 利男　　
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4．コントラストが低い
5．念写対象の部分だけが写る
6．画素が粗い（解像力、解像度が悪い）
7．積層の場合中層のみに写せる

これらの実験事実を説明するものとして筆者は
スカラー波を考えた。

スカラー波はこれまでの電磁気学では純粋に
は存在しないとされる縦波の電磁波のことであ
る。電磁波は横波であり、真空中ではいわゆる光
速度で伝搬するので、スカラー波は超光速とみて
よい。縦波であれば横波が入っていかない物体
の中に入っていけるということはあり得る。もとも
と念写は透視の実験をやっていて発見された。ま
た超光速であれば過去に起因して伝搬する波の
他に未来から来る波も考えざるを得ないが、透視
実験をしていて予知現象が起こることはよくあり、
福来が関わった能力者の中に透視、念写能力の
他に予知能力をもつ人もいたのはスカラー波を用
いていたからとも考えられる。

そして念写については、眼が受光するとき網
膜にあるロドプシンなどのタンパク質がレチナー
ルの変形とともに変形し、その緩和過程でエネル
ギーの再放出を行う際、スカラー波としても眼か
ら放出されるという機構が、とくに残像ができるま
で見つめる念写では、使われていると思われる。
スカラー波が両眼から出て焦点のところで交わる
ときに横波に変換されるので光子が湧き出す形に
なり写るわけである。

このようにみると、上記念写像の特徴が説明さ
れる。1.などは眼球を動かす筋肉の解剖学的特
徴に一致するし、3.なども網膜ではエッジ検出も
行っているのでそれが反映しているとみれる。4.や
6.については光子の密度がふつうの写真より少な
いことで説明される。7.については正にスカラー
波の特徴そのものである。なお、スカラー波によ
る念写の機構説明については福来心理学研究所
会報No.57（2005）に詳述している。

実は電磁場の方程式（Maxwellの方程式）は
流体力学から導くことができる。その際、第一近
似がMaxwellの方程式であり、より正確にみると
磁場をつくる電流（密度）に対応して電場をつくる
磁流（密度）が無視できなくなる。その物理的意
味は移流項を無視すれば循環加速のことであり、

比容のグラディエントと圧力のグラディエントの
外積に比例する存在であるが、これが純粋なス
カラー波になる部分である（この辺は「サイ科学」
Vol.14 No.1やサイ実測研究会誌No.1でも述べた）。
場の量子論では電磁場をケージ対称性が破れて
いる領域まで拡張したものが正統的に扱われてい
るが、それがこうした拡張にあたる部分である。
だから量子論はスカラー波の存在を否定していな
い。たとえば、陽子（プロトン）と電子との電磁相
互作用を表現するときそれを媒介する光子（フォ
トン）が虚数の質量をもつ場合があることがしられ
ている（もちろん光子の質量はふだんゼロである）。
実はこれこそ純粋スカラー波が発せられている状
態である。

このような機構が我々の生体にもある。それは
ミトコンドリアなどにある電子伝達系であり、そこ
では上記グラディエントの外積としての循環加速
があり電子とプロトンの相互作用がみてとれる。
ここが実質上スカラー波の送受信器であるとみら
れるのである。より具体的には電子伝達体のひ
とつニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン酸

（NADP+、NADPH）のNADPHオキシダーゼに
よる
　NADPH + 2O2 ↔ NADP+ + 2O2･－ + H+

の平衡状況などがそれにあたる。
こうした反応は網膜の受光タンパク質ロドプシ

ン（+レチナール）などにもあり、これが眼からの
スカラー波の発生と、透視、予知などスカラー波
の受信になっているとみられる。眼球が小刻みに
揺れている若い人程念写に成功するのはスカラー
波が上記循環加速によって起こされているからで
あろう。

実はこのような機構は眼だけでなく各神経細胞
の受容体にもあり、スカラー波の送受信は各所で
協同的に行われることが可能であるため、ヒーリ
ングの物理的側面やテレパシー、霊視なども説明
できるのではないかと考えられる。

※佐佐木康二氏は発明家でもあり、磁流研究室
のホームページには、下記の製品等が紹介されて
いますので、ご参照ください。
◎「磁流図」シリーズ　◎スカラー波発生器
◎「念力計」　◎音声によるプラーナ測定
URL  http://www1 .odn.ne.jp/jiryu/



サイ現象のメカニズム－スカラー波の有望性

何かサイ現象の実験をやってその存在が統計
的に有意に確認されたとしても、なかなか世間一
般にサイ現象の存在が認められたということにな
らない。その理由のひとつはおそらくそのサイ現
象のメカニズムが従来の正しいとされる科学理論
の範囲内で説明できないということがあるからで
あろう。

もともと新しい現象なので従来科学の外にある
としても、従来科学の延長線で「科学的」に説明
されたとすれば、世間一般に受け入れられていく
方向に推移するかもしれない。そのような考え方
でみて有望なのは純粋スカラー波の存在である。
もし電磁気学の教科書がスカラー波を扱うような
時代がくれば、多くのサイ現象を人 は々完全に受
け入れるようになっているのではないか。

ここではそうしたサイ現象のひとつとして1910
年福来友吉によって発見されたとする念写につい
てみてみたい。東北日本サイ科学会ではご縁が
あって福来心理学研究所と共同で長年、公開の
念写実験会をやってきており、多くの念写サンプ
ルが得られてきている。この過程で筆者は大半
の人が可能な再現性のよい念写方法を発見した。
それは念写したい図柄を未開封のフィルム（最近
は歯科用フィルムでやることが多い）を脇に用意
し、それを残像ができるまで見つめ、残像ができ
たら視点を未開封のフィルムの方に移し、未開封
のフィルムの外から残像を消えるまで見ていると
いう方法である。こうするととくに若い眼をもつ人
や年がいっていても能力者、静止画なのに動いて
見えるエニグマ錯視が起きる人ではフィルムを開
封現像すると見つめていた図柄が再現性よく写っ
ているのである。エニグマ錯視は眼球が小刻みに

揺れていることに起因するらしく老化とともにこの
揺れが少なくなることがしられている。

そのような中で最近、福来友吉がやった時代の
念写と比較して昔も今も共通にみられる特徴が整
理されてきた。

念写像にみられる特徴を列挙すると
1．図柄（図像）が上下の軸から22°の方向に流れる

2．同じ図柄が多重になって写る
3．文字や図柄の輪郭（エッジ）が光る

〔�左上：長尾郁子1910年　右上：森竹鉄子1911年�
左下：課題の図柄　右下：課題の図柄（左記）
の念写（白黒反転像） S氏 2004年（デジカメへの
念写）〕

サイ現象のメカニズム－スカラー波の有望性
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
は
混
と
ん
と
し
て
き
ま
し
た
。

事
例
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
人

の
誇
る
理
性
・
科
学
の
結
果
な
の
で
し

ょ
う
か
。

海
外
の
サ
イ
に
関
す
る
論
文
に
、
サ

イ
現
象
の
新
し
い
理
論
の
構
築
の
呼
び

か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
従

来
の
科
学
は
局
所
理
論
に
基
づ
き
、
何

か
の
シ
グ
ナ
ル
の
局
所
的
な
や
り
取
り

の
枠
組
み
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

サ
イ
現
象
は
こ
の
方
向
で
の
形
式
で
は

説
明
が
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、

素
粒
子
の
世
界
で
の
も
つ
れ
現
象
を
軸

に
新
し
い
説
明
の
枠
組
み
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
図
形
の
性
質
を
俯
瞰
す
る

機
会
が
あ
り
図
形
の
本
質
を
考
え
て
い

た
折
、
形
に
は
そ
の
形
独
特
の
場
を
形

成
す
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
三
角
形
や
円
を
描
け
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
内
の
す
べ
て
の
点
で
満
た
さ

れ
る
べ
き
共
通
の
縛
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

形
に
応
じ
て
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
場
の
性
質
か
ら
、
そ
の
形
に
伴
う

理
論
が
す
べ
て
導
出
さ
れ
る
こ
と
を
確

か
め
ま
し
た
。

一
度
存
在
し
た
場
が
時
空
に
刻
ま
れ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
も
つ
れ
を
生
む
と

考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
に
か

仮
説
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に

議
論
あ
る
い
は
検
証
の
作
業
に
発
展
し

ま
す
。

サ
イ
科
学
の
一
層
の
発
展
を
期
し
て
、

皆
様
の
大
胆
な
新
し
い
仮
説
の
提
示
を

望
み
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
会
長　

年
頭
の
ご
挨
拶

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
訃
報

◎
御
寄
付
御
礼

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎�

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
27
年
11
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
四
百
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
〇
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
オ
ー
ブ（
た
ま
ゆ
ら
）の
動
画
を

　

撮
影
す
る
方
法
に
つ
い
て

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
サ
イ
科
学
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
と
な

っ
た
オ
ー
ブ（
O
R
B
）に
つ
き
ま
し
て
、

3
名
の
主
要
な
研
究
者
に
よ
り
、
最
新

の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
た
だ
き
、
オ

������������������������������������������������������������
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人



● ❷●

ー
ブ
の
正
体
や
そ
の
機
能
、
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
最
先
端
の
オ
ー
ブ

研
究
が
分
か
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告

（
動
画
を
含
む
）

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

　

電
通
大
名
誉
教
授

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
長

　

ieb-college-japan

学
長

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

　

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
工
学
博
士

内
容
：（
講
演
30
分
+
質
疑
応
答
15
分
）

を
、
3
名
が
行
う
。
そ
の
後
、
総
合
討

論
。

佐
々
木
茂
美
：
マ
ク
ロ
P
K
の
新
分
野

と
し
て
約
3
年
前
か
ら
オ
ー
ブ
撮
影
を

開
始
し
た
。
講
演
で
は
主
と
し
て
、
オ

ー
ブ
の
撮
影
技
法
と
そ
の
結
果
を
述
べ

る
。

1
．
誰
に
で
も
撮
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
・

カ
メ
ラ
に
よ
る
近
赤
外
線
域
撮
影
の
可

否
テ
ス
ト
。

最
初
に
偽
オ
ー
ブ
を
撮
る（
雨
滴
、
ス

プ
レ
ー
水
）。
次
に
ズ
ー
ム
無
し（
偽
オ

ー
ブ
混
入
）。
ズ
ー
ム
有
り（
真
オ
ー
ブ

が
多
い
）
で
撮
影
す
る
。
様
々
な
撮
影

条
件
と
オ
ー
ブ
像
と
の
関
係
。

2
．
撮
影
の
意
識
的
な
面
（
霊
界
と
の

連
絡
）。
は
じ
め
に
、
潜
在
脳（
無
意
識
）

並
び
に
チ
ャ
ク
ラ
の
活
性
化
を
行
う
。

脳
波（
E
E
G
）
を
α
波
と
θ
波
の

「
境
目
」に
し
て
、
両
者
が
入
れ
替
わ
る

時
に
霊
界
を
呼
び
込
む（
例
、
鏡
見
の

実
験
）。
こ
の
た
め
に
瞑
想（
ま
た
は
自

己
催
眠
）、
真
言
等
を
用
い
て「
境
目
」

に
入
る
。
な
お
霊
界
、
ア
カ
シ
ッ
ク
・

レ
コ
ー
ド
等
は
脳
幹（
視
床
下
部
）
並

び
に
多
次
元
世
界
に
あ
る
と
推
定
。
鏡

（
像
）
見
テ
ス
ト（
鏡
像
は
前
後
が
逆
転

し
て
い
る
）。
こ
ち
ら
側（
我
）
と
真
我

（
あ
ち
ら
側
）
を
拮
抗
さ
せ
、
相
殺
ゼ

ロ
場
を
形
成
・
累
積
さ
せ
る
と
マ
ク
ロ

P
K
が
発
生
す
る
。

佐
藤
禎
花
：ieb-college-japan

の
学

長
と
し
て
学
生
を
指
導
し
て
い
る
。
特

異
功
能
保
持
者
で
あ
り
3
年
前
か
ら
オ

ー
ブ
研
究
を
開
始
し
た
。
霊
性
の
目
覚

め
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
等
の
技
法
を
開
発
。

オ
ー
ブ
動
画
を
介
し
て
、
霊
界
と
の

初
歩
的
な
情
報
交
換
を
、
世
界
で
始
め

て
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
オ
ー
ブ
動
画
の

実
際
の
提
示
、
各
種
オ
ー
ブ
撮
影
の
実

験
結
果
等
の
報
告
。
そ
の
他
を
述
べ
る
。

苗
鉄
軍
：
カ
オ
ス
解
析
に
関
連
し
た
研

究
と
、
生
体
計
測
関
連
機
器
の
開
発
等

を
行
っ
て
い
る
。
講
演
会
で
は
、
画
像

フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
法
を
用
い
た
オ
ー
ブ

の
フ
ラ
ク
タ
ル
解
析
。
オ
ー
ブ
の
分
類
。

オ
ー
ブ
動
画
の
カ
オ
ス
解
析
。
オ
ー
ブ

静
、
動
画
の
比
較
検
討
。
オ
ー
ブ
形
成

メ
カ
ニ
ズ
ム
分
析
。
太
極
図
形
と
の
関

連
性
等
を
報
告
す
る
。

日
時　

平
成
28
年
1
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
　
訃
　
報

　

永
い
間
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の

　

事
務
局
を
勤
め
て
頂
い
た

　

木
村
の
り
子
氏
が
平
成
27
年
12
月

　

12
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
の
り
子
氏
は
関
西
日
本
サ
イ

　

科
学
会
初
代
会
長
の
木
村
六
郎
氏

　

の
娘
さ
ん
で
、
父
と
娘
で
永
年

　

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
の

　

た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

　

ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
14
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　

小
澤　

佳
彦　

様

金
二
千
三
百
円
也　

小
牧
昭
一
郎　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

霊
魂
観
の
現
在

　
　
　
　
　
講
師
　
正
木
　
晃 

氏

あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
と
っ
て
、
死
後
世

界
や
霊
魂
に
ま
つ
わ
る
教
説
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
現
代
の
宗
教
、
と

り
わ
け
日
本
の
仏
教
界
は
こ
の
領
域
に

対
し
て
す
こ
ぶ
る
消
極
的
で
す
。
そ
の

原
因
は
明
治
以
降
、
欧
米
か
ら
導
入
さ

れ
た
近
代
仏
教
学
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
日
本
の
仏
教
界
は
、
近
代

化
の
過
程
で
、
合
理
主
義
に
偏
向
し
た

結
果
、
仏
教
を
生
の
世
界
だ
け
に
閉
じ

込
め
、
死
後
世
界
や
霊
魂
に
ま
つ
わ
る

探
求
を
避
け
て
き
た
の
で
す
。
現
に
、

伝
統
仏
教
界
に
お
い
て
、
霊
魂
の
存
在

を
認
め
て
い
る
宗
派
は
日
蓮
宗
と
高
野

山
真
言
宗
に
と
ど
ま
り
、
他
の
宗
派
は

認
め
な
い
か
、
曖
昧
な
答
え
に
終
始
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
日
本
人
の
伝
統

的
な
霊
魂
や
死
生
観
を
学
び
つ
つ
、
近

代
化
の
過
程
で
犯
し
た
あ
や
ま
ち
を
指

摘
し
、
今
後
の
展
望
を
示
唆
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
あ
わ
せ
て
宗
教
と
科
学
の

あ
る
べ
き
関
係
を
、
こ
の
領
域
で
は
は

る
か
に
先
行
す
る
現
代
キ
リ
ス
ト
教
神

学
を
ふ
ま
え
て
、
論
じ
ま
す
。

※
正
木
晃
先
生
は
日
本
密
教
、
チ
ベ
ッ

ト
密
教
を
深
く
研
究
さ
れ
、
修
行
が
も

た
ら
す
心
身
変
容
と
そ
の
視
覚
表
現
が

主
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
精
神
科
医
と

と
も
に
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
を
防
ぐ

運
動
も
実
践
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
駿
ら

の
ア
ニ
メ
を
題
材
に
、
宗
教
的
伝
統
的

な
智
恵
を
解
き
ほ
ぐ
す
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
開
催
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
幅
の
広
い

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
正ま

さ

木き 

晃
あ
き
ら

氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
、
神
奈
川
県
小
田
原
市

生
れ
。
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修

了
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客

員
助
教
授
、
中
京
女
子
大
学
助
教
授
な

ど
を
へ
て
、
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
文

学
部
・
立
正
大
学
仏
教
学
部
非
常
勤
講

師
。
専
門
領
域
は
宗
教
学
。
日
本
と
チ

ベ
ッ
ト
の
仏
教
を
中
心
に
、
修
行
に
お

け
る
心
身
の
変
容
、
宗
教
図
像
学
な
ど

を
研
究
。
著
書
に『
密
教
』・『
増
補
チ

ベ
ッ
ト
密
教
』（
筑
摩
書
房
）、『
マ
ン
ダ

ラ
と
は
何
か
』・『
宗
像
大
社
―
古
代
祭

祀
の
原
風
景
』（
N
H
K
出
版
）、『
現
代

の
修
験
道
』（
中
央
公
論
新
社
）、『
空
海

と
密
教
美
術
』（
角
川
学
芸
出
版
）、『
現

代
日
本
語
訳　

法
華
経
』・『
お
坊
さ
ん

の
た
め
の「
仏
教
入
門
」』・『
マ
ン
ダ
ラ

塗
り
絵
』シ
リ
ー
ズ（
春
秋
社
）な
ど
多

数
が
あ
る
。

日
時　

平
成
28
年
2
月
13
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

◎
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

　

現
在
の
事
務
局
は
一
人
体
制
で
、

1�
．
毎
月
の
理
事
会
・
本
部
例
会
の
準

備
と
運
営
、
会
員
管
理
、
刊
行
物
の

注
文
応
対

2�

．「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
論
文
集

「
サ
イ
科
学
」の
編
集
+
発
送
準
備

を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に

き
つ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
事
務

局
の
仕
事
を
前
者
と
後
者
の
2
つ
に
分

割
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
者
1
．
を
担
当
す
る
新

し
い
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
並
列
記
憶

能
力
が
高
い
20
代
～
40
代
の
会
員
か
、

会
員
の
お
知
り
合
い
か
ら
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
幹
事
と
し
て
役
員
会
等
に
も

出
席
し
、
数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
を
受
け

て
、
問
題
な
け
れ
ば
7
月
か
ら
正
式
に

給
与
の
出
る
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

資
格
は
首
都
圏
在
住
、
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
・
パ
ソ
コ
ン
で
「
W
O
R
D
・
E
�X�

C
E
L
」
等
の
ソ
フ
ト
が
使
え
、
機
械

音
痴
で
は
な
く
、
多
少
の
几
帳
面
さ
と

責
任
感
が
持
て
る
方
で
す
。
会
員
と
の

や
り
と
り
は
メ
ー
ル
が
主
体
で
、
通
常

の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
お
仕
事
に
就
い
て

い
る
方
で
も
、
兼
職
は
可
能
で
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
メ
ー

ル
願
い
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp
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◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

地
震
予
知
・
20
年
間
の
検
証

　
　
　
　
　

講
師　

森
川　

薫 

氏

日
時　

平
成
28
年
1
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員 

二
千
円　

一
般 

三
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

運
の
良
い
人
、
悪
い
人
そ
れ
ぞ
れ

の
潜
在
意
識
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
？

　
　
　
　
講
師
　
佐
田
　
弘
幸 

氏

日
時　

平
成
28
年
2
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員 

二
千
円　

一
般 

三
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

命
を
つ
な
ぐ

　
　
　
講
師
　
畑
田
　
天
真
如 

氏

日
時　

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員 

二
千
円　

一
般 

三
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う
い
ん院

ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21 

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

10
時
30
分
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�
京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会�

費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
） 

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

大
い
な
る
存
在
と
の
不
思
議
な

出
会
い
か
ら
目
覚
め
て

　
　
　
　
講
師
　
大
石
　
陽
子 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

ヒ
ー
ラ
ー
）

霊
能
者
と
い
う
よ
り
シ
ャ
ー
マ
ン（
高

次
元
の
神
霊
な
ど
と
繋
が
り
、
直
接
交

流
す
る
役
割
を
担
っ
た
人
）
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
方
で
す
。
あ
る
時
、
大
い
な

る
不
思
議
な
存
在
と
出
会
っ
て
か
ら
高

次
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
動
を
媒
介
と

し
て
知
人
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
す

よ
う
に
な
り
、
病
院
で
は
治
ら
な
い
病

気
と
か
憑
依
に
よ
る
霊
障
、
さ
ら
に
運

の
悪
い
人
や
人
生
を
ネ
ガ
テ
ィ
ー
ブ
に

歩
ん
で
い
る
人
に
も
光
明
を
与
え
て
元

気
を
と
り
戻
し
た
と
感
謝
さ
れ
、
世
の

● ❹●



た
め
人
の
た
め
に
そ
の
使
命
を
負
っ
て

い
る
も
の
と
自
覚
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
癒
し
や
サ
イ
コ

メ
ト
リ
ー
（
物
に
残
る
人
の
残
留
思
念

を
読
み
取
る
こ
と
）
な
ど
の
実
演
を
披

露
し
、
さ
ら
に
花
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
と
る
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
霊
性
に
目

覚
め
、
世
直
し
の
大
き
な
う
ね
り
へ
と

広
が
っ
て
い
け
た
ら
と
願
わ
れ
て
い
ま

す
。体

調
の
思
わ
し
く
な
い
人
、
霊
障
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
、
不
運
続
き

の
人
な
ど
は
必
見
で
す
。

〇
大
石 

陽
子 

氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
エ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
卒
。
現

在
は
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
の
山
里
で
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
知
り
い
の
人
々

に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
で
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
新
聞
な

ど
は
一
切
視
聴
せ
ず
、
自
然
界
か
ら
の

恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
無
農
薬
の
野

菜
や
山
野
草
を
使
っ
た
自
然
食
、
健
康

食
、
日
本
の
伝
統
食
な
ど
研
究
。
人
間

の
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）を
高
め
る

為
の
食
生
活
・
子
育
て
に
大
切
な
食
育

活
動
を
通
し
て
、
日
本
人
の
精
神
性
・

情
緒
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を
啓
蒙
し

て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円　

一
般 

二
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

※
定
員
次
第
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
者
は
お
早
目
に
お
申
込
み
下

さ
い
。
参
加
予
約
は
公
式
サ
イ
ト
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
の
欄
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報
告

物
質
化
現
象

無
か
ら
有
は
生
じ
る

�

講
師
　
ス
ワ
ミ
氏
（
氏
名
非
公
開
）

と
き　
　

平
成
27
年
2
月
14
日

と
こ
ろ　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室

1
．
幼
少
期
の
U
F
O
体
験
と
進
学

「
幼
少
期
よ
り
、
理
解
が
困
難
な
現
象

に
遭
遇
し
、
特
に
多
数
の
U
F
O
を
目

撃
し
ま
し
た
。
小
学
校
4
年
生
の
7
月

20
日
、
そ
の
山
（
広
島
県
呉
市
の
灰
ヶ

峰
）
に
登
り
ま
す
と
、
地
球
上
の
生
命

体
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
姿
形
を
し
た

動
く
物
体
2
体
と
遭
遇
し
ま
し
た
。
幼

い
私
に
し
た
ら
、『
宇
宙
人
に
遇
っ
た
』

と
い
う
表
現
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

非
常
に
グ
ロ
テ
ス
ク
な
形
で
し
た
」

宇
宙
人
の
話
を
す
る
と
皆
が
嘘
つ
き

呼
ば
わ
り
す
る
の
で
、
信
じ
て
貰
え
る

人
に
な
る
た
め
大
学
の
物
理
学
の
先
生

を
目
指
し
、
小
学
校
時
代
か
ら
独
学
で

相
対
論
や
量
子
力
学
を
学
ん
だ
。
高
校

で
は
2
つ
の
大
き
な
疑
問
に
ぶ
ち
当
た

っ
た
。

①
ど
う
や
っ
て
宇
宙
が
で
き
た
の
か
?

②
な
ぜ
宇
宙
が
必
要
だ
っ
た
の
か
?

念
願
の
筑
波
大
学
に
入
り
物
理
学
を

専
攻
し
た
が
大
学
院
に
は
進
ま
な
か
っ

た
。

「
そ
し
て
、
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
、
数
々
の
レ
ー
ス
で
、
国
際
レ

ー
ス
に
も
出
て
、
レ
ー
サ
ー
と
し
て
ず

っ
と
活
躍
し
て
お
り
ま
し
た
」

命
を
懸
け
た
一
瞬
の
判
断
を
求
め
ら

れ
る
レ
ー
サ
ー
の
経
験
に
鍛
え
ら
れ
て
、

そ
の
後
の
イ
ン
ド
で
の
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

な
修
行
に
も
怯
む
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
た
。

2
．
物
質
化
現
象
、
研
究
か
ら
実
践
へ

あ
る
日
、
深
野
一
幸
氏
に
出
会
い
、

そ
の
超
常
現
象
研
究
の
意
気
込
み
に
非

常
に
感
銘
を
受
け
、
深
野
氏
の
講
演
に

同
行
し
て
い
る
う
ち
に
、
物
質
化
現
象

を
研
究
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

「
物
理
を
か
じ
っ
た
人
間
と
し
ま
し
て

は
、
こ
の
物
質
化
現
象
と
い
う
現
象
だ

け
は
捨
て
置
け
な
か
っ
た
の
で
す
」

イ
ン
ド
の
聖
者
サ
テ
ィ
ア
サ
イ
バ
バ

の
元
に
出
向
き
、
1
対
1
で
話
を
し
た
。

「
手
か
ら
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
竹

の
子
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
、
仏
像
が

物
質
化
し
て
出
現
し
て
、
そ
れ
を
頂
き

ま
し
た
」

帰
国
し
、
そ
の
仏
像
を
手
に
、
サ
イ

バ
バ
の
物
質
化
現
象
の
講
演
を
行
っ
た
。

「
そ
の
2
年
後
ぐ
ら
い
で
し
た
か
、
日

本
中
サ
イ
バ
バ
ブ
ー
ム
が
や
っ
て
き
ま

し
た
」

次
に
、
サ
イ
バ
バ
以
外
に
も
物
質
化

で
き
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ア
ジ
ア
中
の
心
霊
治
療
家
や
聖
者
を
探

し
て
、

「
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
の
か
?
」

と
尋
ね
て
回
っ
た
。
し
か
し
最
後
は

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
ね
」

●❺ ●



「
神
様
が
ね
」

誰
も
が
そ
う
い
う
答
え
を
い
う
。
調

査
・
研
究
は
行
き
詰
ま
り
、
も
は
や
自

分
自
身
で
物
質
化
す
る
し
か
な
く
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
遂
に
イ
ン
ド
で
物
質

化
を
教
え
て
く
れ
る
、
と
あ
る
聖
者
を

見
つ
け
出
し
た
。

3
．
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
召
喚
と
イ
ン
ド
で

の
学
び
の
終
了

　

グ
ル
と
二
人
で
特
殊
な
プ
ジ
ャ
（
神

へ
の
祈
り
の
儀
式
）
を
行
い
、
願
い
を

一
つ
だ
け
叶
え
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
を
召
喚

し
た
。

「
そ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
出
現
し
た
と
き

は
、
も
う
震
え
て
緊
張
し
て
声
も
で
な

い
く
ら
い
で
す
。『Please give m

e 
super natural pow

er!

（
奇
跡
の
力

を
下
さ
い
！
）』
そ
う
言
う
と
、
そ
の

エ
ン
ジ
ェ
ル
が
、『
オ
ッ
ケ
ー
、
ア
イ
ギ

ブ
ユ
ー　

ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
パ
ワ

ー
』
と
日
本
人
の
英
語
で
話
し
、
そ
の

瞬
間
に
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す

ね
。
す
る
と
グ
ル
が『
銀
の
指
輪
を
買

っ
と
け
と
い
っ
た
だ
ろ
？ 

渡
す
な
！ 

本

当
に
銀
の
指
輪
だ
な
？ 

O‌

K
、
じ
ゃ
あ

そ
の
銀
の
指
輪
を
、
今
か
ら
金
の
指
輪

に
変
え
ろ
！
』と
い
う
の
で
す
」

元
素
の
周
期
律
表
や
銀
を
金
に
変
換

す
る
原
子
核
反
応
な
ど
を
想
起
し
て
い

た
ス
ワ
ミ
氏
に
、
さ
ら
に
グ
ル
は
言
う
。

「
お
前
の
考
え
そ
う
な
こ
と
は
す
で
に

わ
か
っ
て
い
る
。
い
い
か
ら
変
え
ろ
！

こ
な
い
だ
教
え
た
ろ
う
が
、
あ
の
マ
ン

ト
ラ
で
も
唱
え
と
け
!
」

そ
の
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
、
10
分
弱
、

「
よ
か
ろ
う
、
開
け
て
み
ろ
!
」

「
ほ
ん
ま
じ
ゃ
、
変
わ
っ
と
る
!
」

指
輪
は
金
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
が
《
私
の
手
の
ひ
ら
の
な
か
で

起
き
た
最
初
の
奇
跡
現
象
》
で
す
。
そ

の
と
き
や
っ
と
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

う
か
！ 

エ
ン
ジ
ェ
ル
と
の
関
係
性
が

先
に
で
き
た
の
で
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
に
頼

ん
で
こ
の
物
を
変
え
て
く
れ
た
だ
け
な

ん
だ
。
だ
か
ら
み
ん
な
が
言
っ
て
い
た

こ
と
は
全
部
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
。

自
分
が
勝
手
に
嘘
だ
と
決
め
つ
け
て
い

た
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
と
」

4
．
聖
者
達
の
物
質
化
現
象
の
方
法

「
出
す
物
を
先
に
買
っ
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
る
特
殊
な
プ
ジ
ャ
を
や
っ

て
置
い
て
お
く
。
手
を
回
す
の
は
『
こ

こ
で
す
よ
!
』と
い
う
合
図
な
ん
で
す
。

『
こ
こ
に
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
今
か
ら
作

り
ま
す
よ
』
と
。
で
、
こ
の
場
所
と
、

置
い
て
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
ワ
ー
ム
ホ

ー
ル
に
よ
っ
て
同
じ
場
所
に
す
る
ん
で

す
。
で
、
手
を
突
っ
込
ん
で
取
れ
ば
い

い
だ
け
で
す
。
有
る
物
を
こ
っ
ち
に
移

動
さ
せ
た
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ

の
こ
と
を
知
っ
た
私
は
結
構
落
胆
し
ま

し
た
よ
。『
無
か
ら
有
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
ん
だ
。
私
の
本
当
に
求
め

て
い
る
こ
と
じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ
』と
」

5
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
の
開
催

イ
ン
ド
で
物
質
化
を
マ
ス
タ
ー
し
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
最
高
峰
ア
ー
チ
ャ
リ
ー
グ

ル
の
元
で
も
学
ん
だ
ス
ワ
ミ
氏
は
、
次

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
心
霊
治
療
の
最
高
峰

ジ
ュ
ン
ラ
ボ
先
生
の
元
に
行
き
、
あ
る

人
の
と
こ
ろ
で
心
霊
治
療
を
習
い
、
体

得
し
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ド
タ
イ
プ
と
い
う
血
が
出
現

す
る
心
霊
治
療
を
4
日
ぐ
ら
い
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
、
魔
法
学
校
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
魔
法
学
校
の
教
頭
と
い

う
形
で
、
魔
法
の
顕
現
に
関
す
る
こ
と

を
ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド

で
の
勉
強
は
ま
さ
に
ほ
ん
の
入
り
口
、

い
か
に
こ
の
世
界
は
広
い
の
か
、
我
々

は
何
も
知
ら
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
」

空
飛
ぶ
吸
血
鬼
ア
ス
ワ
ン
と
の
戦
い

や
、
心
霊
治
療
で
心
臓
を
取
出
し
た
り
、

宙
に
浮
く
患
者
を
押
さ
え
た
り
と
い
っ

た
、
科
学
で
は
全
く
説
明
で
き
な
い
オ

カ
ル
ト
映
画
の
世
界
の
よ
う
な
体
験
談

が
続
く
。

「
お
腹
か
ら
亀
を
4
匹
出
し
た
か
な
、

生
き
た
ミ
ミ
ズ
と
か
蟻
と
か
い
ろ
ん
な

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。《
バ
ラ
ン
タ

イ
プ
》
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
で

す
。
人
の
身
体
の
中
に
物
を
送
り
込
む

タ
イ
プ
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を

取
り
除
か
な
い
と
、
問
題
の
解
決
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
や
る
こ
と
が
で
き

る
人
を
《
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
》
と
い
い
ま

す
。
そ
し
て
私
は
《
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
》

で
す
」

し
か
し
ト
ニ
ー
先
生
が
亡
く
な
り
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
は
終
わ
り
と
な

っ
た
。

6
．
タ
イ
の
洞
窟
の
「
天
の
扉
開
き
」

現
在
、
ス
ワ
ミ
氏
は
タ
イ
の
「
神
聖

秘
法
術
科
学
校
」を
開
き
、
洞
窟
で「
神

の
世
界
の
ド
ア
開
け
」を
行
っ
て
い
る
。

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
非
常
に
小
規
模
な
も

の
、
そ
れ
が
目
の
前
で
観
察
で
き
ま
す
。

『
宇
宙
が
始
ま
っ
た
ビ
ッ
ブ
バ
ン
の
瞬

間
は
、
超
高
温
』
と
の
通
説
は
、
そ
れ

は
嘘
だ
な
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
今
か
ら
お
観
せ
す
る
現
象

は
、
人
間
の
手
を
離
れ
て
客
観
的
に
起

こ
る
現
象
で
す
。
で
す
か
ら
、
物
凄
く

意
義
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
物
が
出

現
す
る
前
に
ピ
カ
ー
ッ
と
爆
発
が
起
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、
色
々
な
物

● ❻●



が
落
ち
て
き
て
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る

天
幕
を
張
っ
て
い
ま
す
。
結
構
分
厚
い

布
で
す
。
そ
こ
に
非
常
に
大
き
な
音
を

立
て
な
が
ら
、
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
バ
ラ
っ

と
き
ま
す
」

7
．「
天
の
扉
開
き
」
の
ビ
デ
オ
上
映

「
ま
ず
は
、
爆
発
が
起
き
ま
す
。
そ
し

て
落
ち
て
き
ま
す
。
落
ち
て
き
た
も
の

が
下
で
ま
た
光
り
ま
し
た
。
こ
れ
違
う

角
度
の
カ
メ
ラ
で
す
。
こ
れ
非
常
に
面

白
い
も
の
が
撮
れ
ま
し
た
。
上
で
光
る

ん
で
す
が
、
横
の
と
こ
ろ
か
ら
飛
び
出

し
て
き
ま
す
」

「
こ
れ
は
洞
窟
を
下
か
ら
上
に
真
上
に

見
上
げ
て
定
点
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い

る
シ
ー
ン
で
す
。
人
工
的
な
照
明
は
一

切
使
え
な
い
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク
だ
け
で

す
」

「
イ
ン
タ
ー
サ
ー
ワ
ン
マ
ハ
ー
」

司
祭
の
唱
え
る
マ
ン
ト
ラ
が
流
れ
る
。

「
い
ま
唱
え
て
い
る
の
は
、
神
様
の
ド

ア
を
開
け
る
《
鍵
》
の
マ
ン
ト
ラ
で
す
。

そ
う
す
る
と
ド
ア
が
開
き
ま
す
。
爆
発

が
起
き
ま
し
た
。
ド
ア
が
開
い
て
物
が

発
生
す
る
音
が
し
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
バ

ラ
っ
と
い
う
音
で
す
。
天
井
ま
で
の
高

さ
は
30
m
位
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」

「
別
の
グ
ル
ー
プ
が
撮
っ
た
映
像
で
す
」

読
経
と
、
木
魚
の
よ
う
な
音
と
、
金
属

を
た
た
く
金
属
音
が
鳴
り
響
く
。

「
爆
発
と
と
も
に
出
て
き
た
の
が
、
非

常
に
長
い
、
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
で
、

長
い
と
き
は
20
m
で
も
30
m
で
も
い

く
ら
で
も
伸
び
て
き
ま
す
。
金
属
状
の

形
を
し
ま
す
が
、
蛇
の
よ
う
に
ク
ネ
ク

ネ
と
動
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
神
の
世

界
が
開
い
た
と
き
に
向
こ
う
の
世
界
か

ら
降
り
て
く
る
ん
で
す
。
先
端
部
が
金

属
状
に
光
り
ま
す
。
時
に
は
目
の
前
に

き
て
、
グ
ニ
ョ
グ
ニ
ョ
す
る
場
合
が
あ

る
そ
う
で
す
。
私
は
ま
だ
そ
の
体
験
は

あ
り
ま
せ
ん
」

「
横
か
ら
物
質
化
し
て
大
き
な
も
の
が

飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。
途
中
か
ら
物

質
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
真
上
か
ら
撮
っ
た
定
点
カ
メ
ラ

の
映
像
で
す
。
ス
ロ
ー
で
見
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
影
に
な
っ
て
、
こ
こ
か
ら

物
質
化
が
始
ま
り
ま
し
た
」

物
体
が
現
れ
る
《
瞬
間
》
の
映
像
が

流
れ
た
。
読
経
が
止
ま
り
、
そ
の
驚
愕

な
映
像
に
会
場
は
静
ま
り
返
っ
た
。

「
次
が
新
し
く
発
見
し
た
映
像
で
す
。

音
速
を
超
え
て
物
が
出
現
し
た
た
め
に
、

そ
の
場
所
の
空
気
が
衝
撃
波
と
な
っ
て

布
の
上
に
与
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、

今
私
は
推
測
し
て
い
ま
す
。
布
の
と
こ

ろ
に
現
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
頼
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
布
の
表
面
で
現
れ
る

の
と
、
下
側
で
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
下
側
で
現
れ
る
場
合
は
布
の
下
に

落
ち
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
下
を

よ
く
探
し
た
ら
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
」

「
で
は
、
幕
の
上
で
出
現
す
る
瞬
間
を
、

超
ス
ロ
ー
映
像
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

黒
い
の
が
、
今
現
れ
ま
し
た
ね
、
ポ
ン

と
。
あ
の
映
像
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

あ
ん
な
に
ち
っ
ち
ゃ
な
物
で
こ
れ
だ
け

波
た
つ
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
優
秀
に

映
像
を
解
析
し
た
ら
、
最
初
の
波
が
下

か
ら
持
ち
上
げ
て
い
る
場
合
と
、
下
に

向
か
っ
て
下
げ
ら
れ
た
場
合
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ
け
波
立
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
相
応
す

る
量
の
物
が
発
生
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ん
で
す
が
」

8
．
人
間
を
構
成
す
る
三
要
素（
肉
体
、

魂
、
J
I
T
）
と
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
つ
い

て
休
憩
後
、
ス
ワ
ミ
氏
の
「
天
の
扉
開

き
」の
解
説
が
始
ま
っ
た
。

「
私
は
、
こ
の
《
非
物
理
的
世
界
》
の

中
に
、
い
か
な
る
存
在
が
、
ど
の
よ
う

な
形
で
、
何
の
目
的
で
、
ど
の
よ
う
な

役
割
で
存
在
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
学
び
、
体
験
し
、
実
践
し
、

確
信
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。《
非
物
理
的

世
界
》
の
存
在
が
動
い
て
様
々
な
理
解

困
難
な
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
大
前
提
に
立
っ
て
物
事
の
動
き
を

見
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
《
非
物
理
的

世
界
》
の
世
界
地
図
が
綺
麗
に
書
け
て

●❼ ●
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い
き
ま
す
。
私
は
そ
の
よ
う
な
存
在
を

《
ス
ピ
リ
ッ
ツ
》
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魔
法
学
校
で
使

わ
れ
て
き
た
言
葉
で
す
」

「
人
間
に
は
魂
の
他
に
J
I
T（
ジ
ッ
。

以
下
J
I
T
と
表
記
）
と
い
う
《
非
物

理
的
》
な
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

魂
が
存
在
し
て
い
る
場
所
は
心
臓
の
心

室
の
中
で
す
。
J
I
T
は
脳
み
そ
の
と

こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
多
く
の
人
々
が

一
生
涯
で
使
う
脳
の
割
合
は
5
%
か
ら

7
%
だ
と
類
推
さ
れ
て
い
て
、
死
ん
だ

あ
と
J
I
T
は
消
滅
し
、
魂
だ
け
に
な

り
ま
す
。

9
．
脳
み
そ
を
50
%
以
上
使
っ
た
人

は
死
後
《
ジ
ッ
融
合
体
》
に
な
る

「
脳
み
そ
を
50
%
以
上
使
う
と
、
肉
体

が
消
滅
し
た
あ
と
J
I
T
は
消
滅
せ
ず
、

魂
と
融
合
し
ま
す
」

※
魂
と
J
I
T
が
融
合
し
た
も
の
を

《
ジ
ッ
融
合
体
》又
は
略
し
て《
ジ
ッ
》

と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

《
ジ
ッ
融
合
体
》
に
な
る
と
、
死
後
に

魂
だ
け
に
な
っ
た
あ
と
に
行
く
べ
き
タ

ウ
エ
ー
ス
ワ
ン
（
閻
魔
大
王
）
の
と
こ

ろ
に
行
く
こ
と
が
な
く
な
り
、
輪
廻
転

生
の
輪
か
ら
外
れ
ま
す
」

肉
体
の
死
後
、
魂
と
J
I
T
が
融

合
し《
ジ
ッ
》に
な
る
。《
ジ
ッ
》を《
ス

ピ
リ
ッ
ツ
》
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
《
ジ
ッ
》
は
正
統
な
道
で
あ
る
テ
ワ

ダ
ー
の
道
の
他
、
ル
ー
シ
ー
の
道
、
エ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
道
な
ど
進
む
べ
く
道
が

多
数
あ
る
。

「
数
万
年
前
の
方
々
は
、
様
々
な
こ
と

に
セ
ン
サ
ー
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
か
な

い
と
生
命
の
危
機
が
あ
り
、
脳
を
50
%

以
上
使
っ
て
い
た
人
が
沢
山
い
た
ん
で

す
。
テ
ワ
ダ
ー
の
道
じ
ゃ
な
く
て
、
別

の
道
を
選
ん
だ
《
ジ
ッ
》
が
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
《
ジ
ッ
》
は
ど
こ
に
で
も
存

在
で
き
る
ん
で
す
。
空
気
の
中
で
も
、

水
の
中
で
も
、
そ
し
て
地
の
中
で
も
。

洞
窟
の
中
に
も
数
万
年
前
の
《
ジ
ッ
》

が
住
ん
で
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
望
ん

で
い
る
こ
と
は
、
学
ん
で
も
っ
と
上
へ

上
が
る
こ
と
で
す
」

10
．
洞
窟
の
中
の
《
ジ
ッ
》
た
ち
の
役

割「
洞
窟
の
中
に
《
ジ
ッ
》
た
ち
が
沢
山

住
ん
で
い
ま
す
。
プ
ジ
ャ
―
リ
ー（
司

祭
）
が『
イ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ン
マ
ハ
ー
』

と
い
っ
て
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
く
。

そ
う
す
る
と
神
が
ド
ア
を
開
け
ま
す
。

《
天
の
岩
戸
開
き
》
は
、
美
女
ウ
ズ
メ

ノ
ミ
コ
が
踊
り
ま
し
た
が
そ
れ
で
は
一

種
類
の
神
様
の
ド
ア
を
開
く
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し『
天
の
扉
開
き
』

の
や
り
方
で
す
と
、
様
々
の
種
類
の
ド

ア
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
故

ド
ア
を
開
け
て
こ
っ
ち
見
る
の
か
。
彼

ら
が
勉
強
す
る
た
め
に
は
《
プ
ラ
プ
ッ

タ
ジ
ャ
ウ
》（
ゴ
ー
タ
マ
シ
ッ
ダ
ル
タ
、

お
釈
迦
様
）の
言
葉
が
必
要
な
ん
で
す
。

そ
の
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
な
ら
ば
、
そ

れ
を
聞
き
た
い
か
ら
ド
ア
を
開
け
る
ん

で
す
。
ド
ア
が
開
い
た
の
で
、
神
の
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
出
し
て
き
ま

す
。そ

し
て
、
プ
ジ
ャ
を
行
う
司
祭
の
J�

I
T
と
洞
窟
に
存
在
す
る
《
ジ
ッ
》
と

が
関
係
性
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
欲
し
い
の
か
と
い
う
設
計
図
を
こ

の
《
ジ
ッ
》
た
ち
に
与
え
ま
す
。
神
の

世
界
の
ド
ア
が
開
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

流
れ
出
し
て
き
て
、
こ
の
設
計
図
を
持

っ
た
《
ジ
ッ
》
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
が
一

緒
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
設
計
図
通
り

の
物
質
が
出
現
す
る
ん
で
す
」

「
4
大
要
素
で
こ
の
世
界
は
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
の
要

素
、
水
の
要
素
、
火
の
要
素
、
空
気
の

要
素
。『
天
の
扉
開
き
』で
一
番
多
く
使

わ
れ
る
の
が
地
の
要
素
で
す
」

「
物
が
出
来
上
が
っ
た
瞬
間
、
火
花
が

飛
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ド
ア

が
開
い
た
と
き
で
す
。
そ
れ
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
流
れ
だ
し
て
き
て
《
ジ
ッ
》
に

よ
っ
て
こ
こ
に
物
質
が
出
現
す
る
。
こ

の
物
質
が
出
現
し
た
瞬
間
は
熱
く
な
い

で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ま
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
空
間
を
か
き
分
け
て
物
質
が
ポ

ッ
と
出
た
わ
け
で
す
か
ら
、
空
間
の
ひ

ず
み
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
空
気
が
あ
れ

ば
衝
撃
波
も
出
る
で
し
ょ
う
」

11
．
宇
宙
創
造
時
の
物
質
化
現
象
と
低

温
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
可
能
性

「
同
様
に
宇
宙
を
創
る
場
合
、
テ
ー
プ

プ
ー
サ
ン
と
い
う
創
造
主
と
呼
ば
れ
る

神
々
が
持
っ
て
い
る
《
ジ
ッ
》
が
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
欲
し
い
か
と
い
う
設

計
図
を
考
え
ま
す
。
そ
の
設
計
図
に
対

● ❽●

「天の扉開き」で物質化した神聖物の
数々。神聖物の中には《ジッ融合体》



し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
《
ジ
ッ
》
を
使
っ
て
物

質
を
創
る
ん
で
す
。
こ
れ
が
《
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
》
い
わ
ゆ
る
も
の
が
出
現
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
」

「
推
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
ビ
ッ
グ

バ
ン
の
瞬
間
、
そ
の
最
初
に
物
質
が
宇

宙
の
元
の
大
き
な
塊
を
物
質
化
さ
せ
た

時
に
は
、
熱
く
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
こ
の
三
次
元
に
発
生
す
る
と
き

の
、
何
か
の
反
作
用
に
よ
っ
て
、
大
き

な
熱
が
発
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。」

12
．「
神
の
扉
開
き
」
の
手
法
は
J
I
T

を
飛
ば
し
て
教
え
て
頂
い
た

魂
が
も
し
身
体
か
ら
出
た
ら
即
刻
肉

体
の
死
を
意
味
し
ま
す
。
死
ぬ
以
外
で

魂
が
外
に
出
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
幽
体
離
脱
は
魂
で
は
な
く
J
�I�

T
が
出
た
ん
で
す
。
こ
の
J
I
T
を
出

す
特
別
の
瞑
想
法
、
特
別
の
や
り
方
を

や
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
J
I
T
を
自
分

の
身
体
か
ら
外
に
出
し
て
自
由
に
ど
こ

に
で
も
い
け
ま
す
。
神
々
の
世
界
に
も

行
っ
て
、
直
接
マ
ン
ト
ラ
を
教
え
て
貰

っ
た
り
、
色
々
な
英
知
や
疑
問
の
答
え

を
貰
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
し
て
こ
の
手
法
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

J
I
T
を
外
に
出
し
て
色
々
な
と
こ
ろ

に
い
っ
て
色
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
人
の
こ
と
を
《
ア
ン
タ
ル
ヤ
ー

ミ
ー
》
と
イ
ン
ド
で
は
言
わ
れ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
知
る
こ
と
が
で
き
、

最
近
で
は
、
1
5
0
年
前
位
に
活
躍
さ

れ
た
シ
ル
デ
ィ
サ
イ
バ
バ
と
い
う
偉
大

な
聖
者
は《
ア
ン
タ
ル
ヤ
ー
ミ
ー
》と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
英
知
と
い
う
も

の
は
築
か
れ
て
き
た
の
で
す
。『
神
の
世

界
の
ド
ア
開
け
』も
そ
う
で
す
。

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
か
ら
質
問
が
あ
れ
ば
受
け
付
け

ま
す
」

13
．
質
疑
応
答

①
Q
．
光
っ
て
爆
発
し
た
の
は
、
破
壊

の
神
シ
ヴ
ァ
神
が
関
わ
っ
て
い
る
の

か
？

A
．
シ
ヴ
ァ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

イ
ン
ド
で
は
シ
ヴ
ァ
派
で
す
。
シ
ヴ
ァ

は
不
要
を
破
壊
し
必
要
を
再
生
す
る
神

様
で
テ
ー
プ
ポ
ッ
ポ
ン
の
最
高
レ
ベ
ル

で
す
。

②
Q
．
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
や
黄
金
な
ど
を

頼
ん
だ
ら
出
て
く
る
の
か
?

A
．「
欲
し
い
」と
い
っ
た
ら
出
ま
せ
ん
。

「
も
し
そ
ち
ら
側
か
ら
見
て
、
我
々
に

必
要
な
ら
ば
、
一
番
あ
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
ど
う
ぞ
お
与
え
下
さ
い
。

我
々
か
ら
は
何
も
要
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
Q
．
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
の
役
割
は
?

A
．
我
々
を
護
る
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。

④
Q
．
パ
ヤ
サ
ミ
ン
レ
ッ
ク
は
人
が
操

る
人
工
物
で
は
?

A
．
自
分
で
、
足
を
運
び
、
そ
こ
に
い

れ
ば
、
そ
れ
は
直
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

⑤
Q
．
物
質
化
は
洞
窟
内
で
の
大
音
響

の
マ
ン
ト
ラ
の
共
鳴
が
ダ
ー
ク
エ
ナ
ジ

ー
に
働
き
か
け
て
起
こ
し
た
の
で
は
? 

物
質
化
現
象
に
マ
ン
ト
ラ
は
必
須
な
の

か
?

A
．
山
の
上
で
も
物
質
化
現
象
は
起
き

ま
し
た
。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
マ
ン

ト
ラ
を
再
生
し
て
も
J
I
T
が
な
い
か

ら
物
質
化
現
象
は
起
き
な
い
で
し
ょ
う
。

⑥
Q
．
真
言
密
教
の
空
海
の
評
価
は
?

A
．
私
は
真
言
宗
の
お
寺
の
出
で
す
が
、

海
外
が
多
い
の
で
日
本
の
こ
と
は
良
く

知
り
ま
せ
ん
。

⑦
Q
．
超
能
力
者
が
空
中
か
ら
出
し

た
お
金
を
使
っ
た
後
、
神
棚
に
お
金
を

供
え
て
消
し
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
物
質
化
現
象
は
貰
う
だ
け
で
は

な
く
お
供
え
物
を
捧
げ
る
こ
と
も
大
切

か
?

A
．
お
供
え
物
は
凄
く
大
切
で
す
。
超

能
力
者
の
お
こ
す
物
質
化
現
象
は
カ
ッ

ポ
レ
な
ど
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
の
関
係
性

を
知
ら
ず
に
持
っ
た
場
合
に
起
こ
り
ま

す
。

⑧
Q
．
地
球
文
明
の
今
後
の
あ
り
方
と

し
て
、
も
っ
と
知
ら
れ
て
欲
し
い
で
す

ね
。

A
．
沢
山
の
方
が
体
験
を
し
、
司
祭
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

世
の
中
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
日

本
の
歴
史
の
中
で
『
天
の
岩
戸
開
き
』

と
い
う
、
神
様
の
ド
ア
を
開
け
た
と
い

う
神
話
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
神
話
を

み
ん
な
で
実
現
し
て
い
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
認
め
ら
れ
る
世
界
に
な
っ
て
い

く
ん
で
す
。

⑨
Q
．
凡
人
で
も
物
質
化
現
象
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
? 

物
質
化
現
象

は
般
若
心
経
の『
色
即
是
空
空
即
是
色
』

と
関
係
な
い
の
か
?

A
．
過
去
世
で
学
ん
だ
こ
と
や
ス
ピ
リ

ッ
ツ
と
の
関
係
に
よ
り
、
修
得
の
し
や

す
さ
に
違
い
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
手
法
を
修
得
す
れ
ば
皆
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
般
若
心
経
の
原
典
は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
す
。『
色
即
是
空

空
即
是
色
』
の
く
だ
り
は『
ル
ー
パ
ン
』

つ
ま
り『
現
れ
る
』
あ
る
い
は『
今
す
ぐ

や
っ
て
く
だ
さ
い
』と
い
う
意
味
で
す
。

●❾ ●



● �●

⑩
Q
．
超
常
現
象
は
「
意
識
が
現
象
を

作
る
」
と
い
う
考
え
方
で
説
明
で
き
る

か
?

⑪
そ
こ
が
傲
慢
に
つ
な
が
り
ま
す
。
思

い
を
超
え
た
こ
と
を
ス
ピ
リ
ッ
ツ
に
や

っ
て
貰
っ
て
、
も
っ
と
良
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
い
う
方
向
に
、
も
っ
と
も

っ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
と
思
い
ま
す
。

⑫
Q‌

．
こ
の
物
質
化
現
象
はE=M

C
2

に
則
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
い
か
? 

A
．E=M

C
2

は
物
質
が
出
来
上
が
っ
た

世
界
の
中
で
、
ほ
ぼ
成
り
立
っ
て
い
る

現
象
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
い
っ
て
い

る
の
は
、
そ
のE=M

C
2

が
成
り
立
つ
世

界
を
創
り
上
げ
た
と
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
話
で
す
。

【
参
考
サ
イ
ト
】

①
天
の
扉
開
き
公
式
W
e
b
s
i
t
e

http://w
w

w
.am

anotobira.com
/

②
第
9
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム　

小
澤
佳
彦「
無
か
ら
有
へ
、“
エ

ネ
ル
ギ
ー
”の
物
質
化
に
つ
い
て
」

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?

v=y1
v7

U
W

Q
N

kbQ

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

講
演
は
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
講

演
後
「
こ
の
世
と
あ
の
世
の
《
解
体
新

書
》」そ
ん
な
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
た
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
ス
ワ
ミ
氏
に
何

度
も
何
度
も
助
け
ら
れ
、
講
演
の
日
を

目
前
に
し
て
、
九
十
歳
と
い
う
若
さ
で

自
宅
で
天
寿
を
全
う
し
た
母
元
子
に
捧

げ
る
。

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員　

小
澤
佳
彦
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
11
月
本
部
例
会
報
告

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

「
直
立
二
足
歩
行
」
か
ら
問
う

    

　
　
講
師
　
坪
井
　
香
譲 

氏
�

［
∞
気
流
法
（
身
体
技
法
）
創
始
者
］

坪
井
香
譲
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

早
大
哲
学
科（
心
理
学
専
修
）卒
。
少

年
期
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
、
ユ
ン
グ
心

理
学
に
触
れ
、
弓
道
と
合
気
道
等
実

践
。
1
9
8
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
体
験
で
身

心
技
の
極
意
の
一
つ
に
出
会
い
、
∞（
メ

ビ
ウ
ス
）
気
流
法
創
唱
。
こ
の
30
数
年

来
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ

イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
定
期
的

に
講
習
、
各
界
の
人
々
が
参
加
し
て
い

る
。
パ
リ
国
立
舞
踊
研
修
所
、
朝
日
カ

ル
チ
ャ
ー
新
宿
、
相
模
女
子
大（
非
常

勤
2
0
0
3
～
2
0
0
6
）講
師
歴
任
。

『
や
わ
ら
げ
の
武
』最
高
師
範
。
著
書『
メ

ビ
ウ
ス
身
体
気
流
法
』
平
河
出
版
社
、

『
気
の
身
体
術
』工
作
舎
等
多
数
。
ブ
ロ

グ「
文
武
随
想
録
」。

◎
講
演
内
容

〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
は  

か
ら
だ
に
習
う

「
松
の
こ
と
は
松
に
習
え
、
竹
の
こ

と
は
竹
に
習
え
」
と
俳
句
の
極
意
、
あ

る
い
は
基
本
を
、
芭
蕉
は
説
い
た
。

俳
句
に
限
ら
ず
、
極
意
と
基
本
は
ほ

と
ん
ど
重
な
る
よ
う
に
一
つ
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。

実
は
〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
も
同
じ
だ
。

〈
か
ら
だ
〉
の
こ
と
は
〈
か
ら
だ
〉
に
聴

き
、
習
う
。

最
も
身
近
な〈
自
然
〉と
し
て
の〈
か

ら
だ
〉
は
、
松
や
竹
と
同
じ
く
、
よ
く

観
じ
耳
を
澄
ま
す
よ
う
に
し
て
謙
虚
に

集
中
し
て
い
け
ば
、
そ
の
真
相
を
あ
ら

わ
に
す
る
。

〈
か
ら
だ
〉
の
裡
に
自
然
が
あ
る
、
と

も
い
え
る
し
、〈
か
ら
だ
〉
は
自
然
の

裡
に
あ
る
、
と
も
い
え
る
。

〈
か
ら
だ
〉
の
裡
に
あ
る
〈
原
自
然
〉、

天
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
生
き
物

と
し
て
の
基
本
的
な
〈
マ
ナ
ー
〉
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
自
然
と
し
て
の
〈
か

ら
だ
〉
を
受
け
容
れ
、
そ
の
響
き
を
聴

く
こ
と
か
ら
、
身
体
の
活
動
や
技
法
す

べ
て
は
始
め
ら
れ
て
ゆ
く
。（
そ
う
す

る
こ
と
で
人
は
、
生
な
〈
原
自
然
〉
と

は
異
な
っ
た
位
相
に
入
る
。）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
始
め
る
前
提
に
行
う 

基
本
中
の
基
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
「
3
R
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）」 

―
　



「
3‌

R
」と
は
、Relaxation, Relation, 

Realization

の
三
つ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
と

つ
な
が
り
と
実
感
・
集
中
の
三
側
面
の

こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
原
則
な
の
で「
三

則
」と
も
い
う
。

た
と
え
ば
両
腕
を
で
き
る
だ
け
ゆ
っ

く
り
高
く
上
げ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
腕
の

動
き
の
よ
う
だ
が
、
深
く
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
集
中
し
実
感
し
て
ゆ
く
と
、
こ
の

両
腕
の
動
き
が
、
脇
腹
、
下
腹
、
腰
へ

…
と
次
々
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
感

じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
場
所
が
呼
応
し

て
動
く
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
す
る
と
両

腕
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
全
身
の
運
動
で

も
あ
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
実
感
さ
れ
て

ゆ
く
。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
体
の
各

部
へ「
あ
い
さ
つ
」
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る
。
す
る
と
部
分
は
全
体
に
連
っ
て
い

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
す

る
と
実
感
さ
れ
た
身
体
の
部
分
が
、
よ

り
鮮
明
に「
あ
い
さ
つ
」し
て
く
る
。
ま

た
、
そ
う
し
て
目
覚
め
た
各
部
同
士
も

呼
応
し
て
一
層
互
い
に「
あ
い
さ
つ
」
を

し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
…
と
い

う
具
合
で
あ
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
る
? 

リ
ア
ラ
イ
ズ

（
実
感
）し
て
る
? 

そ
こ
に
つ
な
が
り
が

あ
る
? 

…
と
問
い
つ
つ
、
全
身
の
ひ
び

き
を
聴
く
、
ひ
び
き
合
い
を
感
じ
る
…

と
い
う
の
が「
3
R
」の
第
一
歩
、
い
わ

ば
身
体
に
よ
る「
自
問
自
答
」の
作
業
な

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
意
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ
身
体
深
部
に
ま

で
ゆ
き
と
ど
く
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
だ

け
で
、
呼
吸
は
自
ず
と
深
く
な
り
、
立

ち
方
や
歩
き
方
の
姿
勢
や
動
作
の
め
り

は
り
が
相
当
変
わ
っ
て
く
る
。
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
や
芸
術
、

医
術
な
ど
の
人
々
が
、
そ
の
技
法
や
集

中
力
を
大
い
に
進
展
さ
せ
て
い
る
。

　
身
体
は
、
一
冊
の
書
物
に
似
て
い
る
。

そ
の
裡
に
多
様
な
言
葉
と
英
知
を
含
ん

で
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
を
読
み
解
く
に
は
鍵
が
必

要
だ
。

そ
れ
が
〈
身
体
の
文
法
〉
と
い
う
発
想

で
あ
る
。

「
身
体
の
文
法
」（
※
註
）
と
、
そ
れ

に
伴
う
技
法
は
、
大
き
く
次
の
よ
う
に

分
け
ら
れ
、
相
互
に
密
に
関
わ
り
合
っ

て
い
る
。

①
重
力
に
沿
っ
て
重
力
を
活
か
す
。
　

　
技
法
「
垂
直
気
流
」

②
息
の
リ
ズ
ム
に
則
っ
て
息
を
活
か
す
。

　
技
法
「
息
を
か
ん
ず
る
」

③
動
き
は
〈
巡
り
〉
と
な
る
。
　
　
　

　
技
法
「
や
わ
ら
げ
」

さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
〈
文
法
〉
を
、

す
べ
て
円
転
と
渦
の
原
則
が
支
え
て
い

る
こ
と
に
基
づ
く
技
法
「
う
づ
た
ま
」

が
あ
る
。
玉
を
用
い
て
行
う
。

そ
し
て
窮
極
は
、〈
直
立
二
足
歩
行
〉

と
い
う
人
間
の
原
点
に
発
す
る「
歩
み
」

の
技
法
に
至
る
。
こ
れ
ら
を
養
生
法
、

日
常
の
身
ご
な
し
、
運
動
や
芸
術
の
集

中
や
バ
ラ
ン
ス
に
活
か
し
、
対
決
を
和

へ
と
誘
う
武
術
に
も
活
か
し
て
ゆ
く
。

人
の
原
点
、〈
歩
く
〉
か
ら
は
じ
め
る

ヒ
ト
が
人
間
と
な
っ
た
原
点
と
さ
れ

る
「
直
立
二
足
歩
行
」。
遥
か
数
百
万

年
も
前
か
ら
こ
の
二
十
一
世
紀
ま
で
、

人
類
は
歩
き
続
け
て
き
た
。

●� ●



人
は
直
立
二
足
歩
行
に
よ
っ
て
、
道

具
の
使
用
や
言
葉
の
獲
得
な
ど
…
様
々

の
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た

能
力
の
獲
得
か
ら
、
文
化
、
文
明
も
進

展
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

人
間
の
立
ち
方
、
歩
き
方
を
と
ら
え
な

お
し
、
そ
の
あ
り
得
べ
き
原
則
が
あ
る

と
し
て
、
も
し
そ
れ
を
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、
人
間
の
個
人
の
生

活
も
、
健
康
も
、
文
化
や
文
明
の
た
め

の
活
動
や
様
式
も
根
本
的
に
洗
い
な
お

さ
れ
、
新
た
な
視
点
が
導
き
出
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
…
…
。

足
の
裏
と
大
地（
床
）が
出
会
い
、〈
親

和
〉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
の

〈
歩
く
〉
意
味
合
い
が
出
て
く
る
。
そ
の

こ
と
は
相
当
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
…
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
を
問
い

直
し
、
∞
気
流
法
の「
身
体
の
文
法
」に

照
ら
し
た
稽
古
法［
歩
き
の
型
］が
で
き

た
。

・�

∞（
無
限
記
号
、
メ
ビ
ウ
ス
の
環
）状

の
動
き
〈
や
わ
ら
げ
〉
は
、
足
の
裏

と
歩
き
方
に
こ
そ
活
か
さ
れ
る
も
の

だ
っ
た
。

・�

な
ん
と
、
宮
本
武
蔵
が
こ
の
歩
き
方

の
コ
ツ
を
説
い
て
い
る（『
五
輪
書
』）。

・�

足
の
裏
が
大
地
と
〈
親
和
〉
す
る
こ

と
。
ナ
ン
バ
歩
き
を
伝
え
る
現
代
の

研
究
者
た
ち
も
そ
れ
に
つ
い
て
は
触

れ
て
い
な
い
。

・�

一
歩
一
足
、
大
地
と
出
会
う
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
自
体
が
味
わ
い
深
い
も
の

と
な
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
一
歩
一
歩

を
〈
使
い
捨
て
〉
に
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。

右
の
よ
う
な
こ
と
が
実
感
さ
れ
つ
つ
、

実
現
さ
れ
て
ゆ
く
た
め
の
技
法
が［
歩

き
の
型
］な
の
だ
。

始
め
た
人
の
中
に
は
、
足
が
暖
か
く

な
っ
た
と
か
、
目
が
よ
く
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
、
姿
勢
が
変
わ
っ
て
足
運
び

が
楽
に
な
っ
た
、
肚
（
ハ
ラ
）
が
少
し

で
き
た
感
じ
が
す
る
と
か
、
武
術
の
技

も
劇
的
に
変
わ
っ
た
人
も
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
身
体
的
な
変
化
だ
け

で
は
な
い
。

片
方
の
足
の
裏
は
体
表
の
2
0
0
分

の
1
。
そ
こ
に
人
と
地
球（
自
然
）と
の

出
会
い
も
、
立
つ
こ
と
と
歩
行
を
根
源

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
も
、
術
、

芸
、
表
情
、
言
語
活
動
、
思
考
、
想
像

力
で
さ
え
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

足
裏
の　

広
さ
に　

人
の
立
つ
不
思
議

薬
師
寺
の
上　

雲　

流
れ
ゆ
く

�

（
福
田
光
子
）

（
※
註
）
日
常
生
活
の
立
居
振
舞
い
、

芸
術
、
武
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
法
な

ど
を
行
う
際
の
様
々
な
身
体
活
動
に
通

底
す
る
法
則
性
を
「
身
体
の
文
法
」
と

す
る
。
∞
気
流
法
は
そ
の
「
身
体
の
文

法
」
を
実
感
し
、
体
現
す
る
た
め
の
技

法
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
様
々
な
身

心
活
動
の
可
能
性
を
拓
く
と
同
時
に
、

人
や
自
然
と
の
出
会
い
を
よ
り
深
く
し
、

創
造
的
な
共
感
の
世
界
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。
常
に
、
言
語
、
身
体
、

想
像
力
が
そ
こ
に
関
わ
っ
て
く
る
。

※�

東
京（
多
摩
市
、
新
宿
区
）、
名
古
屋
、

大
阪
、
関
東
各
地
で
定
期
講
習
会
・

見
学
体
験
日
有
り

連
絡
先
／
∞
気
流
法
の
会

電
話
0
4
2
・
3
7
8
・
6
6
4
8 

E
-m

ail  lab@
kiryuho.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kiryuho.com

　

ブ
ロ
グ「
文
武
随
想
録
」

http://d.hatena.ne.jp/tsuboi
kajo+

2
/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告（
Ⅱ
）

永
遠
の
生
命
―
死
は
真
っ
赤
な
嘘
、

死
ぬ
の
は
真
っ
平
ご
め
ん
、
人
類

は
死
に
完
全
勝
利
し
た
。

　
　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
7
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

● �●
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（
前
号
か
ら
の
続
き
））

日
本
の
総
理
大
臣
は
、
国
民
の
生
活

が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
政
治
を
す
る
と
、

盛
ん
に
言
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
、
ロ
シ
ア
の
大
統
領
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
首
脳
も
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
生
活
が
豊
か

に
な
っ
て
ど
う
す
る
の
か
。
も
う
分
か

ら
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
人
間
は
何
が

本
当
な
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
世
界
に

生
き
て
い
る
の
で
す
。
ど
ん
な
に
生
活

が
豊
か
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
人
間
は

死
ん
で
い
く
の
で
す
。

宗
教
は
死
ん
だ
ら
極
楽
に
行
く
。
死

ん
だ
ら
天
国
に
い
け
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。
こ
れ
は
死

ん
だ
ら
5
0
0
0
万
円
あ
げ
ま
す
と
い

う
生
命
保
険
と
同
じ
言
い
方
で
す
。
5

0
0
0
万
円
の
死
亡
保
険
金
を
か
け
て

も
、
本
人
は
受
け
取
れ
な
い
の
で
す
。

奥
さ
ん
か
子
供
さ
ん
が
受
け
取
る
の
で

す
。
死
ん
だ
ら
本
人
は
い
な
い
か
ら
、

受
け
取
れ
な
い
の
で
す
。
死
ん
だ
ら
、

極
楽
や
天
国
に
い
く
べ
き
本
人
は
も
う

い
な
い
の
で
す
か
ら
、
絶
対
に
極
楽
、

天
国
に
は
行
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ

う
に
宗
教
は
行
け
る
は
ず
が
な
い
の
に
、

死
ん
だ
ら
極
楽
や
天
国
に
行
け
る
と
、

堂
々
と
嘘
を
い
っ
て
い
る
。
人
々
を
堂
々

と
騙
し
て
お
金
を
取
っ
て
い
る
の
で
す
。

極
楽
、
天
国
は
生
き
て
い
る
う
ち
に

行
く
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
今
神
の
国
を

探
せ
と
言
っ
て
い
ま
す（
マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
6
・
33
）。
水
か
ら
と
霊
か
ら

生
ま
れ
て
神
の
国
に
入
れ
と
言
っ
て
い

ま
す（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
3
・
5
）。

ま
た
、「
生
き
て
い
て
私
を
信
じ
る
者

は
、
い
つ
ま
で
も
死
な
な
い
」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
11
・
26
）と
言
っ
て
い
る

の
で
す
。

今
の
人
間
は
死
ぬ
世
界
に
い
ま
す
。

絶
対
に
死
ぬ
こ
と
を
カ
ル
マ
と
言
い
ま

す
。
人
間
は
ど
う
し
て
も
行
き
た
く
な

い
と
こ
ろ
へ
来
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が

人
間
の
業（
ご
う
）で
す
。

人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
前
に
命
を
裏

切
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

強
制
的
に
地
球
に
放
り
込
ま
れ
た
の
で

す
。
エ
デ
ン
の
園
か
ら
追
い
出
さ
れ
た

の
で
す
。
地
球
に
は
命
を
裏
切
っ
た
犯

罪
者
ば
か
り
が
い
る
の
で
す
。
必
ず
死

ぬ
と
い
う
死
刑
囚
ば
か
り
が
い
る
世
界

で
す
か
ら
嫌
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
で
す
。
ガ
ン
、
エ
イ
ズ
、
脳
溢
血
、

脳
梗
塞
等
の
10
万
種
類
の
病
気
に
満
ち

て
い
る
。
災
害
、
詐
欺
、
犯
罪
、
人
間

関
係
の
矛
盾
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
人
間
は
死
に
た
く
な
い
、

死
に
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
。
絶
対
に
死

ん
で
し
ま
う
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、
絶

対
に
死
に
た
く
な
い
と
熱
願
し
て
い
る
。

切
願
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
体

ど
う
い
う
事
か
。

つ
ま
り
1
人
の
人
間
の
中
に
、
2
人

の
人
間
が
い
る
の
で
す
。
絶
対
に
死
ん

で
い
く
人
間
と
、
絶
対
に
死
な
な
い
人

間
と
、
2
人
い
る
の
で
す
。

絶
対
に
死
ん
で
行
く
の
は
何
か
と
言

い
ま
す
と
、
自
分
が
い
る
、
自
分
の
命

が
あ
る
。
自
分
の
人
生
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
人
格
で
す
。
全
て
の
人
間
は
自

分
が
生
き
て
い
る
、
自
分
が
生
き
て
い

る
と
固
く
、
固
く
思
い
込
ん
で
い
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
が
自
分
は
い
な
い
の
で
す
。

人
間
は
自
分
の
意
志
で
生
ま
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
て
く
る
国
を
自

分
で
選
ん
だ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

界
に
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、

エ
ジ
プ
ト
等
、
2
0
0
余
り
の
国
が
あ

り
ま
す
が
、
生
ま
れ
る
国
を
自
分
で
選

ん
だ
人
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
?

日
本
に
生
ま
れ
た
と
し
て
、
両
親
を

自
分
で
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
? 

今
日

本
に
は
2
0
0
0
万
く
ら
い
の
世
帯
主

が
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
分
で
選
ん
だ

人
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

ま
た
、
生

年
月
日
を
自
分
で
決
め
た
人
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
? 

奈
良
時
代
、
室
町
時

代
、
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
、
現
代
と

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
分

で
選
ん
だ
人
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

男
女
別
を
自
分
で
選
ん
だ
人
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
? 

自
分
の
顔
を
自
分
で

決
め
た
人
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

自

分
の
服
は
自
分
で
選
ん
で
決
め
て
い
ま

す
。
乗
っ
て
い
る
車
も
自
分
で
決
め
ま

し
た
。
何
で
も
い
い
で
す
か
ら
車
を
く

だ
さ
い
と
い
う
人
は
多
分
い
な
い
で
し

ょ
う
。
ま
し
て
や
自
分
の
顔
で
す
。
一

生
使
い
ま
す
か
ら
、
自
分
の
顔
な
ら
絶

対
に
好
き
な
顔
を
自
分
で
決
め
ま
す
。

と
こ
ろ
が
顔
を
自
分
で
決
め
て
い
な
い
。

嫌
な
顔
で
も
変
更
で
き
な
い
の
で
す
。

自
分
の
名
前
で
さ
え
も
自
分
で
決
め
て

い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
今
い
る
の



は
自
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て

を
自
分
で
決
め
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、

今
い
る
の
は
自
分
で
は
な
い
の
で
す
。

自
分
は
い
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
人
間

に
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
人

間
の
カ
ル
マ
で
す
。
ど
う
し
よ
う
も
な

い
人
間
の
業
で
す
。

釈
尊
は
、
人
空（
人
間
は
い
な
い
）、

生
空（
人
間
が
生
き
て
い
る
事
も
な
い
）、

我
空（
自
分
は
い
な
い
）と
喝
破
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
五
蘊
皆
空
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。

地
震
が
来
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。
津

波
が
来
て
困
る
の
は
自
分
で
す
。
死
ぬ

の
が
困
る
の
は
自
分
で
す
。
も
し
自
分

が
い
な
か
っ
た
ら
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て

も
困
ら
な
い
の
で
す
。
困
る
自
分
が
い

な
い
の
で
す
か
ら
、
困
ら
な
い
の
で
す
。

死
ん
で
い
く
自
分
が
い
な
い
か
ら
、
現

世
を
去
る
と
し
て
も
気
楽
で
す
。

人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
前
に
何
を
し

た
の
か
。
い
る
は
ず
が
な
い
自
分
が
い

る
と
、
思
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

れ
が
悪
魔
に
同
意
し
た
事
に
な
る
の
で

す
。
そ
こ
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
命
の

本
源
で
あ
る
神
を
裏
切
っ
て
、
悪
魔
に

同
意
し
た
。
だ
か
ら
死
ん
だ
の
で
す
。

人
間
が
地
球
に
生
ま
れ
た
の
は
何
の

た
め
か
? 

自
分
が
本
当
に
い
る
か
い
な

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
見

極
め
る
た
め
で
す
。
も
し
本
当
に
自
分

が
い
な
い
事
が
分
か
れ
ば
、
も
う
1
回
、

生
ま
れ
て
く
る
前
に
い
た
、
命
の
世
界

に
戻
れ
る
の
で
す
。
仏
典
で
言
う
彼
岸
、

聖
書
で
言
う
神
の
国
で
す
。
こ
こ
に
帰

れ
る
の
で
す
。
魂
は
神
を
裏
切
る
前
に
、

こ
こ
に
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
た
ち
の

本
当
の
古
里
で
す
。
こ
こ
に
帰
る
こ
と

が
、
人
生
の
唯
一
無
二
の
目
的
で
す
。

商
売
を
し
て
大
儲
け
を
す
る
か
、
大
会

社
の
社
長
に
な
る
と
か
、
国
会
議
員
や
、

首
相
、
大
統
領
に
な
る
事
が
人
生
の
目

的
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
事
を

し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、
死
な

な
い
命
を
獲
得
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

か
ら
ゆ
っ
く
り
と
、
商
売
で
も
政
治
で

も
、
好
き
な
事
を
し
た
ら
い
い
の
で
す
。

思
う
存
分
好
き
な
事
を
し
た
ら
い
い
の

で
す
。

人
間
は
自
分
が
生
き
て
い
る
、
自
分

が
生
き
て
い
る
と
、
固
く
、
固
く
思
い

込
ん
で
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
心
臓

を
自
分
で
動
か
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
も
し
心
臓
を
自
分
で
動
か
し
て
い

た
ら
大
変
で
す
。
夜
、
絶
対
に
眠
れ
ま

せ
ん
。
寝
た
ら
止
ま
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。
心
臓
を
自
分
で
動
か
し
て
い
な

い
か
ら
、
夜
ぐ
う
ぐ
う
と
眠
れ
る
の
で

す
。呼

吸
も
自
分
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
も

し
自
分
で
呼
吸
し
て
い
た
ら
、
夜
、
眠

れ
ま
せ
ん
。
自
分
で
呼
吸
し
て
い
な
い

か
ら
、
眠
れ
る
の
で
す
。
腎
臓
も
肝
臓

も
膵
臓
も
、
胃
腸
も
自
分
で
動
か
し
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。

す
べ
て
の
人
は
、
自
分
が
生
き
て
い

る
、
自
分
が
生
き
て
い
る
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
自
分
が
生
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
? 

人
間
は
空
気
や
水
、

太
陽
光
線
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を
自
分
で
つ
く
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

人
間
は
空
気
が

な
か
っ
た
ら
10
分
間
も
生
き
て
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
空
気
を
自
分
で
つ
く
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
穀
物
、
野
菜
、

果
物
、
肉
類
、
魚
介
類
を
、
大
自
然
の

恩
恵
な
し
に
、
自
分
の
力
で
作
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
?

人
間
は
一
〇
〇
%
大
自
然
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
の
に
、
自
分
が
生
き

て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

が
死
ん
で
い
く
原
因
で
す
。

　

自
分
が
い
る
と
い
う
考
え
は
天
使
長

ル
シ
フ
ァ
ー
が
勝
手
に
考
え
た
も
の
で
、

こ
れ
は
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。
釈
尊
が
人

空
、
生
空
、
我
空
と
い
う
よ
う
に
、
自

分
は
ど
こ
を
探
し
て
も
い
ま
せ
ん
。
自

分
が
い
る
と
い
う
の
は
大
嘘
で
す
。
人

間
は
こ
の
嘘
を
本
当
だ
と
思
い
込
ん
で

い
る
の
で
、
死
ん
で
い
く
の
で
す
。
こ

れ
が
人
間
の
カ
ル
マ
で
す
。
業
で
す
。

嘘
を
信
じ
な
か
っ
た
ら
、
死
な
な
い
の

で
す
。　

な
ぜ
人
間
は
死
ん
で
い
く
の
か
。
い

な
い
自
分
を
い
る
と
考
え
、
実
在
し
な

い
現
象
を
実
体
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。日

本
に
は
幸
運
に
も
、
般
若
心
経
が

あ
り
ま
す
。
現
在
般
若
心
経
は
、
イ
ン

ド
、
タ
イ
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
だ
け
に
あ
る
の
で
す
。
宗

教
で
は
な
い
般
若
心
経
を
正
確
に
学
ぶ

と
、
人
間
の
間
違
い
が
全
部
分
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
後
に
宗
教
で
は

な
い
聖
書
を
正
し
く
学
ぶ
と
、
死
な
な

い
命
が
は
っ
き
り
分
か
っ
て
く
る
の
で

す
。私

は
幸
い
に
し
て
、
死
な
な
い
命
が

分
か
り
ま
し
た
の
で
、
書
い
て
70
冊
出

版
し
ま
し
た
。
電
子
本
を
含
め
る
と
1�

3
0
冊
に
な
り
ま
す
。
数
年
前
に
、「
死

は
真
っ
赤
な
嘘
」
と
い
う
本
を
書
き
ま

し
た
。
こ
の
本
が「
全
日
本
図
書
館
協

会
選
定
図
書
」
に
な
り
ま
し
た
。
も
し

こ
の
本
の
内
容
が
で
た
ら
め
で
、
イ
ン

チ
キ
な
ら
、
全
日
本
図
書
館
協
会
選
定

図
書
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
日
本

人
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
今
、

世
界
中
の
人
が
全
く
分
か
ら
な
い
死
か

● �●



ら
脱
出
す
る
方
法
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
、
宜
し
か
っ
た
ら
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、「
我
死
に
勝
て
り
」「
死
な

な
い
人
間
に
な
り
ま
し
た
」「
あ
な
た
も

死
な
な
い
人
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
」「
死

な
な
い
人
間
の
集
団
を
つ
く
り
ま
す
」

と
い
う
本
を
書
い
て
出
版
社
に
送
り
ま

し
た
。
順
次
出
版
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
世
界
中
で
、
毎
日
毎
日
、
多
く

の
人
が
死
ん
で
い
き
ま
す
。
死
ぬ
命
を

自
分
の
命
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら

で
す
。
私
は
こ
れ
が
、
残
念
で
、
残
念

で
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。
何
と
か
し
て

死
な
な
い
命
を
人
々
に
伝
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
。

死
な
な
い
命
の
勉
強
は
根
気
よ
く
勉

強
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会

を
え
て
、
何
回
も
お
話
し
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。（
梶
原
和
義
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
15
名
、
学
生
2
名
、
計
30
名
で
し
た
。

●
永
い
間
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
事

務
局
を
勤
め
て
頂
い
た
木
村
の
り
子
氏

が
平
成
27
年
12
月
12
日
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
連
絡
は
会
長
河
野
明
夫

（
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7
）に
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
講
演
記
録
の
テ
ー
プ
販
売
は
当

面
中
止
し
ま
す
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

い
の
ち
の
水
は
コ
ロ
イ
ダ
ル

　
　
　
　
講
師
　
中
島
　
敏
樹 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
10
月
17
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

中
島
敏
樹
氏
は
昭
和
16
年
生
、
石
川

県
出
身
、
水
産
大
学
校
卒
。
平
成
7
年

ニ
ッ
ス
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
取
締

役
、
平
成
12
年
～
23
年　

東
洋
化
学
株

式
会
社
技
術
顧
問

誘
電
分
極
の
原
理
を
用
い
て
、
水

集
団
の
新
た
な
振
動
領
域
（
5
0
0
～

4
0
0
0
k
H
z
）
を
世
界
に
先
駆
け

明
ら
か
に
し
た
、
ま
た
、
気
、
想
念
、

音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
水
を
介

し
て
測
り
、
そ
の
本
質
解
明
の
道
筋
を

つ
け
た
。

「
い
の
ち
を
成
し
て
い
る
水
と
は
、
ど

の
様
な
水
な
の
だ
ろ
う
か
」。

ミ
ク
ロ
な
素
材
に
科
学
者
の
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
宇
宙

に
は
構
造
の
仕
方
で
自
己
組
織
化
を
果

し
た
無
限
の
モ
ノ
が
顕
在
化
し
て
い
る

事
は
誰
一
人
と
し
て
疑
う
余
地
は
無
い
。

水
も
物
質
、「
集
団
に
な
る
こ
と
の
意

義
」
を
求
め
て
、
水
の
本
質「
性
格
」
を

模
索
し
て
い
る
。
水
は
数
千
万
個
か
ら

数
億
個
の
集
団
構
成
の
動
的
リ
ズ
ム
で

自
己
触
媒
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
定
量

的
物
性
値「
ゼ
ー
タ
電
位
と
そ
の
粒
度

分
布
」
の
物
性
値
デ
ー
タ
で
補
完
し
た

「
い
の
ち
の
水
は
コ
ロ
イ
ダ
ル
」
に
つ
い

て
話
し
ま
す
。

水
と
珪
素
が「
命
」を
生
み
育
む
場
の

媒
体
で
す
。
土
星
の
衛
星
エ
ン
ケ
ラ
ド

ス
の
生
命
体
存
在
の
可
能
性
も
水
と
水

溶
性
珪
素
ナ
ノ
シ
リ
カ
と
熱
の
存
在
の

確
認
で
し
た
。
そ
れ
は
生
命
を
成
す
自

己
組
織
化
の
三
大
要
素
で
す
。「
寄
り

集
い
て
和
し
、
群
れ
て
輪
す
」
と
の
我

が
研
究
の
根
幹
作
用
そ
の
も
の
で
す
。

半
世
紀
も
前
に
赤
血
球
の
可
逆
分
化
や

初
期
化
な
ど
を
実
証
し
た
千
島
学
説
の

A‌

F‌

D
現
象「A

ggregation

寄
り
合
い
、

Fusion

溶
け
合
い
、D

ifferentiation

分

化
発
展
す
る
」と
の
シ
ン
ク
ロ
に
意
を
強

く
し
て
い
ま
す
。

水
の
二
つ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー“
水

素
結
合
”
と“
双
極
子
特
性
”
と
珪
素
の

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー“
強
い
水
素
結
合
”と

“
表
面
陰
電
荷
力
”そ
し
て
常
磁
性
に
関

す
る
話
で
す
。
触
媒
能
、
酵
素
能
を
発

揮
す
る
大
事
な
媒
体
に
関
す
る
生
命
場

の
話
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
中
島
の
新
分

析
手
法
で
治
験
し
た
サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
音
響
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
超
低
周
波（
4
～
13‌

H
z
）律
動
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
連
携
的
な
治
験
事
例
を
述

べ
ま
す
。

1
．
集
団
に
な
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
集
団
に
な
る
こ
と
の
意
義
と
は
、
端

的
に
言
っ
て
「
命
の
水
」
を
生
み
育
む

こ
と
で
す
。
物
質
と
し
て
顕
在
化
す
る

に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
ら
ぎ
凝
集
に
始

●� ●



ま
り
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
経
て
素
粒
子
が

生
ま
れ
、
原
子
核
が
生
ま
れ
、
宇
宙
の

晴
れ
渡
り
で
原
子
が
生
ま
れ
た
。
原
子

同
士
が
う
な
り
合
い
分
子
を
形
成
、
物

質
の
顕
在
化
が
伸
展
し
現
在
の
宇
宙
が

存
在
す
る
。

遡
る
こ
と
38
億
年
前
、
宇
宙
の
奇
跡

「
生
命
体
」
が
地
球
上
に
誕
生
し
た
の
で

す
。
水
と
珪
素
が
、
生
命
体
の
素
と
な

る
コ
ア
セ
ル
ベ
ー
ト
の
一
等
最
初
の
コ

ア（
核
）を
成
し
、
奇
跡
の
ド
ラ
マ
が
始

ま
っ
た
。
命
を
生
み
育
む
自
己
触
媒
作

用
を
な
す
場
の
媒
体
の
お
陰
で
あ
る
。

「
寄
り
集
い
て
和
し
、
群
れ
て
輪
す
」
と

の
い
の
ち
の
根
幹
作
用
そ
の
も
の
で
す
。

千
島
喜
久
男
博
士
は
じ
め
先
哲
／
先
達

の
凄
い
知
見
に
助
け
ら
れ
、
水
溶
性
珪

素
コ
ロ
イ
ド
の
実
践
と
理
論
の
結
び
と

し
て
、
一
つ
の
科
学
的
視
点
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

『
人
体
は
電
解
質
と
云
う
よ
り
、
む
し

ろ
コ
ロ
イ
ド
で
成
り
立
ち
、
い
の
ち
し

て
い
る
』

2
．
生
命
体
誕
生
の「
核
」と
な
り「
魂
」

を
成
す
水
溶
性
珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子

水
の
緩
や
か
な
塊
は「
核
」と
な
る
非

晶
質「
水
溶
性
珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子
」と

出
会
い
強
い
塊
と
な
る
。
さ
ら
に
周
囲

環
境
を
抱
き
合
い
、
会
合
を
重
ね
集
団

を
囲
う
会
合
体
が
芽
生
え
る
。「
自
己

組
織
化
」
の
原
点
で
す
。
そ
こ
に
新
た

な
集
合
体
の
脈
動
の
命
が
芽
生
え
る
。

古
来
よ
り「
命
は
自
然
に
生
り
出
る
も

の
」
と
し
て
、
多
く
の
人
々
は
受
け
止

め
て
い
る
。
命
の
自
然
発
生
の
本
意
と

は「
相
互
扶
助
が
為
す
多
様
性
の
叡
智
」

に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

水
と
珪
素
の
常
磁
性
集
合
体
自
ら
が

成
し
た
新
た
な
集
団
の
秩
序「
連
成
調

律
リ
ズ
ム
」の
脈
動
そ
の
も
の
が「
命
＝

魂
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
命
の
磁

性
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー「
魂
」
が「
場
の
調

律
リ
ズ
ム
」
を
奏
で
、
秩
序
が
秩
序
を

生
み
重
ね（
自
己
組
織
化
）、
会
合
体
を

構
成
す
る
個
の
方
向
性
を
整
え
、
維
持

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
脈
動
す

る
微
弱
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
す

る「
生
命
体
誕
生
」の
類
推
で
す
。

3
．
粘
土
食
「
モ
ン
モ
リ
ナ
イ
ト
」
一

名
水
溶
性
珪
素
の
検
証

理
に
適
っ
た
人
類
の
土
食
文
化
に
つ

い
て
、
粘
土
の
薬
用
解
毒
作
用
、
消
化

機
能
を
高
め
滋
養
強
壮
に
直
結
す
る
整

腸
作
用
、
殺
菌
・
浄
化
・
癒
し
作
用
な

ど
が
人
類
誌
に
語
ら
れ
て
い
る
。
地
球

に
は
生
命
自
助
浄
化
力
が
あ
る
。
花
崗

岩
の
生
理
活
性
触
媒
作
用
、
玄
武
岩
の

界
面
活
性
溶
解
作
用
、
か
ん
ら
ん
岩（
マ

グ
マ
）
の
水
質
浄
化
分
離
除
去
作
用
で

あ
る
。
大
地
が
成
す
生
命
循
環“
免
疫

作
用
”“
溶
解
作
用
”“
分
離
デ
ト
ッ
ク
ス

作
用
”
を
自
然
は
備
え
て
い
る
。
自
然

の
摂
理
を
遵
守
し
生
命
誕
生
が
成
さ
れ

た
筈
。
必
然
的
に
生
命
体
は
、
そ
の
掟

を
D
N
A
に
刷
り
込
ん
で
い
る
。
粘
土

食
や
粘
土
治
療
の
話
と
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
核「
珪
素
」そ
の
も
の
の
働
き
を
述
べ

た
も
の
で
す
。
好
事
例
と
し
て
フ
ン
ザ

の
氷
河
乳
コ
ロ
イ
ド
や
N
A
S
A
も
宇

宙
飛
行
士
の
健
康
維
持
に
重
宝
し
て
い

る
コ
ロ
ラ
ド
川
の
ア
ゾ
マ
イ
ト
や
イ
オ

ン
ミ
ン
な
ど
の
モ
ン
モ
リ
ナ
イ
ト（
珪
酸

塩
粘
土
鉱
物
）が
あ
り
ま
す
。

4
．
人
工
的
水
溶
性
珪
素
U
M
O
の

実
体
に
迫
る
物
性
値
と
の
整
合
性

最
近
、
ケ
イ
素
ニ
ス
ト
に
持
て
は
や

さ
れ
る
珪
素
の
生
命
機
能
発
揮
の
条
件

と
は
、
水
と
相
互
作
用
が
で
き
常
磁
性

を
発
揮
す
る
こ
と
で
す
。
珪
素
は
酸
素

と
組
む
こ
と
で
常
磁
性
を
発
揮
し
、
且

つ
表
面
陰
電
荷
を
発
揮
す
る
こ
と
で

す
。
も
う
一
つ
は
水
溶
性
で
す
。
水
分

子
と
一
体
で
浮
遊
同
居
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
の
大
き
さ
は
、
水
の
3
次
粒

子
2
0
0
nm
以
下
で
あ
り
、
2
次
粒
子

20‌

nm
と
同
等
程
度
以
下
が
ベ
タ
ー
で
す
。

さ
ら
に
触
媒
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
に
は
1
次
粒
子
2
nm
と
同
等
程
度
で

あ
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。

こ
の
様
な
条
件
を
満
た
す
人
工
水
溶

性
珪
素
U
M
O
は
高
純
度
の
水
晶
を

2
0
0
0
℃
超
の
高
温
で
気
化
し
た
ア

モ
ル
フ
ァ
ス
の
一
種
で
す
。
安
定
し
た

表
面
陰
電
荷
力
を
発
揮
す
る
優
れ
も
の

で
す
。
実
績
年
数
を
重
ね
、
生
命
的
な

機
能
は
数
多
く
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

珪
素
は
水
溶
性
珪
素
の
状
態
で
細
胞

に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
シ
リ
ケ
ー
ト
4
面

体
の
珪
素（SiO

4

）は
、
水
分
子
同
士
が

水
素
結
合
す
る
以
上
に
強
く
水
分
子
と

水
素
結
合
し
て
い
る
。 

純
水
を
作
る
た

め
蒸
留
を
幾
度
繰
り
返
し
て
も
、
最
後

ま
で
水
と
共
に
あ
る
の
は
珪
素
だ
と
科

学
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態

を
水
溶
性
珪
素
と
見
做
し
て
い
ま
す
。

微
生
物
の
生
命
活
動
の
産
物
、
あ
る

い
は
、
植
物
自
ら
が
根
毛
か
ら
根
酸
を

出
し
岩
石
を
溶
か
し
体
内
に
取
り
込
ん

で
い
る
の
で
す
。
ち
な
み
に
人
工
的
に

岩
石
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
を
抽
出
す
る
に
は

塩
酸
、
硫
酸
、
ク
エ
ン
酸
等
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。 

細
胞
の
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
（
大
き
さ
7

～
8
Å
）
を
通
過
す
る
際
、
水
は
単
分

子
化
す
る
と
い
う
。
こ
の
ア
ク
ア
ポ
リ

ン
細
胞
壁
の
陽
電
荷
（
+
）（
例
え
ば
水

素
イ
オ
ン
や
窒
素
イ
オ
ン
）
が
、
関
所

● �●
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これがシューマンレゾナンス（地球の共振7.8Hz）
をキャリアーとして、両者間に同調（共鳴、共振）、
を生じさせるのであろう（マクロPK）。

さきに､ 上記の（1－2）で触れた様に、特異現
象（マクロPK）が生起した時の生体内では、「緊
張とリラックス」､ 換言すれば「陽と陰｣が同時に
進行している。つまり体内でも「物質に類似した
相殺ゼロ場」が形成されている事が推定できる。
これらは「意識」と「無意識｣｡「交感神経｣と「副
交感神経｣の拮抗対峙を意味するのであろう。

4－2）まとめ
緊張とリラックスを対峙させて「相殺ゼロ」を体

内に創り、これを離散的に累積する。体内に形成
された「相殺ゼロ」と、体外のオーブ上の「相殺ゼ
ロ」を同調（共振、共鳴）させる事により、意識と
オーブ間の情報交換が可能になる（マクロPKが
生起する）。これをオーブ動画撮影によってほぼ
確かめる事が出来たと判断している。

（写真は都合により省略）

的
に
水
分
子
の
水
素
結
合
を
切
断
し
単

分
子
化
す
る
と
い
う
。
だ
が
、
中
島
は

水
分
子
同
士
の
水
素
結
合
よ
り
は
る
か

に
大
き
い
水
素
結
合
し
た
珪
素
と
水
の

水
素
結
合
を
切
断
す
る
事
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
つ
い
最
近
、「
太
古
の
水
」

治
験
で
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
製
造
最
終
工
程
が
「
時
間
を
か
け

た
蒸
留
」
と
い
う
。
蒸
留
水
の
筈
な
の

に
乾
燥
す
れ
ば
珪
酸
塩
ミ
ネ
ラ
ル
が
驚

く
ほ
ど
多
い
。
珪
素
は
水
分
子
と
水
分

子
同
士
の
水
素
結
合
よ
り
も
強
く
水
素

結
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

5
．
超
常
感
覚
E
S
P
や
念
力
P
K
な

ど
の
作
用
と
脳
波
や
シ
ュ
ー
マ
ン
波
の

関
連
性

微
小
な
も
の
ほ
ど
高
周
波
数
振
動
を

成
し
、
大
き
な
も
の
ほ
ど
低
周
波
数
の

長
波
長
を
発
し
て
い
る
。
だ
が
、
素
粒

子
を
凌
ぐ
極
超
高
周
波
振
動
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
ス
ト
の
脳
波
レ
ベ
ル
の
超
低

周
波
数
振
動
の
平
常
心
と
の
整
合
･
補

完
性
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の

「
D
N
A
の
電
磁
波
伝
達
に
は
シ
ュ
ー

マ
ン
波
振
動
の
存
在
が
必
須
」
と
の
研

究
発
表
を
根
本
泰
行
博
士
が
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
志
賀
一
雅
博
士
が
「
ア

ル
フ
ァ
波
に
お
け
る
右
脳
と
左
脳
と
の

コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ー

マ
ン
波
の
存
在
が
『
気
』
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
の
推
論
を
述
べ
て
い
る
。

中
島
は
超
能
力
者
、
気
功
師
、
そ
し
て

匠
の
意
念
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
治
験
で
気
付

い
た
事
が
あ
る
。
皆
さ
ん
平
常
心
で
気

負
い
も
無
く
淡
々
と
治
験
に
応
じ
て
い

る
。
無
垢
な
平
常
心
こ
そ
何
よ
り
の
集

中
力
で
あ
り
、
動
植
物
や
自
然
と
も
一

体
と
な
り
交
信
で
き
る
波
長
域
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
脳
波
域
5
・
6
～
13‌

H
z
の

振
幅
2
mm
の
律
動
機
器
タ
ッ
プ
マ
ス

タ
ー
を
用
い
た
実
験
結
果
で
は
、
9
～

11
H
z
辺
り
が
水
の
秩
序
性
、
活
性
化

に
適
し
て
い
る
。
単
調
な
律
動
で
あ
り
、

印
加
時
間
も
7
～
10
分
程
度
の
印
加
が

適
宜
で
あ
る
。
但
し
中
島
が
治
験
し
て

い
る
振
動
は
振
幅
2
mm
の
動
的
振
動
で

あ
り
微
弱
な
電
気
的
電
磁
波
振
動
で
は

な
い
。
当
然
だ
が
、
電
解
質
系
の
溶
液

よ
り
、
コ
ロ
イ
ド
系
容
液
へ
の
影
響
力

が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
無
機
系
よ
り
有

機
系
の
物
質
を
含
有
す
る
水
溶
液
が
変

化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。
生
命
体
対
象
で
は
、
精
神
性
の
微

弱
電
磁
波
の
効
用
と
肉
体
的
ゆ
す
り
の

効
用
が
、
何
故
か
シ
ュ
ー
マ
ン
波
や
ア

ル
フ
ァ
波
の
振
動
域
で
シ
ン
ク
ロ
し
て

い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
医
師
に
よ

る
律
動
機
器
の
治
験
で
は
ス
ロ
ー
ア
ル

フ
ァ
波
以
下
の
低
周
波
域
が
幼
い
子
供

の
脳
波
育
成
に
適
し
て
い
る
と
の
知
見

結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
合
的
に
判
断
す
れ
ば
自
然
が
成
す
、

宇
宙
普
遍
に
存
在
す
る
場
の
磁
性
を
有

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
媒
体
が
地
球
大
気
の

鼓
動
で
揺
れ
動
き
、
生
命
場
の
根
源
的

触
媒
作
用
を
成
し
て
い
る
様
子
が
覗
え

る
。
以
心
伝
心
の
情
報
を
乗
せ
た
搬
送

波
で
あ
る
連
成
生
体
波
が
気
負
わ
ず
ぶ

れ
ず
に
平
常
心
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
の

場
の
媒
体
秩
序
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
こ
そ
、

生
命
体
健
康
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
の
健
康
と
は
自
然
が
成
す
無
垢
な
平

常
心
の
リ
ズ
ム
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

深
謝（
中
島
敏
樹
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
24
名
、
計
36
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本報を参考にして、未訓練者は練習・実施して
戴きたい。そしてオーブ（たまゆら）に御願いして、

「それぞれのお願い」を叶えさせて貰いたい｡ たと
えば、あたかも気軽に携帯で知人（先祖霊）を呼
び出す様に。

3．オーブ動画の実験結果
デジカメを用い、焦点を遠くにあわせて（望遠

ズーム法）撮影・観測した。別報（PSIJ.2015年
11･12月号）にも述べたが、この時に得られた（ズー
ム拡大してから写した）オーブ像は、変形しやす
い柔らかい綿状集合体の光子雲群であり、大部
分は乳白色である。しかし時々は黄、オレンジ、
赤、青、等に変化する場合もある（近赤外光～可
視光の間で変化する）。ゆらゆら（回転する）、くね
くねと、柔軟に変化して、踊る。勢いが増して2
個に分裂する場合もあるが、また1個に戻ってくる。
ときにはモニターの枠外に飛び出すが、「キテ」、
「キテ」…と、お願いすると、すぐに戻ってくる。
不思議なことに、液晶モニター上には、御願いし
た一個（今回は、略称「金星チャン」）だけが飛び
込んでくるが、時には、別のオーブ、例えば「シリ
ウスちゃん」が飛び込んでくる場合もある。また、
出現オーブに話し掛けると、歓んで踊ってみせる。
その他。この時、ポジティブで遊びの感覚が必要
になる。
「オーブ動画」観察の途中で、シャッターを「全

押し」して、切り取って静止画を求めた。この一
例を写真6枚に限定して報告する。写真No.1（望
遠、ズーム）はハンデイ・カメラで写した全体像。
オーブが液晶モニター（下側に倍率表示）上に写
されている。デジカメの液晶モニターの下側に
は遠くにある街の灯（電灯）が写っている。写真
No.20150306（金星オーブA）、は2015年3月6日、
金星（オーブの略称A、B、C…）は切り取り静止
写真像の番号。柔らかい（ダイダイ色の）円形綿
状オーブが写されている。写真（金星オーブB）
は、陰陽の巴型のそれぞれの結合状態がより強く
なり、ついに二つ割れになって右側はダイダイ色、
左側はややキイロとなる。写真（金星オーブC）は、
その二個のオーブが移動して「く」の字形になって
写っている。ただし、色は混合して左右はほぼ同
一となっている。写真No.20150207（金星オーブD）
と写真（金星オーブE）は、2015年2月7日に、同
一場所で撮影されたもの。前述とほぼ同一形状
寸法のオーブが写された。つまり再現性はある。

以上、形状と寸法は5枚の図ともほぼ同一で、色
合いや形が多少変化している（分裂もある）。

4．検討と考察
マクロPK（念力）とは、意識と体外にある物質

とが、直接に相互作用しあう現象である。なかで
も、意識による物の変化が研究対象になる。念力
の存在は、古くから知られていたが、どの様な機
構で生起するかについては、不明であった。著者
らは、メタルベンデング、透視、念写､ ゼロ磁場、
パワー・スポット等の実験研究を続けてきた。そ
れらの中から生まれたモデルに「相殺ゼロ場仮説」
がある。これがより普遍的な仮説であれば、物質
と意識の両者に適用される筈である。これの物質
面の一部は、上記の（1－1）でも触れた。ここでは、
対象を「意識側」にうつして、検討する。

4－1）意識的な「相殺ゼロ場｣とは
物質を対峙させて相殺ゼロを造る。相殺ゼロと

は、（陰のちから）+（陽のちから）=0（ゼロ）をいう。
離散的に（原子内電子の量子飛躍の様に）、それ
ぞれの陰､ 陽の力を増すと、ゼロの値の累積が生
ずる。この離散的な「ゼロの値の累積値」が或値

（不安定点、変曲点）に達すると、（1）マクロとミク
ロ、ならびに（2）意識と物質、の変換、（3）マクロ
PK発生、等の諸変化が生ずる。（1）としては、た
とえば「カシミール効果」がある。物質の相殺ゼロ
を進めると、接触局部の接点では、マクロ現象が
ミクロ現象に変わる事になる。つまり、マクロの固
体（例、金属）同士を対峙させて加圧すると、遂
には、構成する要素（分子、原子、素粒子）先端
の原子間結合力が作用し合って、逆に引力が発
生して、くっつくことになる。これを「カシミール
効果」と言う。これは、マクロ現象「物質｣がミク
ロ現象「素粒子｣に変わる事を示しているのであ
ろう。（2）としては、点状のゼロ場では、意識と物
質は、両者に共通した「ゼロ」の場を介して、交
流しあう。ただし両者は、ともに素粒子状である。
この理由として、意識は脳活動に関係があり、脳
は物質である。上に述べた様に、物質のより深い
所では、オーブも脳も、同様に微細化が進み、両
者は素粒子状であり、また、容易に変換が生ず
る、と判断できる。（3）として、両者は素粒子状で、
共通な性質を持つので、共振や共鳴が起き得る、
つまり「マクロPK」が、生起する。仲介する物質
はサイ（気）であり、素粒子群（光子群）でもある。
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Master：佐藤禎花師、SDKなど）が唱える密教
六字真言の音声振動解析、―― ①唵（ong、オ
ン）、②嘛（ma、マ）、③呢（ni、ニ）、④叭（bai、
ペ）、⑤咪（mi、メ）、⑥吽（hong、フン）（この
内容は、身体の上部から下方へかけての6個所
のチャクラに対応している）―、を唱えた時
の音声・振動をカオス解析して「フラクタル次元
D2」等を求めている。訓練上達者等が行った結
果をみる、

（1）音声の順番①－②－③－④－⑤－⑥に対応し
て、D2は、↓小－↑大－↓小－↑大－↓小－↑大、
という様に、交互にリズムを伴って変化している。

（2）この時のD2は3.82以下になる。
（3）音声と同時に測定した指尖脈波（体内の気
血の循環に関係）のカオス解析結果によると、
Lyapunov指数（カオスが生起するか、否かの
判定）は次第に大になっている（カオスに成る）。�
また、

（4）指尖脈波の解析からは交感神経並びに副交
感神経が、同時に、次第に増加している。これら
の実施と解析を別の人達（非訓練者、通常人）に
も同様に行って比較・検討したが、通常人（非訓
練者）の場合には、リズムは無く、D2はそれより
も大であり、（3）（4）に見られる様な変化は存在し
ない。

なお、以上（1）、（2）のD2は、別に、相関次元
とも言い、カオスを生み出すに必要な変数の数を
意味している。また（3）のLyapunov指数は「揺ら
ぎ」を意味し、カオスになる事への変化傾向を示
している。さらに（4）は、緊張とリラックスを同時
に進行させる事を意味している。解釈であるが、
D2の減少の傾向は、雑念の数（変数）を減少さ
せる事により意識を集中させ、そして、意識を零
にする。次のリズム変動後のD2の増加は、意
識は極薄いのでリラックスと無意識から来る変数

（雑音）の増加を意味するのであろう。また、通常
人も訓練すれば（1）～（4）を得る事ができる。従っ
て通常人に関して、密教六字真言を唱えた時の
音声振動と脈波を測定し、カオス解析を行う事に
より、未知現象を生起させる為の前提として、雑
念の減少程度（意識集中の程度、コヒーレンシー）
とリラックス（無意識、雑念の増加）の程度等を判
断することが出来る。つまり、密教六字音声読誦
によって6個所のチャクラを活性化させ、カオス
としての「ゆらぎ」を増し、意識と無意識の両者が
強く拮抗対峙する様に、訓練することが要望され

ている（サイ科学Vol.31、No.1、pp.9－17、2009
等参照）。具体的な条件設定は、脳波を出来るだ
け下げて（α波、θ波の境目まで）零意識（変性意
識状態、ASC）になり、意識と無意識を強く拮抗
対峙させた後、無意識層に刷り込んでおいたイ
メージ（願い事）を意識に昇らせてサイ（気）現象
を生起させる。

2．オーブ動画の測定方法
オーブ（たまゆら）は近赤外線領域に潜んでい

るので、肉眼でみる事はできない。そこでデジカ
メの液晶モニターを用いてオーブを観察する（測
定する）事にした。デジカメのシャッターを半押し
にすると、カメラからは近赤外線が放射されるの
で、モニターの視野内にオーブが写り込めれば、
液晶モニターに映ることになる。そして、これら
の全体の動きを、別置きのハンデイカメラに記録
する。このような方法でオーブ動画を記録した。

観測実験は、2015年3月6日、長野県伊那市、
晴れ、夜、に実施された。液晶モニター上でオー
ブを観測している途中で撮影者がシャッターをき
る。すると、連続した動画の一部を切り取った静
止画像が得られる。デジカメの撮影者はSDK師

（特異功能力保持者）である。この方法による観
察実験は8回以上もあり、全部が成功している。

撮影者のSDK師は､ 彼女の独特の変性意識
状態（詳細は不明）で、リラックスと集中を拮抗対
峙させて、上記の方法でテストしている（1－2参
照）。この詳細については別報で報告する予定に
したい。ここでは、未訓練者（普通人）が、すぐに、
実施出来る一例の大略をのべる。

撮影者は、特異な意識状態になる必要がある。
つまり日常生活から離れること。その為には、ま
ず、息を止めてみる（少しの間）。すると、雑念が
消えて集中し易くなる。気持ちを落ちつかせる。
リラックスし、吐く息に強く願いを込め（呼吸を整
えて）、意識と無意識を強く拮抗対峙させる（ゼロ
場形成）。その後、予め無意識層に刷り込んでお
いたイメージ（例、オーブとの情報交換）を意識に
昇らせて、サイ（気）現象（オーブ）を生起させる。
これらを何回も､ 何回も繰り返す。すると、突然
に、御願いしたオーブ（たまゆら）が液晶モニター
上に飛び込んでくる（今回は、SDK師、略称が「金
星チャン｣のオーブの場合を報告する）。なお、「リ
ラックスと緊張を拮抗対峙させる」ことの具体的な
手法（詳細は不明）には、様 が々あると思えるので、



オーブ（たまゆら）の動画を撮影する方法について
（オーブ出現機構の推定）

オーブ（たまゆら）は、デジタル・カメラ（CCD）
を用いてフラッシュ撮影した時に小円径球状のノ
イズとして写り込んでくる。不思議なことに、意識
に反応し、呼びかけに答える｡ つまり、意識体や
霊の投影体に関係があるらしい。または、意識と
オーブとの間では情報交換が可能であるらしい、
といわれている。一般には、意識と体外にある物
質とが情報交換をする現象をマクロPK（念力）と
いう。オーブのPK説を主張する実験結果を得る
事が出来るだろうか、または不成立か。出現する
為の条件や機構は何か、などを究明するための
検討が､いま、要望されている。オーブ（たまゆら）
は近赤外線領域に潜在しているので非可視であ
る。そこで、近赤外線領域が可視化できるデジタ
ル・カメラの液晶モニター上にオーブを呼び込む

（呼び寄せる）。さらに、その動的な変化挙動を調
べる。本稿では、これらを主として意識の面から
検討することにする。

1．オーブ（たまゆら）を出現させる
意識と体外の物質が、直接に情報交換する現

象をマクロPKという。マクロPKを成立させる為
の条件を知る為には物質面ならびに意識面からの
検討が必要になる。

1－1）物質面からの検討
マクロPKの出現条件を（別報で）調べたとこ

ろ、相殺ゼロ（正の力と負の力の拮抗による）を離
散的に加算した時の変曲点（不安定点）で生起す
る事が判った。不思議な事に、相殺ゼロには量的
な意味があり、ゼロを加算して得られる変曲点（ゼ
ロ場の中のゼロ点）で、意識と物質の変換、ミク

ロ（素粒子）とマクロの変換並びにマクロPKの発
生（機能）の起きることが判明した。この応用の一
例として、オーブ動画の出現を取り扱う事にする。
つまり、オーブの上、ならびに意識の上に、ゼロ
場（ゼロ点）を造れば、意識とオーブとの間の情
報交換が可能になる、と考える事ができる。

近赤外線領域に存在するオーブ（巨視画像）上
のゼロ点は何かが問題である。筆者らはさきに

「オーブの巴型双極子モデル」を提案し、このモデ
ルによって、静止画として得られるオーブ像の実
験結果がほぼ説明出来る事を確かめた。この「巴
型双極子モデル」のなかの核に「ゼロ点」が存在
している（前報、PSIJ.2015年5･6月号、No.421等）。

1－2）意識（精神）面からの検討
人の心（精神）には意識と無意識が含まれてお

り、時間や空間の枠組みを超えて作用しているの
で捕らえる事はかなり難しい。サイ（気）もほぼ同
一である。東洋には、体内を流れるサイ（気）を
測定する方法として「脈診（手首の脈波）」がある。
意識の科学的な解明は現在のところ不可能なの
で、著者らは、体内を流れる気（サイ）の流れを、

「指尖脈波（指先）」をもちいて、体内の意識とそ
の働きの面から検討することにした。

1000年以上もの永い期間にわたって修行（訓
練）が継続されており、実技において最高と思わ
れているチベット密教（医学）では、修行者の修
行の過程でサイ能力（マクロPK等）の得られるこ
とは至極当然である､と言われる。つまり、修行・
訓練を行う事により、「願い事｣を得る為の未知
能力が得られる。例えば、上級訓練者（南上師、
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月
本
部
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お
知
ら
せ

神
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の
謎

　
　
　

講
師　

沖
田　

祐
美
子 

氏

私
は
長
い
間
、
神
社
や
聖
地
を
巡
っ

て
い
る
内
に
、
神
社
の
ご
由
緒
と
記
紀

神
話
の
内
容
が
食
い
違
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
記
紀

神
話
の
内
容
に
疑
問
を
持
ち
始
め
、
独

自
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

天
皇
家
の
祖
神
を
お
祀
り
し
て
い
る

伊
勢
神
宮
に
、
明
治
天
皇
以
前
の
歴
代

天
皇
の
参
拝
が
な
い
こ
と
、
皇
位
継
承

の
証
で
あ
る
三
種
の
神
器
の
内
、
八
咫

鏡
・
草
薙
剣
は
天
皇
で
さ
え
も
そ
の
実

見
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
数
々
の

疑
問
に
つ
い
て
も
、
記
紀
神
話
で
語
ら

れ
て
い
る
神
武
東
征
や
出
雲
の
国
譲
り

か
ら
見
え
て
く
る
歴
史
と
は
ま
た
違
っ

た
、
敗
者
側
の
出
雲
神
族
の
末
裔
に
口

伝
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
子
相
伝
の
歴

史
を
手
掛
か
り
に
、
伊
勢
神
宮
と
出
雲

大
社
、
天
津
神
と
国
津
神
の
関
係
、
古

代
ユ
ダ
ヤ
や
シ
ュ
メ
ー
ル
、
龍
族
と
牡

牛
族
の
関
係
に
ま
で
敷
衍
し
て
、
独
自

の
論
を
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
、
御
寄
付

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
郵
便
振
替
用

紙
に
そ
の
分
を
記
入
し
、
年
会
費
に
追

加
し
て
、
お
振
り
込
み
願
い
ま
す
。

※�

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

古
文
書
、
絵
図
、
石
版
の
写
真
等
を

多
用
し
、
視
覚
的
に
も
理
解
し
や
す
く

楽
し
め
る
内
容
と
な
り
ま
す
。

※
昨
年
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
で
も
講
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
興

味
深
い
内
容
で
、
本
部
例
会
で
じ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
願
い
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
訃
報

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
四
月
五
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
四
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
4
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

　

分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
創
立
40
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎「
不
思
議
な
写
真
」の
募
集

◎
平
成
26
年
9
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
28
年
2
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
四
〇
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
〇
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
ミ
ク
ロ
・
オ
ー
ブ
の
発
見
に
つ
い
て

◎
沖
田
祐
美
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

石
川
県
出
身
、
早
稲
田
大
学
卒
業
。

2
0
0
3
年
頃
よ
り
周
囲
に
不
思
議
な

現
象
が
起
き
始
め
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
目
覚
め
を
促
さ
れ
る
。
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不
思
議
な
能
力
を
持
つ
霊
能
者
、
密
教

僧
侶
、
陰
陽
師
等
と
の
出
会
い
を
通
し
、

本
格
的
に
霊
性
向
上
を
目
指
す
。

外
資
金
融
を
退
職
し
、
バ
リ
島
、
イ
ン

ド
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
を
数
年
か
け
て
歩
き
、

霊
的
探
究
を
行
う
。

現
在
、
社
会
福
祉
系
相
談
員
を
行
う
傍

ら
、
日
本
全
国
の
神
社
仏
閣
、
聖
地
、

聖
山
を
巡
り
、
古
代
史
の
調
査
や
磁
場

調
整
等
を
行
う
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※�

５
月
14
日
（
土
）
の
本
部
例
会
講
師

は
河
野
貴
美
子
氏
の
予
定
で
す
。

※�

６
月
26
日
（
日
）
の
本
部
例
会
講
師

は
エ
ス
パ
ー
・
小
林
氏
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
2
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤　

禎
花　

様

金
一
千
五
百
円
也　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　
　
訃
　
報　
　

日
本
サ
イ
科
学
会
顧
問
の
窪
田
啓
次
郎

先
生
が
平
成
28
年
2
月
5
日
、
心
不
全

に
よ
り
、
90
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

窪
田
先
生
は
、成
蹊
大
学
名
誉
教
授（
通

信
工
学
）で
日
本
に
お
け
る
F
A
X（
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
）
の
研
究
、
開
発
に
も
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
イ
科
学
分
野
で
は
永
年
、

「
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
の
調
査

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

命
を
つ
な
ぐ

　
　
　

講
師　

畑
田　

天
真
如 

氏

日
時　

平
成
28
年
3
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

秘
密
N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎 

氏

日
時　

平
成
28
年
4
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

本
居
宣
長
の
「
古
事
記
」
解
釈
は

ち
と
誤
っ
て
い
た
!
観
点
を
変

え
る
と
「
古
事
記
」
か
ら
本
当
の

古
代
の
史
実
が
見
え
て
く
る
!

比
較
言
語
学
も
駆
使
し
て
読
み
解

く
日
本
人
の
本
当
の
ル
ー
ツ
!

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

日
時　

平
成
28
年
5
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室



●❸ ●

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
は
な
し

　

～
水
と
若
さ
と
健
康
と
～

　
　

講
師　

久
保
田　

昌
治 

氏

　
　
（�

理
学
博
士
・
日
本
サ
イ
科
学
会

理
事
長
）

水
の
基
礎
と
と
も
に
人
体
で
体
重
の

70
%
と
い
う
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
体
内
の
水
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
る
。

こ
の
70
%
の
水
を
ど
う
す
る
か
で
健
康

の
維
持
・
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
も
可
能
に
な
っ
て
く

る
。水

道
水
を
始
め
浄
水
、
純
水
、
超
純

水
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ア
ル
カ

リ
イ
オ
ン
水
、
ロ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

機
能
水
、
さ
ら
に
最
近
注
目
さ
れ
て
い

る
水
素
水
ま
で
広
く
水
に
つ
い
て
述
べ

る
。

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学

　
　
　

研
究
所　

研
究
室

　
　

（�

金
沢
市
高
岡
町
12

－

45　

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
階
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

�

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

　
　
　
　

講
師　

森
安　

政
仁 

氏

日
時　

平
成
28
年
4
月
10
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
16
･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
27
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
8
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル
ス

：
霊
性
と
健
康
」

日
時　

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
　
　

10
時
30
分
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会�

費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
４
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

大
い
な
る
存
在
と
の
不
思
議
な

出
会
い
か
ら
目
覚
め
て

　
　
　
　
講
師
　
大
石
　
陽
子 

氏

�

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

ヒ
ー
ラ
ー
）



霊
能
者
と
い
う
よ
り
シ
ャ
ー
マ
ン（
高

次
元
の
神
霊
な
ど
と
繋
が
り
、
直
接
交

流
す
る
役
割
を
担
っ
た
人
）
と
呼
ぶ
に

相
応
し
い
方
で
す
。
あ
る
時
、
大
い
な

る
不
思
議
な
存
在
と
出
会
っ
て
か
ら
高

次
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
動
を
媒
介
と

し
て
知
人
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
す

よ
う
に
な
り
、
病
院
で
は
治
ら
な
い
病

気
と
か
憑
依
に
よ
る
霊
障
、
さ
ら
に
運

の
悪
い
人
や
人
生
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
歩

ん
で
い
る
人
に
も
光
明
を
与
え
て
元
気

を
と
り
戻
し
た
と
感
謝
さ
れ
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
そ
の
使
命
を
負
っ
て
い

る
も
の
と
自
覚
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
癒
し
や
サ
イ
コ

メ
ト
リ
ー
（
物
に
残
る
人
の
残
留
思
念

を
読
み
取
る
こ
と
）
な
ど
の
実
演
を
披

露
し
、
さ
ら
に
花
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
と
る
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し

て
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
霊
性
に
目

覚
め
、
世
直
し
の
大
き
な
う
ね
り
へ
と

広
が
っ
て
い
け
た
ら
と
願
わ
れ
て
い
ま

す
。体

調
の
思
わ
し
く
な
い
人
、
霊
障
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
人
、
不
運
続
き

の
人
な
ど
は
必
見
で
す
。

〇
大
石
陽
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
短
期
大
学
卒
。
現

在
は
埼
玉
県
の
旧
神
泉
村
の
山
里
で
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
知
り
合
い
の

人
々
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
な
が
ら
、

日
常
生
活
で
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
な
ど
は
一
切
視
聴
せ
ず
、
自
然
界

か
ら
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
、
無
農

薬
の
野
菜
や
山
野
草
を
使
っ
た
自
然

食
、
健
康
食
、
日
本
の
伝
統
食
な
ど
研

究
。
人
間
の
命
や
霊
性（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

を
高
め
る
為
の
食
生
活
・
子
育
て
に
大

切
な
食
育
活
動
を
通
し
て
、
日
本
人
の

精
神
性
・
情
緒
を
大
切
に
す
る
生
き
方

を
啓
蒙
し
て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
4
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円　

一
般 
二
千
円

　
　
　

学
生 

一
千
円

※
定
員
次
第
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
者
は
お
早
目
に
お
申
込
み
下

さ
い
。
参
加
予
約
は
公
式
サ
イ
ト
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
の
欄
の

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

http://hom
epage3.nifty.com

/PSIJ/

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
40
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
に
北
と
ぴ
あ
に
て
、「
創
立

40
周
年
記
念
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー

マ
は
「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と

宇
宙
人　
―
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
U
F
O
と
宇
宙
人
」
に
関
し
て
で
も
、

そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現

在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り

を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）の

目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な

サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
40
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
5
」
最
終
頁
の

投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募

願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
不
思
議
な
写
真
・
映
像
」募
集

近
年
、
U
F
O
や
オ
ー
ブ
な
ど
、
不

思
議
な
写
真
が
撮
ら
れ
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
が
偶
然

撮
ら
れ
た
写
真
や
映
像
の
中
で
、
こ
れ

ら
の「
不
思
議
な
写
真
・
映
像
」が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
日
本
サ
イ
科
学
会
の

事
務
局
に
お
送
り
願
い
ま
す
。

本
部
例
会
の
終
盤
や
別
の
機
会
を
設

け
て
、
皆
様
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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送
付
の
方
法
は
写
真
な
ら
ば
、
メ
ー

ル
添
付
で
左
記
に
送
ら
れ
る
か
、
大
量

の
写
真
や
映
像
は
、
U
S
B
メ
モ
リ
ー

に
入
れ
て
、
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局

（
1
頁
上
段
住
所
）に
郵
送
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

も
ち
ろ
ん
、
紙
焼
き
の
写
真
送
付
で

も
結
構
で
す
。

た
だ
し
、
送
ら
れ
た
写
真
や
映
像
は
、

お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
し

た
も
の
を
お
送
り
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
9
月
本
部
例
会
報
告

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に

つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
獣
医
師
）

死
生
観
に
つ
い
て

　

人
間
だ
け
で
な
く
、
生
物
は
生
ま
れ

た
瞬
間
か
ら
死
へ
の
時
期
を
探
す
た
め

の
生
活
を
営
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

に
動
物
の
死
で
み
る
と
、
他
の
生
物
の

た
め
の
餌
と
し
て
、
戦
い
に
よ
る
も
の
、

傷
病
に
よ
る
も
の
、
ま
た
人
間
だ
け
に

存
在
す
る
他
の
動
物
に
は
見
ら
れ
な
い

自
殺
等
数
多
く
の
死
に
至
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

死
ぬ
ま
で
の
間
、
つ
ま
り
生
き
て
い

る
今
日
で
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

栄
養
状
態
、
社
会
衛
生
環
境
の
向
上
や
、

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
か
ら
改
善
さ
れ

た
た
め
か
、
男
性
80
・
21
歳
で
、
女
性

で
は
世
界
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
86
・

61
歳
と
男
女
合
わ
せ
て
80
歳
以
上
の
長

寿
で
す
が
、
寿
命
の
く
る
そ
れ
ま
で
は
、

生
き
て
い
く
た
め
に
知
恵
と
感
情
、
そ

し
て
理
性
の
意
識
体
を
働
か
せ
、
生
ま

れ
持
っ
た
因
縁
を
果
た
し
な
が
ら
生
き

て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
来
人
間
は
1
5
0
歳
と
か
2
0
0

歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
此
の
世
で
の
ス
ト
レ
ス
、
病

気
、
事
故
等
に
よ
り
、
寿
命
を
縮
め
て

し
ま
う
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　

で
は
そ
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う
の

は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ

こ
で
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

病
気
に
よ
る
死
因（
平
成
23
年
厚
労
省
）

1
位　

ガ
ン　
　

40
～
80
歳
に
多
い

2
位　

心
疾
患　

50
～
80
歳
に
多
い

3
位　

�

脳
血
管
疾
患 

年
齢
全
体
に
見
ら

れ
る

4
位　

肺
炎　

60
歳
以
上
に
見
ら
れ
る

5
位　

老
衰　

85
歳
以
上
に
多
い

ス
ト
レ
ス
を
原
因
と
す
る
主
な
疾
病

　

心
身
症
と
し
て
胃
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、

過
敏
性
大
腸
炎
、
自
律
神
経
失
調
症
か

ら
心
臓
病
と
多
く
の
疾
病
を
引
き
起
こ

すス
ト
レ
ス
の
区
分
け
順
位

①
配
偶
者
の
死

②
離
婚

③
別
居

④
近
親
者
の
死

⑤
ケ
ガ
・
病
気

　

こ
れ
ら
の
死
亡
原
因
の
誘
因
と
な
る

生
活
習
慣
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
か

肥
満
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
死
亡
原
因
と
な
る
生

活
習
慣
、
例
え
ば
タ
バ
コ
を
止
め
る
、

過
度
の
飲
酒
と
か
運
動
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
発
症
リ
ス
ク
を
抑
え
、
つ
ま
り

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

新
聞
の
人
生
相
談
欄
に
、
健
康
な
者

で
も
、
夫
婦
の
相
方
が
亡
く
な
る
と
か
、

子
供
が
巣
立
つ
、
孫
な
ど
と
の
家
族
と

の
接
点
も
薄
く
な
っ
て
く
る
と
、「
寂
し

い
、
人
生
が
つ
ま
ら
な
い
」な
ど
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
答
え
は
、
当
然
で
す
が
、「
何
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
ら
と
か
、
趣

味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
友
人
を
作
れ
ば
」

と
、
回
答
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
ら
入
っ
た
で
人

間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
し
、
私
は
、
こ
れ
は
悩
ん

で
い
る
者
へ
の
正
解
、
指
導
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

正
解
と
は
こ
こ
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「
人
間
は
何
故
生
ま
れ
、
死
ん
で
何
処

へ
行
く
の
か
、
行
く
そ
の
先
の
世
界
は

存
在
す
る
の
か
、
そ
こ
に
地
獄
・
極
楽

は
あ
る
の
か
、
輪
廻
転
生
は
あ
る
の
か
」

等
を
、
ま
だ
肉
体
が
元
気
に
活
動
で
き

る
、
脳
で
考
え
る
余
力
の
あ
る
う
ち
に

学
び
、
次
の
世
界
の
た
め
に
準
備
し
て
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い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
り
、
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
こ
と
が
残
さ
れ
た

人
生
に
大
切
な
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

つ
ま
り
は
、
現
世
的
肉
体
の
要
求
だ

け
を
求
め
る
た
め
に
、
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
き
た
目
的
を
、
忘
失
し
て
し
ま
っ

た
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

老
人
ホ
ー
ム
と
か
特
養
施
設
と
か
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
に
入
居
し
て
、

そ
こ
を
自
分
の「
終
の
棲
家
」に
す
る
傾

向
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
安
住
が
出
来
て
、
ピ
ン
ピ

ン
コ
ロ
リ
と
死
ね
る
終
の
棲
家
を
求
め

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

今
の
自
分
の
願
望
を
中
心
に
し
た
考
え

で
あ
り
、
先
祖
か
ら
流
れ
て
く
る
業
、

カ
ル
マ
、
因
縁
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
未

来
永
劫
と
続
く
魂
の
遍
歴
を
知
ら
ぬ
が

故
の
考
え
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

死
後
の
世
界
／
黄
泉
の
国
と
根
の
国

　

日
本
の
古
代
で
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、

奈
良
時
代
7
1
2
年
に
稗
田
阿
礼
と
太

安
万
侶
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
古
事
記
に

は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
死
ん
で
あ
の
世
で
あ

る「
黄
泉
の
国
」に
居
る
の
を
、
イ
ザ
ナ

ギ
が
連
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
穢
れ
た
も
の
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

古
代
の
日
本
人
は
死
ぬ
こ
と
で
黄
泉
の

国
の
世
界
へ
行
く
が
、
死
は
悲
し
み
と

穢
れ
、
地
獄
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
死
後
の
世
界

に
つ
い
て
の
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
や
は
り
あ
の
世
で
あ
る

「
根
の
国
」
に
居
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ

ト
に
も
記
載
が
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で

は
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
現
世
と
同
じ

よ
う
に
生
活
を
し
て
い
て
、
大
国
主
の

別
名
、
大
穴
牟
遅
命
は
そ
こ
の
世
界
を

行
き
来
す
る
だ
け
で
な
く
、
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
の
娘
、
須
勢
理
毘
売
を
嫁
に

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
は
、
古
代
に
お
け
る
日
本

人
は
、
人
間
が
死
後
の
世
界
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
て
い
て
、

あ
の
世
の
記
憶
も
か
な
り
鮮
明
に
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

終
活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
の
意
味

　

人
生
の
最
後
を
迎
え
る
た
め
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る
終

活
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納

棺
師
の
あ
る
方
は
「
最
初
、
死
と
は
遠

い
延
長
線
上
に
あ
る
現
象
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
今
は
死
と
は
自
然
で
、
極
当

た
り
前
の
現
象
で
あ
り
、
納
棺
の
時
に

そ
の
人
の
生
き
方
が
現
さ
れ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
れ
ば
、
肉
体
も
意
識
も
全
て

亡
く
な
り
、
無
で
あ
る
と
基
本
的
に
考

え
て
い
ま
す
が
、
死
へ
の
恐
れ
、
苦
し

み
が
意
識
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
は
過
去

に
何
回
も
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
、
気
持
ち
の
中

に
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

死
後
は
何
も
無
い
か
ら
、
葬
儀
と
か

お
墓
な
ど
に
埋
葬
さ
れ
る
と
か
、
さ
れ

な
い
と
か
の
行
為
は
本
来
自
分
が
知
る

よ
し
も
無
い
の
で
す
が
、
自
分
は
死
後
、

ど
の
様
に
死
後
祀
ら
れ
る
か
な
ど
の
不

安
と
、
毎
日
お
祀
り
し
て
欲
し
い
と
の

欲
求
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

　

仏
教
の
側
か
ら
見
ま
す
と
、
釈
迦
が

生
存
し
仏
教
が
広
ま
っ
た
時
代
背
景
を

見
ま
す
と
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
世
界

的
に
争
い
、
紛
争
が
生
じ
て
お
り
、
農

業
技
術
も
十
分
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、

大
衆
の
人
々
の
生
活
は
、
食
べ
物
、
医

療
、
生
活
環
境
全
般
的
に
、
今
の
時
代

で
は
想
像
も
つ
か
な
い
程
に
、
困
難
な

時
代
で
あ
り
、
そ
の
生
活
か
ら
救
わ
れ

た
い
と
の
願
い
が
強
く
、
多
く
の
宗
教

が
起
こ
り
、
結
果
と
し
て
、
釈
迦
が
唱

え
た
仏
教
が
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

釈
迦
入
寂
後
、
7
0
0
年
後
に
は
ナ

ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
ら
に
よ
り
、
大
乗
仏

教
の
思
想
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
人
々
の
苦
を
救
い
成
仏
さ
せ
る

と
い
う
、
大
乗
の
視
点
か
ら
の
釈
迦
の

教
え
で
あ
る
菩
提
心
を
す
す
め
る
も
の

で
あ
り
、
人
々
は
善
行
を
積
む
こ
と
に

よ
り
、
死
後
に
お
い
て
極
楽
浄
土
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
成
仏

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
え
が
、
当
時
の
苦
し
い
生
活

を
送
る
人
々
の
助
け
の
後
押
し
に
な
っ

た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
釈
迦
は
6
0
0
0
回
の
輪
廻
転

生
を
繰
り
返
し
、
そ
の
転
生
ご
と
に
難

行
苦
行
を
続
け
、
高
度
の
悟
り
を
開
き
、

一
切
衆
生
：
人
々
の
苦
し
み
を
救
お
う

と
し
た
教
え
を
学
ぶ
こ
と
で
、
我
も
仏

と
な
れ
る
、
つ
ま
り
成
仏
で
き
る
と
理

解
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

生
物
学
的
に
、「
生
き
る
、
生
命
活
動
を

営
む
」

　

人
間
に
は
60
兆
の
細
胞
が
あ
り
、
人

体
の
生
体
の
微
弱
電
流
に
よ
る
脳
か
ら

の
指
令
の
も
と
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
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な
り
ま
す
。

　

だ
が
そ
こ
で
、
そ
の
幾
つ
か
の
細
胞

間
と
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
利
か
な
く
な

り
、
病
気
、
ガ
ン
な
ど
の
発
生
を
導
き
、

最
悪
の
場
合
は
細
胞
死
、
即
ち
死
亡
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
骨
格
か
ら

始
ま
り
、
筋
肉
組
織
、
循
環
器
系
、
呼

吸
器
系
、
泌
尿
器
系
、
内
分
泌
系
、
神

経
系
、
そ
し
て
感
覚
器
系
と
多
く
の
組

織
ま
で
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
重
要
な
働
き
の
部
分
は

交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
で
あ
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
、
副
交
感
神
経

が
優
位
と
な
っ
て
、
全
身
の
細
胞
へ
安

定
し
た
活
動
を
与
え
ま
す
。

長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子

　

人
間
の
体
の
60
兆
の
各
細
胞
に
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
さ
は
、
0
・
5
ミ
ク
ロ
ン
の

長
さ
で
、
全
て
の
好
気
的
真
核
生
物
の

細
胞
に
含
ま
れ
、
人
や
動
物
の
細
胞
内

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
だ
し
て
い
る
細

胞
内
小
器
官
で
、
1
個
の
細
胞
内
に
数

百
個
か
ら
数
千
個
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
人
体
に
は
、
60
兆
個
の
細
胞

が
あ
る
の
で
、
数
百
兆
か
ら
数
千
兆
個

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な
機

能
は
、
電
子
伝
達
系
に
よ
る
酸
化
的
リ

ン
酸
塩
化
に
よ
る
A
T
P
（
ア
デ
ノ
シ

ン
三
リ
ン
酸
：
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
物
質
）の
産
生
で
す
。

　

細
胞
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
接
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か
ら
A
T
P

の
形
で
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
機
能
を
持
っ

て
お
り
、
ス
テ
ロ
イ
ド
や
ヘ
ム
の
合
成

な
ど
を
含
む
様
々
な
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ

ム
や
鉄
の
細
胞
内
濃
度
の
調
節
、
細
胞

周
期
や
細
胞
死
で
あ
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

の
調
節
な
ど
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
大
医
学
部
の
門
脇
孝
氏
が
述
べ
て

お
り
ま
す
が
、
長
寿
者
の
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
遺
伝
子
と
、
一
般
患
者
と
の
全
塩

基
配
列
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
5
ヶ
所

の
違
い
が
あ
り
、
な
か
で
も
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
D
N
A
の
5
1
7
8
番
目
の

塩
基
（
シ
ト
シ
ン
：
C
）
が
、
ア
デ
ニ

ン
（
A
）
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
多
型

（
M
t
5
1
7
8
C
→
A
）
が
多
く
百

寿
者
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
M
t
5
1
7
8
A
型
の

頻
度
は
40
%
だ
が
、
百
寿
者
は
（
37
r

例
）
の
62
%
が
M
t
5
1
7
8
A
型

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
M
t
5
1
7
8
A

型
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
M

�

t

�

5

�
1
�7�

8
C
型
を
持
っ
て
い
る
人
と
比
べ
て
、

成
人
発
症
性
疾
患
に
罹
り
に
く
い
の
で

す
。

　

健
康
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
人
間
の
身
体
の
数
千
兆
個
の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
に
、
副
交
感
神
経
を
優
位

と
し
た
安
定
し
た
活
動
を
与
え
る
脳
か

ら
の
命
令
（
好
ま
し
い
想
念
）
を
送
る

場
合
と
、
好
ま
し
く
な
い
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
送
る
場
合
を
比
べ
ま
す
と
、

長
期
間
で
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
働
き

が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
妙
に
疲
れ
っ
ぽ
い
慢
性

疲
労
症
候
群
や
理
由
の
分
か
ら
な
い
病

気
に
な
っ
て
い
く
の
も
、
や
は
り
プ
ラ

ス
に
考
え
る
か
、
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
る

か
に
よ
っ
て
、
人
生
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
眠
っ
て
い
る
エ
ド
ガ
ー

ケ
イ
シ
ー
に
「
年
取
っ
て
も
元
気
に
な

る
方
法
」
を
聞
き
ま
し
た
ら
、「
気
持

ち
の
持
ち
よ
う
で
元
気
に
な
る
」
と
答

え
た
そ
う
で
す
。

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
プ
ラ
ス
の
想
念

を
送
る
と
、
体
温
が
36
・
5
度
を
キ
ー

プ
し
て
元
気
に
な
り
ま
す
し
、
元
気
が

な
い
と
体
温
は
36
度
と
な
っ
て
、
冷
え

性
と
な
り
、
疲
れ
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。

　

肉
体
が
健
康
に
な
り
ま
す
と
、
幽
体

（
オ
ー
ラ
）
へ
も
良
い
影
響
を
与
え
ま

す
し
、
く
よ
く
よ
し
た
想
い
で
生
活
し

た
り
病
気
に
な
り
ま
す
と
、
幽
体
は
色

も
悪
く
な
っ
た
り
傷
を
付
け
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

心
霊
的
に
こ
の
世
で
生
き
る

・
胎
児
が
母
体
に
宿
り
、
妊
娠
を
し
て

3
ヶ
月
を
経
る
と
、
そ
の
胎
児
を
守
護

す
る
霊
が
広
い
意
味
で
の
先
祖
霊
で
あ

る
類
魂
で
定
め
ら
れ
て
、
胎
児
は
一
つ

の
魂
と
し
て
母
親
の
胎
内
に
宿
る
。

・
出
産
し
て
大
き
く
成
長
す
る
に
従
い
、

そ
の
守
護
の
霊
は
、
そ
の
者
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
守
護
の
霊
も
共
に
学
び
成

長
し
て
い
く
。

・
守
護
す
る
守
護
霊
と
は
、
亡
く
な
っ

て
4
0
0
～
5
0
0
年
ほ
ど
経
た
先
祖

の
中
か
ら
自
分
に
付
く
方
で
あ
り
、
男

性
に
は
男
性
の
守
護
霊
、
女
性
に
は
女

性
の
守
護
霊
が
付
く
と
さ
れ
て
い
る
。

男
性
に
女
性
の
守
護
霊
、
女
性
に
男
性

の
守
護
霊
が
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
同
性
の
守
護
霊
と
な
る
よ
う
で

す
。

・
そ
の
者
が
成
長
す
る
に
は
、
守
護
霊

を
含
め
た
先
祖
か
ら
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ

●❼ ●



ー
が
流
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
も

し
流
れ
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点
で

そ
の
肉
体
は
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

・
人
間
の
肉
体
は
、
肉
体
と
霊
魂
、
そ

し
て
い
ま
述
べ
た
先
祖
か
ら
の
生
命
の

流
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
つ
が
欠

け
て
も
生
命
維
持
は
で
き
な
い
。

本
能
と
欲
望
か
ら
の
因
縁
／
死
生
観
の

意
義
と
疑
問

　

動
物
に
は
3
大
本
能
と
し
て
、「
食
べ

る
こ
と
・
睡
眠
を
と
る
こ
と
・
子
孫
を

繁
殖
さ
せ
る
こ
と
」が
あ
る
と
さ
れ
て
い

て
、
人
間
以
外
の
動
物
で
は
必
要
以
上

の
要
求
は
せ
ず
、
本
能
に
従
い
生
命
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
場
合
で

は
、
こ
れ
ら
へ
の
願
望
が
よ
り
強
く
欲

望
と
ま
で
な
り
、
そ
れ
は
食
欲
、
睡
眠

欲
、
性
欲
と
な
っ
て
、
際
限
な
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
際
限
な
く
本
能
か
ら
の
欲
望

を
満
た
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
欲
望
が
結
果
と
し

て
争
い
、
恨
み
、
つ
ら
み
を
生
じ
、
前

世
か
ら
の
多
く
の
因
縁
の
上
に
、
さ
ら

に
新
し
く
因
縁
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
生
命
の
長
短
、
死
後
の

世
界
へ
の
居
場
所
、
そ
し
て
来
世
で
の

生
ま
れ
変
わ
る
環
境
に
大
き
く
影
響
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
死
生
観
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
死
を
通
し
て
生

き
て
い
る
今
の
自
分
が
、
ど
の
よ
う
な

環
境
下
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
ど
の

様
に
そ
の
中
で
生
活
を
送
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
見
つ
め
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
生
き
て
い
る
こ
と
と
そ
の
意
義

②
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
の
意
義

③
死
は
無
な
の
か
そ
れ
と
も
死
後
の
世

　

界
は
あ
る
の
か

④
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
輪
廻
転
生
は

　

あ
る
の
か

　

人
間
は
こ
れ
ら
項
目
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
で
、
現
在
の
人
生
観
は
変
わ

っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
そ
れ
に

よ
り
自
分
が
来
世
で
置
か
れ
る
環
境
を

考
え
る
か
ら
、
今
の
日
常
生
活
の
在
り

方
が
大
き
く
異
な
っ
て
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

よ
く
私
は
前
世
や
来
世
の
こ
と
を
聞

か
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
答
え
の

パ
タ
ー
ン
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
世

の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
、「
今
あ
な
た
は

幸
せ
で
す
か
?
苦
し
い
で
す
か
?
病
気

で
す
か
?
・
・
」
と
い
う
事
を
聞
い
て
、

前
世
は
こ
う
で
し
た
よ
ね
、
と
答
え
ま

す
。
来
世
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
ら
、「
今

幸
せ
で
す
か
?
苦
し
い
で
す
か
?
楽
し

い
で
す
か
?
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い

の
で
す
か
?
」
と
聞
い
て
、「
来
世
も
そ

う
な
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
お
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
前
世
も
来
世
も
今
の

自
分
が
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

死
生
観
の
意
義
と
疑
問

　

死
と
は
、
帰
幽
で
あ
り
、
こ
の
世
か

ら
あ
の
世
の
幽
界
へ
移
る
と
言
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
肉
体
を
道
具
と
し

て
使
い
、
こ
の
世
で
の
修
行
生
活
を
終

え
た
者
が
、
本
来
の
居
場
所
で
あ
る
幽

界
に
帰
る
事
な
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

死
に
近
く
な
る
時
に
寂
寥
感
、
死
へ

の
恐
怖
、
現
世
へ
の
執
着
が
生
じ
る
の

は
、
や
は
り
死
を
理
解
し
て
い
な
い
こ

と
と
、
転
生
に
つ
い
て
も
理
解
を
示
さ

な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

心
霊
的
に
み
る
死
に
つ
い
て
は
、
死

の
宣
告
を
受
け
た
場
合
、
幽
体
が
肉
体

の
頭
蓋
骨
部
か
ら
別
離
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
、
そ
の
姿
は
そ
の
者
と
同
じ
人

間
の
形
を
し
た
透
明
の
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
幽
体
と
肉
体
と
を
繋

ぐ
、
銀
色
の
紐
を
魂
の
緒
、
又
は
シ
ル

バ
ー
コ
ー
ド
と
も
い
わ
れ
る
も
の
が
、

肉
体
と
幽
体
が
離
れ
る
状
態
、
つ
ま
り

幽
体
離
脱
を
し
て
も
肉
体
が
生
き
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
距
離
が
ど
ん
な

に
離
れ
て
い
て
も
切
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
死
の
場
合
は
幽
体
が
肉
体

か
ら
離
れ
る
と
、
間
も
な
く
切
れ
て
し

ま
う
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
魂
の
緒
が
切
れ
た
時
点
が
、
肉

体
上
の
本
当
の
死
と
な
り
、
霊
魂
は
あ

の
世
で
あ
る
幽
界
へ
守
護
の
霊
に
導
か

れ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
霊

魂
は
、
こ
の
世
の
側
に
あ
り
、
我
々
と

と
も
に
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
死
は
死
で
は
な
く
、
新
し
い

生
活
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
言
え
ま

す
が
、
今
日
の
科
学
に
お
い
て
見
え
な

い
世
界
の
解
明
の
道
は
ほ
ど
遠
い
で
す
。

※
後
半
は
臨
死
体
験
の
実
例
と
検
証
、

輪
廻
転
生（
実
例
：
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14

世
、
勝
五
郎
）、
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
内
容
の
紹
介
、
死
後

の
世
界
の
紹
介
、
動
物
の
霊
性
等
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

※
御
講
演
の
す
べ
て
を
記
録
し
た
ビ
デ

オ
映
像
（
U
S
B
メ
モ
リ
ー
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
メ
ー
ル
か

F
A
X
で
御
注
文
願
い
ま
す
。（
送
料

を
含
め
て
3
5
0
0
円
で
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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平
成
28
年
2
月
本
部
例
会
報
告

仏
教
の
霊
魂
観

　
　
　
　
　

講
師　

正
木　

晃 

氏

（
当
日
配
付
資
料
よ
り
）

「
四
十
九
日
」の
話

な
ぜ
四
十
九
日
?

四
十
九
日
は
、
人
が
亡
く
な
っ
た
あ

と
、
通
夜
と
葬
儀
に
は
じ
ま
る
一
連
の

法
事
の
な
か
で
も
、
節
目
の
行
事
と
し

て
、
と
て
も
重
要
で
す
。
し
か
し
、
な

ぜ
四
十
九
日
な
の
か
、
と
訊
か
れ
て
、

す
ぐ
答
え
ら
れ
る
お
坊
さ
ん
は
少
な
い

よ
う
で
す
。

こ
の
問
い
に
た
い
す
る
解
答
は
、
四

世
紀
こ
ろ
に
イ
ン
ド
で
書
か
れ
た
『
倶

舎
論
』
と
い
う
仏
教
哲
学
の
書
物
な
ど

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
死
か

ら
生
に
移
行
す
る
期
間
が
四
十
九
日
間

な
の
で
、
四
十
九
日
と
い
う
数
字
が
出

て
き
た
の
で
す
。

も
う
少
し
く
わ
し
く
説
明
し
ま
し
ょ

う
。ま

ず
、
前
提
と
し
て
、
輪
廻
転
生
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
を
ふ
く
む

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
動
物
は
、
生
と
死
を

永
遠
に
繰
り
返
す
と
い
う
考
え
方
で
す
。

つ
ま
り
、
死
ん
だ
と
お
も
っ
て
も
、
ほ

ん
と
う
は
死
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
す
ぐ

ま
た
別
の
生
命
体
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
。

い
い
か
え
る
と
、
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
し
て
、
永
遠
に
死
ね
な
い
の

で
す
。

こ
う
い
う
状
態
を
、
良
い
と
み
な
す

か
、
悪
い
と
み
な
す
か
。
な
か
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
の
あ
り
方
を
体
験
で
き

る
の
だ
か
ら
、
お
お
い
に
け
っ
こ
う
と

お
も
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
ブ
ッ
ダ
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
ド

の
宗
教
者
た
ち
は
「
苦
」
と
み
な
し
ま

し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

考
え
て
も
み
て
く
だ
さ
い
。
悲
運
や

苦
労
に
満
ち
た
人
生
を
送
っ
て
き
た
人

が
、
臨
終
の
床
で
「
あ
あ
、
こ
れ
で
、

わ
た
し
の
苦
し
み
も
終
わ
る
」
と
お
も

っ
て
い
た
ら
、
あ
に
は
か
ら
ん
や
。
ま

た
別
の
な
に
か
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、

前
に
も
増
し
て
苦
し
ま
な
い
と
も
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。
死
は
救
い
に
は
な
り
え
な

い
の
で
す
。

輪
廻
転
生
は
、
現
世
の
お
こ
な
い
に

よ
っ
て
、
次
に
何
に
生
ま
れ
変
わ
る
か
、

決
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

十
分
に
功
徳
を
積
め
な
か
っ
た
人
は
、

人
間
以
下
の
生
命
体
に
し
か
生
ま
れ
変

わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
気
が
つ

い
た
ら
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
生
ま
れ
変
わ
っ

て
い
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
ホ
イ
ホ
イ
の
な
か

で
ジ
タ
バ
タ
し
て
い
る
可
能
性
だ
っ
て
、

十
分
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
輪

廻
転
生
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
こ
そ
、
解

脱
で
あ
り
、
最
高
の
救
い
だ
と
考
え
た

の
で
す
。

中
有さ

き
ほ
ど
あ
げ
た
『
倶
舎
論
』
に
は
、

生
命
体
を
構
成
し
て
い
る
五
蘊
、
つ
ま

り
色
と
受
と
想
と
行
と
識
と
い
う
基
本

要
素
は
、
次
の
四
つ
の
時
間
帯
で
展
開

す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
生
有
・
本

有
・
死
有
・
中
有
で
す
。
中
有
は
中
陰

と
も
い
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
生
有
は
、
わ
た
し
た
ち

が
生
ま
れ
る
瞬
間
で
す
。
本
有
は
、
わ

た
し
た
ち
が
現
に
生
き
て
い
る
時
間
帯

で
す
。
死
有
は
、
死
ぬ
瞬
間
で
す
。
中

有
は
、
死
か
ら
生
へ
と
移
行
す
る
時
間

帯
で
す
。

じ
つ
は
こ
の
中
有
の
時
間
帯
が
、
最

長
で
四
十
九
日
間
な
の
で
す
。
厳
密
に

い
う
と
、
生
き
て
い
る
と
き
に
善
行
を

か
さ
ね
た
人
は
、
死
後
、
す
ぐ
に
な
に

か
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
生
き
て
い

る
と
き
に
最
悪
の
行
為
を
か
さ
ね
た
人

で
も
、
四
十
九
日
後
に
は
、
な
に
か
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人

は
、
そ
の
あ
い
だ
の
ど
こ
か
の
時
点
で
、

な
に
か
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
考
え
方
は
、
仏
教
が
独
自

に
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
教

が
誕
生
す
る
以
前
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
た
と
え
ば
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
聖

典
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
は
、
人
が

死
ぬ
と
、
肉
→
皮
→
血
→
骨
と
い
う
順

番
で
身
体
が
と
と
の
え
ら
れ
、
一
〇
日

後
に
新
た
な
生
命
体
と
し
て
再
生
す
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の

一
〇
日
間
に
、
死
者
の
霊
魂
を
ご
先
祖

様
の
位
に
到
達
さ
せ
る
た
め
に
、
ピ
ン

ダ
と
よ
ば
れ
る
特
別
な
儀
式
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
仏
教
に
と
り

こ
ま
れ
て
、
四
十
九
日
と
い
う
法
事
に

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
変
わ
っ
て
、
仏
教
が
ひ
ろ
ま

●❾ ●
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る
前
の
日
本
で
は
、
人
が
死
ぬ
と
、
タ

マ
フ
リ
や
タ
マ
ヨ
ビ
と
よ
ば
れ
る
儀
式

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
タ
マ
フ

リ
は
生
命
力
を
強
化
す
る
儀
式
、
タ
マ

ヨ
ビ
は
死
者
の
霊
魂
を
よ
び
も
ど
す
儀

式
で
す
。
目
的
は
と
も
に
、
死
者
を
現

世
に
つ
れ
も
ど
す
こ
と
で
し
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

人
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
、
現
実

に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
こ
う

い
う
行
為
を
一
定
の
期
間
に
わ
た
っ
て

お
こ
な
う
こ
と
で
、
の
こ
さ
れ
た
人
々

が
「
な
す
べ
き
こ
と
は
な
し
た
。
こ
れ

で
も
う
十
分
だ
」
と
い
う
、
安
心
感
を

得
ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
い
う
行
為
を
き
ち
ん

と
い
と
な
ま
な
い
と
、
死
者
の
霊
魂
が

祟
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
た
し

か
で
す
。
そ
の
恐
怖
は
、
現
代
人
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
、
強
い
も
の

で
し
た
。
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
に
儀
式

を
い
と
な
み
、
死
者
の
霊
魂
に
安
定
し

て
も
ら
う
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大
切
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
死
者
の
霊
魂

が
安
定
す
れ
ば
、
や
が
て
ご
先
祖
様
の

仲
間
入
り
し
て
、
今
度
は
の
こ
さ
れ
た

親
族
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る

存
在
に
転
化
す
る
と
考
え
て
い
た
の
で

す
。

こ
の
仏
教
以
前
か
ら
あ
っ
た
儀
式
が
、

仏
教
と
む
す
び
つ
い
た
と
き
、
四
十
九

日
の
法
事
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
学

術
上
の
通
説
で
す
。

再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

中
有
の
本
体
は
、『
倶
舎
論
』に
よ
れ

ば
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
五
蘊
だ
そ
う
で

す
。
た
だ
し
、
物
質
的
な
身
体
は
も
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
人
の
目

に
は
見
え
ま
せ
ん
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
中
有
に
も
食
料

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

の
食
料
と
は
香
で
す
。
そ
の
た
め
、
別

名
を
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
、
つ
ま
り「
食
香
」

と
か
「
尋
香
」
と
も
い
い
ま
す
。
ガ
ン

ダ
ル
ヴ
ァ
を
漢
字
で
表
記
す
る
と
、
乾

闥
婆
に
な
り
ま
す
。

も
っ
と
お
も
し
ろ
い
の
は
、
ガ
ン
ダ

ル
ヴ
ァ
が
再
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
は
空
中
を
自
在
に
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
ど
ん
な
物

質
で
も
と
お
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
に

も
自
由
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

前
世
の
因
縁
か
ら
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら

れ
て
い
る
未
来
の
男
女
が
セ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
行
き
会
う
と
、
気
を

失
っ
て
、
母
と
な
る
女
性
の
子
宮
に
吸

着
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
お
ま
け
に
、

女
性
の
子
宮
だ
け
は
と
お
り
ぬ
け
ら
れ

な
い
の
で
す
。
か
く
し
て
受
胎
し
、
再

生
す
る
の
で
す
。

こ
の
と
き
、
も
し
も
そ
の
ガ
ン
ダ
ル

ヴ
ァ
が
、
父
と
な
る
男
性
を
愛
欲
し
、

母
と
な
る
女
性
に
嫉
妬
す
る
な
ら
ば
、

生
ま
れ
て
き
た
子
は
女
の
子
に
な
り
ま

す
。
反
対
に
、
母
と
な
る
女
性
を
愛
欲

し
、
父
と
な
る
男
性
に
嫉
妬
す
る
な
ら

ば
、
生
ま
れ
て
き
た
子
は
男
の
子
に
な

り
ま
す
。

こ
の
話
は
も
と
か
ら
仏
教
に
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
神
話
か
ら
と
り

こ
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ

は
、
も
と
は
と
い
え
ば
、
中
有
と
は
な

ん
の
関
係
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
た
い
そ
う
色
好
み
の
神

様
で
し
た
。
と
り
わ
け
、
新
婚
の
夫
婦

が
ベ
ッ
ド
イ
ン
し
て
い
る
の
を
覗
き
見

す
る
の
が
大
好
き
な
、
困
っ
た
神
様
で

し
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
仏
教
に
と
り

こ
ま
れ
、
中
有
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

し
い
の
で
す
。
な
ん
だ
か
な
あ
、
と
い

う
感
じ
で
す
が
、
歴
史
的
な
事
実
で
す
。

恐
怖
の
体
験

で
は
、
生
か
ら
再
生
に
い
た
る
最
長

で
四
十
九
日
間
に
、
中
有
は
ど
ん
な
体

験
を
す
る
の
か
。
こ
の
件
に
か
ん
し
て

は
、
日
本
仏
教
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
は
ひ
じ
ょ
う
に
強
い
関
心
を
し
め

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
『
チ
ベ
ッ
ト
死

者
の
書
』
に
、
じ
つ
に
く
わ
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。

『
チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
』
と
い
う
名

称
は
、
外
国
人
が
勝
手
に
つ
け
た
も
の

で
、
正
し
く
は
『
パ
ル
ド
・
ト
ゥ
ー
ド

ル
』と
い
い
ま
す
。
直
訳
す
る
と
、「
中

有
救
度
法
」で
す
。
つ
ま
り
、「
中
有
を

救
済
し
て
、
悟
り
に
み
ち
び
く
法
」
で

す
。ほ

ん
と
う
は
死
の
瞬
間
に
悟
り
に
い

た
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
大

概
の
人
は
そ
れ
を
と
ら
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
中
有
の
状
態
で
悟
り
に
い
た
る

方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
イ
ン
ド
仏
教
で
も
、
中
有

の
体
験
は
恐
怖
に
満
ち
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。『
チ
ベ
ッ
ト
死
者
の
書
』

で
も
、
そ
れ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
中
有
は
最
初
か
ら
、
恐

ろ
し
い
存
在
に
出
会
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
逆
に
、
最
初
の
一
週

間
は
、
心
優
し
い
仏
菩
薩
が
な
ん
と
か

中
有
を
救
っ
て
あ
げ
よ
う
と
出
現
す
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
生
前
に
犯
し
た

悪
業
の
せ
い
で
、
仏
菩
薩
が
中
有
に
は

き
わ
め
て
恐
ろ
し
い
も
の
に
し
か
感
じ



ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
せ
っ
か
く

仏
菩
薩
が
救
っ
て
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
の
に
、
中
有
は
逃
げ
ま
わ
っ
て
、
救

わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
み
す
み
す
逃
し
て

し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
お
ま
け
に
、

後
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
見
た
目
も
性

格
も
怖
い
神
々
が
出
現
し
て
く
る
の
で
、

ま
す
ま
す
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
か
く
し
て
、
救
わ
れ
る
チ
ャ
ン

ス
は
遠
の
く
ば
か
り
で
す
。

か
つ
て
お
会
い
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
高
僧
は
わ
た
し
に「
生
き
て
い
る
う

ち
に
救
わ
れ
な
か
っ
た
者
が
、
死
ん
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
簡
単
に
救
わ
れ
る
と

思
う
か
ね
?
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
人
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
、
み
な
仏
」
と

い
う
日
本
仏
教
と
ち
が
っ
て
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
に
は
と
て
も
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

「
幽
霊
」の
話

幽
霊
に
足
が
な
い
理
由

幽
霊
に
ま
つ
わ
る
話
は
タ
ネ
が
尽
き

ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
被
災
地
で
は
幽
霊
が
し
き
り
と

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

幽
霊
と
い
う
と
、
足
が
な
い
と
い
う

の
が
通
説
で
す
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代

の
中
期
に
活
躍
し
た
画
家
の
円
山
応
挙

（
一
七
三
三
～
九
五
）
が
、
足
の
な
い
幽

霊
の
絵
を
描
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

幽
霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
説
が
ひ
ろ

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
円
山
応
挙
よ
り
前
に
、

朝
廷
の
御
用
絵
師
を
つ
と
め
る
土
佐
派

を
ひ
き
い
て
い
た
土
佐
光
起（
一
六
一
七

～
九
一
）が
、
す
で
に
足
の
な
い
幽
霊
の

絵
を
描
い
て
い
た
と
も
い
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
初

め
て
、
幽
霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
、

い
わ
ば
約
束
事
が
成
立
し
た
と
い
う
点

は
同
じ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
は
か
な
り
あ
や

し
い
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

幽
霊
は
も
と
か
ら
足
が
な
い
と
信
じ
ら

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

古
代
の
中
国
で
は
、
幽
霊
に「
鬼
」と

い
う
字
を
あ
て
て
い
ま
し
た
。
日
本
で

「
鬼
」
と
い
う
と
、
頭
に
角
を
生
や
し
、

口
に
は
鋭
い
牙
、
上
半
身
は
裸
で
、
虎

皮
の
パ
ン
ツ
を
は
き
、
金
棒
を
手
に
す

る
怖
い
存
在
を
想
像
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
タ
イ
プ
の「
鬼
」

は
、
お
お
む
ね
仏
教
の
影
響
を
受
け
て

成
立
し
た
も
の
で
す
。
い
い
か
え
る
と
、

仏
教
が
日
本
に
伝
来
す
る
ま
で
は
、
こ

う
い
う
タ
イ
プ
の「
鬼
」は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

ち
な
み
に
、「
鬼
」
と
書
い
て「
お
に
」

と
読
む
理
由
は
、「
い
な
い
」
を
意
味
す

る
古
典
語
の「
お
ぬ
」に
ゆ
ら
い
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
目
に
は
見
え
な
い
け

れ
ど
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
存
在
と
い
う

意
味
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
万

葉
集
で
は
、「
鬼
」と
い
う
字
を「
も
の
」

と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の「
も

の
」
は「
も
の
の
け（
物
の
怪
」
の「
も

の
」で
、
目
に
は
見
え
な
い
、
あ
る
い
は

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
存

在
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
意
味
的
に
は
、

「
お
に
」と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

で
は
、
漢
字
の「
鬼
」
は
、
も
と
も

と
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
答
え
は「
幽
霊
」で
す
。
こ
の
こ
と

は
、「
鬼
」
と
い
う
漢
字
を
分
解
し
て
み

る
と
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ま
ず
、「
田
」
は
、
頭
蓋
骨
を
真
上
か

ら
見
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ル
」は
足
で
す
。

「
ム
」
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
記
号
で
す
。
で
す
か
ら
、
全
体

で
は
、
足
も
と
が
定
か
で
は
な
い
頭
蓋

骨
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
、
こ

の
姿
こ
そ
、
古
代
中
国
人
が
想
像
し
て

い
た
幽
霊
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
鬼
」
す
な
わ
ち
幽
霊
は
、

最
初
か
ら
足
も
と
が
定
か
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
仮
に

円
山
応
挙
や
土
佐
光
起
に
、
日
本
の
幽

霊
に
は
足
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

定
着
さ
せ
た
功
績
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

た
ん
な
る
知
識
で
は
な
く
、
誰
に
も
わ

か
り
や
す
く
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で

表
現
し
た
点
に
求
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

幽
霊
の
正
体

さ
て
、
足
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
よ

り
も
、
は
る
か
に
重
要
な
の
は
幽
霊
の

正
体
で
す
。
一
般
に
は
、
成
仏
で
き
な

か
っ
た
死
者
の
霊
魂
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
成
仏
で
き
な
か
っ
た
死
者

の
霊
魂
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
に
も

抽
象
的
で
す
。
少
な
く
と
も
、
仏
教
の

教
義
で
は
ど
う
み
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、

そ
れ
を
確
認
す
る
必
要
く
ら
い
は
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
答
え
て
く
れ
る
書
物
が

あ
り
ま
す
。
臨
済
宗
の
高
僧
、
沢
庵
禅

師
が
晩
年
に
書
い
た
『
玲
瓏
集
』
で
す
。

沢
庵
禅
師
と
い
え
ば
、
江
戸
幕
府
の
第

三
代
将
軍
、
徳
川
家
光
や
そ
の
側
近
だ

っ
た
柳
生
宗
矩
の
師
と
し
て
有
名
で
す
。

そ
の
沢
庵
禅
師
に
い
わ
せ
る
と
、
幽

霊
の
正
体
は
中
有
で
す
。
そ
れ
も
た
だ

の
中
有
で
は
な
く
、「
罪
障
ふ
か
き
中

有
」
だ
そ
う
で
す
。『
玲
瓏
集
』
に
は
、

こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

う
す
く
し
て
、
さ
だ
か
に
見
え
ざ
る

形
な
れ
ば
、
中
有
を
ば
人
は
見
ず
。
か
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れ
は
い
つ
も
い
き
て
居
た
る
時
の
ご
と

く
、
人
を
見
れ
ど
も
、
人
是
を
知
ら
ず
。

罪
障
ふ
か
き
中
有
は
、
形
あ
ら
は
る
る

な
り
。
人
自
然
に
こ
れ
を
見
て
、
幽
霊

な
ど
と
い
ふ
。
又
な
き
事
に
あ
ら
ず
。

（
存
在
の
程
度
が
薄
く
、
は
っ
き
り

と
見
え
な
い
形
な
の
で
、
中
有
を
人
々

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

中
有
の
ほ
う
は
、
自
分
が
死
ん
で
し
ま

っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
、
生
き

て
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
人
々
を

見
て
い
る
の
で
す
が
、
人
々
は
そ
れ
に

気
づ
き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
罪
障
の

深
い
中
有
は
、
形
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

人
々
は
あ
り
の
ま
ま
に
こ
れ
を
見
て
、

幽
霊
が
出
た
な
ど
と
言
う
の
で
す
。
そ

う
い
う
こ
と
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、

で
す
。）

中
有
に
つ
い
て
、
沢
庵
禅
師
は
こ
う

い
う
趣
旨
の
こ
と
も
書
い
て
い
ま
す
。

「
中
有
は
五
根（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身

体
）
を
も
た
な
い
が
、
感
覚
は
残
っ
て

い
て
、
そ
の
点
で
は
生
き
て
い
る
人
間

と
な
ん
ら
変
わ
り
な
い
。
外
か
ら
見
え

な
い
だ
け
で
、
中
有
本
人
か
ら
す
れ
ば
、

生
き
て
い
る
の
と
変
わ
り
な
い
。
形
も

全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ま
り

に
か
す
か
な
の
で
、
見
え
に
く
い
」。

そ
し
て
、
こ
の
文
言
の
あ
と
に
、
さ
き

ほ
ど
引
用
し
た「
う
す
く
し
て
･
･
･
･
」

以
下
の
文
章
が
来
ま
す
。

自
分
の
死
を
納
得
で
き
な
い
と
幽
霊
に

こ
の
文
章
で
問
題
に
な
る
の
は「
罪

障
ふ
か
き
」
と
い
う
表
現
で
す
。
そ
の

ま
ま
現
代
語
訳
し
て
し
ま
う
と
、「（
悟

り
や
解
脱
を
さ
ま
た
げ
る
）
罪
の
行
為

が
多
い
状
態
」に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
沢
庵
禅
師
が
そ
う
い
う
意

味
で
、「
罪
障
ふ
か
き
」
と
は
言
っ
て
い

な
い
よ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の

あ
と
に
書
か
れ
た
以
下
の
文
章
か
ら
推

測
で
き
ま
す
。

執
心
ふ
か
け
れ
ば
、
形
あ
つ
し
。
た

と
へ
ば
薬
な
ど
、
よ
ろ
づ
の
物
を
せ
ん

じ
出
せ
る
汁
の
ご
と
し
。
あ
さ
き
も
の

は
、
そ
の
汁
あ
さ
し
。
あ
つ
き
も
の
は
、

そ
の
汁
こ
く
し
て
、
物
の
汁
と
、
さ
だ

か
に
知
る
。
･
･
･
･
･
中
有
と
執
心
ふ

か
け
れ
ば
、
形
を
あ
ら
は
す
。

（
執
心
が
深
け
れ
ば
、
形
も
濃
く
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
薬
な
ど
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
煎
じ
出
し
た

液
体
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
薄
い
も
の

は
、
そ
の
液
体
も
薄
い
の
で
す
。
濃
い

も
の
は
、
そ
の
液
体
も
濃
い
の
で
、
そ

れ
が
何
の
液
体
な
の
か
、
は
っ
き
り
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
･
･
･
･
･
中

の
場
合
も
、
執
心
が
深
け
れ
ば
、
形
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
す
。）

つ
ま
り
、
沢
庵
禅
師
は「
罪
障
」
と

「
執
心
」を
同
じ
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、「
罪
障
ふ
か
き
中
有
」
は
す
な

わ
ち「
執
心
ふ
か
い
」中
有
で
あ
り
、
そ

の
姿
が
見
え
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
の
で
す
。

で
は
、
執
心
と
は
な
に
か
、
そ
れ
が

つ
ぎ
の
問
題
で
す
。

執
心
と
は
、
あ
る
対
象
に
執
着
す
る

心
を
意
味
し
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
今
度

は
あ
る
対
象
と
は
何
か
、
が
問
題
で
す
。

お
そ
ら
く
、
あ
る
対
象
と
は「
生
命
」

で
し
ょ
う
。
そ
の
証
拠
に
、『
玲
瓏
集
』

の
冒
頭
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

命
ほ
ど
尤
可
惜
物
は
な
し
。
高
も
賤

も
、
各
命
長
か
ら
ざ
れ
は
、
本
意
を
遂

る
こ
と
な
し
。
千
々
の
財
宝
を
す
て
ゝ

も
、
命
は
か
ふ
べ
き
物
な
り
。

（
生
命
ほ
ど
、
大
切
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
身
分
の
高
い
者
も
賤
し
い
者

も
、
長
生
き
し
な
け
れ
ば
、
し
た
い
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
巨
万

の
富
を
な
げ
う
っ
て
も
、
生
命
は
買
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。）

そ
し
て
、「
生
命
」に
執
着
す
る
心
と

な
れ
ば
、「
生
き
た
い
、
生
き
て
い
た
い
」

と
熾
烈
に
ね
が
う
心
の
こ
と
で
す
。
い

い
か
え
れ
ば
、「
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な

い
」と
い
う
心
の
こ
と
で
す
。
よ
う
す
る

に
、
自
分
の
死
に
納
得
し
て
い
な
い
死

者
の
霊
魂
で
す
。
そ
れ
が
幽
霊
の
正
体

な
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
な
ん
に
も
悪

い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
死
な
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
非
業
の
死
を
遂
げ
た

人
々
が
、
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
人
々
の
中
有
が
、
い
ま
幽
霊
と
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ブ
ッ
ダ
と「
た
ま
し
い
」

ゆ
ら
ぐ
学
説

「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実
在
を
否
定
し

た
」。
大
学
の
仏
教
学
部
で
は
た
い
て

い
、
そ
う
教
え
て
い
ま
す
。
仏
教
の
概

説
書
に
も
、
大
概
は
そ
う
書
い
て
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実

在
を
否
定
し
た
」
と
い
う
認
識
は
、
近

代
仏
教
の
金
科
玉
条
な
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
、
こ
の
金
科
玉
条
に

疑
問
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
最
新
の
研

究
成
果
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
仏
教
で
は
、

ブ
ッ
ダ
以
来
、
一
三
世
紀
の
初
め
に
滅

亡
す
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
霊
魂
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実
在
論
と
霊
魂
非
実
在
論
の
両
方
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
あ
い

だ
で
か
ん
か
ん
が
く
が
く
の
論
争
が
つ

づ
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
最
終
的
な
結

論
を
見
出
せ
ず
に
終
わ
っ
た
と
い
う
の

で
す
。（
桂
紹
隆「
イ
ン
ド
仏
教
思
想
史

に
お
け
る
大
乗
仏
教
―
無
と
有
と
の
対

話
」春
秋
社『
大
乗
仏
教
と
は
何
か
』）。

「
ブ
ッ
ダ
は
霊
魂
の
実
在
を
否
定
し

た
」
と
い
う
金
科
玉
条
の
根
拠
と
さ
れ

て
き
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
無
我
説
や
非

我
説
で
す
。
無
我
説
と
非
我
説
は
、
厳

密
に
い
う
と
、
異
な
り
ま
す
が
、
永
遠

不
滅
の
実
態
と
し
て
の
「
我
（
ア
ー
ト

マ
ン
）」
は
実
在
し
て
い
な
い
と
い
う

点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

無
我
説
や
非
我
説
が
、
本
来
、
な
に
を

意
味
し
て
い
た
の
か
、
で
す
。
じ
つ
は
、

無
我
説
に
し
ろ
非
我
説
に
し
ろ
、
自
分

の
身
体
の
特
定
の
部
位
に
は
「
我
」
と

よ
べ
る
な
に
か
は
な
い
、
も
し
く
は
外

界
の
ど
こ
に
も
「
我
」
と
よ
べ
る
な
に

か
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
以
上

の
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
の
ち
に
拡
大
解
釈
さ
れ
て
、
永
遠

不
滅
の
実
態
と
し
て
の
「
我
」
は
実
在

し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。

ブ
ッ
ダ
も
来
世
を
認
め
て
い
た

イ
ン
ド
生
ま
れ
の
宗
教
で
は
、
動
物

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
生
命
体
は
、
悟

り
を
開
か
な
い
か
ぎ
り
、
永
遠
に
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
す
る
と
い
う
の

が
、
絶
対
の
前
提
で
し
た
。
こ
れ
が
輪

廻
転
生
で
す
。

ブ
ッ
ダ
が
在
世
し
て
い
た
時
代
に
は
、

す
で
に
輪
廻
転
生
が
前
提
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
存
す
る
初

期
仏
教
の
文
献
に
は
、
ブ
ッ
ダ
が
直
接
、

輪
廻
転
生
に
言
及
し
た
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
原
始
仏
典
の
な
か
で

も
最
古
層
と
さ
れ
る『
法
句
経（
ダ
ン
マ

パ
ダ
）』の
第
一
章
に
は
、
こ
う
書
か
れ

て
い
ま
す
。

悪
い
こ
と
を
な
す
者
は
、
こ
の
世
で

悔
い
に
悩
み
、
来
世
で
も
悔
い
に
悩
み
、

ふ
た
つ
の
と
こ
ろ
で
悔
い
に
悩
む
。「
わ

た
く
し
は
悪
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」と
い

っ
て
悔
い
に
悩
み
、
苦
難
の
と
こ
ろ（
＝

地
獄
な
ど
）に
お
も
む
い
て（
罪
の
む
く

い
を
受
け
て
）さ
ら
に
悩
む
。

善
い
こ
と
を
な
す
者
は
、
こ
の
世
で

歓
喜
し
、
来
世
で
も
歓
喜
し
、
ふ
た
つ

の
と
こ
ろ
で
歓
喜
す
る
。「
わ
た
く
し
は

善
い
こ
と
を
し
ま
し
た
」と
い
っ
て
歓
喜

し
、
幸
あ
る
と
こ
ろ（
＝
天
の
世
界
）に

お
も
む
い
て
、
さ
ら
に
喜
ぶ
。（
中
村
元

『
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』
岩

波
文
庫
）。

つ
ま
り
、
来
世
が
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
来
世
に
も
「
地
獄
」
や
「
天
の
世
界
」

が
あ
る
と
、
ブ
ッ
ダ
自
身
が
述
べ
て
い

る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
輪
廻
転
生
と

い
わ
な
い
ま
で
も
、
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
は
あ
る
と
、
ブ
ッ
ダ
も
認
識

し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

と
な
る
と
、
い
っ
た
い
な
に
が
生
ま

れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
す
る
の
か
、
が

問
題
に
な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
自
身
は
、

こ
の
種
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
と
、
あ

あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
と
い
う

観
念
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
、
し
な

い
よ
う
に
と
釘
を
刺
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
暇
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
た
す
ら
修
行

に
励
め
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
の
宗
教
界
と
い
う

と
こ
ろ
は
と
て
も
厄
介
で
、
自
分
た
ち

の
宗
教
を
、
ほ
か
の
宗
教
を
信
仰
す
る

人
々
に
む
か
っ
て
、
筋
道
立
て
て
説
明

で
き
な
い
と
、
批
判
や
攻
撃
を
ま
ぬ
か

れ
ず
、
つ
い
に
は
存
続
で
き
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ッ
ダ
以
降

の
仏
教
も
、
こ
の
仕
組
み
か
ら
逃
れ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
は
そ
の
な
か

に
巻
き
込
ま
れ
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
を
延
々
と
繰
り
返
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
仏
教
界
の
半
分
は
霊
魂
実
在
論

い
っ
た
い
な
に
が
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に

対
す
る
答
え
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

有
力
な
説
の
一
つ
に
、「
プ
ド
ガ
ラ
」

が
あ
り
ま
す
。
仏
典
の
日
本
語
訳
で
は

ふ
つ
う「
ひ
と
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
抽
象
的
す
ぎ
て
、
意
味

が
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
正
確
に
訳
せ

ば
、「
記
憶
の
担
い
手
」
と
い
う
く
ら
い

の
意
味
に
な
り
ま
す
。
五
蘊（
色
・
受
・

想
・
行
・
識
）
と
は
同
じ
と
も
異
な
る

と
も
言
え
な
い「
不
可
説
な
存
在
」、
す

な
わ
ち
解
き
あ
か
し
得
な
い
な
に
か
で

す
。「

我（
ア
ー
ト
マ
ン
）」
と
比
較
す
る

と
、「
プ
ド
ガ
ラ
」
は
生
ま
れ
て
死
ぬ
ま

で
の
あ
い
だ
に
い
ろ
い
ろ
と
変
化
す
る

点
で
、
い
っ
さ
い
変
化
し
な
い
と
さ
れ

る
ア
ー
ト
マ
ン
と
異
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
ほ
か
の
点
で
は
ほ
と
ん
ど
違

い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ド
ガ
ラ
こ
そ
輪
廻
転
生
の
本

体
と
み
な
す
説
は
、
お
も
に
主
流
派
仏

教
（
小
乗
仏
教
）
で
主
張
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
学
派
を
正
量
部
と
い
い
、



そ
こ
に
属
す
る
僧
侶
の
数
は
、
七
世
紀

に
イ
ン
ド
留
学
を
実
現
し
た
玄
奘
三
蔵

の
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
、
ひ
じ

ょ
う
に
多
く
、
主
流
派
仏
教
の
ほ
ぼ
半

数
を
占
め
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

大
乗
仏
教
の
学
派
で
も
、
輪
廻
転
生

の
本
体
を「
如
来
蔵
」や「
仏
性
」や「
ア

ー
ラ
ヤ
識
」
と
い
う
か
た
ち
で
、「
実
在

す
る
な
に
か
」
と
し
て
認
め
る
勢
力
は
、

ひ
じ
ょ
う
に
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
無
我
説
を
主
張
す
る
中

観
派
に
対
抗
し
て
、
イ
ン
ド
仏
教
界
を

二
分
し
て
い
た
唯
識
派
が
、
そ
の
典
型

例
で
す
。

さ
き
ほ
ど
ふ
れ
た
桂
紹
隆
先
生
の
論

文
に
よ
る
と
、
玄
奘
三
蔵
が
留
学
し
て

い
た
こ
ろ
の
イ
ン
ド
仏
教
界
は
、
出
家

僧
の
数
で
い
う
と
、
大
乗
仏
教
が
半
数

く
ら
い
で
い
ち
ば
ん
大
き
く
、
つ
い
で

正
量
部
が
四
分
の
一
、
そ
の
他
の
主
流

派
仏
教
が
四
分
の
一
と
い
う
構
成
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
乗
と
主

流
派
を
問
わ
ず
、
輪
廻
転
生
の
本
体
と

し
て
、
プ
ド
ガ
ラ
や「
実
在
す
る
何
か
」

を
認
め
る
勢
力
を
合
計
す
る
と
、
イ
ン

ド
仏
教
の
出
家
僧
の
う
ち
、
な
ん
と
半

数
く
ら
い
は
輪
廻
転
生
の
本
体
が
実
在

す
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

ブ
ッ
ダ
も
「
た
ま
し
い
」
を
認
め
て
い

た
?そ

も
そ
も
、輪
廻
転
生
の
本
体
を「
実

在
す
る
な
に
か
」
に
求
め
る
傾
向
は
、

初
期
仏
教
の
段
階
か
ら
あ
っ
た
事
実
が

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
例

を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
は
原
始
仏
典
の
一
つ
、「
相
応

部（
サ
ン
ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
）」の
第
一

集
第
四
篇
第
三
章
第
三
節
に
お
さ
め
ら

れ
て
い
る「
ゴ
ー
デ
ィ
カ
」
と
い
う
物
語

で
す
。
こ
の
部
分
は
、
岩
波
文
庫
か
ら

『
悪
魔
と
の
対
話
』（
一
九
八
六
）と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
と
お
も
い

ま
す
。

そ
れ
は
こ
う
い
う
話
で
す
。

ブ
ッ
ダ
の
弟
子
だ
っ
た
ゴ
ー
デ
ィ
カ

は
、
修
行
を
積
ん
で
、
心
の
解
脱
に
達

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
境
地
を

た
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
六
回
も

心
の
解
脱
に
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
た

び
に
そ
の
境
地
か
ら
退
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
七
回
目
の
心
の
解
脱
に

達
し
た
と
き
に
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
刀
を

手
に
と
っ
て
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ゴ
ー
デ
ィ
カ
が
自
殺
し
た
こ
と
を
知

っ
た
ブ
ッ
ダ
は
、
弟
子
た
ち
を
引
き
つ

れ
て
、
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
遺
体
を
見
舞
い

に
出
か
け
た
の
で
す
。
遺
体
が
安
置
さ

れ
て
い
る
場
所
に
来
て
み
る
と
、
遺
体

の
ま
わ
り
を
、「
朦
朧
と
し
た
も
の
」
が

右
往
左
往
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
指
し

て
、
ブ
ッ
ダ
は
あ
れ
は
悪
魔
、
悪
し
き

者
だ
と
い
い
、「
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
識
別
力

を
探
し
求
め
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、

ゴ
ー
デ
ィ
カ
は
涅
槃
に
入
っ
た
の
で
、

も
は
や
識
別
力
は
な
い
。
そ
れ
で
、
悪

魔
は
ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
識
を
見
つ
け
ら
れ

ず
、
右
往
左
往
し
て
い
る
の
だ
」
と
見

抜
き
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
識
別
力
」は
、

パ
ー
リ
語
の
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー
ナ
の
訳
語

で
す
。

よ
く
似
た
話
は
、
同
じ
く「
相
応
部
」

の
第
三
集
第
一
篇
第
二
部
第
四
章
第
五

節
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る「
ヴ
ァ
ッ
カ

リ
」
の
物
語
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
ち

ら
は『
原
始
仏
典
Ⅱ　

相
応
部
経
典
』

（
春
秋
社
）第
三
巻（
二
〇
一
二
）に
お
さ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ダ
の
弟
子
だ
っ
た
ヴ
ァ
ッ
カ
リ

と
い
う
人
物
が
、
悟
り
を
開
い
た
の
ち
、

病
苦
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
、
刀
を
手

に
と
っ
て
自
殺
し
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
、

ゴ
ー
デ
ィ
カ
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、

ヴ
ァ
ッ
カ
リ
の
遺
体
を
、
弟
子
た
ち
を

引
き
つ
れ
て
見
舞
い
に
出
か
け
ま
す
。

す
る
と
、
暗
闇
の
よ
う
な
も
の
が
、

遺
体
の
ま
わ
り
を
右
往
左
往
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
指
し
て
、
ブ
ッ
ダ
は
あ
れ

は
魔
で
あ
り
、「
ヴ
ァ
ッ
カ
リ
の
識
を
探

し
求
め
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
ヴ
ァ

ッ
カ
リ
は
悟
り
を
開
い
て
涅
槃
に
入
っ

た
の
で
、
も
は
や
識
は
な
い
」と
語
り
ま

す
。
よ
う
す
る
に
、
話
の
筋
は
ゴ
ー
デ

ィ
カ
の
と
き
と
同
じ
で
す
。

問
題
は
、
原
語
で
は「
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー

ナ
」、
訳
語
で
は「
識
別
力
」
あ
る
い
は

「
識
」
と
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。
春
秋

社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
本
に
つ
い
て

い
る
巻
末
の
注
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
、

「
認
識
体
、
意
識
体
、
た
ま
し
い
の
こ
と
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
う
す
る
に
、

「
ヴ
ィ
ン
ニ
ャ
ー
ナ
」
と
は「
た
ま
し
い
」

な
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
初
期
仏
教
の
段
階

か
ら
、「
た
ま
し
い
」の
存
在
を
み
と
め

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ブ
ッ
ダ
は
ど
う
だ
っ
た
か
、

そ
の
答
え
は
現
時
点
で
は
確
答
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、ブ
ッ
ダ
が「
た
ま
し
い
」

の
存
在
を
完
全
に
否
定
し
て
い
た
と
は

言
い
切
れ
な
い
可
能
性
が
出
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
す
。

以
上
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
の
仏
教

学
の
常
識
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
す
。

日
本
仏
教
は
伝
統
的
に
、
霊
魂
実
在
論

の
立
場
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
立

場
は
、
明
治
以
降
の
近
代
仏
教
学
か
ら
、

ほ
ん
と
う
の
仏
教
で
は
な
い
と
批
判
さ

れ
が
ち
で
し
た
が
、
イ
ン
ド
仏
教
の
実

● �●



情
を
知
れ
ば
、
日
本
仏
教
の
伝
統
は
必

ず
し
も
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

物
質
化
現
象　

無
か
ら
有
は
生
じ
る

　
　
　
　
　

講
師　

ス
ワ
ミ 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
9
月
19
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

ス
ワ
ミ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

広
島
県
立
呉
三
津
田
高
校
出
身
。
筑

波
大
学
第
一
学
群
自
然
学
類
卒
業
。

幼
少
期
よ
り
理
解
困
難
現
象
の
体

験
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
現
象

の
物
理
学
的
解
明
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
物
理
学
者
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

十
数
年
に
わ
た
り
イ
ン
ド
の
聖
者
の
弟

子
と
な
り
物
質
化
現
象
の
修
行
に
明
け

暮
れ
た
。

2
0
0
0
年
に
全
て
の
修
行
を
納
め

日
本
に
戻
り
、
物
質
化
の
解
明
は
も
と

よ
り
、
自
ら
も
物
質
化
を
行
う
。
そ
の

後
、
さ
ら
な
る
真
理
を
求
め
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
渡
り
、
心
霊
治
療
の
能
力
を
獲
得

し
、
ヒ
ー
ラ
ー
と
な
り
、
3
年
前
よ
り
、

タ
イ
に
て
、
神
聖
秘
法
術
科
学
校
を
開

催
。

（
講
演
要
旨
）　
　
　
　
　
　
　
　

宇
宙
出
現
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
同
様
の

現
象
を
、
タ
イ
の
洞
窟
の
中
で
1

�
0
�0�

%
に
近
い
再
現
性
を
も
っ
て
、
再
現
可

能
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
激
し
い
火
花

が
爆
発
音
を
伴
っ
て
発
生
し
、
そ
れ
に

伴
い
、
様
々
な
物
質
が
出
現
す
る
。
金

属
状
の
物
、
鉱
物
状
の
物
、
等
が
多
数

出
現
し
降
っ
て
く
る
。
多
く
の
場
合
、

そ
れ
ら
の
物
質
は
、
融
解
後
急
速
に
冷

え
て
固
ま
っ
た
形
状
を
示
し
、
出
現
直

後
は
高
温
で
あ
る
場
合
が
多
々
見
ら
れ

る
。

　

そ
の
為
、
そ
れ
ら
の
出
現
物
を
受
け

止
め
る
回
収
用
の
天
幕
状
の
布
が
、
焼

け
て
小
さ
な
穴
が
空
く
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
出
現
物
は
一
度
に
数
十
個
以

上
、
ま
さ
に
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る

場
合
が
多
い
。

こ
の
現
象
は
、
無
か
ら
有
が
生
じ
る

物
質
化
現
象
で
あ
り
、
ま
さ
に
超
小
型

の
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
あ
る
。

ま
た
、
細
長
い
金
属
質
の
棒
状
物
が

洞
窟
の
天
井
よ
り
出
現
し
、
あ
た
か
も

蛇
の
よ
う
に
ク
ネ
ク
ネ
と
動
き
回
る
。

直
径
は
5
セ
ン
チ
程
度
の
場
合
が
多
い

が
、
長
さ
は
数
十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
場

合
も
あ
る
。

先
端
部
は
動
き
回
り
、
参
加
者
の
方

へ
近
づ
く
場
合
も
あ
る
。
も
う
一
方
の

先
端
部
は
、
天
井
の
中
に
あ
る
た
め
確

認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
思
を
持

っ
た
生
命
体
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
金

属
質
の
棒
状
物
質
が
数
本
出
現
す
る
場

合
も
あ
る
。

こ
の
現
象
の
紹
介
と
、
こ
の
現
象
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
、
ま
た
、
出

現
し
た
物
質
の
公
開
、
こ
れ
ら
の
現
象

を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
も
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
詳
細
論
文
は
ネ
ッ
ト

http://w
w

w
.am

anotobira.com
/

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
サ

イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」（
平
成
28
年
1
・
2

月
号
）「
平
成
27
年
2
月
本
部
例
会
報

告
」（
P
．
5
～
10
）
も
合
わ
せ
て
ご
参

照
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
20
名
、
非
会
員

29
名
、
関
係
者
1
名
、
計
50
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
当
面
制
作
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

フ
ル
ー
ツ
2
2
0
0
日
物
語

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

と
き　
　

平
成
27
年
11
月
21
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

中
野
瑞
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
6
年
和
歌
山
県
出
身
、
大
阪

府
在
住
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
卒
業（
農
学
修
士
）。
元
ア
メ
リ
カ
海

洋
大
気
局
研
究
員
。
元
東
京
大
学
工
学

部
教
員
。
現
在
は
国
際
フ
ル
ー
ツ
協
会

代
表
・
体
を
張
る
フ
ル
ー
ツ
研
究
家
と

し
て
活
躍
、
T
V
出
演
や
講
演
多
数
。

2
0
0
9
年
9
月
28
日
よ
り
、
フ
ル

ー
ツ
を
中
心
に
果
実
だ
け
の
食
生
活
実

験
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
、
ご
飯
一

粒
も
パ
ン
一
か
け
ら
も
、
肉
も
魚
も
、

根
・
茎
・
葉
野
菜
も
全
く
食
べ
て
は
お

●� ●



ら
ず
、
水
も
お
茶
も
お
酒
も
一
滴
も
飲

ん
で
い
な
い
。
食
し
て
い
る
の
は
、
フ
ル

ー
ツ
、
果
実
野
菜（
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
ゴ
ー
ヤ
、
オ
ク
ラ
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
な
ど
）、
果
物（
ア
ボ
カ
ド
、
レ
モ

ン
、
梅（
塩
漬
け
の
梅
干
し
の
み
）、
ク

リ（
焼
き
栗
））と
、
塩（
果
実
野
菜
や
ス

イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
外
皮
を
ぬ
か
漬
に
し

て
い
る
）と
果
実
調
味
料（
胡
椒
、
一
味

な
ど
）・
果
実
油（
グ
レ
ー
プ
シ
ー
ド
油
、

オ
リ
ー
ブ
油
な
ど
）だ
け
で
あ
る（
穀
断

ち
、
肉
断
ち
、
水
断
ち
、
酒
断
ち
）。

以
前
は
、
果
実
油
と
塩
な
ど
で
果
実

野
菜
を
炒
め
た
り
し
て
い
た
が
、
2
�0�

1
1
年
3
月
27
日
か
ら
は
加
熱
調
理
も

食
し
て
い
な
い（
火
の
物
断
ち
）。

私
は
決
し
て
果
実
だ
け
の
食
生
活
を

広
め
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
体
が
で
き

て
い
な
い
人
が
い
き
な
り
始
め
て
も
、

栄
養
不
足
で
ふ
ら
ふ
ら
に
な
り
倒
れ
る

の
で
、
ま
ね
を
す
る
の
は
や
め
て
も
ら

い
た
い
。
し
か
し
、
各
公
的
機
関
が
勧

め
る
よ
う
に
、
健
康
増
進
の
た
め
に
、

毎
日
食
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。毎

年
、
日
本
の
国
土
の
14
%
の
面
積

（
※
1
）、
つ
ま
り
九
州
と
沖
縄
と
四
国

を
合
わ
せ
た
よ
り
も
広
い
面
積
が
沙
漠

に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
環
境
問
題

に
関
心
が
あ
り
、
学
生
時
代
は
沙
漠
問

題
の
研
究
に
関
わ
り
、
沙
漠
化
、
森
林

伐
採
、
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
レ
ベ
ル

の
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
い

か
に
木
を
増
や
す
か
が
鍵
だ
と
考
え
て

い
た
。
東
京
大
学
教
員（
経
営
工
学
系
）

時
代
の
2
0
0
3
年
、
木
を
増
や
す
に

は
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
こ
と
だ
と
直

感
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
公
的
機
関
が

勧
め
る
よ
う
に
、
健
康
や
美
容
目
的
の

た
め
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
れ
ば
、
生

産
者
を
通
じ
て
、
木
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
降
、
フ
ル
ー

ツ
に
つ
い
て
独
学
で
学
び
、
2
0
0
4

年
10
月
か
ら
始
め
た
、
フ
ル
ー
ツ
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
は
2
5
0
回
以
上
に
な
る
。

熟
し
た
甘
い
果
実
は
、
唯
一
の
共
存

関
係
に
あ
る
食
物
で
あ
る
。

植
物
は
動
物
と
は
異
な
り
、
そ
の
場

か
ら
動
け
な
い
。
種
が
近
く
だ
け
で
発

芽
し
続
け
た
場
合
、
病
気
な
ど
で
全
滅

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
多
く
の
被

子
植
物
（
花
を
咲
か
せ
る
植
物
）
で
は
、

鳥
や
獣
な
ど
に
、
食
べ
て
も
ら
い
、
糞

と
し
て
遠
く
に
ば
ら
ま
い
て
も
ら
お
う

と
い
う
戦
略
を
取
っ
て
い
る
。

動
物
で
言
え
ば
、
子
に
あ
た
る
種
が

未
熟
な
間
は
、
外
皮
や
果
肉
を
固
く
し

た
り
、
苦
く
し
た
り
、
葉
と
同
じ
緑
に

し
て
目
立
た
な
く
し
た
り
と
、
動
物
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

種
が
成
熟
す
る
と
、
目
立
た
せ
る
た
め

に
、
色
鮮
や
か
に
し
た
り
、
香
り
を
漂

わ
せ
た
り
、
消
化
が
良
い
よ
う
に
柔
ら

か
く
し
た
り
、
果
実
を
食
べ
て
も
ら
お

う
と
工
夫
を
重
ね
る
。
例
え
ば
、
小
学

生
に
不
人
気
な
ゴ
ー
ヤ
も
、
熟
す
と
外

皮
が
黄
色
く
な
る
し
、
中
に
は
真
っ
赤

な
甘
い
果
肉
が
で
き
る
。
ま
た
ピ
ー
マ

ン
も
熟
す
と
赤
く
な
り
、
甘
酸
っ
ぱ
く

な
る
。
つ
ま
り
、
熟
し
た
果
実
は
、「
食

べ
て
、
食
べ
て
、
ど
ん
ど
ん
食
べ
て
!
」

と
植
物
が
言
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
熟
し
た
果
実
以
外
の
食
べ

物
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
葉
や
根
は
目

立
た
な
く
し
た
り
、
苦
く
し
た
り
す
る

し
、
種
で
あ
る
穀
物
は
生
で
は
消
化
が

悪
い
。
ま
た
肉
や
魚
に
し
て
も
、
動
物

は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
と
逃
げ
回
る
わ

け
で
あ
る
。

し
か
も
、
撒
か
れ
た
種
が
発
芽
し
、

成
長
し
、
花
が
咲
く
と
、
ミ
ツ
バ
チ
や

チ
ョ
ウ
な
ど
多
く
の
昆
虫
の
餌
に
な
る
。

昆
虫
が
増
え
る
と
、
鳥
や
小
動
物
が
増

え
る
。
小
動
物
が
増
え
る
と
、
タ
カ
や

フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
猛
禽
類
な
ど
が
増
え
、

生
態
性
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。

一
方
、
日
本
の
中
山
間
地
域
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
・
カ
ラ
ス
な

ど
の
被
害
が
、
年
間
2
0
0
億
円
以
上

に
及
ぶ（
※
2
）。
野
生
動
物
が
人
里
に

下
り
て
く
る
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
戦
後

の
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
、
栄
養
価

の
高
い
、
ド
ン
グ
リ
や
ヤ
マ
モ
モ
や
カ

キ
と
い
っ
た
実
の
な
る
広
葉
樹
を
ど
ん

ど
ん
切
り
倒
し
て
、
あ
ま
り
動
物
た
ち

の
餌
に
な
ら
な
い
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
や

マ
ツ
を
植
え
た
か
ら
で
あ
る
。
要
は
奥

山
に
ご
飯
が
な
い
か
ら
、
人
里
に
下
り

て
来
て
し
ま
う
。
日
本
の
国
土
の
67
%

は
森
林
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
41
%
が
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
や
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
で

あ
り
、
そ
れ
は
国
土
の
27
・
2
%
に
な

る（
※
3
）。
う
ち
約
半
分
は
戦
後
の
拡

大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
遠
目
に
は
緑
で
も
、

針
葉
樹
の
密
集
林
で
あ
る
人
工
林
は
、

中
は
薄
暗
く
て
下
草
も
少
な
い
た
め
、

生
物
多
様
性
が
乏
し
く
、〝
緑
の
沙
漠
〟

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
日

本
人
の
29
・
8
%
が
花
粉
症
と
な
っ
て

い
る（
※
4
）。
な
ぜ
な
ら
、
花
粉
症
の

主
要
原
因
が
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
の

増
加
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
の
9
人
に
1
人
が
飢
餓

状
態
に
あ
る（
※
5
）。
特
に
、
発
展
途
上

国
に
お
い
て
、
5
歳
に
な
る
前
に
命
を
落
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と
す
子
ど
も
の
数
は
、
年
間
6
6
0
万

人
に
も
及
ぶ（
※
6
）。
W
F
P（
国
連
飢

餓
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
20
億
人

が
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
に
陥
っ
て

お
り
、
結
果
と
し
て
脳
機
能
障
害
や
臓

器
障
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る（
※
7
）。

一
方
で
、
フ
ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
が
豊
富
で
、
し
か
も
消
化
吸
収
の

良
い
食
べ
物
で
す
。
そ
の
土
地
に
合
っ

て
い
れ
ば
、
数
ヶ
月
か
ら
数
年
後
に
は

果
実
が
で
き
る
。

世
界
で
は
、
8
人
に
1
人
が
不
衛

生
な
水
を
飲
ん
で
い
る（
※
8
）。
下
痢

は
、
周
産
期（
出
産
前
後
の
期
間
の
こ

と
）
を
除
け
ば
、
5
歳
未
満
の
子
ど
も

に
と
っ
て
肺
炎
に
次
ぐ
死
亡
原
因
で
す
。

2
0
1
2
年
に
は
約
58
万
人（
1
日
当

た
り
1
6
0
0
人
）
の
5
歳
未
満
の
子

ど
も
が
、
下
痢
で
亡
く
な
っ
た（
※
7
）。

国
連
W
H
O
は
、
世
界
の
健
康
戦

略
の
中
で
、
糖
尿
病
、
ガ
ン
、
心
臓
疾

患
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
、
生
フ
ル
ー
ツ
と
非
デ
ン
プ
ン
性

野
菜
を
合
わ
せ
て
、
毎
日
4
0
0g
以

上
食
べ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
ま

た
世
界
ガ
ン
予
防
基
金
な
ど
で
は
、
ガ

ン
予
防
の
た
め
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

生
フ
ル
ー
ツ
と
非
デ
ン
プ
ン
性
野
菜
を

少
な
く
と
も
4
0
0g
以
上
、
で
き

れ
ば
6
0
0g
以
上
食
べ
る
よ
う
に
推

奨
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
ガ

ン
死
亡
者
数
は
、
現
在
36
・
5
万
人

で
、
3
人
に
1
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

1
9
8
1
年
に
年
間
30
万
人
を
超
え
て

以
降
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。（
※
9
）

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は『
健
康
日
本

21
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
一
日
当
た

り
1
0
0g
以
上
果
物
を
摂
っ
て
い
る

人
が
38
・
6
%（
2
0
1
0
年
）
し
か

い
な
い
の
で
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
は
、

70
%
以
上
に
増
や
そ
う
と
い
う
数
値
目

標
を
掲
げ
て
い
る（
※
10
）。

農
林
水
産
省
は
、
毎
日
2
0
0g
く

だ
も
の
運
動
を
推
進
し
て
い
る（
※
11
）。

さ
ら
に
日
本
糖
尿
病
学
会
で
も
、
フ

ル
ー
ツ
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
補

給
に
大
切
な
食
品
な
の
で
、
糖
尿
病

の
方
で
も
、
一
日
当
た
り
、
イ
チ
ゴ

で
あ
れ
ば
2
5
0g
、
ミ
カ
ン
で
あ
れ

ば
2
0
0g
な
ど
制
限
は
つ
く
が
、
毎

日
の
生
フ
ル
ー
ツ
摂
取
を
勧
め
て
い
る

（
※
12
）。　

に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
医
師
や

栄
養
士
な
ど
か
ら「
フ
ル
ー
ツ
は
太
る

か
ら
、
フ
ル
ー
ツ
は
糖
尿
病
に
な
る
か

ら
、
食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
一
人
当
た
り
の
フ
ル
ー
ツ

供
給
量（
非
可
食
部
な
ど
廃
棄
量
を
含

む
）
は
、
世
界
平
均
で
2
0
3g
、
北

ア
メ
リ
カ
2
7
5g
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

2
4
9g
、
ア
ジ
ア
1
8
1g
で
あ
る
の

に
対
し
日
本
は
わ
ず
か
1
4
0g
し
か

な
い
。
こ
れ
は
O
E
C
D
加
盟
、
先
進

34
カ
国
中
最
下
位
で
あ
る（
※
13
）。

ま
た
日
本
人
は
、
生
フ
ル
ー
ツ
の
一

日
摂
取
量（
可
食
部
）
は
、
男
性
で
は

90
・
2g
、
女
性
で
は
1
0
8
・
7g
し

か
な
く
、
特
に
働
き
盛
り
の
20
～
40
代

の
男
性
は
、
平
均
で
わ
ず
か
40g
前
後

し
か
食
べ
て
い
な
い（
※
14
）。

そ
も
そ
も
、
世
界
的
に
見
て
、
食
べ

す
ぎ
に
関
す
る
研
究
事
例
は
な
く
、
フ

ル
ー
ツ
の
食
べ
過
ぎ
が
何
g
な
の
か
、

科
学
的
根
拠
の
あ
る
デ
ー
タ
は
存
在
し

な
い
。
食
べ
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
と
言

わ
れ
る
人
た
ち
は
、
根
拠
の
あ
る
デ
ー

タ
を
も
た
ず
し
て
、
思
い
込
み
で
話
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
元
々
フ
ル
ー
ツ

は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
果
実
を
食
べ
過
ぎ
る
と
、
体

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
表
わ
れ
る
の
か

を
調
べ
る
た
め
に
、
実
験
を
始
め
た
。

ま
た
、
フ
ル
ー
ツ
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
フ
ル
ー
ツ
と
医
学
、
フ
ル
ー

ツ
と
薬
学
な
ど
、
フ
ル
ー
ツ
に
関
す
る

研
究
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
の

こ
と
で
も
あ
る
。
果
実
だ
け
の
食
生
活

を
続
け
て
、
6
年
以
上
に
な
る
が
、
至

っ
て
健
康
で
、
風
邪
な
ど
で
寝
込
ん
だ

こ
と
も
な
い
し
、
健
康
診
断
や
血
液
検

査
で
も
異
常
が
出
た
こ
と
は
な
い
。
む

し
ろ
、
腎
機
能
の
指
標
で
あ
る
e

－

G
F
R
は
1
3
0
・
4
と
、
骨
密
度
は

20
歳
の
男
性
と
比
べ
て
30
%
以
上
増
と
、

医
師
も
驚
く
数
値
が
出
て
い
る
。
糖
が

多
い
と
い
わ
れ
る
フ
ル
ー
ツ
だ
が
、
最

も
多
い
の
は
水
分
で
あ
る
。
ス
イ
カ
や

イ
チ
ゴ
な
ど
で
は
90
%
、
ほ
と
ん
ど
の

フ
ル
ー
ツ
は
85
%
以
上
が
水
分
で
あ
る
。

し
か
も
、
食
物
繊
維
が
1
～
2
%
、
タ

ン
パ
ク
質
が
1
%
、
他
に
脂
質
、
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
含
ま
れ
、
糖
質
は
せ
い
ぜ
い
10
～

20
%
で
あ
る（
※
15
）。
フ
ル
ー
ツ
は
糖
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分
が
多
い
と
言
わ
れ
る
が
、
主
成
分
は

水
分
で
あ
り
、
多
く
の
フ
ル
ー
ツ
で
は

80
%
を
超
え
る
。
ス
イ
カ
や
イ
チ
ゴ
な

ど
は
90
%
が
水
で
あ
る
。
私
の
夏
場
の

主
食
は
ス
イ
カ
、
冬
場
の
主
食
は
ミ
カ

ン
だ
が
、
6
年
以
上
、
水
も
お
茶
も
飲

ま
ず
生
き
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、

喉
を
潤
し
て
く
れ
る
水
分
量
の
多
い
フ

ル
ー
ツ
を
積
極
的
に
食
べ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

水
分
に
次
い
で
多
い
の
が
糖
質
で
、

7
～
15
%
で
す
。
バ
ナ
ナ
は
や
や
多
く

21
%
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
55
%
、

食
パ
ン
44
%
、
白
米
36
%
、
サ
ツ
マ
イ

モ
27
%
と
い
う
よ
う
に
、
穀
物
系
食
品

に
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
何
倍
も
多
く
の
糖

質（
大
半
が
デ
ン
プ
ン
）が
含
ま
れ
て
い

る
。
デ
ン
プ
ン
や
糖
類
な
ど
の
カ
ロ
リ

ー
は
4
k
c
a
l
／
g
で
す
。
糖
質
が

多
い
と
カ
ロ
リ
ー
数
値
も
大
き
く
な
る
。

主
な
フ
ル
ー
ツ
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
1
／
10
程
度
、
食
パ
ン
の
1
／
5
程

度
、
ご
飯
の
1
／
3
程
度
し
か
カ
ロ
リ

ー
が
な
い
。
イ
チ
ゴ
は
モ
ヤ
シ
と
同
じ

カ
ロ
リ
ー
し
か
な
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
6
%
で
あ
る
。
ご
飯
1
膳（
1
5
0g
）

の
カ
ロ
リ
ー
は
、
バ
ナ
ナ（
可
食
部
）で

は
約
3
本
分
、
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン（
M

寸
、
外
皮
除
く
）
で
は
約
8
個
分
に
あ

た
る
。

総
じ
て
生
フ
ル
ー
ツ
は
、
カ
ロ
リ
ー

が
低
い
た
め
、
太
り
づ
ら
い
食
べ
物
で

あ
る
。
私
も
か
つ
て
70
㎏
あ
っ
た
体
重

が
、
午
前
中
の
食
事
を
フ
ル
ー
ツ
に
す

る
こ
と
で
62
㎏
に
な
っ
た（
2
0
0
9

年
）。
果
実
だ
け
の
実
験
を
始
め
た
時

（
2
0
0
9
年
9
月
28
日
）
62
㎏
あ
っ
た

体
重
が
、
今
や
52
㎏
。
冬
に
は
、
ウ
ン

シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
を
毎
日
20
個
以
上
は
食

べ
て
い
る
が
、
太
る
こ
と
な
ど
全
く
な

い
。
生
フ
ル
ー
ツ
が
太
り
や
す
い
と
い

う
の
は
、
科
学
的
に
も
、
私
の
経
験
的

に
も
誤
り
で
あ
る
。

生
フ
ル
ー
ツ
は
噛
ま
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
唾
液
の
分
泌
量
を
増
や
し
て

く
れ
る
。
唾
液
量
が
増
え
る
の
で
、
口

腔
環
境
や
免
疫
力
の
向
上
も
期
待
で

き
る
。
ま
た
食
事
の
前
に
生
フ
ル
ー
ツ

を
食
べ
る
と
、
食
べ
過
ぎ
も
抑
え
ら
れ

る
。
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
お
菓
子
や
デ
ン

プ
ン
系
食
品
の
量
を
抑
え
て
、
代
り
に

生
フ
ル
ー
ツ
を
摂
る
よ
う
に
す
れ
ば
カ

ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
楽
に
な
る
。

（
W
H
O
＝
国
連
世
界
保
健
機
関
）
は

2
0
1
5
年
3
月
、
健
康
増
進
の
た

め
に
は
で
き
れ
ば
、
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー

を
25g
以
下
に
抑
え
る
よ
う
勧
告
し
た

（
※
16
）。
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー（
遊
離
糖
）

と
は
、「
製
造
元
や
消
費
者
が
食
品
に
添

加
す
る
糖
類
と
、
蜂
蜜
・
シ
ロ
ッ
プ
・

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
含
ま
れ
る

天
然
の
糖
類
」の
こ
と
で
す
。
ス
プ
ー
ン

一
杯
の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
に
4g
の
フ
リ
ー

シ
ュ
ガ
ー
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
、
隠
れ

た
糖
類
に
も
注
意
す
る
よ
う
に
促
し
て

い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
野
菜
や
生
フ
ル
ー
ツ
や

牛
乳
に
自
然
に
含
ま
れ
る
糖
類
は
フ
リ

ー
シ
ュ
ガ
ー
で
は
な
い
。
清
涼
飲
料
水

を
買
わ
れ
た
時
に
は
、
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
る
成
分
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
ジ
ュ
ー
ス
を
除
け
ば
、
大

抵
10
%
以
上
の
糖
質（
ま
た
は
炭
水
化

物
）が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般
の
清
涼
飲

料
水
に
は
食
物
繊
維
が
ほ
と
ん
ど
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
記
載
さ
れ
て
い
る

炭
水
化
物
や
糖
質
は
、
ほ
と
ん
ど
フ
リ

ー
シ
ュ
ガ
ー
に
な
り
ま
す
。
5
0
0m
L

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
1
本
飲
め
ば
、
50g

以
上
も
の
フ
リ
ー
シ
ュ
ガ
ー
を
摂
取
す

る
こ
と
に
な
る
。

〝
健
康
〟
と〝
持
続
可
能
な
環
境
〟
の

両
方
を
志
向
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

〝
ロ
ハ
ス
〟
と
呼
ば
れ
る
。
毎
日
少
し
ず

つ
で
も
果
物
を
食
べ
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
ロ
ハ
ス
そ
の
も
の
で
す
。「
痩
せ
た
い
」

「
ウ
エ
ス
ト
を
細
く
し
た
い
」「
小
顔
に

な
り
た
い
」
あ
る
い
は「
ス
ベ
ス
ベ
肌
に

な
り
た
い
」「
生
涯
健
康
で
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
続
け
た
い
」な
ど
、
こ
れ
ら
は

個
人
的
な
欲
求
で
あ
る
。

こ
れ
ら
個
人
的
な
欲
求
に
、
フ
ル
ー

ツ
を
加
え
れ
ば
よ
い
。
フ
ル
ー
ツ
は
、

宗
教
の
違
い
も
、
右
や
左
と
い
っ
た
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
も
、
東
洋
も
西
洋

も
、
途
上
国
も
先
進
国
も
、
肌
の
違
い

も
、
老
い
も
若
い
も
、
男
も
女
も
、
頭

の
良
さ
も
悪
さ
も
、
聖
人
君
子
も
極
悪

人
も
、
全
く
関
係
な
い
。
73
億
人
全
て

の
人
が
関
わ
る
の
は〝
食
〟で
あ
り
、
ど

こ
の
国
で
も
フ
ル
ー
ツ
は
身
近
な
食
べ

物
で
あ
る
。

W
H
O
や
F
A
O
や
厚
生
労
働
省
や

農
林
水
産
省
な
ど
多
く
の
公
的
機
関
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ル
ー
ツ
は

野
菜
と
共
に
健
康
増
進
に
役
立
つ
。「
毎

日
果
物
も
食
べ
よ
う
」
と
意
識
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
果
樹
園
が
増
え
る
の
で
、

酸
素
の
供
給
源
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、「
毎
日
国
産
果
実
を
食
べ
よ

う
」
と
意
識
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
中
山

間
地
域
の
鳥
獣
害
対
策
、
日
本
の
美
し

い
里
山
奧
山
の
復
活
、
ひ
い
て
は
花
粉

症
の
根
本
対
策
に
も
な
る
。
木
が
増
え
、

花
が
咲
き
、
果
実
が
増
え
れ
ば
、
虫
も

鳥
も
動
物
も
喜
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
、
木
自

身
も
喜
ぶ
。
私
た
ち
も
人
間
も
、
フ
ル

ー
ツ
の
お
蔭
で
健
康
増
進
が
図
れ
る
。

食
物
の
中
で
唯
一
、
食
べ
て
も
ら
い
た

が
っ
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
は
、
そ
れ
自
体

● �●
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第三段階：マクロ・オーブの観察
佐藤禎花師によってマクロ・オーブ（たまゆら）

の動的な変化状況が観察・記録された。なお「た
まゆら」とは、オーブにサイ（気）が加算された場
合のものをいう。居住空間としての空気中におい
て、非可視の近赤外線領域に潜在する（約1.4eV）
マクロ・オーブを、デジタルカメラの液晶面上に
写し出し、お願いすると、依頼に応じて、様 に々
動的に変化する状況が記録された。一例として、
マクロ・オーブ（芽オーブ）の動的な変化挙動とし
て、次記が記録された。
１）マクロ・オーブは、柔らかい感じの発光体で、
ほぼ球形状であり、大きなオーラを伴う。なお、
変化が著しい部分では、２）昆虫の幼虫に似た
形状を持っており、頭と思われる部分がある。丸
まるとほぼ球形状であるが、ピーンと伸びて、つ
ぎに約90度方向を変え、同時に約180度反転し
て頭と尾が入れ替わる。また、ピーンと伸びて、
2部分に分割する場合がある。３）そこでは、1秒
以内に反転、反転、球形状、などを数回以上も
繰り返す。推察すると、夜空に、動オーブがキラ
キラ輝いて見える原因は、この反転の為かも知れ

ない。また、オーブは、マクロPKとして存在して
いるので、オーブの動きに対応して、生体内の神
経系統（経絡）が情報交換を担当しているのかも
しれない。その他。

なお、検討と考察の結果として、ミクロ・オー
ブとマクロ・オーブの関係を検討したところ、両
者は、ほぼ、同一と判断できる事がわかった。
　

これらが進めば、あの世または霊界との間の情
報交換が可能になるのでは？

フォトンが様 な々ノイズを吸収して、オーブ（た
まゆら）に成るのでは？

さらに、これらを契機にして、心（精神）の科学
的な研究が開始される事をお願いしたい、と思い
ます。

（注1）念写とは、意識（念ずる）の働きのみによっ
て、体外にあるフィルム上に、ある種の形姿を
映し出すことをいう。今から105年前に、世界に
先駆けて、福来友吉によって念写が発見された。
仙台には、福来友吉の業績を記録した（財）福来
心理学研究所がある。

が〝
愛
〟で
す
。
そ
し
て
フ
ル
ー
ツ
こ
そ
、

自
然
と
の
共
生
を
含
め
た
究
極
の
世
界

平
和
に
導
く
鍵
だ
と
私
は
確
信
し
て
い

る
。
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素
晴
ら
し
い
研
究
で
あ
り
提
言
だ
と

思
い
ま
す
。
果
物
に
よ
り
肉
類
を
摂
取

せ
ず
に
済
め
ば
、
病
気
も
少
な
く
な
り

医
療
費
も
減
ら
せ
る
で
し
ょ
う
。
ひ
い

て
は
霊
性
の
向
上
と
も
な
り
世
界
平
和

へ
の
道
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会
員

8
名
、
計
20
名
で
し
た
。
講
演
記
録
テ

ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
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学
会
会
長
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河
野　

明
夫
）
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ミクロ・オーブの発見について（念写とオーブの解析）

私たちは、様々な手法を用いてオーブ（たまゆ
ら）の発生機構を検討しております。その一部と
して、念写の際に発生・生起する微細な光念球
の性質を調べたところ、この光念球は、デジタル
カメラで撮影されるマクロ・オーブに対応するミ
クロなオーブである事がわかりました。

今から約38年前（1977年）に、清田益章師を被
験者、小川雄二を研究者として、念写（注1）の
機構解明のための基礎実験を行いました。暗缶
内に光球（念光球、約1mm径）の発生（映像）が
認められ、これの時間変化曲線が記録されまし
た。今回の検討と考察により、これが、ミクロ・
オーブである事がわかりました。

つぎに、30年の時間が経過して、研究者の苗
鉄軍が、この時間変化曲線をカオス解析したとこ
ろ、低次元決定論的なカオス過程である事がわ
かりました（2007）。さらに8年経過して2015年に
なると、佐藤禎花師により、室内の空気中でマク
ロなオーブ（たまゆら）の動的な変化が観察・記録
されました。

第一段階：ミクロ・オーブの出現と測定
既知の電磁波と室内光の両ノイズを遮断した

空間（ブリキ缶、空気中）、並びにその空間内に既
知の物理光を加算した空間に、約1mm直径の光
球状のミクロ・オーブが発生し、動的な変化挙動
をしめす状況がデジタル・メモリーに記録された。
１）移動速度は群パルス状で、うねりの様な緩急
動作を繰り返す。
２）移動速度の分布状態は、近似的には正規分布
である（最頻値は6.5Hz）が、正確には、形状母
数が1.5で表示されるワイブル分布である。これ
は遷移する確率が時間と共に増加するタイプの確
率過程論で表示される。つまり、時間の経過とと

もにより速いオーブが出現する、という性質があ
る。さらに、電磁波ノイズ並びに室内光ノイズが
加算した場合には、最頻値は、しだいに増加する
傾向にある（シューマン・レゾナンスの7.8Hzに
近づく）。
３）パルス波形のピーク値（オーブの光の強さ）の
出現は、ほぼ指数分布である。つまり移動速度と
光の強さは対応していない。さらに指数分布は、
遷移する確率が時間とは無関係に偶発的に決ま
る。つまりポアソン過程として存在している。
４）周波数の分布状態は、ほぼワイブル分布であ
る。さらにオーブが存在している時間や存在して
いない時間は、ほぼ指数分布で表示される。
５）オーブは変性意識状態下の集中とイメージに
関連して、時間や空間を超越して出現する（別報）
傾向があるが、出現後は、物質になってしまうの
で、通常の物理法則に従うことになる、と考えら
れる。

第二段階：ミクロ・オーブのカオス解析
１）Takens定理を用いて、記録された曲線をカオ
ス解析したところ、相関次元の値は、D2＝1.94
～2.25であった。これより、動的ミクロ・オーブ
の運動過程に出現するカオスは、低次元決定論
カオス性である事が分かった。つまり、生体内の
皮膚表面の2～3個所の経絡、またはチャクラが
次元因子（カオスを形成させる変数）として関与し
ている、と推定された。
２）室内光ノイズ、並びに電磁波ノイズがある場
合には、相関次元の値はより高くなる傾向がある。
つまり、生体外の空気中にあるノイズが加算する
と、カオスの次元因子はより高くなる（多様性を帯
びる、複雑になる）。
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